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第一章　彼女は思い込みが激しい、そう致命的なまでに







　見渡す限りの青い海。

　だったら良いんだが、生あい憎にく視界に映るのは狙そ撃げき銃じゆうの銃口と、海を取り巻いて乱立している無骨な建築の群れだった。

　ここはおそらく、港こう湾わんの工場跡あとかなにかなのだろう。複雑に入り組んだ高い塔とうのように、巨大なクレーンや、積み上げられたコンテナ、貯水タンクなんかがずらりと並んでいる。もっともそのコンテナやクレーンは、場所によってはいかにも不便そうな配置だ。というか、道の進行をあえて妨げるような位置にも見える。

　ま、そりゃそうだ。

「刀とう雅が。後方の確認」

「さっきからやってるって。出てきたらどうする？」

「決まってるだろう。狙ねらい撃うつ」

　俺の前の座席に座る友人にして相あい棒ぼう、霧きり島しま桐きり也やが、相変わらず少ない言葉で端たん的てきに告つげた。昔からこういう奴やつで、仕事人というか、目の前のことに対する集中力は信じられないほどに高まることがある。が、それ以外の場面では案外抜けてたりするんだけどな。

　首をひねって後方に広がる画面をチェックするが、まあ見たところでは変わりはない。ついでに画面のサイドに展開されるＴＰＳカメラウィンドウもチェックする。機体を、コクピットの内部からではなく、周囲の状況も含めて外部から確認できる画面だ。もちろん中心に映っているのは俺達の《リュストゥング》であり、コンテナの影に隠かくれた緑色のロボットが片かた膝ひざ立ちの状態で狙撃銃を構えている。

　障害物の多いこのステージでは、桐也の狙撃は有効に働く。位置取りさえ間違えなければ戦いようはある。たとえ相手が強敵だとしても。

「後ろは大丈夫だ。やっぱりあのクレーンとこにいるんじゃねーのか」

　三百六十度をカバーするメインカメラは、《リュストゥング》の頭部からの情報をそのままコクピットに伝えてくる。視界の一部はコンテナに隠されているが、海沿いのクレーンの基部周辺に敵が隠れているのはすぐに知れた。障害物が多く、そこまで射線が通らない。

「了解した。出てきたらすぐに撃ち落としてみせる」

　桐也の声には頼もしさが滲にじんでいる。

　が、今日の相手はそう簡単にビッグマウスを叩たたける相手じゃねーんだよな、これが。なにしろ全国ランク三位──いや、二位だったか？　間違えたら陵みささぎは烈れつ火かのごとく怒るだろうから、後で確認しとかねーと。

「来たぞ！　刀とう雅が！」

　桐きり也やの声に、俺はコンソールを操作した。

　同時に、右手のレバーを操作。画面に映る、海と同じくらい青い蒼そう穹きゆうに目を走らせる。やはりクレーン基部にいたらしいそれが、その赤い身体からだを見せつけてこちらに突進してくるのがわかる。ここから見ると隼はやぶさのように、速い。

　轟ごう音おんとともに、コクピットが重く震ふるえた。

　画面を緑色の光線が駆かけ抜けていたのが見えた。タイムラグなし。射しや撃げきと同時に目標に命中するはずの狙そ撃げき銃じゆう《ＳＮ─テクニカル》の射線だ。だが、ドレスを身に纏まとったようなその深しん紅くのロボットには命中しなかった。

　桐也が外はずしたか。それともあの深紅のイレイザー《ユーディット》が有り得ない速さでかわしたのか。

「次は当てる……！」

　再び轟音。緑色の光線が、港こう湾わんの空を障害なく抜けていく。

　銃の性能は申し分ないはずだ。問題は射撃ではなく、ぐるぐるとまるでバレエでも踊るかのような《ユーディット》の動きにある。とにかくその飛行速度が速過ぎる上に、急停止、切り返しも自在だ。たとえば戦闘機などにはほぼ不可能なジグザグ飛行をいとも簡単にやってのける。

　パイロットと、機体のスペックの両方が備そなわってるからこそできるバケモノ機動である。

　血を塗ぬったかのような赤い外装と、どこか刺とげ々とげしいシルエット。ただ、腕や胴どう、足はどちらかというと細めで、軽量級の機体だ。空中戦を展開する以上、重量はとにかく敵、ということなのだろう。そして、腰こし回りに装着するブレードはスカートを模もしており、尚なお更さら女性をイメージさせる。マッチョなシルエットを見せる俺達の《リュストゥング》とは対照的だ。

「くっ……！」

　銃撃は一いつ瞬しゆんでも、桐也の目が《ユーディット》に追いついていかない。空中を絶えず機動する飛行型イレイザーの中でも、《ユーディット》の速度はトップクラスだし、誰も桐也を責められねーけど。

「おい、桐也、来るぞ！」

《ユーディット》が、こちらへ向かって加速するが、正直、《リュストゥング》の重装備ではとても対処しきれない。

　そのスカート部が、金属音と共に広がった。花か弁べんのごとくにも見えるが、花にしては先端が鋭角に過ぎるように見えた。

「くそ、かわせるか……ッ？」

「《リュストゥング》では無理だ！　刀雅、全て迎撃するぞ！」

「無む茶ちや言うなっつーの……」

　スカートが《ユーディット》から分離する。全部で六枚の二等辺三角形、赤いブレードが、音も無く回転しながら俺達へと向かってきた。画面にはwarningの文字が現れる。あの自律機動ブレードをどうにかしないとこちらがダメージを受けるのは明白だった。

「ちっ！」

　桐きり也やは、狙そ撃げき銃じゆうでもって。

　俺は左手のコンソールパネルを操作することで反撃の準備を。《リュストゥング》両りよう肩かた部のハッチを開け、内蔵型ミサイルランチャーを準備する。飛来するブレードが六枚で、こちらの射出するミサイルも六発。全弾命中すれば確実に撃うち落とせる計算だ。

「ロックオン完了。桐也、こっちはいけるぜ！」

「わかった。俺は《ユーディット》を狙ねらい撃つ」

　どちらにしても、重火力で動きのとれない《リュストゥング》では機動戦はできやしねえし。《ユーディット》に見つかった時点で腰こしを据すえて、やるかやられるかの撃ちあいしか手はなくなってる。

　火力なら負けねえ。黒くろ焦こげにしてやる。

「喰くらいやがれッ！」

「うるさいぞ刀とう雅が」

　格好かつこつけてトリガーを引いたのに、集中したい桐也のお気には召さなかったらしい。

　だがそれだけの価値はあったようだ。推すい進しん剤ざいを噴ふん出しゆつするエフェクトと共に、ミサイルがブレードと激突、爆発する。《ユーディット》の得とく意い技わざは、本体とはまったく別に動き回るこの二等辺三角形なのだが、少なくともwarningの表示が消えたことから、ブレードが脅きよう威いでなくなったということはわかる。

　爆発の余波、激しい煙けむりが空中に残る。まだ《ユーディット》本体はそのままだが、兵装の少ない《ユーディット》はブレードを落としてしまえば攻撃手段がないに等しい。

「よっしゃぁ！　今のは直撃したぞ！　これでアイツらに──」

《ユーディット》に勝てるかも、と続けたかったのだが、しかし桐也は振り返りもせずに、ああ、と生返事を寄こすだけだった。まだ桐也は警けい戒かいを解いていないのがわかる。

　生き真ま面じ目めだな、そう思った瞬しゆん間かん。

「────出たぞ！」

　爆発の煙の向こうから、深しん紅くのフォルムが鮮やかに踊り出る。

　そう、まさに踊るようだった。くるくると回転しながら急降下、こちらに突進してくる。一体どんな操作をすればそこまでの挙きよ動どうが可能になるのか、一度是非教えてもらいたいもんなんだが、きっと陵みささぎは鼻で笑うだけだろう。

「今度は逃がさない」

　再び轟ごう音おん。桐きり也やが、《ユーディット》に向けてトリガーを引いたのだ、とすぐに理解した。狙そ撃げき銃じゆうの緑の光線が、赤いイレイザーへ突撃する。

　だが。

　次の瞬しゆん間かん、《ユーディット》は、まるで言い寄ってくるしつこい男をあしらうように、両腕に接続していた二枚のブレードで、その銃撃を斬きり裂さいていた。鋭角的なシルエットは、わずかもその速度を落とさない。

　ダメージは通っている。《ユーディット》の頭上に表示される残ゲージが削けずられていることからそれはわかる。だがその減量はほんのわずかで、おそらくガード判定が為なされたのだろうとすぐにわかってしまった。どう見てもレーザーを殴なぐりつけているように見えるが、ダメージ上の判定はガードかパリィといったところだ。

　いずれにせよ、次のトリガーをひくには、既すでに《ユーディット》は近接し過ぎていた。

「あーくそ、マジかよ……」

　思わず呟つぶやいてしまった。高速の《ユーディット》が飛来して、両腕のブレードを交差させた瞬間、激しいエフェクトと震しん動どうと共に、画面が大きくブレる。コクピット内が爆発、炎えん上じようしているような状態だ。もちろん演出だが。

　その後、ノイズとともに画面が暗くなる。

　低めのＳＥが鳴り響いて、ブラックアウトした画面には『ＹＯＵ　ＬＯＳＥ』の文字が表示されていた。サイドの画面に表示される各種情報の中、《リュストゥング》の残量ゲージは零ゼロとなってしまっていた。

「く……ダメだったか……！」

「いや、勝率で言うならゼロだから。最初から勝てる訳ねーから。つか桐也、お前も懲こりねーよな、こうやって毎日毎日挑戦して」

「いや、勝利できなかったことは別に構わない。ただ一撃も命中させられなかったことが悔くやしい」

　つくづく向上心の塊かたまりのような男である。本当は見習わなきゃならねーんだが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで真ま似ねできるような精神力ではないようにも思う。

　やがて。

　画面上には先ほどの戦闘リザルトが表示されている。ミサイルやその他爆風などでわずかにダメージを与えていたようだが、それでも《ユーディット》の耐たい久きゆう値ちは九割ほど残っている。ほとんどパーフェクトゲームに近い結果だった。

　そう、これは、ゲーム。

　二人一組でロボットに乗り込み、相手のロボットを打ち倒すゲームだ。ただし。

「どうした、刀とう雅が。勝ち抜き台だからこれで終わりだ」

「ああ、わかってるよ」

　桐きり也やは、筺きよう体たい前部からエレベーターのようにせり上がってきたものを、丁てい寧ねいに持ち上げた。あれだけ激しく動いていたのに、ステージから取り出してみればただのプラモデルなのだから不ふ思し議ぎな話だ。一体どういう技術なんだか。

　桐也の手には、彼の愛機である《リュストゥング》が握られていた。もっとも大きさは十五センチをちょっと越えるかというところ。画面ではステージの映像と相まって、十メートルはありそうに見えるのだが。

「そういや桐也、画面酔いは？」

「最近は少なくなってきた。今でもたまにあるが」

　桐也が、暗い世界からサイドの部分に手をかける。そのまま車のドアのようにスライドさせると、まあ筺体内部よりはマシ、という程度の光が取り入れられた。普通のゲーセンよりは明るいだろうが、それでもゲームの照明の邪じや魔まをしないために、明るさはかなり絞しぼられていた。

　俺も、卵を横に倒したような、カプセル型の筺体から外に出る。放課後だからか、店内はなかなか賑にぎわっていた。ゲームをしたい連中が、筺体のすぐ横で列を作って並んでる。

　ふと、最前列、小柄なサイドポニーの少女と目があった。実は有名人な彼女であるが、きっと彼女は俺のことを知らないだろう。彼女はその手に、イレイザーを保管するためのケースを大事そうに握っている。

「どうも」

　ぺこりと頭を下げて、彼女は一人で筺きよう体たいの中へと入っていった。
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「……見物でもするか、刀とう雅が」

「さんせーぃ」

　この《デュアル・イレイザー》専門店での名物対戦が見られそうだったので、俺は桐きり也やの言葉に一も二もなく、手を上げたのだった。




　──《デュアル・イレイザー》。

　全長十五センチのロボットフィギュア、イレイザーを用いて戦うアクションゲーム。今までもロボットに乗り込む、ロボットを操作して戦うようなゲームはゲーセンでもあったが、《デュアル・イレイザー》とそれらが違うのは、実際のフィギュアを操そう縦じゆうして戦うことと、二人一組でなければどうにもならないほどに、イレイザーの操縦が難しいこと。この二つ。

「《リュストゥング》の手入れかよ。そーゆー細かい作業よくできるなー」

「埃ほこりを落としているだけだが」

　イレイザー専門店にある休憩スペースで、俺、東とう城じよう刀雅は座ってウーロン茶を飲んでいた。対面に座って《リュストゥング》を専用のクリーニングクロスで磨いているのは親友でもあり、イレイザーに搭とう乗じようする相あい棒ぼうでもある霧きり島しま桐也だった。何事につけ器用な男だから、《リュストゥング》のメンテナンスなんかは全てコイツに任まかせきりなんだが。

　この《リュストゥング》。《ユーディット》がエッジのきいたフォルムなら、《リュストゥング》は角ばってごつごつとした、実にマッチョな外見である。装備のあちこちに内臓したミサイルやらレールガン、ガトリングガンを持ち、背部にマウントされた狙そ撃げき銃じゆう《ＳＮ─テクニカル》がその性格を決定づけている。

　このフィギュアは、もちろん可か動どう域いきが広く玩がん具ぐ性も高いのだが、専用の筺体にセットすればコイツが動く。というより、俺たちが操そう縦じゆうすることができる。まるで十五センチのイレイザーが巨大化して、俺達が乗り込んだかのように、だ。

「《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》の一戦か。どうだ刀雅。トップクラスの一戦は」

「上う手ますぎてなんの参考にもなりゃしねえよ」

　休憩スペースから見える位置に、《デュアル・イレイザー》の対戦を見ることのできるモニタがある。専門店の一階には、先ほど俺達が戦った勝ち抜き戦用のバトルスペースの対戦が映し出されているのだ。勝ち抜き戦の筺体はそれだけ実力者が集まる。ここが都内でも最大のイレイザー専門店であるのだから、尚なお更さら実力の平均値が跳はね上がる。

　先ほど俺達の戦っていた《ユーディット》が全国ランク二位。そしてその相手をしている《薄うす花はな桜ざくら》は、このアーケードゲームのプレイヤーであれば知らぬものはない全国ランク一位。先ほどのサイドポニーの少女が駆かる、紛まぎれもない不敗の機体。画面に映る青いスレンダーな《薄うす花はな桜ざくら》は、高機動高攻撃力の《ユーディット》を翻ほん弄ろうしているようにも見えた。

　バトルステージは円形。二メートル弱の巨大なステージは、グラフィックによる投影技術でバトルごとに異なるシチュエーションを見せてくれる。先ほどのステージは《捨てられた港こう湾わん》であり、今《ユーディット》と《薄うす花はな桜ざくら》が戦っているのは《夜月の荒野》である。ステージは暗く、遮しや蔽へい物ぶつがほとんどないのだから、むしろ地理的には《ユーディット》に有利なはずなんだけどな。

「陵みささぎも懲こりないな」

「お前がそれ言うのかよ……？」

《ユーディット》のパイロットの一人、気の強い彼女の顔を思い浮かべて、俺は苦笑してしまった。陵岬みさきは、意地でも全国ランク一位になろうと、しょっちゅう《薄うす花はな桜ざくら》に戦いを挑いどんでいるのだが、未いまだに一勝もできていない。このあたり、《ユーディット》に挑いどむ桐きり也やと通じているものがありそうだ。《薄うす花はな桜ざくら》は、《ユーディット》でも及ばないくらい圧倒的な実力でもって、敵機を蹂じゆう躙りんしていくのだ。

　筺きよう体たいの内部は二つの座席と、三百六十度のモニタで構成されている。背後までカバーするそのモニタだが、足元や斜め後ろには若じやつ干かんの死角がある。このあたり、空中戦を展開するクイーンフレームのユーザーには不満があるらしい。が、ほとんどのプレイヤーには問題にならないだろうし、世界観に没ぼつ入にゆうしやすいゲームだろう。

　バトルのプレイ料金が無料であるのも敷しき居いが低い。というのも、開発会社ホロスコープは、イレイザーのフレームや装備の売上、あるいはメンテナンスや修理の代金で収入を得ているのである。つまり、家庭用のゲーム機と同じで、一度イレイザーを購入してしまえば、あとはやろうと思えばずっと無料でのプレイも可能だ。

　もちろん、やってるうちに新しいパーツだの装備だのが欲しくなるだろうから、そこはまああれだな、自分の財さい布ふと相談ってとこか。

「あー、やっぱり《薄うす花はな桜ざくら》が優勢っぽいぞ。陵もかわいそーに」

「そうか。《薄うす花はな桜ざくら》は、やはり一人で操そう縦じゆうしているのだろうか」

「さっき一人で筺体に入っていくのを見てたし、そうなんじゃねえか？」

　桐也は《リュストゥング》を丁てい寧ねいに磨みがきながら、試合の行く末に興味をもってるんだかどうなのか。

《薄うす花はな桜ざくら》に搭とう乗じようする、あの、サイドポニーの少女。名を如月きさらぎ紀き沙さ羅ら。この都内の専門店では結構な有名人である。本人はそんな人気ぶりを意に介している風はないのだが。

　本来なら二人で役割を分担して操縦するはずの《デュアル・イレイザー》で、たった一人での戦いを続けている少女だ。一人では、イレイザーを動かすための操作が多すぎるため、普通は頭が混乱しておぼつかなくなってしまう。レーシングゲームとシューティングゲームを同時にこなすようなものだ、といったのは確か目の前のイケメンだったか。

「刀とう雅が。いい加か減げん、このパイルバンカーを外はずさないか」

　桐きり也やが、《リュストゥング》の左腕を磨きながら言った。そこには、この狙そ撃げきメインの機体唯ゆい一いつの格闘戦装備が搭とう載さいされている。火薬による爆発力で杭くいを相手の身体からだに打ち込むパイルバンカーだ。もっともイレイザーに火薬は使われていないので、設定上の話でしかないが。

「なんでだよ！　いいじゃねえかパイルバンカー！」

「いや、間合いが極近距離だから、遠距離主体の《リュストゥング》では使いづらい。先ほどの戦闘でも出番がなかったし、となるとこのピーキーな武器はどうにも余よ計けいな重量だと思うのだが……」

「却きやつ下かだ却下！　お前、パイルバンカーのロマンがわかんねーのかよ男のくせに！」

「すまん、わからん。まあお前がそこまで言うなら構わないんだが……」

　生き真ま面じ目めというかなんというか。パイルバンカーは純然たる俺の趣味なのだからもう少し反論しても良さそうなもんなんだが、まあこの天然な感じが桐也の桐也たる所以ゆえんである。こういうとぼけた部分がないと、桐也は本当にただのいけ好かないイケメンになってしまう。

　歓声が聞こえた。

　慌あわてて、モニタに目線を戻すと、ちょうど《薄うす花はな桜ざくら》が、ビームナイフを手にして《ユーディット》へ鋭い一撃を加えた瞬しゆん間かんだった。勝負はまだ決してないが、それで行く末はある程度見えてしまった感がある。俺達を軽くあしらった《ユーディット》は、まだ《薄うす花はな桜ざくら》の耐たい久きゆう値ちゲージに致命傷を与えられていなかったからだ。

　ゲームのルールは簡単。イレイザーに搭とう載さいした様々な武装、兵装を駆く使しし、先に相手の耐久値をゼロにしたほうが勝ち。制限時間は一試合で五分弱で、制限時間が終わって互いにゲージが残っていたら、残量の多いほうが勝利となる。ここだけ見るなら格ゲーっぽい。

　だが、もちろんそれだけのゲームではない。

『戦略は無限』というキャッチコピーもあながち噓うそではなく、一階に併へい設せつされたイレイザーのパーツショップには、ホロスコープ製を始めとする実に多種多様なメーカーのパーツが並べられている。重じゆう装そう甲こうはダメージを減らせるが動きにくいし、格闘装備は威い力りよくは高いが間合いが狭せまい──どれも一長一短で、だからこそ実に幅広いイレイザーの選択肢しがある。

　桐也のように射しや撃げきが得意ならルークフレームの重装甲型、陵みささぎのように腕が良いならクイーンフレームの飛行型。その他装甲が分離し、また合体するというイレイザーもあるし、ステルス機能搭載の特殊なイレイザーもある。とにかく種類豊富だった。

　シンプルなんだか複雑なんだか。多種多様なパーツは素人しろうと目めにはなにがなんだからわからないので、この専門店であればアレンさんに聞くのが一番良いだろう。とにかくイレイザーは、フィギュアの値段から自分の戦略の創出、そして機体の操そう縦じゆうに至るまで、どこか煩はん雑ざつで、気軽にちょっと、という気分でできるものではない。

　が、もちろん本気で始めるとすれば難しいことがあるわけでもないので、専門店では小中学生の姿もちらほら見かける。仕事帰りのサラリーマンとどちらが多いか、という程度であるが。メインのターゲットはやはり、俺達くらいの高校生か、あるいはもっと年上のコアなゲーマーではあるのだろう。

「決まったか……？」

　俺は、休憩スぺースから立ち上がり、吹き抜けになっている専門店の中心部へと移動した。

　三階建てのこのイレイザー専門店は、中心部にエスカレーターがあり、一つ下の階くらいなら見渡せる吹き抜けの構造になっている。一階にはこの店の目玉、勝ち抜き型筐きよう体たいが置かれている。直径二メートル弱のドーム型ステージの左右に、カプセル型の操縦席。つまり操縦席に座って、ドーム内でイレイザー同士を戦わせる、ということだ。

　左の筺体のドアがスライドして、髪を縛しばって二つのお団だん子ごにした少女が飛び出してくる。いかにも気の強そうな顔だが、今は負けて悔くやしいのかその目つきが更に険けん吞のんになっていた。あれが《ユーディット》の操縦手の一人、陵みささぎ岬みさき。まあ、《薄うす花はな桜ざくら》につっかかっていくのは大体こっちだ。

　勝ち抜き戦だけあって、右の筺体から人が出てくる気配はない。このまま連続で戦うつもりらしい。

　筺体の傍そばにはさっきまで順番待ちの列ができていたはずだが、よく見ればその数はいくらか減っている。最強、トップランカーの如月きさらぎ紀き沙さ羅らが中に入っているのだから、この筺体の列は動かないと踏んだのだろう。その考えは正解で、きっと彼女が休憩に入るまで列は移動しないはずだ。

　ただ、筐体の傍そばに、やたらと背の高い女性が立っているのが気になった。列に並んでいるわけでもない。パンツルックのスーツを何な故ぜか着き崩くずし、いつも胸をあけている。厳しい顔つきをしている人だ。確か如月紀沙羅といつも一いつ緒しよに来店し、行動を共にしているが、ゲームに参加するでもなく、《薄うす花はな桜ざくら》の戦っているだろうバトルステージを見つめている。如月紀沙羅の母や姉にしちゃ年がおかしい気もするし、あんまり顔つきも似ていないんだよな。

「どうかしたか、刀とう雅が」

　桐きり也やが手入れに没ぼつ頭とうしながらも、声をかけてくる。別になに、ということもないので返事に困った。どう答えればいいものか。

「いや、チャンピオン様の顔でも拝おがめねぇかなと」

　実はさっき拝んだけども。順番待ちの最前列にいたし。

「勝率百パーセントは確かに魅力的な数字だ。イレイザーには相性がある。誰とも戦って負けなし、いや、引き分けもないのだから、《薄うす花はな桜ざくら》にすらファンクラブがあるという話もあながち噓うそではないかもな」

「なんか悪いことでもしてんじゃねーのかね。百パーセントってのはさすがに……」

「バトルステージの中で不正はできまい。もし機体に不正な改造などをしていたら、真っ先に何度も戦い続けている陵岬が気づくはずだ。そういう不名誉な疑惑が立つことすら、今の彼女にとっては名誉だろう」

「桐きり也や、お前はホンット真ま面じ目めなのな」

「いきなり褒ほめられては照れる」

　表情一つ変えずに桐也が言い放はなちやがった。別に褒めてねーのは誰にも明らかのはずなのにコイツなに言ってんだ？　本気で俺が褒めたと思っているのか、それともこのクール男の一級品の皮肉のつもりなのか。判断にすげー困る。

　桐也は手入れを完了させたのか、《リュストゥング》を専用ケースにしまっていた。一応、イレイザーは玩がん具ぐであり、電子機器でありながら多少乱暴に扱あつかっても壊こわれない丈夫さを持ってはいるのだが、そこはそれ、決して安いものじゃねえしな、大事にするに越したことはない。

　二人で一体のイレイザーを使用するから、《リュストゥング》だって折せつ半ぱんで良かったのだが、彼はこの機体を自分で金をためて購入した。

《デュアル・イレイザー》に桐也を誘ったのはそもそも俺なのだが、いつの間にやら立場が逆転してしまい、桐也は狙そ撃げき銃じゆうの魅力にすっかりハマってしまっている。

「よし、これでいい」

「今日はもうやらねーの？」

「ああ。すまないが、道場に行きたいからな。お前もそろそろ顔を出したらどうだ」

「いや、むしろ俺らと同年代でまだ真面目に通ってんのお前くらいだから」

　まるで俺が不ふ真ま面じ目めみたいな言い方をされてしまった。

　桐也と親しくなったのは、なにを隠かくそう空手道場でのことである。幼いころから家族、というか祖父に強引に通わされていた。そのせいかどうかはわからないが、今の俺は背も高いし肩幅もそれなり、筋肉もついてしまった。同じように精しよう進じんしてきたはずの桐也が俺より細身なのは何な故ぜなのだろう。それなのにいわゆる細マッチョというべき桐也は俺より背も高い。これで顔が良いのだから彼がモテないほうがどうかしているとは思うものの、世の中の不公平ぶりに歯ぎしりしたくなってくる。

　桐也と一いつ緒しよに喧けん嘩か沙ざ汰たに巻き込まれたこともある。もっともあれはいきなり因いん縁ねんをふっかけられたので返り討うちにした、程度の話なんだが、それでも師範には叱しかられた。武道を修めるものは無む闇やみに喧嘩などするべきではないと散さん々ざん言われたが、今思えばあれは甘い説教だった。こちらは被害者だと師範もよくわかっていたのだろう。

　そうやって過ごした時代もあったのだが、最近は顔を出すことも少なくなった。別にこれという理由があるわけではないのだが。ロボットゲームに精せいを出すくらいなら道場に来いと師範なら怒るだろうか。しかし俺よりイレイザーにかまけている桐也は俺より頻ひん繁ぱんに道場に通っている。

「最近、やる気がないな、刀とう雅が」

　まさに思っていたことをズバリと言われて、俺はつい苦笑してしまった。

「……どの辺が？」

「全体的に。けだるいのか。人生を諦あきらめてるとまで言わないが、何事につけ真剣味が欠けてはいないか？　若い者がそんなことでどうする」

「俺のほうが誕生日はえーぞ」

　老人みたいな言い草だが、当然のごとく同い年である。しかし桐きり也やのこういった言葉に、なんだか理由のわからない説得力を感じてしまうのもまた事実。

「みんながみんな、お前みたいに格好かつこよく生きられねーんだよ」

「俺が格好いいのだとしたら、それは思い込みと先入観による錯覚だ」

「そう……かぁ？」

「自分で言うと遠まわしな自慢と思われてしまうかもしれないが、俺は俺なりに不ぶ格かつ好こうに生きているつもりだ」

　桐也は、イレイザー専用ケースを鞄かばんにしまいこむ。道場に行くと言っていたから、あの中にはきっと道どう着ぎも入っているのだろう。俺の道着は先日洗濯したままで、まだ腕を通していなかった。

　桐也は良い奴やつなのだが、なんにでも邁まい進しんし成果を上げる男なので、時とき折おり意味もない敗北感に襲おそわれる時がある。

「帰る前に少しパーツを見ていって良いか」

「師範に怒られるぞ」

「遅刻するわけではないから問題ない。師範はむしろ、サボりがちなお前に怒っていると思うが。何度も言うが、道場に顔を出す気はないのか」

「やる気のねぇ若者だからよ」

　特になにも言わずに、桐也は頷うなずいた。こういう奴になれたら、と思わないでもない。もちろんそれは頻ひん繁ぱんに女性から手紙をもらうイケメンぶりが羨うらやましかったり、あれこれ手を出してはすぐに飽きてしまう俺とは対極の真剣さが格好いいと思えるからだし──。

　でもまあ、桐也みたいになれないというのは、当の俺が一番良くわかっていた。

　歓声が、また上がる。

　モニタを見れば、そこには《薄うす花はな桜ざくら》が、勝利は当然と言いたげにその薄い藍あい色のカラーを見せつけていた。今度の挑戦者には、如月きさらぎ紀き沙さ羅らは《ユーディット》ほどには時間を取られずにすんだらしい。

　デキる奴ってどういう気分なんだろーな。俺にはちょっとわかんねぇ。




　パーツショップを見ていたところで、アレンさんに捕つかまってしまった。

　イレイザー専門店のスタッフであるアレン・アランさんは、女関係の噂うわさが絶えることのない軽薄なアメリカ人である。確かに金髪碧へき眼がんで、桐也とはまた違う爽さわやか方面に整った顔立ちをしている人なので、まあ噂うわさもたくさんあるだろうなと思う。

　しかし店員としては意外と真ま面じ目めで、機体のセッティングやカスタマイズに関してのアドバイスをくれるのは素直にありがたい。ショップのカウンターでイレイザーの修理やメンテナンスをしている姿をよく見ることがある。他にも初心者に操そう縦じゆうを教えたり、相あい方かたのいないプレイヤーのために一いつ緒しよにイレイザーに搭とう乗じようしてくれたりと、店内では八はち面めん六ろつ臂ぴで活躍する頼りになるにーちゃんである。緑色の、《デュアル・イレイザー》のロゴがプリントされたエプロンがイカす。

　そんなわけで、アレンさんと顔をあわせるとついつい話しこんでしまうのは、俺も桐きり也やも一緒なのであった。

「…………これは遅刻だな」

　そんなわけで、桐也は専門店の自動ドアをくぐりながら、もはや諦あきらめたように言ったのだった。

「急がねえの？」

「こうなった以上は師範の懲ちよう罰ばつを受けよう。遅刻時間に比して逆立ち腕立てだったか？」

「俺に聞くな。俺がいつも遅刻してるみたいじゃねーか」

「違ったか？」

　自信あり、とばかりに桐也に言われてしまえば、俺に反論の余地はない。なにしろ違うどころか大正解である。真ま面じ目めに道場に通っていたころも、どうにもやる気のなかった俺はしょっちゅう遅刻していた。

　どこが真面目なんだっての。

　道場は三つほど先の駅で降りる。《デュアル・イレイザー》をもっと色んなゲーセンなんかに設置してくれれば、通う側としても楽になるのだが、コクピットとバトルステージをあわせると相当なスペースが必要になり、多く設置しないと費用的にも場所的にもコスト面でひきあわないのだという。だから、ホロスコープ直営の専門店に大量に筐きよう体たいが設置されているのが現状、といったところ。巨大なアミューズメント施設であるイレイザー専門店は、ガラス張りの三階建てビルになっていて、その外観からもただのゲーセンにはない雰ふん囲い気きを纏まとっている、ような気がした。

　あらゆる物が一か所にまとめられているのは、もちろん悪いことばかりじゃないんだが、《薄うす花はな桜ざくら》や《ユーディット》といった全国ランクの機体ばっか集まる店に通わなきゃいけない身にもなって欲しいものだ。

「………………！　────ッ！」

「あ？」

　今。

　なんだろう。気のせいか？　いや、それにしては。

　思わず立ち止まって、右側へと続く小道を見てみる。特に人の影なんかはない。

「どうした刀とう雅が。立ち止まるな、急ぐぞ」

　ついつい足を止めてしまった俺を、桐きり也やが責める。コイツはこの様よう子すでは、なにも聞かなかったのだろうか。悲鳴のような、怒ど号ごうのようなものが混じった声が、どこかから聞こえてきたような。

　この路ろ地じを曲がったあたりだろうか？　そうなると丁ちよう度ど、イレイザー専門店の裏うら路地に出ることになる。

「今、なんか妙みような音がしなかったか？」

「聞こえなかったが」

　まるで、そう答えた桐也にわざわざ聞かせるかのように。

　ごきりという、実にシンプルな音がした。殴なぐったような音。骨が折れるような音。なまじ空手なんざやってるせいか、そういう音には敏感になってしまった。何度か路地での喧けん嘩かを経験したのも理由の一つかもしれない。

　桐也のクールな目つきが、一気に鋭く尖とがる。《リュストゥング》で狙そ撃げきする時も、きっとコイツは似たような顔をするだろう。

「すまん。訂正する。確かに聞こえるな」

「なーんか……ろくでもないことが起きてる、に一票」

「では俺は、刀雅がそれに首を突っ込む、に一票だな」

「お前もついてくるに一票」

「いいや、それは違う……俺が先だ！」

「あっ、馬ば鹿か、一人で行くなって！」

　言うが早いか、桐也が駆かけ出した。くっそ、足はアイツのほうが速いんだよな！　出遅れてしまった。聞こえた音が俺達の勘かん違ちがいで、なにもなければ良いんだが、と思う。が、その一方で、なにかトラブルを期待してしまう自分もいる。

　武道を習っていると、力を試してみたいとか、この力で誰かを助けてみたいと思うことも、なくはない。もちろん、それは師範も口を酸っぱくして咎とがめることで、そのような軽薄な理由で拳こぶしを振るってはいけないのは重々承知だ。

　でも、だからといってここで立ち止まれとは、師範も言わないと思う。起きていることを見極めてから、力を使うのであれば問題はあるまい。

「桐也ァ！　喧嘩する以上は師範の説教は覚かく悟ごしとけよ！」

「一時間の正座で誰かを助けられるのならば安いものだろう！」

「やっぱお前はかっけーよ！」

　そういうことをさらっと言えちまうところがな！

　路地を曲がる桐也を追い、俺もスニーカーで急制動をかけ方向転換。丁ちよう度どイレイザー専門店の裏うら手てに出たことになる。そういやあまり使われてない裏口があったんだったか？　一応、出入りしたって問題ないし簡素な駐輪場もあったはずだが、不便なので利用する人間は少ないはずだ。つーか正面から入れない理由なんてどこにもないわけで。

　時たま不良の溜たまり場っぽくなっているのも見かけるが、さて、そういう類たぐいの喧けん嘩かであれば別に構わないんだけどな。

「あれは……」

　先陣を切る桐きり也やが立ち止まり、呆ぼう然ぜんとなにか呟つぶやいた。俺もひょいと首を傾けて、桐也の横から奥を見る。駐輪場のあたりに、黒い服の集団を見つけることができた。スーツか？　だが着き崩くずしているものもいるし、普段着もいる。色をあわせているだけで、特に服装を統一しているわけではないらしい。

　その中の一人に、鉄パイプを持っている人間を見つけることができた。

「不良のやりあいかよ？　なんだってこんなとこで」

「いや、違う。一対多だ」

　桐也に言われて、よくよく見てみれば。

　その黒い服のど真ん中に、人がいる。いや、見覚えがあった。男どもに囲まれてわからなかったが、彼女は知っている人間だ。《デュアル・イレイザー》のトップ、如月きさらぎ紀き沙さ羅らが筐きよう体たいに入ってプレイしている時に、いつも何な故ぜか傍かたわらにいた、パンツルックの女だ。

　胸を開き、やたら色いろ香かを振りまいている人だったから、トラブルに巻きこまれたのだろうか？　いや、だが、それにしてはなんだか様よう子すが。

「女性一人に、ろくでもない歓迎の仕方だな」

　状況を見定めているうちに、もう桐也が話しかけていた。まあ、一対多数、それに囲まれているのが女性とくれば、どちらの味方をするかは決まってる。ましてや囲んでるほうが鉄パイプを持ってるとなれば、決定的である。

「あー……まあ、そこの人ら？　おねーさんが美人なのはわかるけどよ、ナンパならもうちょっと穏おん便びんにすませよーぜ？」

「な、なんだ、お前たちは……」

　そう言ったのは、いかにも怪あやしい黒服ズではなく、囲まれていたお色気おねーさんのほうだった。左の肩を押さえている。外から見てわかる怪け我がはないようだが、青ざめている顔色を見る限り、状況はかなりやべーかなぁ。鉄パイプで肩をやられた、が妥だ当とうなところか。

「なにしてんのかはしらねーけどよ、今警けい察さつとか呼ばれちゃったらマズいんじゃねーの？」

「とっとと失せることだ。選択肢しはないぞ」

　桐也も大たい概がい、自信家である。

　しかし、黒服ズに困惑した風はなかった。連中の目が俺たちに向く。桐也の忠告を聞く様子もない。どちらかというと、指示を仰いでいるようだ。黒スーツで茶髪の男に、視線が集まっている。目で会話してやがる。どうしますか、という問い。

「構わんだろう。やれ」

　実にシンプルだ。

　黒スーツがそう言った瞬しゆん間かん、男の一人が鉄パイプを振り上げてきた。原始的な武器だが、攻こう撃げきは素早くて隙すきも少ない。普段は、もしかしてもっと別の得え物ものを振り回しているんじゃないかとも思えた。

　こいつら、喧けん嘩か慣れしてるのか？

「俺がやる」

　桐きり也やくんは良いとこ取りである。正当防ぼう衛えいだよな、相手武器持ってるし。

　鉄パイプ野郎に、力強く踏みこんで、距離を詰める。振り上げた武器を下ろさせる間もなく二連、腹に突きを連続で放はなってみせた。なんつー型だったかな、名前は忘れたが。ダメだ。あんな綺き麗れいに決められると、俺の不ふ真ま面じ目めぶりが際きわ立だつような気がしてくる。

　気合いが入りすぎたのか、拳こぶしを交差させて大きく息を整える桐也だった。

「な……ガ、ガキがァッ！」

　黒服ズの中でも若く見える、まだ俺らと年も変わらないだろう男が俺に向かって飛びかかってきた。本当に、どういう集団なのだろう。ガキと言われたがコイツだってガキだろうし、かと思えば茶髪スーツのごとき、三十も半なかばに見えるおっさんもいる。

　めきょ、と音がした。

「言っとくがよぉ……」

　俺が殴なぐられた。

　痛ぇ。が、だからどうということもない。拳こぶしを振るってきた男を、思いっきり睨にらみつけてやる。拳は俺の頰ほおにめりこんだが、それだけだ。正直言って師範や兄弟子の突きのほうがよっぽど痛いのである。顔を殴れば怯ひるむと思ったら大間違いだ。

　生あい憎にく、鍛きたえ方が違う。

「先に手を出したの、そっちだからな！」

　技でも型でもない、ただのぶん殴りをお見舞いしてやった。相手は鼻血を噴ふき出して地に倒れる。一応手て加か減げんはしているが、さて、すぐに立てるだろうか。十秒以内に立ち上がって向かってきたら褒ほめてやろう。

「ふん、不ふ真ま面じ目めなりに努力してんだよ、これでもな」

「そういう奴やつは不真面目と呼ばんぞ、刀とう雅が」

　名前は知らないが、お色気おねーさんが青ざめた顔で呆ぼう然ぜんと俺達二人を見つめている。既すでに黒服ズの狙ねらいは彼女から俺達に移行したらしい。連中が俺達を取り囲むように陣形を作りなおしていた。妙みように統率がとれてるな。一体なんだってんだ？

　今度は別々でなく、複数同時に飛びかかってきた。獣けものみたいな唸うなり声のおまけつき。

「き、紀き沙さ羅らが……」

「あん!?　なんだって!?」

　おねーさんがなんか言ったが、黒服ズの叫びと悲鳴でよく聞こえなかった。桐きり也やは相手の腹部に正せい拳けん突きを叩たたきこみ、俺は鉄パイプ二人目をいなして延えん髄ずいに手刀をお見舞いする。統率はとれてるが個々人の能力はどうにも喧けん嘩か慣れした不良以上のものではない。訳わからなかった。

　茶髪の黒スーツが妙みように余裕ぶってるのも気になるしな。

「私は……どうでもいい……！　走ってくれ、紀沙羅が……！」

「紀沙羅!?　如月きさらぎ紀沙羅のことか!?」

「頼む！」

　仕方ねえ。

　どうしてここで如月紀沙羅の名前が出てくるんだとか、そもそもこのねーさんと黒服ズは一体何者なのかとか、聞きたいことは色々あったんだが、そんな疑問を解決するより目先のことのほうが重要だろう。カウンターを一発叩きこんで、全部で八人いた黒服ズは半分くらいダウンしていた。

「しゃーねぇなぁ！　後は任まかせたぞ桐きり也や！」

　そう言って走り抜ける。桐也はその鋭い目だけで、任せろと請うけ負ってくれた。邪じや魔まをされるかとも思ったが、黒服ズは俺を追うそぶりを見せない。四対一は桐也でも少々厳しいだろうが、凌しのぐくらいならできるに違いない。目的は黒服ズの撃げき退たいじゃない。なんならあのおねーさんと逃げ出してたって構いやしないのである。

　角を曲がる時、少し心配になって目線を向けると。

「……おいおい」

　あのお色気おねーさんが、蹴けり技わざを黒服の顔面に放はなっているのが見えた。ただでさえ背の高い彼女が、限界まで足を上げている。なんだあの技、空手じゃないだろうし、テコンドーってところか？

　彼女も戦えたのか。高速の足さばきは、怪け我がさえなければ俺や桐也どころじゃない。ウチの師範レベルの使い手に見えた。しかも、相当に実戦寄りに偏かたよっている動きだ。怪我さえなければどれほど魅みせてくれるのか、武術家のはしくれとして妙な好奇心が発生してしまう。

　そして、気になる。

　じゃあ──そんな人が、自分は良いからと気にする如月きさらぎ紀き沙さ羅らに、一体なにがあったってんだ？




　あのお色気おねーさんが指し示した先は、イレイザー専門店、裏うら路ろ地じの更に奥まった場所だった。駅前の都市開発のしわ寄せを受けたような、そんな場所。車も入れないような裏道は、無計画な都市開発のために行き止まりの通路となっている。まあそういう住宅街は珍しくもないかもしれないが。

　紀き沙さ羅らは、そこにいた。

　黒服三人に取り囲まれる、小さなサイドポニーの影を見つけることができた。夕暮れなのに黒服ズの姿はよく目立つ。

　お色気おねーさんの口ぶりでは、まるで誘ゆう拐かいされたようにも思ってしまったので、まず姿を確認できたことに俺はほっとした。とりあえず目の届くとこにいてくれれば、やりようはあるのだ。特に俺の場合は、突っこんで如月紀沙羅の手を取り、強引に振り切るなんて真ま似ねもできる。

　黒服の一人は、やたら背の高い銀髪だった。さっきの茶髪黒スーツと服はほとんど同じだ。違うのは目にサングラスをかけているくらいか。もう一人はやたら屈強そうな男で、筋肉の量だけなら俺より上かもしれない。いかにも腕っ節が強そうだ。黒い春用ジャケットがはちきれんばかりに膨ふくらんでいて、正直まったく似合っていない。

　最後の一人は、まだ子供だった。いや、子供というと語ご弊へいがあるか。中学生くらいに見える。パンクファッションというのか、黒を基調としたじゃらじゃらとした服装だった。シルバーアクセが首やら手やらを覆おおっている。髪の色は黒だが、一部を緑や赤に染めていた。随ずい分ぶんと攻せめる外見である。

「そう警けい戒かいしないでよ、キサラ」

「この状況で警戒するなと？　いくら竜りん胆どうさんが怖こわいからといって、数に頼んだ不意打ちとは卑ひ怯きようにもほどがあるのです」

　パンクの少年の言葉に、如月きさらぎ紀沙羅が答えた。黒服ズに隠かくれているせいで彼女の顔はよく見えない。

「不意打ちに卑怯もなにもないよ」

　少年がきゃらきゃらと笑う。一々、動作が芝居がかっているというか、格かつ好こうつけている感じだ。服装もあわせて、舞台の役者を見てるような違和感がある。

　飛びこんでいけるだろうか？

　ここから見えるのは、三人の後ろ姿だけだ。小柄な紀沙羅の状況がわからない。気き丈じような声を聞く限り、拘こう束そくとかはされていないようだが、とかく黒服ズの風ふう体ていが怪あやしすぎるし、楽観的な観測は禁きん物もつかもしれない。女相手に鉄パイプを持ち出してきたような連中だしな。

　それに、パンクの少年はともかく、他の二人はずいぶんできそうだ。ガタイの良いジャケットの男もそうだが、俺は背の高いグラサンのほうが怖かった。あいつは絶対に格闘技かなにかをやっている。直線に伸びた背筋と、隙すきのない立ち方がその証拠だ。空手ではなさそうだが、どんな格闘技でも、技を反復すれば普段から相応の姿勢が身についていくものだし、それは武道をかじっている者なら誰でもある程度まで見ぬくことができる。

　もう少し、せめて紀沙羅が逃げられる状態にあるかだけでも見極めるべきだろう。もしそうなら強引に突とつ撃げきして、彼女だけでも逃走させることができる。俺は──まあ、多少無む茶ちやすりゃなんとでもなるだろ。

「僕さぁ、キサラと遊びたいだけなんだ。難しいこと言ってないよね。君とゲームしたいって、そんなにおかしい頼みかなぁ」

「頼み方がおかしいと言っているのです。何度言われても、私は貴方あなたと試合するつもりはありません。消えなさい、カイ」

　紀き沙さ羅らは強気だ。相手がまだ中学生だからか？　紀沙羅も外見は幼く見えるとはいえ、高校生のはずだ。しかし彼の両りよう脇わきに大の男が構えているわけで、そちらは怖こわくないのだろうかとも思う。それとも、暴力に頼るような奴やつは恐るるに足らず、という理屈か。

　暴力に頼る。数に頼る。それは卑ひ怯きようで臆おく病びよう者の行うことだ、なんて道徳を稀まれに聞く。それは確かに一理ある言説だろう。強い者はそんなことする必要がないからだ。だが小さな犬ほど嚙かみつきやすいのもまた事実。一番危険なのは、すぐ暴力と数に頼る臆病者どもだってことを覚えておくべきだ。

　──まあ、師せん範せいからの受け売りだし、俺だってさっきまで喧けん嘩かしてたから人のこと言えないかもな。

「強引な手を使ったのは謝あやまるよ？　でもさ、キサラだって悪いんじゃないか。僕がこいつらを使わなくちゃいけなかったのもさ、いっつも竜りん胆どうさんに邪じや魔まされてたからなんだよね」

「断っても聞かないのは貴方のほうなのです、カイ」

　カイと呼ばれる気取った少年は、一体なにが目的なのだろう。

　戦う。ゲーム。如月きさらぎ紀沙羅が《デュアル・イレイザー》のランキング一位、《薄うす花はな桜ざくら》の操そう縦じゆう者しやであることを考えれば、カイが言っているのはおそらくそのゲームの話だろうと推察できるのだが、そんなことに黒服ズをわざわざ持ち出すのか。しかも口ぶりから考えれば、黒服ズのリーダーはあのカイという少年だ。

　どー考えてもおかしいじゃねえか。

　大の大人おとなが子供の言葉一つで集まって、女相手に喧嘩を吹ふっ掛かけてるとしか思えない。そこまでして紀沙羅に要求することはゲームの対戦？　なんだこれ。傍はたから見てる限りは奇き妙みようとしか思えない。大人が子供と一緒になってお遊ゆう戯ぎしているようですらある。

「カイ様」

「なあに、今楽しい話してるんだけど」

「お時間のほうが」

　銀髪グラサンが、丁てい寧ねいな口調で少年に話しかける。口調はいささか事務的ではあったものの、大の大人が子供にへりくだっているのは間違いなさそうだった。しかもそれを誰もおかしいと感じていない。やっぱり、黒服ズの頭があの少年なのは──なんでそんなことになっているのかは皆かい目もく見当がつかないが──間違いないようだった。

「ちっ……急がなきゃいけないみたいだ、紀き沙さ羅ら。で、どうなの？」

「何度聞かれても答えは同じなのです」

「怖こわい？　そりゃ怖いよね。だって君さぁ、死んじゃうかもしれないんだもんね」

　死。

　ここまで、きっと他愛たわいのない話だと思っていた俺は、その物ぶつ騒そうな言葉に身体からだを固めてしまった。

「……死ぬわけではないのです。それは、カイ、貴方あなたもわかっているはずです」

「ああ、ごめんごめん。でもさ、ほとんど一いつ緒しよだと思うよぉ？　身体が死ぬか心が死ぬかの違いってそんなに重要かなぁ？　もし負けたらどうなるかって、君自身が一番よく知っているし、だから僕から逃げ続けているんだもんねぇ」

　ゲームの話で、良いんだよな？

　ゲームの話で、この二人は、心が死ぬとかどうとか言っているんだよな。なんだそりゃ。おかしいだろ。ゲームに負けて死ぬって。第一、俺や桐きり也やは何度も何度も負けているんだぜ？　なのに身体は健康体で、さっきも喧けん嘩かしてたばっかなんだから。

　訳わからねー中で、一つだけわかった。

　こいつらは、俺にはまったく理解できないようなやり方ではあるが──如月紀沙羅をいじめている。

　それも、殴なぐるとか蹴けるとか、そんなことよりよっぽど極ごく悪あくなやり方で、だ。

「……そんくらいでいいだろ」

　我慢の限界。様よう子す見みの終了。

　ふざけきったこいつらを殴れるなら、確かに桐きり也やの言うとおり、一時間の正座は安いはずだ。

「なめてんじゃねぇぞオラァ！」

　そこらのちんぴらみたいなセリフでもって、俺は黒服ズへ距離を詰める。まずは黒ジャケットのデカブツ。その巨体が邪じや魔まだった。足払いをかけてやると、ぐらりとその巨体が傾かしぐ。なまじでかいから背後からの俺に気付かなかったのだろう。そのまま倒れこんだ相手の顔面に、膝ひざでの一いち撃げき。

「っあしゃあッ！」

　つい気合いの声が出た。いかにも頭悪そうに見えてるかもしれない。

　銀髪グラサンが素早く動く。だが、その前に俺はカイの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。グラサンスーツの動きがそれだけで止まる。結果的にグラサンに対して、カイを人質にしたような形になってしまった。これじゃあどっちが悪役かわかりゃしねぇ。

　同時に、この黒服ズにとって、このカイって奴やつがどれだけ大事か、よくわかった。

「貴方、確か……ショップで……」

　紀沙羅が声を上げた。奇くしくも先ほど、窮きゆう地ちを助けた時のお色気おねーさんと同じような顔をしていた。顔は全然似ていないが、やっぱり血縁なのか、そうでなくとも紀き沙さ羅らとあのおねーさんは親しい間柄なのではないかと疑わせるに十分な態度だった。

「殴なぐるの？」

「ああァ!?」

　パンクファッションというのは随ずい分ぶんと生地が薄いらしい。力を込めてしまったせいでどこかが千切れたような音がした。それでもカイという少年はやたらに冷静だ。こんな子供にムキになっている俺が馬ば鹿かみたいに思えてくる。顔を近づけると、なにかの匂においが鼻をついて不快だった。香水でもつけてんのかコイツは。

「ねぇ、殴るの、お兄さん。僕を？」

「なんか悪わりィかよ。てめーみたいな小こ賢ざかしいガキにはお仕置きがいるだろーが」

「僕がなにをしたの？　ここでキサラと話をしていただけだよ？　それのなにが悪いの？」

　既すでにこの時点で俺は相当ブチギレそうだったが、すぐ横のグラサンが、一発でも殴ればただではおかないというオーラを見せていた。奇しくもその威い圧あつ感で、俺は多少の冷静さと緊張感を取り戻すことができた。

「あっちのおねーさん襲おそってただろーが？　それはどう言い訳するつもりだ？」

「さあね？　なにそれ、僕は知らないな」

「てめぇが黒服のヘッドだってのはわかってんだ！　顔変形させんぞガキがァッ！」

「ガキはお兄さんのほうだよ。ここで殴ってみなよ、もし警けい察さつが来ても、お兄さんが悪者になっちゃうよ？　確かに僕は彼らに命じたけどさ、それを誰が信じるの？　大人おとながこんな子供の言うとおりに動いて、鉄パイプ持って竜りん胆どうさんを襲おそったって、なにそれ？　お伽とぎ話ばなしでしょ？」

　あのお色気おねーさんは、竜胆さんと言うらしい。そこまできっちり状況がわかってるのならば、やはり主犯はコイツなのだろう。カイはそれでも誤ご魔ま化かしている。自分がガキであることを余すところなく利用している。

　そうだ。

　俺が見たのは、カイとその取り巻き二人が如月きさらぎ紀沙羅と話しているその場面。たとえどれだけ関連性が高いように見えたって、竜胆さんと桐きり也やが叩たたきのめした連中とカイのつながりを証明できない。連中がとぼけてしまえばそれまで。カイが首しゆ謀ぼう者しやだなんて誰も信じやしない。

「……良いのです」

「なにがッ！」

　ぼそぼそとした紀沙羅の声に思わず怒ど声せいを浴びせてしまう。

「カイは狡こう猾かつなのです。殴ったところで、事態は解決しないのですよ、東とう城じようさん」

「それは……」

　返す言葉もない。紀沙羅の指摘ももっともであるが、彼女が俺の名前を知っていたことにも驚いた。なにかの偶然で知っただけかもしれないが。

「さすがキサラは冷静だね。ほら、もう離してよ。お兄さんみたいな野や蛮ばん人じんにつきあってる暇ひまないんだよ」

　カイが強引に俺の手を振り払う。再び捕つかまえる気はなかった。

「あーあー、もう興きよう覚ざめだよ。せっかく楽しんでいたのに。まあ脅おどすことくらいはできたかな」

「確かに。私も怖こわかったのです。黒服の方々に取り囲まれたので」

　表情一つ変えずに紀き沙さ羅らが言う。暗に、カイのことは怖くなかったと言っているのか。

「ふん。僕は優しいからさ、いきなり襲おそってきた彼のことは不問にしてあげるよ。じゃあね、キサラ、精せい々ぜい長生きしてよ」

　カイが身を翻ひるがえす。紀沙羅はともかく、俺へは最後まで蔑さげすむような視線を崩くずさなかった。彼が進んだ後ろを、銀髪グラサンと、俺がぶっ倒したマッチョが続く。やっぱり、どう見ても頭とう目もくはあのカイなのだ。彼が何者で、一体どういう集団なのか、まださっぱり理解できていないものの。

「助けに来てくれたのですか、東とう城じようさん？」

　残されたのは、俺と紀沙羅だけ。ぱっと見、紀沙羅は特に怪け我がなどもしていないようで、だとすればますますカイの目的がわからなくなる。脅しに来ただけと言っていた。それは本当なのか？

　それに、負ければ死ぬとかどうとかいう、物ぶつ騒そうな話に関しても疑問が残る。

「あ、ああ……えっと、あの、竜りん胆どうさん？　っていう人に言われて」

「竜胆さんは無事ですか」

「肩をちょっとやられてたみたいだけど……さっき足あし技わざ使ってたぞ。なんなんだあの動き」

「竜胆凛りん花かさん。私の護ご衛えいなのです。その他にも色々お世話になっているのです」

　護衛。

　お前はどこかの要人かと言いたくなったが、俺は如月きさらぎ紀沙羅の素す性じようを一切知らない。イレイザーのランキング一位ということだけだ。彼女はもしかしてなにかの重要人物で、だから黒服ズみたいな連中が出で張ばってくるのか？　本当に？

　正解の推論なのかもしれないが、けれどカイが何者かという疑問は残ったままだ。

「助けていただきありがとうございました。あの背の高い人もご一いつ緒しよですか？」

「桐きり也やのことか？　今頃竜胆さんと一緒に乱闘してるかと思うけど。それよりお前、俺達のこと知ってたのか？」

「名前だけなのです。前に陵みささぎさんが貴方あなたのことを呼んでいたと思いましたので。確かトウジョー、トーガさん、でしたか？　あっていますか？」

「間違ってねーよ。如月紀沙羅さん」

　ちょっとアクセントが気になるけど。《ユーディット》の搭とう乗じよう者しや、陵岬みさきとその相あい棒ぼうとは、以前に少し縁があって話すようになった。イレイザーではとても敵かなわないけれど。

　サイドテールの少女は、整った顔でその場から動かなかった。護ご衛えいだと言っていたし、竜りん胆どう凛りん花かさんのことが心配ではないのだろうか。なにかを見み極きわめるような鋭い瞳ひとみに、俺は思わずたじろぎそうになる。正直さっきのカイや、グラサン銀髪より、よほど強いなにかを秘めた目だと思った。

「わかりました……ところで、どこまで？」

「は？」

「カイとの会話を、一体どこまでお聞きになったのか、と尋たずねているのです」

「多分……ほとんど最初からだ。お前が、その、なんだ、イレイザーで負けたら死ぬだか、発狂するだか、そういう話も聞いちまったよ」

「でしょうね」

　予想通り、という風に紀き沙さ羅らは頷うなずいてみせる。

　俺とそう年の変わらないはずの彼女が、こうまで大人おとなぶった態度を見せることに違和感がある。先ほどのカイも妙みように大人びていたが、こいつはこいつで、またあの少年とは別のベクトルで大人の皮をかぶっているようにも見えた。

　あるいは、子供というのは世間が思うよりも、人が勝手に考えるよりも、ずっと大人なものなのかもしれないが。もしかしたら俺も、傍はたから見てしまえばそんな生意気な子供の一人なのかもしれない。

「正直に言うと、それは聞かれてはマズいことなのです」

「……こっちだって、好きで盗み聞きしてたわけじゃねえ」

「それももちろん、わかっているのです。だから、悪気がなかったというのなら尚なお更さらに、私はお願いしたいのです。ここで聞いたことを、黙っていてもらえませんか。誰かに話されるのは、その、私や竜胆さんにも都つ合ごうが悪いことになってしまうので……」

　まさか、あの如月きさらぎ紀沙羅から頼みごとをされるとは思わなかった。

　そもそも誰かに教える以前の問題で、俺はその話を信じていなかった。けれど逆に、都合が悪いなんて言われてしまえば、あの話は紛まぎれもない真実なのだと思ってしまう。どういう理屈かは知らないが、如月紀沙羅は《デュアル・イレイザー》で負ければ死ぬか、でなくとも致命的なダメージを──身体からだか心かはわからないが──負ってしまうのだろう。

「訳わかんねぇ……なんだよそりゃ、たかがゲームで……」

「そう、たかがゲーム。でも、私は色々な事情から、それをたかがゲームだなんて思えなくなってしまったのです。カイが私につきまとうのも、竜胆さんが護衛をしてくださっているのもその点と無関係ではありません。東とう城じようさん、もしお望みであれば後日に改めてご説明するのです。だからここで見聞きしたことは、どうか内密にしていただけませんか？」

　元々。

　俺は、困っている人がいるなら助けてやろう、という程度の気持ちだった。なにかトラブルを抱かかえているとして、それに深入りするつもりはなかった。無責任といわれるだろうか？　だが、最後まで責任を持てないならなにかを見て見ぬフリをするという論理もどこかおかしい気もするし、必要以上に踏みこまれることを厭いとう人もいるだろう。今の紀き沙さ羅らがまさにそれだった。

「刀とう雅がッ！」

　びくりと、紀沙羅の肩が震ふるえる。イケメンは声もよく通る。

「桐きり也や……」

「大丈夫か。一体なにがあったんだ？　怪け我がは……なさそうだな」

　なにがあったかと聞かれて、説明は難しいだろう。あるいはなにも無かった、くらいに言っておくべきなのかもしれない。そんなごまかし方はあまりに強引だが、しかし実際、カイと俺はそこまでやりあったわけでもない。

「そっちは、どうなんだ」

「あ、ああ。しばらく乱闘していたが、銀髪でサングラスの男が突然やってきて、そいつの指示で連中、あっさり消えてしまったよ。その男の命令に、気味の悪いほどに従順だった」

　銀髪でグラサンの男。カイにつき従っていた、どうにも手て練だれっぽい奴やつか。紀沙羅か竜りん胆どうさんならば詳しよう細さいを知っているのかもしれないが。

「例の女史は、肩の打だ撲ぼく以外に目立った傷が無かったようでな。自分で救急車を呼んでいた。正直、怪け我がしてなければ師範よりも強いかもしれん。何者なんだ、あの人は？」

　言葉の最後のほうは、俺ではなく紀沙羅に向けられていた。きっと竜胆さんに問うても答えてもらえなかったのだろう。それは紀沙羅も同じだ。紀沙羅は背が高い桐也が怖こわいのかなんなのか、俺の背中に隠かくれるように少し位置を変えた。

「こっちは、紀沙羅が取り囲まれてたけどよ、俺が来たらすぐに逃げたぜ」

「何が目的だったんだ？」

「俺に聞くなっつーの」

　噓うそを極力つかず、けれど紀沙羅に頼まれていたことは黙ったままの答えは、結果として随ずい分ぶんと曖あい昧まいというか、桐也に対して情報不足な報告になってしまった。桐也が疑っているのがわかる。もっとも、連中の目的に関しては俺だって聞きたいくらいだったが。

「お二人とも、私たちの問題に巻きこんでしまってすみませんでした。東とう城じようさんが来てくださったおかげで助かったのです。本当にありがとうございました」

「ああ。いや、困った時はお互い様だろう」

　紀沙羅が、暗に俺の言葉に噓がないことを桐也に示してみせた。噓ではないが、全てでもないその言葉。桐也はそれ以上追及できないようだった。謎なぞは残るが、そんなものは俺だって一いつ緒しよで、多分ありのままに話したところで桐也と一緒に首をかしげるだけだろう。

　紀沙羅はさっき、望むのであれば改めて話す、と言ってくれた。

　今はそれを信じてみようか。

　ふと、サイレンが聞こえた。救急車にこの裏うら通りがわかるだろうか、とちょっと思う。しかしあの竜りん胆どうさんであれば、表に出て救急車を止めるくらいはしかねない。さすがに怪け我が人にそこまでさせるわけにはいかないと思ったのだが、俺より先に紀き沙さ羅らが飛び出していってしまった。

「私が」

「あ、おいっ」

「このお礼は後日させていただきたいのです。今は帰ったほうがいいでしょう。病院等には適当にごまかしておきますので」

　ですです、ますます。必要以上に丁てい寧ねいな口調でもって忠告する。確かに、乱闘騒ぎに混じったとなれば、善意からの行動とはいえ警けい察さつに拘こう束そくされるかもしれない。そのあたりを彼女たちが上う手まくやってくれるというなら、こちらとしてもありがたかった。

　それに、警察沙ざ汰たになるのはきっと、紀沙羅たちにとっても好ましくないのだろうと思える。

　裏路ろ地じを曲がって姿の見えなくなった紀沙羅の後ろ姿を、桐きり也やは釈しやく然ぜんとしない様よう子すで見つめていた。そりゃ、思うところは多々あるだろう。俺だって全然納得いってねえ。

　ただ、ゲームで死ぬなんて話は、桐也には黙っておこうと思った。紀沙羅に頼まれてしまったし、俺自身まだ半信半疑のことだったし。

「……遅刻確定、っと」

「師範から存分に叱しかられるつもりだ」

「紀沙羅のことは話すなよ。面めん倒どうくさいことになりそうだからな」

「下へ手たな言い訳をするつもりはない。罰ばつには甘んじる」

　それが誠実なのかどうなのか俺にはわからなかったものの、まあそっちは桐也の問題だから別にいいかと思い直す。

　俺は、俺が聞いてしまったことを考えずにはいられなかった。誰にも言うな、と紀沙羅は言った。聞かれたくない秘密。きっとあるのだろう複雑な事情。それを知られて、困惑している姿。竜胆さんも、殴なぐられたくらいで足あし技わざのキレが鈍ったとは思えない。こういう場面を、あの二人は何度も経験しているように思えた。

　助けなかったほうが良かったかもしれない、という考えが頭をよぎった。彼女の秘密を知ってしまった結果になったわけだ。余よ計けいな手出しだった？

「刀とう雅が。なにをしている、帰らないのか」

「あ、ああ……」

　桐也の言葉に促うながされ、俺は彼の後を追った。

　どうせ、カイにいじめられている紀沙羅を見て見ぬフリなんてできなかったに決まってるから、もし助けなければなんて仮定は意味がないって、よくわかっていたけどな。




　次の日になっても、俺は普通に学校に行っていた。

　別に怪け我がを負ったわけでもないし、喧けん嘩か自体は割と日常茶さ飯はん事じだったから、桐きり也やもなに食わぬ顔で登校していた。もちろん学校側になにがあったなんて言うわけもなく、黙っていた。わざわざ面めん倒どうをしょいこむことなんてない。

　その後は、学校が終わってから直接、専門店へと来た。桐也と一いつ緒しよに来るつもりではあったのだが、アイツは掃除当番だとか言っていたので遅くなるらしい。それはそれで都つ合ごうが良いと思った。紀き沙さ羅らと昨日の話をするには、桐也には悪いが二人で話したほうが良いだろうし。

　イレイザー専門店の休憩スペースで、ジュースをぐびぐび飲んでいると、昨日の同じ時間にもほぼ同じ行動をしていたような気がして、自分の身体からだのシステマティックぶりに少々驚いてしまう。繰り返す日常は外から与えられるものではなくて、身体が無意識に勝手に繰り返すものだ。だって、身体は勝手に起きて腹が減って眠くなる。当然のサイクル。

　昨日のことが頭から離れない。きちんとした説明が欲しい。一騒動終えて、家の布団ふとんで横になっていた俺が考えたのは、そういうことだった。なにも聞いていないように振る舞うには、いくらなんでも話の内容が重すぎる。ただごとじゃないことくらいは、頭の悪い俺にもよくわかるのだから。

　だが。

「来てねーし……」

　如月きさらぎ紀沙羅の特等席とも言える、勝ち抜き筐きよう体たいのモニタには映し出されていたのは、《デュアル・イレイザー》のデモムービーであった。《デュアル・イレイザー》の特徴や売りが、スタイリッシュなゲーム画面とともに解説されている。もちろんこういう映像はいかにやりたくさせるか、という部分に重点が置かれてるので、難易度の高い難しい挙きよ動どうが容易たやすく再現されていることもある。

　ＰＶが映っているってことは今、勝ち抜き台では誰もプレイしていないということだ。如月紀沙羅が来ていれば、一プレイ交代が義務付けられている他の筺体より、勝ち抜き台を使うだろう。ほぼプレイ独占状態だからだ。

　この店だと、如月紀沙羅や陵みささぎ岬みさきのようなトップランカーが常連だから、あえて勝ち抜き台を使うメリットは大きくない。現に店内の客が少ないようには見えない。もしかしたら皆、今日も行われるだろう《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》の対戦を期待しているのかもしれなかった。

「一人でいるなんて随ずい分ぶん珍しいじゃねーかよ、トーガ」

「あー、アレンさん？」

　突然休憩スペースに現れたのは、緑のエプロンが似合う好青年だった。二十歳は越えているはずだが、エプロンのせいか童顔のせいか、見方によっては俺や桐きり也やと同い年くらいにも見えてしまう。

　アレン・アランさん。このイレイザー専門店のスタッフである。主にイレイザーのメンテナンスや修理を請うけ負っているが、それ以外にも色々と活躍している人だ。

「どうもっす。今日は修理ないんですか」

「さっき丁ちよう度ど一件片づけたところなわけさ。あ、そーだトーガ、こないだの《リュストゥング》の修理代、いい加か減げん払いやがれ、キリヤと折せつ半ぱんだってのに、お前の分だけまだ払ってもらってねーだろーが」

「あ、ヤベ。今手持ちがないんでちょっと待ってもらっていいっすか」

「なんで五百円をいつまでも待たなきゃならねーわけよ」

　アレンさんはなにが楽しいのかくつくつと笑う。以前、深刻に壊こわれた《リュストゥング》の修理だったが、交換部品の関係で、格安が売りの専門店においても代金を支払わねばならず、結局その場はアレンさんに立て替えてもらったのだ。修理自体をアレンさんが請け負っていることもあり、なにかと頭が上がらない。

　五百円がないわけではないが、高校生の財さい布ふはいつだってさびしいものなのだ。

「ま、もうちょっとだけ待ってやるが、ジュースなんて飲んでないで金返せ。で、今日はまたなんで一人なわけ？　キリヤはどうした？」

「ちょっと事情があったもんで、今は一人っすよ」

「珍しい。相あい方かた探さがしかい」

「いや、そういうわけじゃあないんですけど……」

　二人で乗らなければ意味のない《デュアル・イレイザー》。たとえば初心者なんかは三階のスペースで相方を募ぼ集しゆうしていたりするが、一度相棒ぼうが決まってしまえば連れん携けいや協力のスタイルもおのずと決まってくるから、そうそう一人で訪れたりはしない。

　もちろん、俺だって事情がなければ桐きり也やと来るのだが。

「如月きさらぎ紀き沙さ羅らって、今日来てます？」

「お。とうとう色気づいたか青少年！　愛はワールドワイド、世界共通。しかしいきなりあのお嬢さんを狙ねらうってのはどーなのよ！　いや、こういっちゃなんだけど性格キツいぜぇ？　あのみさきちがいっつもやりこめられてんの知ってるだろ？　クールビューティー、友達づきあいも無理なんじゃね？」

「誰もそんなこと言ってねーんだけど……」

　とにかくノリの軽い人である。思考回路の六割が可愛かわいい女の子たちで埋うめ尽つくされているだけのことはある。俺は決してこの遊び人が嫌いではないが、俺のあずかり知らぬところではさぞ女性を泣かせているのだろう。いつか刺されても知らんぞ。

「はぁ？　告白じゃねーなら、女の子探す用事ってのはなによ？」

「アレンさんの思考プロセスで世の中をフィルターしないでください。ちょっと話があるだけですよ」

「だからその話ってのが告白だろ？　アレやコレやできる相手が欲しいんだろ？」

「ちょっと向こう行ってろ色ボケサボり店員」

　アレンさんが大おお仰ぎように手を広げて、やれやれというポーズを作る。顔が顔だけに様になってしまっているのはまあ当然だ。こう見えてイレイザーに関する知識はショップ店員随ずい一いちなのだから、人は見かけによらないというかなんというか。
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「まあ、今日は来てねーな紀き沙さ羅らちゃん。でもレディーズは毎日来てるはずだからよ。そのうち来るんじゃねーの？」

「レディーズ？」

「常連の女の子たち。紀沙羅ちゃん、みさきち、あずなんの三人」

　すげー名前で呼びやがるな。みさきちは陵みささぎ岬みさきのことか。あずなんというのはおそらく、岬の相方である安あ曇ずみ野のあずなのことだろう。ぼけっとして何考えてるかわからない少女なのだが、実は一番気安く話せる人物でもある。というか紀沙羅や岬は性格が尖とがり過ぎてて、うかつに近づけばそのエッジが胸に刺さりそうだしな。

「よくやるぜー。特にみさきちなんか家きびしーんだろ？　こんなエンターテイメントに興きようじる余裕があるんかねー」

「家の事を話したら陵は怒りますけどね」

「みさきちとあずなん、トーガやキリヤとはよく話すよな？　イレイザーでもよくぶっ倒されてるけど、一体どういう経緯なん？　ランク二位機体《ユーディット》の搭とう乗じよう者しや二人と、万年負け続けのうだつの上がらねー男二人。フレンドリーにはなりようがないと思うんだが」

「大したことじゃないんだけどな……」

　ガラの悪い連中に絡からまれていた陵みささぎ岬みさきたちを、桐きり也やと俺が持ち前のお節せつ介かいで助けてしまっただけである。そういう点では昨日とほとんどやったことは変わらない。なまじ《ユーディット》に負けてしまった男たちに、よせばいいのに陵がいつもの調子の言動を放はなってしまったのだ。高たか飛び車しやな物言いに神経逆さかなでされてしまったことは同情しないでもないが、それでも手を出してしまったらその時点で言い訳はできまい。

　それから《ユーディット》のユーザー二人とは何度か話すようになったし、顔をあわせれば桐也はすぐ挑戦するようになった。もっとも勝率は未いまだゼロ。というかあんな化ばけ物的な飛行をする機体に勝てるはずがないのだ。

《薄うす花はな桜ざくら》は、当たり前のように勝ってるが。それも、たった一人で。陵もそりゃ怒るだろうよ。

「大したことじゃないなんてのは、すごいことができる奴やつのセリフだろ？」

「買いかぶり過ぎですよ。さっきもうだつが上がらないなんて言ってたじゃないですか」

「おー、細かいことばっかりよく覚えてるねー。ところでうだつって一体なんなわけ？　日本語勉強したけど、ずっとわからねーんだけど」

「えっ……それは……なんだっけ」

　考えてみればうだつが上がらないってのはどういう意味なのだろうか。いざ海外の人に突っこまれると訳わからなくなっている。アレンさんは質問しておきながらニヤニヤ笑っているが、もしかして答えを知っているのか。俺は試されているのか。

「──東とう城じよう刀とう雅がだな？」

「え？」

　アレンさんのニヤニヤ顔に気を取られていて、後ろに誰か立っていることに気付かなかった。

　振り向いてみれば、そこにいたのはパンツルックの美女だった。こんなアミューズメント施設ではなく、どこかの会社の受付にいればそれだけで様になりそうだ。近くで見ると、伸ばした髪は単なる不ぶ精しようであり、ぼさぼさなのが見て取れる。黒髪の向こうの瞳ひとみは、輪りん郭かくが力強くて睨にらまれている気分になる。

　俺が気配に気付かなかったのではなく。

　その場にいることに気付かせない術すべを習得しているのだということは、その立ち方を見てわかった。

「聞いていると思うが、竜りん胆どう凛りん花かだ。昨日は助かった」

「あ、ああ、いや、こちらこそ……」

　開いた胸元に自然と目が行く。しかし胸でけーな。が、そんな視線がバレてしまえば蹴けり殺されるかもしれないと思い、なるべく自分に言い聞かせ、明後日あさつての方向を見ることにする。気付けばアレンさんが消失していた。気を利きかせて立ち去ったのか、それとも逃げたのか。

　あと、湧わき立つ殺気がハンパないんだけど。なんだこの気迫。俺殺やられるのか。

「そう緊張するな。純粋に礼を言いたいだけだ。昨日は君と……なんと言ったかな、あの背の高い青年が来なかったら、危なかった」

「とてもそうは思えないっすよ」

「そうか？」

　にやり、と竜りん胆どうさんが笑う。左腕をギプスで固定していた。やられたのは肩だという話だったから、左腕を固定しているのはきっと患部を動かして負担をかけないようにしているのだろうと察しがついた。だが、この人の武器は足なのだから、肩がやられたところで問題はないに違いない。
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　既すでに俺は彼女の間合いだ。中途半端に格闘技をかじっているために、彼女の力量が理解できてしまうので、尚なお更さら怖こわい。

「あの……用件は。つーか、俺なんかしました？」

「だからそう怖がるな。用件は君だってわかっているんじゃないのか。紀き沙さ羅らの代わりに、私が来ただけのことだ。君の疑問に思っていることに答える。これもまあ、昨日助けてくれた礼かな。あとは、個人的な私のお願いもある」

「お願い」

「そう、お願いだ」

　この美女、竜りん胆どうさんの立ち位置がわからない。昨日、紀き沙さ羅らは自分の護ご衛えいだと言っていた。確かに護衛に相応ふさわしい身体能力があるのはわかる。だが、紀沙羅の問題を考えれば、《デュアル・イレイザー》のプレイの際に、筐きよう体たいの外から見ているだけのこの人が、本当の意味で護衛たりえているのか、ちょっと気にはなった。

「カイに会ったそうだな」

「ああ。あと、その……紀沙羅が死ぬ、ってのも聞いてしまって」

　声を落として。近くに誰かがいるわけでもないが、なるべく気を使ってみる。聞かれたくないことだと、紀沙羅も言っていたしな。カイははっきりそう明言した訳ではなかったが。

「信じられない様よう子すだな」

「そりゃ、まあ……」

「一種の精神病というか、催さい眠みん状態のようなものだ。一ひと言ことで説明するのは難しい。一応、私は紀沙羅の症状を改善するためのセラピーも施ほどこしてはいるのだが、どうにも効果が出ていないようでな」

　この人、マジで何者だ？

「紀沙羅は、幼い頃──と言っても三年前のことだが、その時の体験がもとで今のような状態になってしまっている。つまり、そうだな、君の言うとおり、《デュアル・イレイザー》に敗北してしまうと、精神的におかしくなってしまうんだ」

　竜胆さんも、周囲を気にするように声を落としていた。噓うそではないとは思っていたが、こうして改めて聞くと現実味に欠けていた。ゲームで負けて、おかしくなる。そんな人間がいるとは思えない。たとえ心の問題だとしてもだ。

「疑っているな。その疑いは正しい。紀沙羅は、強引にそういった暗示をかけられた。催さい眠みん状態というのはそういうことだ。強きよう迫はく観念と言ってもいい」

「…………」

「本人も、バカバカしい、そんなことあるはずがないと思ってはいるんだ。だが、強迫観念とは得てしてそういうものでな。やめることができない。《デュアル・イレイザー》をプレイして勝ち続けないと死んでしまう、という考えが拭ぬぐいきれない。本人も意識していない奥底の部分で、だが確かにそれがあるんだ」

　途と端たんに、不安になってきた。この話は、本当に俺が聞いても良い類たぐいのものなのだろうか。

　聞いてみれば相当に重い話だ。紀沙羅の過去になにがあったのか、部外者が易やす々やすと聞いていい話には思えない。紀沙羅はどうして、話してくれる気になったのだろう。昨日の時点で全て忘れろと言っていれば──ああ、そうすれば余よ計けいに気になるか。深入りするなと言われてできる奴やつはそうそういない。

　全てを聞かせて。

　あまりの事態の重さに、追及させる気すら失わせるつもりか。

「ゲームのプレイの際に、本当にイレイザーに搭とう乗じようしていると錯さつ覚かくしている。当然、負けてしまえばイレイザーごと自分も死んでしまうと思っているんだ。ほら、あれは敗北時にコクピットが全焼するエフェクトがあるだろう？　あれが実際に起きていると錯覚するらしい」

　なんでそんな酷ひどい状態にあるんだ。

　いつもの正義感で助けた彼女は、そんな俺のチャチな気持ちで助けられるような人間じゃなかったのか？　既すでに竜りん胆どう凛りん花かさんという、なんでもできるらしい護ご衛えいもついているのだから、ならば無理に俺が首を突っこむことじゃないのか？　紀き沙さ羅らも、遠回しにそう言っているような気がした。

　お前には荷が重すぎる。全てを聞いて諦あきらめろ、と。

「でも、それで死ぬなんて……」

「実際に身体からだのどこかに傷ができるわけではない。たとえば思いこみで火傷やけどをしたなんて実験があるが、これは科学的に証明されたわけじゃない。だから、身体は問題ないんだ。でも心が死んでしまう。こういう言い方は好きではないが、壊こわれてしまう、というのが正しいのかもしれないな。人は、恐怖や不安だけで死んでしまうほど脆ぜい弱じやくな生き物だ」

　そうかもしれない。

　俺も格闘技をやっているからわかる。強くなりたいというのは、弱い自分の裏うら返がえしで、なにかを恐れる心なのだ。だからこそ、格闘技では身体からだと同時に心も鍛きたえていく。身体だけ鍛えても、恐怖を拭ぬぐえないのならばなんの意味もないから。恐怖と不安に寄り添える強い心を鍛えなくてはいけない。

　では、なんの準備もなくそんな場所にさらされた紀沙羅は？

「……大丈夫か。酷ひどい顔をしてる」

「そう、ですか？　いや、俺は……」

「ふむ。まあ、事情を知れば大たい抵ていの者は痛ましく思うのが当然だ。まして紀沙羅は高校生だからな。そうだな、どうしてもというなら、話はここでやめにするが……」

「聞かせてくれっ」

　口が、勝手にそう言っていた。

　いつもそうだ。感情が先走る。単純な好奇心なんかじゃなかった。少なくとも、全て聞く義務はあると思った。竜りん胆どうさんが話したのは、まだ全ての事象の一いつ端たんだけだろう。ここで投げ出したらそれこそ中途半端だ。

　昨日、彼女たちを助けたのは気まぐれでも、ましてや自分の力を試したかったわけでもない。

　だったら、行けるとこまでつきあうのが義理というものだろう。

「良い顔だな」

　伸ばしっぱなしの髪の奥で、竜りん胆どうさんが笑う。

「よかろう。少なくとも私が回復するまでは、安心して任まかせられると判断する。では先に、私の『お願い』のほうから話してしまうか。そちらのほうが手っとり早いかもしれん」

「……なんでも言ってくださいよ」

　いずれ暇ひまな学生だ。金を用意しろなんて言われない限りは、大たい抵ていのことはできる。犯罪にならない限りは、腕っ節の強さが役に立つかもしれない。あのカイって男を殴なぐれと言われればそれはそれで喜んでやるかもしれなかった。

　だが、竜胆さんが次に放はなった一言は、そういう予想の斜め上をすっ飛んで行くものだった。

「──紀沙羅と一いつ緒しよに、《薄うす花はな桜ざくら》に乗ってくれないか、東とう城じよう刀とう雅が」

「は……はぁ？」

　実に間の抜けた声だった、と思う。

　落ちこぼれの俺には、また全く別の意味で、荷の重すぎるお願いだと思った。







第二章　彼を説得するには、友情の殴りあいしかなさそうだ







　キサラギ事件と、呼ばれているらしい。

　ホロスコープの関係者の間で使われている符ふ丁ちようのような呼び方で、正式なものではないそうだ。呼び方はどうあれ、それは《デュアル・イレイザー》の構想から開発まで関わった大物、レイラ・キサラギ博士の娘が誘ゆう拐かいされたトンデモ事件だったのだという。竜りん胆どうさんはそのキサラギ事件について、詳くわしく語ってくれた。

　つまり、如月きさらぎ紀き沙さ羅らは、《デュアル・イレイザー》を作ったすごい人の娘らしいのだ。

　この時点で相当に信じられないのだが、竜胆さんが噓うそを言うとも思えない。

　元々、キサラギ博士は狙ねらわれていた。正確に言うならキサラギ博士が構築した、《デュアル・イレイザー》の基礎理論が、だ。小さいフィギュアを自在に動かし、操作する技術は最先端のもので、開発会社ホロスコープにおいても重要機密となっているらしい。

　竜胆さんが言うには、どうも、その機密を狙っている奴やつらがいる、とのこと。

　それがカイのいる集団。奴らは今は『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』なんて笑っちまうような名前を名乗っているらしいが、それ以前はカイの父親の率ひきいる名もなき宗教団体だったらしい。背後にどこかの国の諜ちよう報ほう部が関わっているかもと言っていたが、竜胆さん自身、どこまで本当かは測りかねている様よう子すだった。

《デュアル・イレイザー》を軍事転用のために狙うなんて、ゲームとしてしか考えていなかった俺には遠い国の出来事だとしか思えなかった。いや、実際、遠い国の出来事の話なのだ。如月紀沙羅が当事者でなければ、だが。

　まとめよう。

　アメリカで、レイラ・キサラギ博士の娘、紀沙羅が誘拐された。それを行ったのは、カイの父親が教祖となったカルトな宗教団体。連中の要求は紀沙羅の命と引き換えに、ホロスコープで機密とされている《デュアル・イレイザー》の技術情報を全て渡せ、というものだった。それをどう利用するつもりだったのかは、今ではカイの父親しかわからないのだろうが。

　そこから軍事転用されたら、大変なことになるのかと聞いたところ、竜胆さんは苦笑しながら首を振っていた。

『転用など本当にできるのか、甚はなはだ疑問だ。レイラもそんなことはできないだろうと言っていたしな。イレイザー技術が機密なのは当然だ。ホロスコープの看かん板ばんゲームの内情、そう簡単に公開できるか』

　その後も、特許がどうとか竜胆さんは言っていたが、そこにもまた難しい問題が絡からんでいるらしい。俺にはよくわからなかったが。竜りん胆どうさん自身、技術屋ではなく単なる護ご衛えいなので、技術面の詳くわしい話はわからないらしかった。

　だが、実際に誘ゆう拐かいされた少女がいる以上、教団側の狙ねらいも全くのデタラメとも思えない。それとも俺が、部外者だからそう思うのか。いずれにしても、ホロスコープ上層部は当初、連中の要求を吞のもうとしたらしかった。人命がかかっているから当然だとばかりに。だがキサラギ博士はそれを断ことわり、全ての解決を警けい察さつに依頼する。結果、警察が突入し、事態は解決。宗教団体の側に数名の死亡者は出たが、紀き沙さ羅ら自身は大きな怪け我がもなく保護されたそうだ。自分の娘と技術を天てん秤びんにかけたキサラギ博士にもまあ言いたいことはなくもないが、なにより問題なのは、そのキサラギ事件が片付いた後だ。

　彼女が自宅に戻って数日後。

　おかしな症状が出た。

　発汗、痙けい攣れん、そして瞳どう孔こうが開き焦しよう点てんがあわない。まるでなにかに怯おびえたようになる。いわゆるパニック症状というヤツだ。もし症状が出た時にそのまま放ほうっておいたら、一体どうなっていたかわからない、と竜胆さんは言う。しかし、イレイザー開発者の自宅だったことが幸いだった。紀沙羅は助けを求めるように、家にあった試作用の機体と、簡易ゲーム筐きよう体たいでもって、《デュアル・イレイザー》をプレイすることができた。

　プレイをしてみれば、症状は治おさまった。少なくとも、その場にいたキサラギ博士はそう証言していたらしい。なにか怖こわい目に遭あっているみたいだ、とも言ったらしい。その後も何度かパニックを起こす紀沙羅だったが、やはりイレイザーを操そう縦じゆうすることで解決した。

　検査の結果。

　如月紀沙羅は、誘拐の最中、カルト宗教からなんらかの催さい眠みん、暗示を受けた可能性が高いという。それは彼女のトラウマともなるようなことで、かつ《デュアル・イレイザー》に関することなのだろうと言われていた。紀沙羅自身も誘拐中のことはほとんど覚えておらず、具体的になにをされたのかは今も不明のまま。

　だから、紀沙羅がなにをされたのか、本人も覚えていない。というより、イレイザーに搭とう乗じようしないことが、何な故ぜかその時の恐怖を呼び起こすのだろう、という話だった。トラウマを封ふうじこめるのにイレイザーが有効らしいのだ。

　そしてもう一つ、同様の症状が、ゲームで負けそうになっても起きるらしい。

　ゲージが削けずられていくだけで紀沙羅は怯え、震ふるえてしまう。一方で操作技術はますます向上し、普通では有り得ないような挙きよ動どうも見せる。誘拐事件以降、どのような対戦であっても紀沙羅は負けなしだった。それはもちろん、自分の命がかかっているという切せつ羽ぱ詰つまった事情もあるが、その他にも催眠状態で施ほどこされた暗示かなにかが、ゲーム世界に入りこむことの一助になっている、という話だった。

　竜胆凛りん花かさんは、元々はホロスコープの警備会社の一社員であったらしい。キサラギ博士と旧知であり、紀き沙さ羅らのこともよく知っていることから護ご衛えいとして抜ばつ擢てきされ、紀沙羅は一年前に日本へやってきた。主犯たるカルト宗教の教祖は死亡しているものの、もう誘ゆう拐かい事件が起きないとは限らない。《デュアル・イレイザー》がいつでもプレイできて、クォーターである紀沙羅自身もなじみのある日本のほうが安全だろうという結論が出されたのだという。

　そうして日本にやってきた紀沙羅は、すぐにこの専門店の常連となり、不敗伝説を作り出した。過去のトラウマを呼び起こさないために。

　まあ実はアメリカよりも日本のほうが《デュアル・イレイザー》は流は行やっているし、処置自体は大きく間違っていないだろう。問題は、教祖が死んでも、その息子であるカイが引き継ついだカルト宗教団体が、紀沙羅を追って日本にやってきたことらしいが。

『私は怪け我がをしてしまった。見ての通りだ』

　竜りん胆どうさんの言葉を思い出す。

『紀沙羅の護衛として、万全とはいえない。もし昨日のようなことがあった時に、今度こそ紀沙羅に怪我をさせてしまうか。あるいは、怪我をするよりもっと怖こわい目に遭あわせてしまうかもしれない。君が紀沙羅と一いつ緒しよにいてくれれば安心なんだ。武術の心得もあるようだしな』

　かじっただけの空手を頼りにされても困る。カイの取り巻きには、やたら腕の立つらしい連中もいた。烏う合ごうの衆だと思っていたら間違いなく足元を掬すくわれるだろう。だけど、竜胆さんが俺に頼む理由は、どうもそれだけではないらしい。

『私は、ゲームのことがさっぱりでな。《デュアル・イレイザー》の操作も全くわからないんだ。紀沙羅自身が一人での操縦を望んだ以上、むしろゲームに疎うとい私が適任だったということもあるが、こうなってはやはり心こころ許もとない。《薄うす花はな桜ざくら》に一緒に乗ってくれるだけでいい。頼む』

　それが、竜胆さんの言う、『お願い』だった。

　紀沙羅と年が近く、イレイザーの操作も可能で、なにかあっても腕力による解決が期待できて、なおかつ紀沙羅の極秘事項を知ってしまった東とう城じよう刀とう雅がという人間は、竜胆さんが非常時に頼みごとをするには色々とうってつけだったのかもしれない。

　ぶっちゃけた話、道場もサボり気味な俺よりも、まだ怪我をした竜胆さんのほうが戦力になるだろうと思った。ここで頼みに応じても、竜胆さんや紀沙羅の助けになるどころか、俺のほうが足手まといになるかもしれない。そうも言った。

　言ったのだが──。

　それじゃあなんで、ここで待機しているっかってーと、まあアレだ。

　動いちまうんだよ、身体からだが勝手に。昔っからそーだ。頭で色々考えてるよりも先に、身体が動いて勝手に答えを出してしまう。腕組みして見つめるのは、さっきから狭せまい空間の中で繰り返し流れている《デュアル・イレイザー》のデモムービー。ホロスコープ社のロゴが画面に映されていた。

　そこに、外の光が入り込む。

「え？」

　スライド式のドアを開けて、搭とう乗じようしてきたのは如月きさらぎ紀き沙さ羅ら。

　さっきから何度考えても答えの出ない問題の、当事者さんだった。




「なっ……」

　飛びこんできた如月紀沙羅の顔は、信じられない、という風に歪ゆがんでしまっていた。

「なっ、なんで貴方あなたがここにいるのですかーっ！　かっ、勝手に入って！　信じられないのです」

「俺の足に聞いてくれ、それは」

「……き、聞けば答えが返ってくるとでもっ！」

「桐きり也やとなら蹴けりや拳こぶしで会話できるぞ」

「聞いてねーのです……」

　ふざけるなと言いたげだった。紀沙羅は筐きよう体たいの内部に身体からだを滑すべりこませて、前の座席に座る。

《デュアル・イレイザー》専門店の一階には、勝ち抜き戦用の筺体が設置されている。他の筺体より、ちょっとだけデザインが豪華だったり、三階建ての専門店の各所にバトルを観戦できるモニタが設置されていたりと、実力者専用とも言っていいぐらいの設備である。実際、放課後のこの時間、入口から向かって右側の筺体は常連組にも紀沙羅専用と認識されているらしく、この時間帯に使う者はあまりいなかった。

　まあ、よっぽど自信がなければ、紀沙羅が来るだろう場所でプレイしようなんて思えないだろうしな。

　だから俺は、時間限定紀沙羅専用筺体に先に座って、彼女を待っていたのだ。ずっと、竜りん胆どうさんから言われたことを考えて。

「竜胆さんからさ、お前のこと守ってくれって」

「だからといって、待ち伏ぶせする意味がわかりません」

「身体からだが勝手に動いたんだよ」

「女性に乱暴を働いた時でも同じ言い訳ができるのですか？」

「んな事するかッ！　てめ、俺をなんだと思ってやがる！」

　紀沙羅はどうやら機き嫌げんが悪いらしい、ということくらいはわかった。昨日は、カイやその取り巻きに囲まれて怯おびえていた様よう子すもありながら、それでも気き丈じように振る舞っていたのに、今日の様子は一体どうしたことだ。さっきまで怒っていたかと思えば、深呼吸をしてから座席に座り、彼女の愛機である《薄うす花はな桜ざくら》をチェックし始める。対戦相手が誰もいないせいか、今すぐ戦うつもりではないようだった。

「この筺体の中は」

　わずかに首を傾け、紀沙羅が俺を睨にらんできた。いや、どっちかっつーと見下してるのか？

「私の部屋……いえ、いっそ私の身体からだそのものと言ってもいいかもしれません。私が乗り込んだ時点でここは私なのです。つまり貴方あなたは私の中に欲望まみれで進入し蹂じゆう躙りんし凌りよう辱じよくしたケダモノだと言えるのです」

「だあぁ！　意味わかんねぇ、なんでそーなるんだよっ！」

「竜りん胆どうさんから聞いたのではないのですか？　私は《薄うす花はな桜ざくら》と同化しているのです。いえ、もちろん、そんなことは有り得ないのですが。これはゲーム、ゲームだといつも自分に言い聞かせているのに、それでもなにか、得え体たいのしれないものに怯おびえていることがわかるのです。今、ここはそんな私の内部。壊こわれたら取り戻せないデリケートな場所に、貴方は土足で入り込んだのですよ？」

　淡々と話す紀き沙さ羅らの後ろでは、格好かつこいいデモムービーが流れ続けている。キーワードは『君には信頼できる相あい棒ぼうがいるか？』だった。少なくとも紀沙羅には、自分の場所だというこの筐きよう体たいに、共に誰かを乗せたことはないらしい。そこまで信頼できる奴やつがいない、ってことなのだろう。

「という訳で、東とう城じようさんは立派に私を犯おかした犯罪者なのです」

「こじつけも良いところだろうがこの帰国子女がッ！　あのな、いいか、俺は一応竜胆さんに紀沙羅のことを頼まれてだな」

「私は頼んでいません」

　取りつく島もない、とはこういう時に使うべき言葉か？

「あと、慣れ慣れしく紀沙羅などと呼ばないでほしいのです」

「……知るかよ。俺が呼びたいように呼ぶだけだ」

「出て行ってください」

　そうだな。

　本来なら、そうするのが良いのかもしれない。竜胆さんには心配のし過ぎだと告つげればいい。紀沙羅は今まで一人でやってきた。これからも一人でできるだろう。護ご衛えいなんて竜胆さんだけで十分だ。俺の出る幕なんてない。当の本人に消えろと言われてしまえば、善意の協力者であるところの俺が、助けてやるなんて恩おん着きせがましいことはするべきじゃない。

　するべきじゃないのだが。

「あー、足が動かねーな。俺は出て行きたいんだけどなー」

「刀とう雅がさんは自分の足と仲が悪いのですか？　ならば人を呼ぶのです。アレンさんあたりならお説教とともに連れ出してくれると思うのですが」

「昨日のこと言うぞ」

　ぴくりと、俺の実に卑ひ怯きような言動に、紀沙羅の動きが止まる。

　誰にも言わないでほしいと、紀沙羅に頼まれた。正直、ちょっと荒こう唐とう無む稽けいな話で、桐きり也やあたりに話したところで丸々信じてもらえるとは思えないのだが。それでも紀沙羅はそれが怖こわいのだ。

「そんなに嫌いやかよ。誰かに弱みを知られることが」

「……わ、私は」

「ゲームで負ければ死ぬなんて与よ太た話ばなし、誰も信じねえぞ。俺だってまだ疑ってるくらいだ。お前や竜りん胆どうさんがまとめてグルになって悪質なドッキリやってんじゃねーかってな。でも、誰に信じられることがなくてもお前は、お前がトップにいる《デュアル・イレイザー》での弱点を、不特定多数に知られんのが怖こわいんだろ」

「だ、黙って。そんな、そんなの、貴方あなたは、卑ひ怯きようでっ……」

　そりゃ、当然、卑怯にもなろうってもんだろーが。

　さっきまで散さん々ざん偉そうだった女が、俺ごときの持ち出した脅きよう迫はくであっさり態度を豹ひよう変へん、途と端たんに怯おびえた犬みたいな顔になってしまえば、こちらとしても持てるカードはどんどん切っていくしかない。どんだけ不安定なんだよその精神。普通だったら俺を怒ど鳴なりつけて追い出す場面だろーが。

　そんな奴やつを放ほうっておけねーのは、当たり前だろうが。

「……わかりましたのです。脅迫に応じるのです」

　脅迫じゃねーっての。交換条件とか取引とか、色々言い方があるだろーが。

「ただし、こちらも、条件を提示してもよろしいでしょうか？」

「なんだよ？」

「《薄うす花はな桜ざくら》は、私が一人で操そう縦じゆうするのです。これまでもずっとそうだったように、これからも。だから東とう城じようさんは後部席で見ているだけでお願いいたします。全て私でできますから。どうか手を出さないでください」

「……あー、わかった、それくらいはな」

　放っておけないから、せめて一いつ緒しよに乗るくらい、と素直に思えた。追い出されるよりはよっぽど良いだろう。こちらがいささか卑怯な手を使った負い目もある。竜胆さんにも、一緒に乗るだけでも構わないと言われてるし。

　それに、間近でナンバーワンのプレイヤーの手さばきを見てみたい、という想いもちょっとあった。右のレバーと、左のコンソールを、一体どのように操作して、ただ一人でイレイザーを操縦してみせるのか。そこにはきっと、システムを知りつくした彼女が《薄うす花はな桜ざくら》のスペックを完全に引き出していく、極限的な機能美があるのだろう。

　男は機能美って言葉に弱いのだ。女の『可愛かわいい』なんてよくわからん価値基準なんかよりはるかにロマンがある。どこまでも機能的で、無駄のないものというのは、それだけで美しいし格好かつこいい。特にメカは。

「パイルバンカーつけねーの？」

　せっかくのポーンフレームなのに、とふと思って聞いてみた。

「……何な故ぜそんなことを聞くのですか？」

「何故ってお前、いいか？　パイルバンカーってのは威い力りよく絶大なんだぜ。生なま半はん可かなガードもぶっ壊こわすし、装備としては最強だろ。なにより格好かつこいいしな。命中さえすればどんな相手も吹っ飛ぶんだぜ、これを使わない手は……」

「どうでもいいのです」

　あえなく一いつ蹴しゆうされた。ちょっと語り過ぎたか。

　一人で操そう縦じゆうするのを邪じや魔ましないと言った以上、カスタマイズにも口には出すべきじゃない。今日の俺は傍ぼう観かん者しやだ。いくらゲームの外では、多少の乱暴者どもと渡りあう自信があっても、《デュアル・イレイザー》では万年負け続けの下位プレイヤーに過ぎないのだから。

　拝見するとしますかね。

「口出し無用、なのですよ」

　釘くぎを刺さなくてもわーってるっつーの。




　十分くらい経たった頃だろうか。

　紀き沙さ羅らへの、最初の挑戦者が現れた。

　相手も機体の名前ならランキングに載のるランカーだったようだ。《薄うす花はな桜ざくら》や《ユーディット》ほどではないにしても、俺と桐きり也やの《リュストゥング》ではやっぱり相手にならないような相手である。

　だが、しかし。

《薄うす花はな桜ざくら》の敵ではなかった。

「なんで桜なのに青いペイントなんだ、この機体は」

「ちょっとうるさいのです。集中させてください」

　ランダムで映し出されたステージの名は確か、《メガフロート海洋基地》だったか。カタパルトや滑かつ走そう路ろ、その他もろもろの機械施設が、広大な海うな原ばらのど真ん中に浮かんでいる場所だ。俺は嫌いなステージである。なにしろ、とにかく足場が悪い。浮島状態の基地は動きにくく、間違って海に落ちてしまえばそれだけで機体にダメージが計算されてしまうのだ。

　が、紀沙羅には特に問題にもならないらしい。狭せまい浮体から跳はねるように別の浮体へと移動し、移動に手間取っている敵のイレイザーの背後を上う手まく衝つく。しかし敵もさるものというか、近接戦に特化した機体は、《薄うす花はな桜ざくら》の行動もある程度予想していたのだろう。

　相手が使用しているのはナイトフレーム。近接戦闘の攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力に優れた、殴なぐりあい特化の素そ体たいだ。両腕に装備した電でん磁じサーベルを振り回し、《薄うす花はな桜ざくら》に一撃加えようとする。俺が啞あ然ぜんとしてしまったのはここからだ。

《薄うす花はな桜ざくら》は、敵機の使う電磁サーベルよりも更に短い格かく納のう型ビームナイフでもって、海上のチャンバラを始めやがった。しかも《薄うす花はな桜ざくら》が上体をそらしたり、半身でカウンターを与えるなんて器用なことも軽々とやってのける。恐ろしいまでの操そう縦じゆう技術だった。結局ここまで、敵の攻こう撃げきをまだ一度としてくらっていない。

　どれだけ的確な操作なんだ。糸で操あやつられた人形が、まるで人間のように茶を入れて運ぶ様よう子すを見せられた気分だった。こんなこと普通はできはしない。どの関節部をどう操作すればこんな芸当ができるのかまったくわからなかった。

　更に驚きなのは、だからといって紀き沙さ羅らの手さばきが常人と比べて早いとか異常だとか、そんな様子がほとんど見受けられないことだった。むしろゆっくりと扱あつかっているように見える。もう超能力で操作してるとしか思えなかった。

　結局、メガフロートでの戦いも、当然のように紀沙羅が勝利となった。ほぼパーフェクトゲームに近い圧勝ぶり。対戦相手の二人組は気の毒だなと思った。そしてこうもあっさり勝てるのに、紀沙羅が全然喜んだ様子を見せないのも気になる。

　万能な挙きよ動どうの理由。その一つは、彼女の乗る機体にあると思われた。

　イレイザーには、いわゆる素そ体たい、フレームというパーツが存在している。骨格にあたるフレームに様々な装備を取りつけることでカスタマイズ性を実現しているわけだが、現在ある五種類のフレームは、それぞれ特とく殊しゆ能力を持ち、パラメータに差があり、装着できるパーツに制限がある。逆に言えば、フレームである程度イレイザーを分類することができる。

　パラメータ的に、特化したところもないが、これといった弱点もないのがポーンフレームである。ポーンフレームの特殊能力は『プロモーション』。唯一、装備の制限を受けないという特殊能力で、簡単に言えばどんなパーツも取りつけることができるのだ。もっとも重いパーツを装備すれば動きは鈍るし、脆もろいパーツなら防ぼう御ぎよ力は下がる。なんでも装備できるからといって有利という訳ではない。

　それでも、カスタマイズの自由度が高いのはそれだけで魅力だ。自分の操縦のクセや適性に合わせて、細かいところまで微調整ができる。いわば真の意味での自分専用イレイザーが作れるのが、ポーンフレームの特殊能力の味なのだ。

　ポーンフレームの《薄うす花はな桜ざくら》も、全体的にクセのないパーツでまとめられている。そもそも《薄うす花はな桜ざくら》自体は、普通に市販されているパーツセットの流用で、独自のカスタマイズがされているわけではない。精せい々ぜいがアサルトライフルとビームナイフくらい。《リュストゥング》なんかと比べてしまえば、その兵へい装そうは少ないくらいだろう。簡単に言ってしまえば、実に標準的な機体なのだ。

　だが、その機体で、如月きさらぎ紀沙羅はバトルステージを駆かけ抜ける。器用貧乏になりがちな機体でもって、臨機応変を実現しているのだ。

　頭をひねって考え出した敵機のカスタマイズを、散さん々ざん練習して身につけたのであろう操縦技術を、大したことではないと嘲笑あざわらうかのように、連戦連勝を続けていった。

　次も。

　次の相手も。

　薙なぎ倒し蹂じゆう躙りんし、遠慮なくその最強ぶりを見せつける《薄うす花はな桜ざくら》の威い容ようとは対照的に、紀き沙さ羅らは一戦が終わるたびに大きく深呼吸する。どの戦いもほとんど相手を寄せ付けていないにも関わらず、紀沙羅はまだ緊張感を保ったままでいた。

　足りないのだ、と思った。

　パーフェクトゲームだとしても、まだ足りない。向こうはゲームのつもりでも、紀沙羅にとっては生きるか死ぬかだ。どれだけ圧倒的な差をつけたとしても、ゲーム中の耐たい久きゆう値ちゲージを命の天てん秤びんとするのは、誰にとっても怖こわい。《薄うす花はな桜ざくら》の芸術のような機動は、不安の裏うら返しに過ぎないのだ。

　怖いから差をつけて。不安だから攻こう撃げきをくらわないで。

　そうした臆おく病びようなプレイングの果てにランキング一位があるのだとすれば、誰に真ま似ねできるはずがなかった。

「わかりましたか？」

　五戦目の挑戦者を退しりぞけ、おそらく何百回も見たのであろう勝利画面を前にして、紀沙羅が俺に言った。

「必要ないのです。貴方あなたなんて。私一人で勝ち抜けます」

　ちょっと得意げにも見えた。昨日は大人おとなっぽいと思ったが、今度はどうにも子供らしく威い張ばっているようにも見える。どうにも感情のブレが大きい女だ。

「そう言われてもな。俺が手伝えばもっと楽に勝てるかもしれねーぞ？」

「だから自分に命を半分預けろ、と？　そう言われて応じると思うのですか？」

　それはごもっともですね。

　操そう縦じゆうは確かに、紀沙羅のほうが上だ。けどそれ以外の部分は、必ずしも健全とはいえないように見えた。例の催さい眠みんだかトラウマだかのせいだろう。みんなが体育の授業やってるなか、一人だけオリンピックレベルの競技をやってるようなもの。バランスがとれていないのは当然だった。

　俺が答えに窮きゆうしているうちに、紀沙羅はバトルステージから運ばれ、筐きよう体たい前部に排出される《薄うす花はな桜ざくら》を手に取った。

「……今日は終わりなのです。出ましょう。東とう城じようさん」

「もういいのかよ」

「疲れました」

　わかりやすい理由だった。

　それはきっと身体からだではなく、精神のほうなのだろう。死線をさまようバトルを、もう五回も繰り返したのだ。この小柄な少女には強烈な重圧に違いない。そんなこと、俺なんかが想像できるものではなかった。俺が知ってるのは精せい々ぜい、路ろ地じ裏うらの喧けん嘩かのやりとりだ。命まで賭かけたものではない。

「パニック症状を抑えるには、一日数回程度で十分なのです。それだけで『今日』が安全だと思える。それを繰り返せばいいのです。今日も勝って、明日も勝って、そうして勝ち続ければ、きっと怖こわいことは起きないのです」

「怖いことってなんだよ」

「さあ？　私も覚えていないのです。だからきっとそれは、思い出さないほうが良いことなのでしょう」

　本人の中にない記憶を、彼女に起きた現象や状況から推察して、色んな人間が整合性のある過去を作り出したことだろう。そこに封ふうじられたもので今彼女が苦しんでいても、本人自身もその原因がわかっていないから、こうした対たい症しよう療りよう法ほうしかない。もちろん、俺なんかがなにをできるはずもない。

　彼女は、バトルステージから操そう縦じゆう席まで戻ってきた《薄うす花はな桜ざくら》を、丁てい寧ねいにケースに収しゆう納のうする。そのまま俺には目もくれずに、外に出てしまう。俺もすぐにその後を追った。昨日、礼を言ってくれた奴やつと、とても同一人物とは思えない素っ気なさだった。

　筐きよう体たいの外に出れば、専門店が結構賑にぎわっていた。もう五時だった。これがもう少し遅くなると、スーツを着た会社帰りの姿も目立つようになる。その頃には俺たちは帰る訳なのだが。

　店内にいる人たちの目線が、紀き沙さ羅ら──いや、俺に集まっていることに、今更ながら気づいた。

「……なんだ」

「しくじりましたね、東とう城じようさん？」

　どこか得意げに、紀沙羅が言ってのける。

　どういうことか尋たずねても、紀沙羅は答えてくれなかった。彼女を追っていくと、パーツショップのコーナーへと辿たどり着く。目立つ場所では、派手なポップとともに最新型イレイザーが、なかなか良い値段で販売されていた。

「おい、紀沙羅」

「注目されるのは当然なのです。貴方あなたは勝手に乗り込んできただけですが、傍はた目めには共に《デュアル・イレイザー》をプレイしていたとしか思えないのです。言い訳頑がん張ばってください。陵みささぎさんあたりに知られればどうなるのでしょうね？」

《ユーディット》のパイロットにして、とても気が強く、そして紀沙羅をライバル視している陵岬みさき。あのお団だん子ご頭あたまを思い浮かべて俺はつい憂ゆう鬱うつになってしまった。確かにあの女なら、紀沙羅に関することであればなんでも突っかかってくるかもしれない。

「あ、私のことは言わないでほしいのです。秘密という約束なのですから」

「ぐっ……」

　どうやら仕返しのつもりらしい。先ほど使った俺の脅きよう迫はくを根に持っているのか。喋しやべれるものなら喋しやべってみろ、と挑ちよう発はつしているのか。どっちにしても頼れるはずがなかった。

「……刀とう雅がっ」

　ほーら、来た。

　相手が陵みささぎでないだけマシだと言えるかもしれないが、それでも同じくらい厄やつ介かいな相手だ。言い訳しろったってどうすることもできやしないあたりが尚なお更さらに。適当にごまかすのもコイツ相手では無理だ。

「見当たらないと思ったら……」

「あー……い、いや、その、なんだ」

　桐きり也やである。というか俺はそもそも、今日も桐也とバトルを行うために専門店に来たのだ。竜りん胆どうさんや紀き沙さ羅らから事情を聞くつもりももちろんあったが、とにもかくにも桐也との約束を無視してしまったことに違いはない。

「どこにもいないし、メールしても返事もない。どこに行ったかと探さがしていれば、如月きさらぎ紀沙羅の筐きよう体たいから出てくるとは思わなかったぞ、刀雅。一体どういうことだ？」

「それは……だな……」

　まっすぐ追及してくる桐也の鋭い視線は、長距離から射い抜ぬく狙そ撃げき銃じゆうによく似ている。

　ちょっと目線を向けてみれば、背後の如月紀沙羅は我関せずとばかりにパーツとにらめっこしていて、ちょっとムッと来てしまった。まあ確かに関係ないのかもしれないが、だからといって急な話を頼まれたのは俺だって同じだ。大体、竜胆さんはもういないみたいだし、コイツを一人で出歩かせるわけにはいかないだろう。

　昨日みたいなことがまたあるかもしれないってのに。

「刀雅？」

「あー、わり。桐也、これから俺さ、コイツと一いつ緒しよに戦うことになったから」

「はっ？」

　やっと紀沙羅が顔を上げる。一方、桐也はそんなことだろうと思った、とばかりにやれやれとため息を吐ついてくれた。こういう動作も様になる男である。

「ちょ、なにを勝手に決めてやがるのですか！　私は一ひと言ことだってそんなこと言ってないのです！」

「俺が決めた。そういうことだ、悪いな桐也。相あい棒ぼうは他当たってくれ」

　冷たい物言いかもしれないが、紀沙羅のことに感づかれてはマズいのだ。これくらい突き放はなすのが当然だろう。桐也とはもう長い付き合いだから、こういう言い方から察することもあるかも──いや、睨にらんでる睨んでる。お得意の狙撃アイでめっちゃ睨んでる。怒らせただろうか。

　あとそこのちびっこサイドテールは、俺の足をげしげし踏むのをやめろ。体重ないから痛くないけどうざってえ。

「そんなことを急に言われて、納得できると思うのか」

「いや、それはわかってるよ。頼む、今回だけは許してくれ！　今度なにかおごるからよ！」

「物で釣つるつもりなら無駄だぞ」

　両手をあわせて頼み込んでも、桐きり也やの表情は変わらなかった。やっぱり厄やつ介かいな相手だ。なまじ友人だから尚なお更さらに。

「なにか事情があるのか？」

　やっぱわかるもんだな。その仁に王おうみたいな目はやめてほしいところだが。

「……ねえよ、そんなもん」

「聞き出すのは拳こぶしのほうが手っ取り早いだろうか」

　わーお、手が早い。

　もっとも、それならば話も早い訳で。実に俺好みの展開になりそうであった。わかりやすいのは嫌いじゃないのだが。

「お前は昔からそーだよな。望むところだけどよ」

　空手の同門である桐也と喧けん嘩かした場合は、試合で決着をつけることがままあった。どちらが悪いとか、正しいとかそんな話ではない。拳を交まじえ、勝ったほうが正しい。負けたほうに文句を言う権利はない。勝てば官軍を地で行く、実に子供らしくないやり方である。

　どうせ殴なぐり合ってしまえば、相手の怒りも理り不ふ尽じんも全て受け止める事になる訳で、終われば全部すっきりしている。なにも問題はない。

「の、脳筋しかいないのですかっ……」

[image: ]

　巻き込まれ啞あ然ぜんとしているばかりの紀き沙さ羅らは、まあ今はどうでもいいや。

　殴り合えばわかることもある。殴り合ってわからないようなことならどうせ大したことじゃない。少なくとも俺と桐也の間ではそういうやり方でどうにかなってきたから、これからもそれでいい。

「んじゃ、早速道場行くか？」

「……それでもいい。が、今回のことはここで起きたからな」

　桐也が、イレイザーの専用ケースを取り出してみせる。特に装飾もなにもない、実にシンプルなケースだ。左ひだり隅すみに小さく記されたロゴは、彼の愛用する《ＳＮ─テクニカル》のメーカー、フェノメノン社のものである。

「こっちで戦いあうのはどうだ、刀とう雅が」

「あー、なるほどな……」

「三日後だ。俺もそれまでに新しい相あい棒ぼうを見つけておこう。俺が勝てばどんな事情があろうと全て話してもらうぞ。お前が勝ったならなにも聞かないと約束しよう」

「勝手に決めるななのですッ！」

　紀沙羅が抗議の声を上げるが、桐也は一切取り合わなかった。

　既すでに勝敗の行方ゆくえで、この問題を決着させる気なのだ、この男は。誰が文句を言おうと、たとえ紀き沙さ羅ら自身が違うと喚わめいても聞く気はないはずだ。事情を聞かないと言った以上、勝負が終わるまでは口出しする気もないはずだ。

　恐るべきシンプルさである。わかりやすくて良いね。

「お前、相あい方かたの当て、あるのかよ」

「俺の心配より、自分の心配をしたらどうだ刀とう雅が。さっきから蹴けられているぞ」

「いや、痛くねーし」

「無視、するなっ！　なのですっ！」

　ローファーで思いっきり足を踏まれた。ぐりぐりぐりと力をこめているが、やっぱり少しも痛くないのである。こいつ本当に運動してないな。ずっとゲームばっかやってんのは不健康としか言いようがない。俺も人のこと言えないかもしれないが。

「なにっ、本当になんなのですか貴方あなた達は！　私は関係ないというのに、勝手に巻き込んできて、挙あげ句くの果てに勝負!?　お断りです、絶対にやりませんからね！」

「では、昨日の一件を警けい察さつに通報しようか。まっとうな一市民ならばそれが当然だ」

「どいつもこいつも脅きよう迫はくしかできないのですか！」

　この少女の扱あつかい方がわかってきた気がする。出会い頭がしらで下した手でに出たのが裏うら目めに出ていた。

　もちろん俺は、紀沙羅が負けるだなんて思っていない。桐きり也やが相方に誰を連れて来たところで、《薄うす花はな桜ざくら》に勝てるはずがない。その点は心配していなかった。頼まれた護ご衛えいを果たすために、まず説得しなければならないのは桐きり也やだ。彼の望むとおりに決着をつけるべきだろう。

「では、三日後にな」

「あー、待ってるぜ」

　言うべきことだけさっさと言って、それで桐也は話を終えてしまう。こういうところも実にシンプルだ。面倒めんどくさくなくていい。

　面倒なのは、さっきから俺の靴を汚しまくってる、護衛しなきゃならないお姫様のほうである。一体どうしたもんだろうかね。

「東とう城じようさん。どうしてこうなったのですか」

「全て聞いての通りだろ」

「私にも言い分があるのですが、聞いていただいてもよろしいですか？　私が怒っているということくらいはわかっていただけると思うのですが」

「お前、思ったよりも足あし癖くせが悪いな」

　こういう時は、どうするべきなのか。苦節十七年、女の子と親密な関係になんてなったことはなく、友達といえば桐也を筆頭とする、必要以上に男らしい面々ばかりの俺に、女子の機き嫌げんの取り方なんてわかるはずもないのである。

「私のことなのに私をのけて勝手に決めてしまって。しかも貴方あなたが相あい方かた？　冗談ではないのです、絶対にそんな勝負は────」

　畳たたみかけるように口を開いた紀き沙さ羅らを遮さえぎるように。

　きゅるるるるるる、なんて、生き物の鳴き声のような音がした。実にタイミングが良かった。

「あ……」

　女子には甘い物限定で別べつ腹ばらとやらがあるという。その臓器が抗議の声を上げたのだろうか。なんか食わせろ、と。紀沙羅は自分の腹部を制せい御ぎよしきれなかったことに、一気に顔を赤く染める。

「こ、これは、ちょっと、あの」

「ダイエット中かよ」

「たまたまお昼食べられなかっただけなのです！」

　俺は一食抜いただけで死にそうになるが。なまじ身体からだがでかいので維い持じも大変なのだ。少なくとも紀沙羅の小さな身体が食う量は、俺とどのくらい差があるのか、ちょっと気にはなったのだが。

　まあいい。幸い、懐ふところに余裕はある。アレンさんに払う五百円は渋しぶっても、自分の食事代を確保しておくのが男子高校生というものなのである。

「なんか食いに行くか。続きはそこでいいだろ」




　駅前のファーストフード。イレイザー専門店からちょっと歩けばそこにある。つーかきっと、よほどの田舎いなかでもない限りどこにでもあるだろう。偉い開発者の娘さんにジャンクフードなんか食わせても良いものか迷ったのだが、考えてみればアメリカ出身。ハンバーガーやポテトは食い慣れているかもしれなかった。

「私の四分の一を構成している国に対して、東とう城じようさんから妙みような偏見を感じるのです」

　ポテトをかじりながら紀き沙さ羅らが言った。口に出していないのに鋭い。

「お前、やっぱりクォーターなの？」

「はい。父は日本人。母はアメリカと日本のハーフなのです……すみません東城さん。ちょっと頼み過ぎてしまったかもしれないのです。こちらのサイズはアメリカと違って小さいので、多めにしておこうと思ったのですが」

　どうやら量を考え違えたらしい。まあ女が食うには頼み過ぎだとは思った。いくら余裕があるったって、おごりなんだから遠慮しろ。お嬢様にそういう感覚はないのか？

「あー、気にすんなよ余ったら食うし」

「いいのですか？」

「こんなの間食のうちに入らねーよ」

　でかい身体からだにはそれなりに維持費がかかるのである。小柄な紀沙羅にはわかってもらえないかもしれないが。

　しばらくもむもむとハンバーガーをかじる紀沙羅の様よう子すを見ていた。一ひと口くち一口が小さいのでなかなか進まない。と、俺の観察するような視線に気づいたのか、じとっと湿り気のある目つきのカウンターをもらってしまう。

「んぐっ。で……東城さん、さっきの話なのですが」

「巻きこんだのか、巻きこまれたのかわからない形になってきたよなぁ」

　多分両方だが。

「他ひ人と事ごとみたいに言わないでほしいのです。どうするのですか。えっと……キリヤさん？　でしたか？　昨日助けてくださったことはありがたいとは思うのですが、だからといって貴方あなたを《薄うす花はな桜ざくら》に乗せる気はありません。やるなら私一人で」

「お前も相当ゆずらねぇよな。もう決まっちまったことなんだから諦あきらめろよ」

　もっとも、こちらとしてもゆずる気なんてあるわけがないのだが。

　ハンバーガーをコーラに切り替えた紀沙羅が、ずずっと炭酸飲料をすする。そしてちょっとだけむせる。えほえほと咳せき込む彼女に、ほうこの個性的な飲み物が苦手なアメリカ人がいるのかとちょっと感心した。アメリカといえばコーラのイメージ。

「……えほ、えほっ」

「大丈夫か」

「……うるさいです。あのですね、東城さん。貴方が乗ってどうするのですか？　操そう縦じゆうも私一人でできる。特に《薄うす花はな桜ざくら》は、コンソール操作をカスタマイズしているので、貴方が乗ってもろくに動かすことすらかなわないと思うのです」

　コンソール操作をカスタマイズ？　ゲームコントローラの各ボタンの設定を変えるようなものだろうか、と思った。レギュレーション違反ではないだろうが、具体的にどのようにするのか、ちょっとイメージがわかなかった。今度アレンさんに聞いてみるべきだろうか。

　イレイザーを一人で操縦できるのは、筐きよう体たいの入力機器を彼女が使いやすく変更しているせいもあるらしい。たとえるなら、ハンドル型コントローラとガン型コントローラを一つにして、どちらも同時に遊べるようにしたものか。

　──いや、それ、結局一つにしても無理じゃね？　つかどうやって一つにするんだ。

「そこまでしてどうして私にこだわるのですか？　貴方あなたは」

「なにか助けになれないかと思ってるだけだよ。俺は。桐きり也やと戦わなきゃいけないのも、それに必要なことだって、わかってくれよ」

「…………」

　紀き沙さ羅らからの返答はなかった。文句を言わないというのが彼女なりの了承の意なのか、それともなにを言っても無駄だと悟さとったのか。ともかく、俺の言葉が紀沙羅の胸を打った、なんて感動的なことではなさそうで、ポテトをかじる彼女には不ふ機き嫌げんなカラーしか滲にじんでいない。

「あのカイって奴やつに襲おそわれたらどうする？　つか竜りん胆どうさんいねえだろ。お前守る奴がいねえじゃん」

「昨日のカイは、襲おそってきた訳ではないのです。私にプレッシャーをかけられればそれでいい。東とう城じようさんの恫どう喝かつにも冷静だったでしょう？　十四歳ですが物を知っていますし、自分に累るいが及ばない立ち回りもわかっているのです。私を脅おどして怖こわがらせて、誰かとの対戦で指を滑すべらせてしまえばそれでいい、程度に考えているのです。私の負けを望んでいる訳ではありません」

「……え？　お前を狙ねらってるんじゃないのかよ？」

「いいえ。彼の狙いは私ではなく、私の母の持つ《デュアル・イレイザー》の基本技術なのです。たとえば私が苦戦を続けて、まっとうな精神状態ではいられなくなったりすれば、それは母に対する十分な脅きよう迫はくとなります。娘が負けてしまう前に技術を教えれば、催さい眠みんを解といてやる、などと言うこともできるのです。だからカイは精神的に私を追い詰めておきたい。殴なぐる蹴けるというのはあまり効果的ではないし、あの子がやるとは思えないのです」

　今日の紀沙羅の戦績は、差を数えるのがバカバカしくなるほどに圧倒的だった。パーフェクトゲームにこだわるのは恐怖と不安からだと思っていたが、どうやらそれだけが理由ではなかったらしい。負けてしまえば廃はい人じん、という状態を、カイという少年は脅迫に使おうとしているのか。

　だったら、戦績にもその内容にも、紀沙羅は絶対につけ入る隙すきを与えてはならないのだ。どこかでカイが見ているかもしれないのだから。

「脅迫になるのかよ、そんなもの」

「母や、ホロスコープの責任者が危機を感じてしまえば、脅おどしとなってもおかしくないのでしょう。だから私は負けられないのです。あのような連中に、イレイザーの技術を悪用されるわけにはいかないのですから」

　これだけ覚かく悟ごが違えば、無敗の状況も頷うなずける。気軽に最新技術を用いたゲームだと思ってプレイしている奴やつは、戦争でもしてるかのような紀き沙さ羅らの覚悟に勝てはしない。

　戦争ってのは一人でやるもんじゃねーけどな。

「そんなに、イレイザーの技術が大事か」

「母の仕事の成果なのです」

　母親。

　聞いたところによれば、紀沙羅の母親は、ホロスコープ上層部の言葉に反対し、イレイザー技術を教団に渡すのを許さなかったという。娘が危ない時に、自分の開発したゲームのほうを大事だと言った母親じゃないのか。

「お前より、技術を選んだ母親なんだろう」

「お母さんを悪く言わないで。なにも知らないくせに」

　コーラを吸い上げながら、ジト目が更に深くなる。所しよ詮せん、駅前のファーストフードでは彼女を買収することはできないらしい。

「でもよ……」

「それは貴方あなたの伝聞なのです。お母さんを知らない人が聞けば誤解するだけだっていうのに、竜りん胆どうさんもまったく……」

「母親好きなんだな、お前」

「嫌いな人なんているのですか？」

　そりゃ山ほどいるだろうよ。きょとんとした顔で逆に問い返されて、俺は苦笑してしまいそうになった。少なくとも、俺が想像していたよりもずっと親子仲は良好であるらしかった。

「とにかく、だから私は、一人で良いのです」

「今更桐きり也やが納得するわけねーだろ。せめて《薄うす花はな桜ざくら》には一いつ緒しよに乗せろ。そうでもしないとアイツ、本当に昨日のことを言うぞ」

「止むを得ませんね……手を出さないと約束してくれるのであれば」

「わかってるよ」

　その点は、俺だって紀沙羅用にカスタマイズされたコンソールをどうこうできるとは思えないのである。それとも後部席にはそんな設定を適用していないのだろうか。どっちしても、口は出すかもしれねーけど。

　しぶしぶ納得、という感じの紀沙羅は、苦にが々にがしい表情を崩くずさずに続ける。

「終わったら、護ご衛えいなんてやめてほしいのですが」

「竜胆さんに頼まれてるんだよ。今更断ことわれるか」

「何度も言いますが、一人で問題ないのです。貴方あなたはただの正義感で手を出しているつもりかもしれませんが、余よ計けいなお世話にもほどがあるのですよ。竜りん胆どうさんのほうには私から言っておくのです。崖がけから落ちそうな人に善意で手を差し伸べた時、間違って突き落としてしまうかもしれません。絶対にそんなことがないと、貴方には言えるのですか？」

　実に悪あく辣らつなたとえ話である。

「勝手なことばかり言って、人の事情に首を突っこんできて、それで満足ですか。貴方の自己満足で殺されるなんてまっぴら御ご免めんなのです。助けようとしたつもりが酷ひどい目に遭あわせていた、なんてことにならないとどうして言えるのですか？」

「それでも手を伸ばすのは、いけないことか？」

「貴方自身、そう考えてはいないのでしょう？　諦あきらめずに助けようとすることは、まあ立派なことかもしれないのです。ですがそれで殺されたり害を被こうむる側はたまったものではないのですよ。非現実な話に思えるかもしれないのですが、私にとっては文字通り、死活問題なのです」

　ポテトがまだ残っているが、紀沙羅はもう満腹になってしまったらしく、トレイごと俺に押しつけてきた。まあいいやと思ってまとめて食ってみる。やけ食いのように見えたかもしれない。

「確かに、誰かを助ける時って、考えなきゃなんねーよな」

「賢明でなによりなのです」

「でもたとえば、助けてくれって言われたら、迷わずやるしかねーだろ」

　ポテトは、バカみたいに塩味が強かった。

「私は一ひと言ことも言っていないのです」

　そんな濃い味のポテトを胃に押しこんだかのように、紀き沙さ羅らは顔をしかめやがった。

「なんでもかんでも手を出して、ひっかきまわして。はっきり言って迷惑なのです、なにもできないくせに」

「お前……友達いねーだろ」

「なっ!?　そん、な、なにを根こん拠きよにっ！」

「や、だって、その性格じゃ……」

　仲良くしたくても難しいだろう。コイツがたまに専門店に着てくる制服は、近隣のお嬢様学校のもので、確か陵みささぎ岬みさきや安あ曇ずみ野のあずなも同じ学校だったはずだ。だが三人が連れだって歩いている様よう子すを見るどころか、紀沙羅と陵はランク一位を争い続ける犬けん猿えんの仲である。

　他の友達も見たことがない。紀沙羅の連れと言えば竜胆さんくらいのものなのだ。

「い、いるのです。友達の一人、くらい」

「ほー。誰だ」

「…………陵さん」

「いや、ちょっと待て。どこが友達だよ思いっきり仲悪いだろうが」

「だ、だって、一番話すのは陵みささぎさんで」

「どんな話するんだよ。『ふざけるな』とか『今日こそ倒す』とか『このアタシが負けるはずがないのに！』とかそんな会話ばっかじゃねーか」

「でも！　私に話しかけてくれるの陵さんだけなのです！」

　どうやら紀き沙さ羅らはコミュニケーションに飢うえているらしかった。絵に描いたようなライバル意識をむき出しにしている陵ですら、この少女にかかってしまえば友達らしい。いや、友達になりたい、ってところなのかね。

　紀沙羅はともかく、陵岬みさきがあの調子ではそれはかなわぬ夢っぽいが。

「友達作ってやろーか」

「余よ計けいなお世話なのですっ」

　からかい過ぎたせいか、紀沙羅はすっかり拗すねてしまったらしい。ちょっとばかり言い過ぎたか？

　友達を作りもせず、ずっとイレイザーに邁まい進しんしていればこういう人格ができあがるのかもしれない。まるで使命感のように、なにかの物語の主人公のように、一人で戦い続けている。今時の物語には、倒されるべき悪役にすら頼りになる仲間がいるものだというのに。

　本人に自覚もなさそうな助けての言葉は、全身から滲にじみ出しているくせに、結局一ひと言ことも発することはなくて、そこがまた小こ憎にくらしくて、生意気で、だからこそ危なっかしいのだった。




　結局、その日はそのまま、ファーストフードから紀沙羅宅まで彼女を送り届けることになった。

　家を知られることに若じやつ干かんの文句を言う紀沙羅ではあったのだが、一応、俺が護ご身しんの役に立つという認識は持っているらしく、数分の言いあいの後に納得してくれた。竜りん胆どうさんほどではないかもしれないが、また黒服ズが襲おそってきてもどうにか切り抜ける程度の自信ならあるのである。

　紀沙羅の住んでいるところは、イレイザー専門店から歩いて行ける距離にある高級マンションだった。駅にも近いとなれば利便性はさぞ高いだろう。紀沙羅の事情に鑑かんがみれば、専門店に近い物件から選んだとしか思えなかった。

　肝かん心じんの竜胆さんは、その紀沙羅宅で待っていた。どうやら一いつ緒しよに住んでいるらしい。俺に言うだけ言ってさっさと帰って来たのだという。それでいいのか護衛えい。あるいは、俺を試したのかもしれないが、その真意を探さぐるには俺の人生経験は少なすぎた。紀沙羅はもう疲れたとだけ言ってさっさと部屋の奥にひっこんでしまった。

　その後、竜胆さんに渡されたのは紀沙羅の携帯のアドレスで、人からもらって良い物かとも思ったのだが、竜胆さんが本当に嫌いやなら紀沙羅はアドレスを変えるから、などと言っていた。そんなことをもしされたらそれなりにショックだと思うのだが、そこのところには頓とん着ちやくしてくれないのだろうか。

　そして、桐きり也やと約束した三日後は、すぐに来た。

　俺は紀き沙さ羅らとのメールの末、専門店で待ち合わせすることになった。高校での護ご衛えいは今まで通り竜りん胆どうさんがやるらしく、俺はその後紀沙羅を竜胆さんから預かって、家に帰るまで守ればそれでいいようだった。竜胆さんが言うには、それだけで大分彼女の負担が減るのだとか。

　紀沙羅は、ファーストフードで話した時のように、やはり不ふ機き嫌げんであった。

「どうしてこんなことになったのでしょうかね、東とう城じようさん？」

「もうなんか、なるべくしてなったんだろ。逆らえない流れだろ」

「全て貴方あなたのせいにしていいですか？」

「それで満足なら構わないけどな」

　紀沙羅はまったく溜りゆう飲いんが下がらないのだろう。俺から顔を背そむけて《薄うす花はな桜ざくら》をチェックしていた。その左腕にパイルバンカーつけたいとか言ったら怒られるだろうか。

　桐也との待ち合わせはいつもの休憩スペースにて。あれから桐也と専門店に来ることも、学校で話すことも、もちろん道場へ行くこともほとんどなかった。それが喧けん嘩か中のけじめというものだが、結局アイツは誰を相あい棒ぼうに連れてくるつもりなのだろうか。紀沙羅のように一人で操そう縦じゆうできるはずはないのだが。

「待たせたな」

　そんな風にして拗すねた紀沙羅の様よう子すを見ていると、後ろから声がかかった。確かに早く来てしまったが別に待ってはいない。

「よう桐也。準備は万ばん端たんかよ？」

「当然だ。改修した《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》がある。それに、この酔すい狂きような勝負に付き合ってくれる人物も見つけることができたしな。問題はない」

　いつの間にやら《リュストゥング》がバージョンアップされていた。マークツーとか心躍る名称が追加されている。やっぱり狙そ撃げきの得意な桐也だから、遠距離戦主体で戦うのだろうか。取り出したかつての俺の搭とう乗じよう機には、今まで装着されていたパイルバンカーが見当たらなかった。どうやらバージョンアップにあたり取り外はずされたらしい。その他は、大きく変更されている箇所はないようだったが。

「その相あい方かたって……」

「いよーぅボーイズ＆ガールズ！　みんな大好きアレンお兄さんだぜ元気してるぅー？」

　俺と桐也の間に割りこむように姿を見せたのは、実に軽いノリ。緑エプロンのアレン・アランさんは、びしっとポーズを決めて見せる。

「新しい相棒って、アレンさんかよ……」

「とーぜん。パートナーのいないお客様の手伝いもスタッフのお仕事だぜ？　頼まれちゃ断ことわれないのさ」

「今度の合コンに付き合えば頼みを聞いてやると言われた。腕は間違いないからその条件を受けた」

「ちょっ、キリヤバラすんじゃねー！　格好かつこいいおにーさんが台無しじゃねーか！」

「ああ、あと、もののついでだから、以前立て替えてもらった代金もチャラにすることで合意している」

　あれ、もしかしてついでに俺のツケも消えた？

　どうやら、なにかしらの交こう渉しようが二人の間で行われていたらしい。アレンさんと桐きり也やの並びはなるほど、合コンに行けば有利であろうことは容易に想像がついた。このイケメン二人が組むと、なんか空気までキラキラしているようにも見えるが。

「そーゆーことだぜ。俺がつきっきりで改修した《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》に敵かなうなんて思うなよ？」

「マークツーだろうが、アレンさんだろうが、関係ないのです」

　粋いきな会話を交わす俺達に、ロマンのわからない女が口を挟はさんできた。

「早く始めましょう。時間がもったいないのです」

「おいおい紀き沙さ羅らちゃん、そう簡単に俺達美形タッグに勝てると思ってんのかい？」

　なんだそのタッグ。俺も混ぜろ。むしろトリオにしろ。そして俺も美形の仲間入りさせろ。

「すみません、アレンさん。今日の私はいささか機き嫌げんが悪いのです」

「おー、お姫様がお怒りだ。キリヤ、気を抜いていると城じよう壁へきが突とつ破ぱされちまうぞ」

「わかっています」

　紀沙羅の目線に射い抜ぬかれても、アレンさんは肩をすくめるだけだった。

「よろしく頼む。良い試合を」

「ここは道場じゃねーぞ」

「どこでも同じだ。礼を忘れた者に戦う資格はない」

　真ま面じ目めだねぇ。

　その後、対戦の手順があっさり決まった。まず、俺と紀沙羅が勝ち抜き戦用の筐きよう体たいに入っていく。時間は夕方のピークなので、事実上の紀沙羅専用となっている勝ち抜き筺体にも、順番待ちの列が多少はあるが、紀沙羅にしてみればなんの問題も無い。すぐになみいる猛も者さを退しりぞけることだろう。

　あとは桐也とアレンさんが反対側の筺体に乗り込めば、それで対戦する手はずは完了するのだった。実に簡単。王者が王者であるためだけに、一体どれだけの相手を退けなければならないのか。これから戦う《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》も、その中の一機なのか。

　お節せつ介かいで巻きこまれ、要いらぬ戦いを強しいられて、それで心が死んでしまうなんてことになれば、たまったものではない。紀沙羅はそう言った。

　では、どうすればいいのか。

　また一機、紀き沙さ羅らは《薄うす花はな桜ざくら》を駆かって、挑戦者を翻ほん弄ろうしてみせる。俺はそれを後ろで見ているだけだ。手を出すな、と言われている以上、なにかできるはずもなかった。黙ることの苦手な俺の身体からだが手も口も出したがるのを、自制心で押しとどめる。

「東とう城じようさん。ちょっと」

　と。意外なことに、戦いながら紀沙羅が話しかけてきた。機き嫌げんが直ったのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。

「他に人がいないので聞いていただきたいのですが」

「……なんだよ」

　そういう言い方をするから友達がいないんだろ、とは言わなかった。俺は友達がいるほうであると自負しているし。

「人は、いつか死にます。ですが、いつか死ぬだろうと怯おびえながら生きている人はいないと思うのです。死ぬことは忘れておかないと、生活なんてままならないのです。ですが──私は違う。わかっていただけますか？」

「わからん。想像もつかない」

　正直に答えると、紀沙羅は黙ってしまった。彼女が一人で良いと言う理由はそこにあるのだろうか、なんて思った。他人の気持ちなんてわかるはずがない。ましてや紀沙羅のような境遇の者は。

「けど、わからなくても手助けはできるんだぜ。知らなかったか？」

　俺の正直な想いの吐と露ろは、紀沙羅の無言の返答で狭せまい筐きよう体たい内部に霧む散さんした。

　三機目の機体も見事に撃げき破はし、正面の画面に勝利の文字が表示される。これだけ連勝すれば、そろそろ桐きり也やとアレンさんの順番になるはずなんだが。

『聞こえるか。刀とう雅が』

　すると、しばらくして筺体内に声が響く。《デュアル・イレイザー》搭とう載さいの通信機能である。もっとも通信と言ったって、対戦相手の筺体とマイクで話ができる程度のものだ。音質もあまり良くないが、まあゲームならこんなものだろう、という気もする。

『いよーぅお二人さん。こっちの準備はできてるぜぇ？　そっちはどーよ？』

「問題無いのです」

　さっきまで戦っていた紀沙羅が淡々と告つげる。誰が相手でも関係ないという様よう子すだった。

『ならば始めるぞ』

　対戦相手待ち状態だった画面が輝く、ホロスコープ社のロゴと、《デュアル・イレイザー》のロゴが立て続けに表示されていく。紀沙羅は右手をレバーに、左手をコンソールに軽く乗せて、ただ前を見ていた。

　俺は頰ほお杖づえをついて、その様子を見つめることしかできなかった。




　バトルが始まり、まずステージが俯ふ瞰かんされる。バトルステージ内に投影された立体映像を見るに、高層ビルの立ち並ぶこの場所は《市街地緊きん急きゆう封ふう鎖さ区画》。マップ一つとっても細密な設定があったと思うが、生あい憎にく俺はそこまで覚えていない。

　とにかく、このステージは厄やつ介かいなのだ。高層ビルに紛まぎれて敵機の居場所がわかりづらいし、迷路のように入り組んだ道路はすぐに迷ってしまう。イレイザー操作よりも、地形の把は握あくが重要になってくる。もっともそんなこと、紀き沙さ羅らはとっくに承知しているはずだったが。

　俺は、画面横にウィンドウで表示される映像を見た。イレイザーの内部からの視点であるメインカメラではなく、《薄うす花はな桜ざくら》を外からとらえた映像である。といっても確認できるのはイレイザーの周囲だけ。主に自機の挙きよ動どうの確認に使うモニタだった。

　バトルステージの端はしから、カタパルトによって《薄うす花はな桜ざくら》が射出される演出。反対側の《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》も同様のはずだった。しかし、このコンクリートジャングルのどこに着地したかはわからない。それは相手も同じはず。

《薄うす花はな桜ざくら》が、着地をすると同時、紀沙羅の目の前で、バトルスタートの文字が表示される。

「どうするんだ？」

「ちょっと黙っていてもらえますか。相手はルークフレーム。どこから撃うたれるかわからないのです」

　イレイザーには、五種のフレームがある。いわゆる素そ体たいというヤツで、このフレームの種類によって搭とう載さいできる兵器や外装が異なる。チェスの駒こまに由ゆ来らいするフレームは、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》ならば射撃特化のルーク。《ユーディット》は飛行特化のクイーン。

　それぞれのフレームに割り振られたパラメータと特とく殊しゆ能力があるのだが、まああくまで素体。装備次第でいくらでもステータスは変わってくる。基本であるポーンフレームの機体でランク一位を取っている奴やつも目の前にいるわけで、要は使い方次第である。

　ルークフレームは射撃に特化したパラメータを持ち、遠距離戦用のセンサや照準器が搭載できる代わりに、近接武器の装備に制限がある。また重じゆう装そう甲こうパーツも幅はばが広く、防ぼう御ぎよ力も高い。反面機動力は泣きたくなるレベルで、要はパワーファイターになりがちなフレームだ。《リュストゥング》もその例に漏もれない、ガンガン撃うち合うための機体である。それに、ルークフレームの特殊能力はいささか厄やつ介かいで──。

「行きます」

　がぐん、と画面が一気に揺ゆれた。

《薄うす花はな桜ざくら》が背部ブースターをふかして移動を始める。ビルの隙すき間まを縫ぬうように、ブーストと歩行を繰り返していく。歩きながら安全地帯で休み、その間にブースターを冷れい却きやく、オーバーヒートを防いでいるようだった。イレイザー操作の基本ではあるが、紀沙羅のそれは随ずい分ぶん丁てい寧ねい、かつ素早かった。いや、操そう縦じゆうの参考になるわ。

《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の攻撃はまだない。ミサイルを含めた遠距離射撃兵装をこれでもかと搭とう載さいした、重武装イレイザーなのである。俺だったらそこらのビルを粉ふん砕さいして、敵機へと突とつ撃げきをしかける。近距離に持ちこめばこっちのものだ。

　ステージに存在するビルやらその他構造物は、基本的には立体映像であり、そこには本来なにもない。しかしステージにそってイレイザーの行動区域が制限されるため、あたかもビルがそこにあるかのようにプレイできる。解決法は移動可能域を通っての遠回りか、ビルを攻撃力の高い武装でブレイクして、移動可能にするしかない。

「後ろは大丈夫だ。進んで良いぞ」

「わかっているのです。黙っていてください、と言ったはずなのですが」

「…………」

「というか身体からだがでかくて後ろが見えないのです。かがんでほしいのです」

　後部座席に座る人間は、おろそかになりがちな後方確認を担当するのがセオリーなんだけどな。とにかく紀き沙さ羅らは俺がここにいることが気に入らないらしい。なんでもいいからケチをつけている感じだった。

　そんなやり取りをしている間にも、《薄うす花はな桜ざくら》は加速と停止を繰り返し、索さく敵てきを続けている。迷いなく進むその様よう子すに、彼女には敵機の位置に大体の見当がついているのかとも思ったのだが、どうやら違うらしい。

　突然、《薄うす花はな桜ざくら》が飛んだ。

　いや、飛ぶというよりは、ブースターの出力を上げて跳ちよう躍やくしたと言うべきだろう。背部ユニットから青い流りゆう線せん型けいの炎ほのおをいくつも噴き出して、手近なビルの上に乗る。他の高層ビルとは少し違う、背の低いビル。

　ビルといっても細いものではなくて、いかにもイレイザーが移動しやすいような幅はば広ひろのデザイン。それだけの技量があるならビルの上を移動していくことも可能なのだ。高低差を利用するステージと言っても良い。

「……いないのですね」

《薄うす花はな桜ざくら》の目に見える武装は、その腕に構えたアサルトライフルだけだ。外見的にも特徴があるのは背部ブースターユニットのみで、これといって武装らしい武装はない。ある意味でシンプルというか、ロボットといわれてすぐさまイメージできるような外観だ。

　紀き沙さ羅らはアサルトライフルを構えたまま、周囲を見渡して索敵。そのまま腰こしだめにライフルを抱かかえ、またブースト。ビルの屋上から別のビルの頂上まで跳躍する。巨大な構造物の上を、猫を連想させる動きで飛び回る十メートル級のロボット。現実だったら興奮せざるをえないが、生あい憎にく小さなバトルステージの中で造られた、架か空くうの光景である。

　ビルの上を飛び回るという芸当も、繊せん細さいな離着陸の動作が必要であり、さながら狭せまいステージをジャンプのみで潜くぐり抜ける古いアクションゲームを見ているようだった。しかし紀沙羅の両手は絶えず動いて、複雑な操作をあっさりこなしている。

　俺にはできないものの、たとえば陵みささぎ岬みさきならこのくらいの操作も可能なのだろう。しかしそれも相あい棒ぼうあってこそだ。どこから出てくるかわからない敵を警けい戒かいしながら、ビルを伝って更に高いビルへと登ることはできないはずだ。

　手を出すなと言われた。出すまでもなく、紀き沙さ羅らだけで《薄うす花はな桜ざくら》は完結していた。

「どこだよ、アイツらは……？」

　目をこらしてみても、ビル群の中に緑色の機体の姿は見えない。

　やがて、ステージ上で一番高いビルへと登る。中心部にあるそれはビルっていうか、ほとんどタワーだった。アンテナみたいな細い部分へ、紀沙羅は器用に乗っかってみせる。

　ビルは立体映像で、つまりこれはステージ内でイレイザーが宙に浮いていることになるんだが、どういう技術なんだろうな。《ユーディット》が自在に空中を舞うのも同じだが、それもやっぱりホロスコープの機密ということなのだろうか。

「東とう城じようさん」

　黙っていろと言ったくせに、紀沙羅は向こうから話しかけてくる。

「敵機、見えますか」

　尖せん塔とうに立って《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》を探さがしているらしい。確かにフィールド全体を見渡せるけど。

「さっぱりわからん。隠かくれるのは得意だぞアイツは。狙そ撃げき屋だからな」

「そうですか。私はもう見つけてしまったのですが」

「え」

　そりゃ、重装備のマッシヴなイレイザーを見つけるのはそう難しくないかもしれないが、いくらなんでも早過ぎるだろう。見下ろすビル街の一体どこにいるってんだ。俺が答えに窮きゆうしていると、《薄うす花はな桜ざくら》はアサルトライフルの銃じゆう口こうを虚こ空くうへと向ける。

「来たのです」

　当たり前だが、見晴らしのいい位置にいれば、向こうが見つけるのも難しくない。

　推すい進しん剤を噴ふん出しゆつし、下方から襲おそってくるのはミサイルだった。誘導を持つこの武器は威い力りよくと命中率を兼かね備そなえた良い武装である。適当に撃うっても結構当たるということは、散さん々ざん桐きり也やの後ろでこの武器を使っていた俺がよくわかる。ミサイルに重なるように、画面にはwarningの表示。

　紀沙羅は動じることもなく、《薄うす花はな桜ざくら》をビルから飛び降りさせる。足下にアサルトライフルを向けたまま。ミサイルに飛びこむような形だった。

「って、おい！」

「騒がないでほしいのです」

　アスファルトが目に見えて近づく様はさながら自殺である。

　地面に激突する前にミサイルが我われ先さきにと襲ってくるはずだったが、そちらは空中でのアサルトライフルの弾だん丸がんによって迎げい撃げき、誘ゆう爆ばくさせられてしまった。煙けむりを突き抜けて、アスファルトと事故を起こす直前、《薄うす花はな桜ざくら》はブースターをふかして姿勢を制せい御ぎよ、何事もなかったかのようにふわりと着地してみせる。

　曲芸やってんじゃねーんだぞ。

「そこなのです」

　さらにブースター噴ふん射しや。

　ミサイルの爆風が晴れると、ビル街の隙すき間まに仁に王おう立だちする《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の巨体があった。張り出した肩や脚部には重じゆう装そう甲こうという形容がふさわしい。いかにもメカメカしくて俺は大好きである。しかし左腕には俺の好みだったパイルバンカーが装着されていない。

　一気に加速し距離を詰める《薄うす花はな桜ざくら》に対し、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は無限軌道クローラーによって後退。さらに迎げい撃げきのために肩部のハッチからミサイルを撃うち出してくる。だが機動力なら圧倒的にブースターを装備した《薄うす花はな桜ざくら》が上だ。ミサイルをかいくぐる鮮やかな動きは誰にも真ま似ねできるとは思えない。

　至近距離。これだけの近距離は、桐きり也やの苦手とする位置取りだ。

《薄うす花はな桜ざくら》が、腿たい部ぶに手を伸ばす。そこに収納された柄つかを引き出すと同時に、鮮やかに輝くビームの刃が現れた。至近距離戦で用いるビームナイフだ。パイルバンカーを外はずした以上、今の《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》に近接装備はないはずだ。

「早かったな……」

　勝負は決まった、と思った。なにもしないで得た勝利に満足感などあるはずもない。桐也だって納得はしないだろう。互いにわだかまりは残る。それでも勝負は勝負で、俺達のケリのつけ方だ。ずっとそういうやり方だった。

　だから。

「いえ、まだ」

「あ？」

　画面が揺ゆれる。攻こう撃げきを受けたらしい。見れば《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》が気づかぬうちに、ハンドガンを構えて射撃していた。ゴツい身体からだにまったく似合わぬ小ぶりの銃じゆう。小さいから使いやすい上に、反動も少ない。その代わりに威い力りよくも微々たるもんだが。

　見えないところでもしっかり改修していたってわけかよ。アレンさんの入れ知恵か。

「紀き沙さ羅ら！」

「問題ないのです。それより東とう城じようさん、画面酔いにだけは気をつけてほしいのです」

　嫌いやな予感がした。

《薄うす花はな桜ざくら》がまた跳はねる。横っ跳とびの強引な機動を、繊せん細さいなスラスターの制せい御ぎよによって現実のものとする。乗ってるこっちはアトラクションの気分である。ふざけんな。画面が九十度回転して目が回る。

　それでも紀沙羅は平気そうだったが。

「な、なんだってんだよ……！」

　俺の言葉を遮さえぎる轟ごう音おん。慌あわててサイドカメラを確認する。

　身体からだごと思いっきり傾けた《薄うす花はな桜ざくら》のすぐ上を、濃緑色の光線が通過していた。一いつ瞬しゆんだけ輝いて消える光の貫通には見覚えがある。桐きり也やの愛用銃《ＳＮ─テクニカル》のエフェクトだった。

　もう武装を切り替えたのか。実に素早い。桐也の動きじゃない。ってことはアレンさんのサポートがあるってことか。

「相あい方かたが違うとこうまで変わるもんかよ」

「元々、アレンさんは専門店のスタッフ。どのような相手とも効果的に組めるように練習していたと思うのです。順応性の高さは他に見ない、稀け有うな才能だと思うのです」

　冷静に分析すんな。とりあえず《薄うす花はな桜ざくら》のアクロバットをやめさせろ。

　俺の内心の願いが通じたか、《薄うす花はな桜ざくら》が不自然な姿勢から起き上がる。ライフルを構えつつ、近接戦に備えナイフも持ったまま。銃じゆう口こうを《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》に向ける。

　近距離で狙そ撃げきは当たらない。当然の話だ。今の狙撃だって、追い詰められた状態から脱するために闇やみ雲くもに撃うったとしか思えない。ここから《薄うす花はな桜ざくら》が追撃することは十分に可能なはずだ。

　だが、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は、その姿を変えていた。

　装そう甲こうの各所に、定規で引いたような線が刻きざまれている──いや、違う。あれは外装が分割されているのだ。ルークフレームの特とく殊しゆ能力。バトル中に一度だけ発動できる装甲解除キヤストオフ。それに気づいたか、《薄うす花はな桜ざくら》が動く。近づくのではなく、緑の機体から離れる。

　ほぼ同時に、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の装甲が、弾はじけ飛んだ。

『紀き沙さ羅らちゃーん、エーンド、トーガぁ！』

　スピーカーから、実に陽気な声が溢あふれてくる。

『こっからは俺も本格的に操作開始だ！　マークツーの強さを味わっちゃいな！』

　今までどうやら本気ではなかったらしい。

　ルークフレームの特殊能力『セブンスランク』は、専用の装備を取り付けることによって、バトル中に一度だけ発動できる。パーツは二層構造となっており、外側のパーツを脱ぎ捨てることでその姿を大きく変える。見ての通り、装甲の弾け飛んだ《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は、さっきまでとは違う、細身の体となっていた。全身に取り付けていた火器は使えなくなってしまうが、桐也の相あい棒ぼうともいえる狙そ撃げき銃《ＳＮ─テクニカル》はそのまま手にしている。いわゆる装甲パージというヤツで、防ぼう御ぎよ力と攻撃力を犠ぎ牲せいに機動力を得ることができる。

　射撃に特化したルークフレームが、状況に応じて臨機応変に立ち回るための特殊能力だ。

「東とう城じようさん。あの能力は利用していたのですか」

「いや……装そう甲こう脱ぐから防ぼう御ぎよ力が不安だろ、あれ。細かく動き回らなくちゃいけないから、桐也も狙そ撃げきに集中できないって言ってたし……」

　その言葉を証明するように。

　身軽になった《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》が動いた。見渡す限りのコンクリートジャングルの奥へと姿を隠かくす。動きのキレが違う。桐きり也やは狙ねらいをつけることに集中しているとして、ならば機体を操作しているのはアレンさんだ。さすがスタッフである。

「おい。追うのか？」

「当然です。負けられないのですから」

《薄うす花はな桜ざくら》もすぐに後を追う。加速と歩行を巧たくみに使い、最も効率の良い速度でビル街を駆かけ抜ける。

　だが、迷路のように入り組んだその先に、重厚な色の機体を見つけることはできない。紀き沙さ羅らはビームナイフを収納して、アサルトライフルのマガジンを再装そう塡てんする。紀沙羅ほどの技量なら、武装は少なくても問題ないのかもしれない。

《セブンスランク》による装甲パージ、戦闘スタイルの切り替えがルークフレームの特とく殊しゆ能力ならば、ポーンフレームの特殊能力は『プロモーション』である。フレームの種類による装備制限を一切受けないというルールであり、ポーンフレームが汎はん用よう性の高い理由である。

《薄うす花はな桜ざくら》もバランスが取れている機体で、だからこそ相手を選ばずに勝ち続けることができるのかもしれなかった。

「いない……のですね」

「おい聞け紀沙羅、アイツは……」

「口出し無用なのです」

　言ったそばから、機体が強引に傾かしぐ。角度をつけたスラスターによって、《薄うす花はな桜ざくら》がまた真横へと跳ぶ。

「ぐっ……!?」

　画面の急な移動は目に悪い。慣れてしまえばそうでもないのだが、何度もやられると結構キツい。そうしてまたギリギリで狙撃銃じゆうのレーザーを回避した。目の前を通過する光線は、ともすればその光のほうが《薄うす花はな桜ざくら》を避けているようにも見えた。

「お前っ……有り得ねえだろ、この距離での狙撃かわすとか！」

「難しくないのです！」

　そんなわけないだろ。

　光の襲おそってきた方向へ、アサルトライフルの弾だん丸がんで反撃する《薄うす花はな桜ざくら》。しかし既すでにそこに《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の姿はない。《セブンスランク》発動前にはできなかった軽快な動きが実現されている。

　また一撃。回避するだけでギリギリの光が通過する。撃うってきた場所は先ほどとは別だ。普通、狙撃の光は、トリガーを引けばほぼノータイムで命中する。なのに紀沙羅は狙撃を間かん一いつ髪ぱつでかわし続けている。なんでそんなことができるんだ。

「おい聞けよ紀き沙さ羅ら！　桐きり也やが狙ねらうのは……！」

「うるさい黙って！　黙ってて！　関係ないくせに、関係ないのに邪じや魔まをしないで！」

　振り返った紀沙羅の顔は、汗に濡ぬれていた。じっとりとした質量を帯びる、嫌いやな汗。

「邪魔じゃねぇ！　いいから話を聞けよ！　焦あせんな紀沙羅！」

「焦る!?　この私が!?　貴方あなたなんかになにがわかるのッ！　勝手に私の領域に踏みこんできただけの邪魔者のくせに──ひッ!?」

　狙そ撃げきが、今度こそ《薄うす花はな桜ざくら》に命中した。機体がぐらりと傾かしぐ。轟ごう音おん。

　画面サイドに表示される各種情報の中で、耐たい久きゆう値ちゲージがごっそりと削けずられる。現実の狙撃のように一撃必殺とはいかないが、ゲージの五分の一を持っていく一撃は相当に痛い。紀沙羅が怯おびえた声を上げる。

「後ろ見てる暇ひまがあんのかよ！」

「う、うるさいっ、私、私は……！」

　紀沙羅がようやく正面を向く。声はこれでもかとばかりにぶるぶる震ふるえているくせに、レバーを握る手に歪ゆがみはない。それが逆に、紀沙羅の無理を象徴しているように思えた。

《薄うす花はな桜ざくら》がブーストをふかす。時とき折おりほとばしる閃せん光こうは、どこからか撃うっている桐也の狙撃だ。おそらく照しよう準じゆんから射撃までを桐也が担当し、機体の移動と位置取りをアレンさんが行っているのだろう。綺き麗れいな役割分担だった。

「くっ……こんな……！」

　狙撃銃じゆうの弾だん丸がんを一度受けただけで、紀沙羅は窮きゆう地ちに陥おちいっているようだった。このまま逃げ切って制限時間を待つ戦法もあるが、彼女がそれを望んでいるようには見えなかった。むしろ短期決着で終わらせようとしている。

《薄うす花はな桜ざくら》が、再び跳とんだ。手近なビルに飛び乗って、また上空を狙ねらうつもりなのだろう。だが、それではダメだ。アレンさんはともかく、桐也の癖くせは俺のほうがよくわかっている。アイツが得意なのは。

「紀沙羅、高いところには行くな！」

「なっ……貴方あなたは懲こりずに！　高所から敵機の確認をしてなにが悪いのです！」

「アイツは何十回も《ユーディット》と戦ってる！　陵みささぎには良いようにされてるけど、この《薄うす花はな桜ざくら》に飛行特化並みの機動力はねえだろうが！　的になるだけだ！　いいか、桐也が得意なのはな、下から上に狙う狙撃なんだよ！」

「だからと言って……くぅッ!?」

　再度、轟ごう音おん。止まった一いつ瞬しゆんを狙ねらい、ほぼノータイムの弾だん丸がんが直撃する。

　ごちゃごちゃ言っている暇ひまはないと思った。《薄うす花はな桜ざくら》の耐たい久きゆう度よりも先に、紀沙羅の呆あきれるほどに脆もろい精神力がもたない。この分だと、下へ手たすればゲージがゼロになるより先に、紀沙羅の心が壊こわれてしまう。

　助けられるなら。

　誰かを助けられるなら安いものだ、と言っていたな、アイツは。

「食らえよ────」

　そこだ、と思った。

　今、この一いつ瞬しゆんで、桐きり也やが好みそうな位置取りを考える。さっきは左側から来た。もう移動しているはず。アレンさんなら的確に桐也の得意な場所へと導いてくれる。だからもう、ベストのタイミングのはずなんだ。

「────桐也ァァッ！」

　レバーを握りしめる。頼む動いてくれ。後部座席の設定まで紀き沙さ羅らが変更していないことを願いつつ、コンソールのボタンを押す。

　動作は一瞬。

《薄うす花はな桜ざくら》は的確に、右う腿たい部ぶからビームナイフを引き抜いて、それをビルの迷路の奥へと投とう擲てきした。その一いつ閃せんを遮さえぎる障害物はない。狙そ撃げきの射線に障害物などあってはならないはずだからだ。

「光った！　そこだ紀沙羅ァ！」

「勝手に命令するななのです！」

　命中のエフェクトが見えた。そこにいるとわかれば。

　ブースターによって、紀沙羅が急行できる。位置がバレたと、向こうの二人にも気づかれたはずだった。だが、きっと、紀沙羅ならば。

「手出ししないでほしいと言ったのです！」

「手ぇ出さなきゃ自分がどうなってたかわかってんのかよ！」

　その傲ごう慢まんな声を取り戻したことについての感謝はねえのか。

　アスファルトを駆かけ抜ける。ビルの隙すき間まに緑色の影が見えた。今、『セブンスランク』によって《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の武装は狙撃銃じゆうくらいのはず。追いつける。つーか追いつかないと承知しねえぞ。

「そのままいけぇ！　紀沙羅！」

「嫌いやなのです」

　がぐん、と。

　ブースターによる急な方向転換に、一切のＧがかかっていない身体からだが視覚からの錯さつ覚かくで妙みような悲鳴を上げる。目線だけが動くせいで妙な気分だ。機動が一々無む茶ちやな《薄うす花はな桜ざくら》は、まっすぐに《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》を追わずに、小さな横道に入ってしまった。

「ちょ！　なんでだよ！　いまチャンスだっただろうが！」

「調子にのらないでほしいのです東とう城じようさん」

　横道はイレイザー一機が通れる、ギリギリの場所だった。紀き沙さ羅らはブースターをふかし続ける。オーバーヒートしてしまえば一定時間ブーストができなくなるにも関わらず、《薄うす花はな桜ざくら》は加速を続けていく。

　やがて、横道を出る。巨大なビルが正面に見え、そこを左折した時には。

「そこっ！」

　目の前に、《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》の姿があった。

　スマートな濃緑色の装そう甲こうは、何な故ぜかこちらに背を向けていた。通路の向こう側に、得意の《ＳＮ─テクニカル》を向けている。そうか、後を追ってくるはずの《薄うす花はな桜ざくら》を警けい戒かいしているのか。ということは、もし《薄うす花はな桜ざくら》があのまままっすぐ進んでいれば、狙そ撃げき銃じゆうの餌え食じきだったのか。

　紀沙羅はそれを読んで先回りしていた、ということか。

《薄うす花はな桜ざくら》が、アサルトライフルを右手に構え、ビームナイフを引き抜いた。そのまま、ナイフをライフルの銃口下部に取り付ける。銃剣の形にしたアサルトライフルを小こ脇わきに構え、俺の親友の機体へと突撃する。

　まだ、桐きり也やは気づいていない。多分、アレンさんも。

「まったく……余よ計けいな手間なのでした」

　無防備な背中に、《薄うす花はな桜ざくら》の銃剣の一撃が刻きざまれる。

　──その後の結果は、語るまでもなかった。

　さすがのアレンさんも、二度《薄うす花はな桜ざくら》から距離を離すことはできなかった。最初の致命的な一撃の後、近接武器を持たないキャストオフ後の《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》は、紀沙羅の銃剣に対処する術すべを持っていなかった。耐たい久きゆう値ちが見る間に減っていったのは当然の帰結。

　画面に『ＹＯＵ　ＷＩＮ』が表示されたのは、すぐだった。

「あー…………」

　思わずうなだれた自分の頭から、やたら疲れた呼気が漏もれた。

「お前……頼むからもう少し人の話を聞いてくれ。死にかけただろうが、お前がよ」

「どこが？　余裕の勝利だったのです」

「それこそどこがだよ！　まだ額ひたいに汗残ってんぞ！　お前だって怖こわかったんじゃねーのか！」

「私は大丈夫だったのです」

　にべもなく一いつ蹴しゆうされる。敵機の位置を見つけたことについて、褒ほめてくれるつもりはないらしかった。

「確かに、貴方あなたのおかげで逆転ができたのは事実。それは認めるのです」

「だろ？」

「ですが、あれはただの勘かんに過ぎないのでしょう？　よく知った相手だからこそ可能だっただけのことです。他の相手と戦えば？　霧きり島しまさんがまた相あい方かたを変えたら？　不確定要素が多く、根こん拠きよ薄はく弱じやくな貴方の勘かんに頼るつもりは毛もう頭とうありません。これまでも、ゲージを削けずられる危機は何度もあったのです。でも私は乗り越えてきた。この一戦で自分の有用性が証明できたなんて思っていたら大間違いなのです」

　その通りである。

　相手が桐きり也やだから勝てたに違いない。ましてや俺一人でもダメで、勝利の功績の大半はきっと紀き沙さ羅らにあるのだ。俺が誇るのは絶対に違う。だが、それでも。

　紀沙羅一人だけじゃない。俺もなにかできる。紀沙羅の助けになれることくらいは、証明できたんじゃないか。

「手を出すなと言ったのに……」

「悪いな、身体からだが勝手に動くタチでよ」

「そのまま勝手に動いて崖がけにでも突っこめば良いのです」

　下へ手たしたらそれもありうるかもな。なにしろこの身体、エネルギーが有り余ってて全然言うこと聞かねえからよ。

「それよりお前、狙そ撃げきを何度も避けてたよな、アレどうやんの？」

「東とう城じようさん。私は何度も黙ってほしいと言いました。理由がわかりましたか？」

「あん？」

　耳みみ障ざわりだからじゃないのか？　そこまで嫌われていると思うと悲しいのだが。

「霧きり島しまさんの狙撃銃じゆうはトリガーを引く時、かちりと特徴的な音がするのです。距離が離れているとわからないのですが、かろうじて聞き取れるのです。狙撃銃はその性質上、確実に狙ねらった箇所に命中しなければならない。ならば、トリガーを引いてから弾だん丸がんが到達するまでのタイムラグにわずかでも身体からだを傾けることで、回避は可能です。避ける位置はどこでもいい。だって、ただ動けばそれだけで狙いは外はずれるのです。撃つ瞬間の狙いは完璧のはずなのです。狙撃手が未熟でなければ」

「ト、トリガー引いたの確認してから……避けてた、だぁ？」

　どんな神かみ業わざなんだよ、それは。

　狙撃をぎりぎりまで引きつけてかわすなんて聞いたことない。確かに《ＳＮ─テクニカル》は狙撃の際に良い音がするが、それは今まで俺が撃うつほうに乗っていたからだ。機体の操作をしながら、相手のトリガーの音を聞き定めるなんてできるのか？

　だから俺に黙れと言い続けたのか。うるさいとトリガーの音が聞こえなくなってしまうから。

　これも、催さい眠みんの効果の一つなのだろうか？　超感覚？　俺達には感じ取れないものを感じ取っているのか？　それとも紀沙羅の単なる才能でしかないのか。俺には判断ができなかった。真ま似ねしようと思ってできる芸当ではないのはよくわかったが。

『俺の負けだ、刀とう雅が』

　筐きよう体たい内に、殊しゆ勝しような桐也の声が響いた。勝ち負けはついた。俺も桐也も、負けることを認めることの重要さはよくわかっているつもりだ。ぐだぐだ言うことはない。敗北を受け入れなければ強くなることは絶対にない。

『相あい棒ぼうのことも、如月きさらぎのことについてももう何も言わん。どんな事情があるかはわからないが、お前が決めたことだ。好きにするといい。俺はしばらくアレンさんとゲームをやらせてもらうことにする』

「ああ……悪いな。桐きり也や」

『謝あやまることはない。全て勝負の結果だ』

　結果を受け入れたせいか、桐也は呆あきれるほどに潔いさぎよかった。内心はどう思ってるかは知らないが。それこそ今度なんかおごってやるべきだろうか。内に溜ためこんだものを少しでも解放させてやるために。

『そーそー。キリヤには俺がいるっての！　いやぁ、しっかし驚いたぜ紀き沙さ羅らちゃん、まさかあれほどとはなぁ。俺も鍛きたえてるつもりだったんだけど』

「話になりません」

『ぐっ、言うねぇ……おにーさんこれでも傷つくんだぜ？　あー、このブレイクハートを慰めるためには女の子成分が必要だな、うん。よっしゃキリヤ、女の子捕つかまえに行こうぜ』

　お断ことわりします、とアレンさんに即答する桐也。事前の約定にそこまでの話はなかったから、だという。つーか桐也とアレンさんでナンパなんか行ったら女の子は捕つかまえ放ほう題だいだろう。公こう序じよ良りよう俗ぞく的な観点からも、そのタッグは許容できなかった。もし行くなら俺も連れて行け。

「まったく……本当、なんでこんなことに」

　筐きよう体たいから排出された《薄うす花はな桜ざくら》を手に取って、紀沙羅は諦あきらめたように大きな息を吐はいた。




「如月きさらぎいいぃいぃぃッ、紀沙羅あぁあぁぁぁッ！」

　連戦を避け、休憩をしようという紀沙羅の要望に逆らうはずもなく。

　紀沙羅が一歩、卵型の筺体の外に出たところで、専門店中に響くような大声が来た。よく通る甲かん高だかい声。誰のものかなんて考えなくともすぐにわかった。すげー嫌いやな予感。間違いなくあの二人。

「ざっけてんじゃないわよ！　実力二位の女がどうして東とう城じよう霧きり島しまごときに苦戦してんのよ！　《リュストゥング》なんざとっとと片づけてもう一度アタシと勝負しなさいでないと容よう赦しやしな──って、は、はぁ!?　なんで！　なんで如月紀沙羅と後ろからアンタが出てきやがってんのよ東城刀とう雅がぁ！」

「相変わらずだな。迷惑だから騒ぐなよ……」

　筺体の前にいらっしゃって、大声で喚わめいているのは、制服姿の少女だった。ガンガンに染めた金髪と、頭に二つくっついているお団だん子ごヘアが目印である。目は吊つり上がっているが、身体からだは細いのであんまり迫力はない。それでも紀沙羅より怖こわい。鋭い声でなく、怒りっぽいカナリアという印象があった。

　これで成績優秀のお嬢様だってんだから、世の中わからん。

「ど、どういうことなのよ！　如月きさらぎ紀き沙さ羅ら！　説明しなさい！」

「拒否するのです」

「なんでよー！」

「事情が少々入り組んでいるので。ともかく東とう城じようさんは一いつ緒しよに乗っていただけで、操そう縦じゆうにはほとんどタッチしていません。それとつけ加えるなら、実力二位なのは私ではなく貴方あなたのはずなのです。陵みささぎ岬みさきさん」

「アタシがアンタなんかより下な訳があるかぁー！」

　陵、ランキング見てみろ。お前ずっと紀沙羅の一つ下だから。

　敗北を認めなければ強くはなれないはずなのに、この陵岬という少女は是が非でも紀沙羅に対する現実を見ようとはしなかった。なのにイレイザーでは俺達より圧倒的に強い。これはどういうことだ。やっぱり相あい方かたが良いのだろうか。

「あぁー……やめなってぇ岬ぃ。こんなところで大声出すのはぁー……」

　ピーチクパーチクと鳴く岬の後ろから、脱力しそうなけだるい声。のらりふらりと現れた背の高い女は、陵岬の相あい棒ぽうでもある安あ曇ずみ野のあずなだった。

　女にしてはかなり背も高い。俺に届きそうな長身。そしてそのせいで細く見えるが、実際は細身の陵などに比べればかなり鍛きたえているのがわかる。日焼けした褐かつ色しよくの肌はだと、でかい胸のせいで、肉体的には必要以上なまでに健康的だ。スポーツでもしているのだろうか。しかしその実、性格はふらふらくらくらしており、いつも陵に振り回されている格かつ好こうだ。たれ目が眠そうだ。動きが遅いのは低血圧とかか？

　陵がうるさい細身のカナリアだとすれば、こちらは冬眠前のヘビかなにかだろう。
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「うっさいわねあずな！　こっちは大事な話してんのよ！」

「だってぇー……迷惑だよぉー……」

「ちょっと如月紀沙羅逃げてんじゃないわよ！　今アンタの話をしてんのよ！」

　甲高い声を上げ続ける陵と、ぐでーとだるそうな声の安曇野。

　細く華きや奢しやな身体からだの陵と、ウチの師範が勧誘したそうな身体の安曇野。

　健全な精神が健全な肉体に宿るという言葉は必ずしも正しくないようで、性格と外見のアンバランスぶりがそれぞれに激しいこの二人は、こう見えて《ユーディット》のパイロットにしてランキング二位の猛も者さなのである。なにもかも対照的だからこそ、鍵かぎと鍵穴のごとくきちんと嚙かみ合って良い効果を発揮できるのかもしれなかった。

「いーい！　このアタシがアンタに負けるなんてなんかの間違い以外有り得ないんだから！」

　もう何十回と負けているので、陵と紀沙羅の実力差は歴れき然ぜんである。

「アンタがどうして気が変わって東とう城じようなんかを相方に選んだのかは知らないけど！　さっきの試合を見てわかったわ！　これは弱って腑ふ抜ぬけたアンタをぶっ倒してアタシがランク一位になるチャンスなのよ！」

　堂々と、公衆の面前で、弱い者いじめをしますと言っているようなもんだった。

「というわけで勝負を申しこむわ！　逃げたら承知しないわよ！」

　その言葉が既すでに敗北フラグだと気づけ陵みささぎ。

　そういえば、紀き沙さ羅らはこの二人と同じ学校なんだったか。

　特に紀沙羅のほうは、陵がほぼ唯一の友達だと言っていた。まあ陵と安あ曇ずみ野のはセットだからそこには当然安曇野も含まれるだろう。しかしこうまで敵意むき出しにされては、友達もなにもない。他に話す奴やついねーのかよ紀沙羅。

「アンタ！　ちょっと、東とう城じよう刀とう雅が！」

「あ？　俺？」

「当たり前でしょアンタにも言ってんのよ！　脳筋は人の話も聞けないの!?　二人一組で絶対に来なさいよ今度の日曜日！　準備する時間をあげるから精せい々ぜい対策を練ることね！　アタシの《ユーディット》にあっさり屠ほふられるがいいわ！　覚かく悟ごしておきなさい！」

　言いたいだけ言って、陵岬みさきは身を翻ひるがえす。なんというか、俺以上に直ちよく情じよう径けい行こうの女である。感情のコントロールが苦手なタイプなのかもしれない。取り残された安曇野は、実にゆっくりとした動作で俺と陵、そして紀沙羅の顔を交互に見比べていた。

「あぁー……なんかごめんねぇ？　あのことがあってから、岬みさき、ピリピリしてるからぁー。でも悪い子じゃないんだよぉー……？」

「まあ、それはな」

「見てわかります。とても素直な方なのです」

「だよねぇー……。でも本人に言うと怒るからさぁー……」

　安あ曇ずみ野のはとても友達思いである。陵みささぎがランク二位なのは、もちろん、本人の実力もあるだろうが、突っ走りがちな陵に、こののんびり屋の少女がうまくブレーキをかけているからだろう、ということは想像に難かたくない。

「ちょっとあずな！　なにやってんのよさっさと行くわよ！」

「あぁー待ってよぉー岬ぃー……それじゃぁー……お騒がせしましたぁー……」

　ぐだんぐだんと舌っ足らずな挨あい拶さつとともに頭を下げて、安曇野がのろのろと岬の後を追う。まっすぐ走れずに蛇だ行こう運転になってるが大丈夫か。アイツいっつも酔っ払っているようなもんだからなぁ。

「……また、面めん倒どうくさいことになってるのです」

「友達のお誘いだぞ。受けてやれよ紀き沙さ羅ら」

　からかったつもりはないのだが、紀沙羅にキッと睨にらまれてしまった。まるで陵に叱しつ責せきされたのが俺のせい、みたいな顔である。当然ながら俺に責はない。はずだった。

　次から次へと舞い込む面倒事を、どうやら紀沙羅は俺のせいにすることで清算するつもりらしかった。それで気が晴れるならどうぞと言いたい。

　もちろん俺は、陵と安曇野、二人の対戦の時にも、きっちり同席させてもらうつもりだった。







第三章　プライドは空よりも高い、特に彼女たちは







　如月きさらぎ紀き沙さ羅らと陵みささぎ岬みさきの諍いさかい。その発ほつ端たんはおよそ半年前にさかのぼる。

　電でん撃げき的にイレイザー専門店に現れ、店内どころか全国ランキングを駆かけ上った如月紀沙羅だったが、その時はまだ、当時のチャンピオンであった陵岬との直接対決はなかったらしい。陵は今ほど紀沙羅を目の敵にしていなかったのだろう。紀沙羅が連勝中とはいえ、陵の目に入る場所まで達してはいなかった。

　しかし、その頃丁ちよう度ど行われた全国規模のイレイザー大会があり、そこに参加した紀沙羅は、《薄うす花はな桜ざくら》でもって勝利を収める。同様に参加していた陵・安あ曇ずみ野のペアは屈くつ辱じよくの二位だったらしい。

　更に悪いことに、その大会の商品は世界でも有名なデザインメーカー、クレッセンス社の最新型イレイザー《ユーディット》だった。機体のカスタマイズ性を排した代わりに、洗練されたデザインと性能を両立させた限定モデル。喉のどから手が出るほど欲しいのは大会に参加した者なら当然だろうし、クイーンフレームの使い手である陵なら尚なお更さらだった、と聞いている。

　だが、優勝賞品である《ユーディット》の授与を、如月紀沙羅は辞退したのだ。

　確かにカスタマイズが難しく、そのままの状態である程度イレイザーとして完成してしまっている《ユーディット》は、換かん装そうによってその真価を発揮するポーンフレームと相性が悪いのだ。表彰式で、紀沙羅は使い道がないから、と《ユーディット》を辞退した。

　結局、《ユーディット》は大会二位である陵岬に与えられることになった。当然、陵としては複雑な気分だっただろう。紀沙羅には勝利していないというのに、《ユーディット》は得ることができた。お情けで賞品を渡されたのだと誤解してもおかしくはない。それ以来、岬は頻ひん繁ぱんに専門店で紀沙羅を見つけては突っかかり、そして返り討うちとなっている。まあ俺と桐きり也やは大会も一回戦で負けたような弱小だから、一連の騒動については他ひ人と事ごとで眺ながめているばかりだったのだが。

　だから、陵は紀沙羅に固こ執しつしている。安曇野はそれほどでもないだろうが、彼女はもちろん陵の味方である。陵もそうだが、安曇野のほうも操そう縦じゆう者しやとしては一流だ。《ユーディット》の複雑なシステムを運用するには二人の組み合わせ以外ないと思わせてくれる。

　まあでも、紀沙羅はそんな相手に常勝しているのだ。きっと問題はない。

　問題はどっちかってーと紀沙羅が未いまだに俺のことを邪じや魔ま者もの扱あつかいしていることだろう。桐也、アレンペアとの戦いから数日、俺は毎日のように紀沙羅と《薄うす花はな桜ざくら》に搭とう乗じようしていた。陵と戦うための特訓のつもりだったが、結局あれから一度も、俺が手を出すことはなかった。そこまでの窮きゆう地ちに陥おちいることもなかったし、そもそもレバーに触れさせてもらえていない。

　心の危なっかしい如月きさらぎ紀き沙さ羅らは、あれから一度も見ることはなかった。

　そんでもって、土曜日の今日に至るわけだが。

「最上階ってどんだけだよ……」

　駅前の高級マンションをエレベーターで昇りながら、俺は呻うめいた。竜りん胆どうさんに護ご衛えいを任まかされてから、何度か専門店から紀沙羅を送ったことはあるものの、直接部屋までお邪じや魔まするのはこれが初めてだ。朝一で竜胆さんから、話したいことがあるから来てくれ、というメールをもらったのだった。

　エレベーターが止まる。なんと二十階である。しかも部屋は一つだけ。家賃がいくらするのか想像もつかなかった。黒を基調とした内装と、落ち着いた色の照明がそれだけで金がかかっていることを教えてくれる。エレベーターを降りてすぐの部屋が如月宅のはずだが、もうこの階そのものが彼女の部屋と考えても良いのかもしれない。

　高いマンションを選ぶのは、防犯上の理由もあるのだろうが。

　インターホンを鳴らすと、すぐに返事があった。

『刀とう雅がか。入るといい』

「……お邪魔します」

　なんとなく、竜胆さんには逆らえないというか、前にすると必要以上に委い縮しゆくしてしまうんだよな。

　黒い扉を開ければ、廊下と、その奥の部屋が見える。部屋の中は無機質な色でまとめられていた。あまり生活感がないのは、竜胆さんの性格だろうか。外のシックさとはまた別の、禁欲的な光景がある。テレビがあるから多分リビングなんだろうが、そのテレビは前衛的なデザインで床から直接『生はえていた』。備え付けにしても個性的過ぎる。

「よく来たな」

　リビングへと続く廊下には、竜胆さんが立っていた。着き崩くずしたラフな服装である。まあ自宅で気負うこともないんだろうが、胸は開けないでほしい。じろじろ見ていたら蹴けり上げられそうだ。武術家特有の威い圧あつ感を、俺が感じられるのは果たして幸か不幸なのか。

　左腕は依然、包帯で吊つったまま。一日二日で治るような怪け我がではないだろうから、当然といえば当然だった。

「えーと……今日は……」

「まあ、とりあえず座るといい。ブランデーとウィスキーとオレンジジュースしかないが」

「選択の余地ねーんですけど」

　麦茶とかじゃねーのか。土曜の朝っぱらから酒とか、この人はそういう意味でも強いのか？

　おそらくキッチンであろう場所に引っこむ竜胆さん。内装がどこもデザイン化されていて、正直なにがなにやらさっぱりわからない。リビングの窓からは駅前を見渡すことができた。とにかくリビングですら十畳はありそうで、明らかに二人で住むには広過ぎる部屋だった。

　テレビの前のテーブルにつこうとしたのだが、そこにはもう先客がいた。卓たくの上にオレンジジュースが載っている。朝食もあったが手をつけていなかった。

「……おはよう」

「………………」

　返事がなかった。如月きさらぎ紀き沙さ羅らは、じっとなにも映っていないテレビを見つめている。

　寝起きだと言うのはすぐにわかった。着ているものがクマのフード付きパジャマだったからである。いつものきっちりした制服からは想像もつかないような、気の抜けた可愛かわいらしい姿だったが、当の本人は俺がこの場にいることに気づいていない。

「おい、聞いてんのか？」

「んぁ？」

　ぼうっとした焦しよう点てんのあわない瞳ひとみが、ようやく俺を見る。ダメだこれは。目が寝てる。俺を見ても気づいていない。

　ちょっと思いついて、紀沙羅の頰ほおをつまんでみた。「うあぁあ」と嫌いやがってるのかなんなのかわからない声を上げる紀沙羅だったが、その瞳はまだ全然起きてはいなかったので、しばらくむにむにと引っ張ったり回したりしてみる。俺の指よりわずかに温かい皮膚の感触があった。

「待たせたな。刀とう雅が。まあ座れ」

　そんな風にしばらく紀き沙さ羅らをいじくっていると、竜りん胆どうさんが現れた。片手にはジュースの入ったグラスを持っている。いつの間にか下の名前で呼ばれるようになっていたが、無論俺には異論などあるはずもない。

　そのまま、紀沙羅と向かい合うようにして座る。低血圧なのだろう紀沙羅は、まだ光の入っていない目で遠くを見ていた。

[image: ]

「こいつ死んでるんですけど。なにしても起きないし」

「まあ、気にしなくていい。とにかく朝は弱くてな。そのうち目を覚ますだろうさ」

　グラスを俺の前に置いて、竜胆さんも卓についた。小学校の頃、くだらない悪戯いたずらをしてしまって、職員室に呼び出されたことを思い出す。なんだろーね、なにもしてないはずなのにこの威い圧あつ感は。下へ手たに武術かじってなければ、竜胆さんは普通の優しいお姉様に思えたのかもしれないけど。

「まあ、色々とあるが……まずは礼を言いたくてな」

「え？」

「専門店へつき添ってくれていることもそうだし、《薄うす花はな桜ざくら》に乗ってくれていることもな。本当に助かっているんだ。紀沙羅など、帰ってきては君に対する文句ばかり言っていてな。今までなかったことだから、私は嬉うれしくてな」

「文句ばっか……ですか」

　まぁ、そりゃそうだろうなと思う。《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》と戦った後なんて、どれだけ文句を言われたことか。一応筐きよう体たいの中に入ることは許されてはいるものの、あれからレバーもコンソールも触れることすら認められていないのだ。徹底している。

「前のようにつきっきりではいられないが、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の連中も、君がいるだけで手を出しにくくなっているのは事実だ。君と桐きり也やには一度痛い目に遭あわされている訳だしな」

「その名前なんとかならないっすかね？」

「それはカイに会ったら言っておこうか」

　竜胆さんが苦笑した。カイは確か十四歳だと聞いている。教祖だった父からカルト教団の原型を引き継ついで、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』なんて子供じみた名前をつけたのはアイツらしい。クソガキが率ひきいているカルト教団なんて大したものではないように思うが──。

　竜胆さんくらいの人が警けい戒かいしているのだから、ろくでもない相手なのはまず間違いない。

「本来なら関係のない君を巻きこんでしまった。にも関わらずよくやってくれているよ。普通は紀沙羅の性格に愛想あいそを尽つかすことだろう。あれだけ散さん々ざんに言われて、それでも食いさがるのは君と、あのお団だん子ご娘くらいのものだろう？」

　陵みささぎのことだろうか。あの敗北フラグ乱立娘と一いつ緒しよにされるのはなんか釈しやく然ぜんとしないが。

「……暗に釘くぎを刺してます？　ここで投げ出したりするなよ、って」

「おや、そんなつもりはないが。投げ出す気があったのか？」

　どうだろうな。

　勝手にお節せつ介かいを焼いている身分だ。間違いなく言えるのは、如月きさらぎ紀き沙さ羅らを放ほっておけないということ。竜りん胆どうさんに頼まれたから、というわけではなく、可能なら力になりたい。頭でどれだけ考えたところで、単純に過ぎるこの身体からだが勝手に動いてしまうことだろう。

　問題は俺の意思というよりも。

　紀沙羅が本当に助けを求めているのか。助ける力が俺にあるのか。その点だ。いっそカイ一味との乱闘になればいい。紀沙羅も暴力では俺を頼りにしてくれているようだし、そういう事態でも最悪紀沙羅だけならば守り切る自信はある。

　だが、《デュアル・イレイザー》では？　ランキング上位にも行けないような俺の腕は、紀沙羅にとっては足手まといでしかないのかもしれない。

「ここ数日で君の話を聞く限り、よくやってくれていると思うんだがね。紀沙羅の窮きゆう地ちも助けたそうじゃないか。できればやめないでほしいが……元々こちらの勝手な願いだしな。無理に引きとめるのも筋すじが違う。嫌いや々いやでは務つとまらないことだしな」

「嫌々やってる訳じゃあ……ないんですよ。ただ……」

　ただ。力になれるのか。そんな根本でだらだら悩んでる。

　オレンジジュースをごくりと喉のどに流しこむと、目の前のクマパジャマがこちらを見ていることにようやく気づいた。さっきまで完全に死んでた目を見開いている。試しに手をひらひらと振って朝の挨あい拶さつ。

「よう」

「なっ、は、とっ、えっ……？」

　完全に目を覚ましたらしい。目の前にどうして俺がいるのかわかっていない表情だった。

　その後も制せい御ぎよできないらしい口が痙けい攣れんして、なんか言いたそうにはしていたものの、結局今の最大の問題は自分の服装だと気づいたのだろう。さっきまでの冬眠状態から一転、天敵に出会った小動物のごとき動きで身を翻ひるがえし、どたどたと騒がしくリビングを出て行くのだった。服が服だけにこけそうだとも思ったが、声をかける間はなかった。

「あっち、紀沙羅の部屋？」

「意外にもファンシーだぞ。見ていくか？」

「口きいてもらえなくなりそうなんで、いいです」

　今でも大たい概がい不ふ機き嫌げんな会話しかしていないが、まだ会話は成り立ってるだけマシというものだろう。最悪無視されるかもしれない。その場にいない人間として扱あつかわれるのはさすがに避けたい。

「とにかく、何度も言うが、君には感謝している。今日呼んだのは、もっと詳くわしい部分まで話をしてもいいかな、と思えたからでな。それだけ信頼していると思ってもらって構わない」

「い、いやいやちょっとまって、心の準備が」

　もう、かなり話の核心まで知ってしまったと思うのだが。竜りん胆どうさんが言うのはもっと別の視点の話ということだろうか？　そういえばカイについてはほとんどなにもわかっていないままだったような。

「色々聞きたいだろう？　大丈夫だ、君が聞いて危険になるようなことは黙っている。どこから話すか。そう、たとえば紀き沙さ羅らの母親なんだが、なんというか、研究と開発のことにしか目のないような女でな」

「はあ」

「だが、それでももちろん紀沙羅は一人娘だから、随ずい分ぶん可愛かわいがっているんだ。まあ親が娘離れできなかったというか、娘が親を溺でき愛あいしていたというか。とにかくべったりな親子なんだよ。だから脅きよう迫はくのために紀沙羅が誘ゆう拐かいされたし、カイなんかに目をつけられることになる。連中の最大の目的はイレイザーの開発技術。私や紀沙羅がどれだけ気を張っても、レイラの心が折れてしまえばそれまでだ」

　レイラ・キサラギってのが、紀沙羅の母親の名前だったか。

　紀沙羅の問題は確かに、本人にとっては重要だが、それを画かく策さくした連中にとってはあくまで手段でしかない。紀沙羅が廃はい人じんになろうが死んでしまおうが、それ自体は目的ではない。逆に言うなら、紀沙羅がどうなっても、イレイザー技術さえ手に入れられればそれでいいということにもなる。

「正直、紀沙羅とレイラを引き離したのは、あの親バカに娘離れさせる意図があったんだが……これが現状、恐るべき方向に裏うら目めに出ていてな。たった一人で戦い続ける娘の情報を国際電話でしか得られないせいで、レイラは仕事が進んでいないらしい。私は以前にも言った通り、操そう縦じゆうは専門外だからな。レイラは口を開けば紀沙羅の心配ばかりだ」

「親しいんですか？」

　つーかなんか俺、いつの間にか愚ぐ痴ち聞き要員になってねぇ？

「元々、レイラとは個人的な知り合いだ。というか、あの親バカは知らぬ人間に娘を託したりはしない」

　なるほどね。どういう関係かは測り知れないものの、竜りん胆どうさんはキサラギ博士にとっても紀沙羅にとっても、信頼に足る人物だってことか。だったらなおさら、その役割を、一部にしても俺が受け持っていいのか疑問になる。

「あれから、カイになにか動きがあったか？」

「いや、それは特になにも……」

　俺も警けい戒かいはしているんだが、姿も見ていないというのが本当だった。

「ただの子供だと思わないほうがいい。死んだ父親から引き継ついだ教団を子供ながらにまとめあげている。意外と狡こう猾かつなのは、もう会っているからわかっただろう？」

　確かに。紀沙羅と竜胆さんを襲おそった時だって、あいつは自分から手を出してはいなかった。警けい察さつを相手にしても自分は安全だという自信があったからなのだろう。あの場でぶん殴なぐっていたら、おそらく俺が悪者にされていた。

「目下、カイは紀き沙さ羅らと対戦したがっている。仮に対戦したところで、カイの操そう縦じゆうの腕はたかが知れているが……勝つことはカイの目的じゃない。紀沙羅と対戦を繰り返すことで紀沙羅を疲ひ弊へいさせ、ひいてはレイラと直接交渉することが目的なんだ。カイがやりたいのは紀沙羅を殺すことではなく、もう戦えませんという泣き言を聞くことだ」

　ぱりんという、硬かたい音が響いた。

「あ……」

　見れば中身の空からになったグラスが粉々になって、キラキラ光る欠片かけらが手から零こぼれおちている。話に集中し過ぎていて、グラスを握りしめていたことにも気付かなかった。ましてや力をこめて割っちまうとか。

　あまりに酷ひどい話を聞いたとはいえ、グラスを握り潰つぶしてどうするんだっつーの。自分の手が傷つくだけだ。見れば細い血の流れが指先にできていた。

「す、すんませんっ」

　反射的に謝あやまり、ガラスを拾おうとする。が、竜りん胆どうさんは怒るどころか、むしろ抑おさえるように笑っていた。

「くく──ああ、いい、そのままで。すまんすまん。つい、な。私も若い頃はよくやったものだと思ってな？」

「グラス砕くだくのを？」

「身体からだを鍛きたえているとな、心の成長が追いつかないのさ。制せい御ぎよできるほどの頭がないから、ついつい力が入る。いや、私もまだまだ若いつもりだが、君たちの世代とは比べるべくもないようだな。中から滲にじむ覇は気きが違う。ああ、危ないから触るなよ」

　どこか楽しそうだ。こんなのは単なる修行不足である。自みずからの力をきちんと制御できてこそ一人前の格闘家だろうに。竜胆さんは間違いなくそれができる人だし、褒ほめられるべきは竜胆さんのほうだと思うのだが。

「まったく……」

　いつの間にか、すぐそばに着替えを終えた紀沙羅がいた。手には箒ほうきとちりとりである。こんなスタイリッシュな部屋に、そんな生活感あふれる物があることに少し安心した。あまりに洗練され過ぎている場所に、人は住めないだろうから。

「朝一で人の家にまでやってきて、グラスを壊こわして、一体なにがしたいのですか東とう城じようさん」

「呼ばれたんだよ」

「どいてください邪じや魔まなのです」

　ぐい、と俺を押しのけて、さっさとガラスを集めていく紀沙羅。見れば足元には救急箱も置いていた。手早くガラスを片づけると、今度は強引に人の腕を取ってくる。不ふ機き嫌げんそうな表情で消毒液を擦すり込むようにぬりつけてきた。しみるんだけど。日頃の恨うらみということか。

「おい、もう少し丁てい寧ねいにやってくれ」

「そんなこと言える立場ではないでしょう。どうしてまた、コップを割るなんて暴ぼう挙きよに出たのですか。同情ですか。カイの話を聞いて、私が可哀想かわいそうだとでも思ったのですか。そうだとしても、思わず物を壊こわすような人は聞いたことないのですが……」

　口の減らない女である。否定できないのがつらいところだったが。

「へーへー悪かったよ……あのな、別にお前のためじゃない。俺はカイのやり方が気に入らねえだけだよ。お前への同情で怒ったとかじゃない」

「どう違うのですか」

「大違いだろーが。俺は俺のために怒ってんだよ」

　もちろん、紀き沙さ羅らに対して思うところはある。彼女の過去にいくばくかの情は湧わく。それを同情だというのならそうなのだろう。同情するなって言われたって、紀沙羅の話は聞いた者に様々な感情を呼び起こす類たぐいの話だ。

　だがそれはそれ。

　カイのやり方。紀沙羅の境遇。俺が気に入らないから、怒っただけ。俺の勝手な感情だ。

　消毒液にガーゼ、包帯と、順番に手当てしてくれる紀沙羅だった。怒りながらも手当てしてくれるとかどういう心境なのだろうか。

「だから、お前になに言われたって俺は好きにやる。お前が可哀想かわいそうだからとか、竜りん胆どうさんに頼まれたからとか、そんな理由で護ご衛えいやってんじゃねぇ。俺が勝手にやってんだ、どうこう言われる筋すじ合あいはねえよ」

「つまり、貴方あなたの自己中心的な行動で私は殺されるかもしれないと」

「まだ死ぬと決まってねーだろ」

「貴方の適当な操そう縦じゆうで負けてしまえばそれまでなのです」

　口くち喧げん嘩かはあっさりと勝敗がついてしまった。紀沙羅が圧倒的な実力を持っている以上、助けるだなんだと言っても現実味がないのだ。それでも食いさがる俺は傍はたから見れば滑こつ稽けいかもしれない。

　竜胆さんはというと、なにが楽しいのかくつくつと笑っている。そりゃ彼女くらいの人から見ればほほえましいやり取りかもしれねーがよ。

「当初のやり方は強引かとも思ったが、なかなか馴な染じんでるようじゃないか。その調子で、二人の操そう縦じゆうする《薄うす花はな桜ざくら》が見れれば良いんだが」

「馴染んでねーよ！」「絶対にごめんなのです！」

　全力で否定しても竜胆さんが取り合ってくれる様よう子すはなかった。ていうか、こんなこと言いながら紀沙羅は俺を手当てしてくれてるわけで、言葉の説得力は皆かい無むに近かった。

「良いじゃないか紀沙羅。イレイザーは二人で操縦するものだ。相あい方かたがいればな、それだけで精神的に落ち着くことができる。レイラと君、二人にとって有効な方法だと思うのだが」

「そうだとしても、せめて陵みささぎさんレベルの操そう縦じゆう能力は欲しいところなのです」

　無む茶ちや言うな。

「東とう城じようさんが後部席にいるだけ、口を出すだけで、私はいつもの操作ができないのです。集中に欠けるし、緊張感も湧わかない。おまけに邪じや魔まをするばかり。有益なことなんてなに一つないのです。だからあの程度の機体にも苦戦してしまったのです」

《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》に対するあの戦闘を、苦戦と言いきったか。確かにヤバいかと思った時もあったが、盛り返したのも一いつ瞬しゆんだった。あの逆境は、俺がいたから切り抜けられたかもしれないが、そもそも俺がいなければ紀き沙さ羅らはいつもように桐きり也やとアレンの機体を蹂じゆう躙りんしたことだろう。

「それでは意味がないのではありませんか？」

「紀沙羅。最大の問題はそこだ。君の体質でもなければ、カイの横よこ槍やりでもない。トラウマで君が危険にさらされていることは重々承知している。だが、君が必要以上にそれらを恐れているのもまた事実だ。頑かたくなに一人を貫つらぬくのは、正しいことだとは思えない」

　そういえば、竜りん胆どうさんはカウンセラーみたいなこともやっていると言っていたか。一体どれだけ万能なんだ？　その割に機械が苦手、ゲームができないというあたりに隙すきがあるというか、わかんない感じだが。

「怖こわいのは良い。だが依存はするな。やり方を変えただけで、君はすぐに負けたりしない。レイラ、開発者の娘だけあって、君の《デュアル・イレイザー》の腕は天才的だ。だからこそ、一人でいるより、味方を増やしたほうが君は強くなる。ずっと一人でいれば、いつか精神的な圧迫に耐えきれなくなる。いや、君がプレッシャーに敗北するよう、カイが仕向けることだってあるだろう」

「私は平気なのですっ」

「紀沙羅。私は護ご衛えいとして最善を尽つくす必要がある。刀とう雅ががいたくらいで動どう揺ようしているようでは、君はいつか立ちいかなくなる。これも訓練だと思うしかない」

　紀沙羅が黙りこんだ。俺がなにか言えるはずもなかった。当事者なのに？　当事者だから？

「……これでいいのです」

　包帯を巻き終えた紀沙羅が、俯うつむいた顔で小さく呟つぶやいた。ありがとうと言ったが、本人は気にしたかどうか。

　やがて、紀沙羅は掃除用具と救急箱を持ったまま、リビングの奥へと消えてしまう。なるほど、紀沙羅の護衛という言葉にはいくらかの噓うそが混じっていて、本音は紀沙羅を鍛きたえたい竜りん胆どうさんが俺に頼みこんだ、というところなのかね。

「良いんですか、アレ」

「実は、先ほどのような説得は精神疾しつ患かんの療りよう法ほうから見れば零れい点だ。最悪に近い」

　おい。

「だがあの場合はあれで正解だ。いいか、紀き沙さ羅らが怖こわがっているのは、自分のトラウマじゃない。もう紀沙羅は忘れている訳だからな。なにより忌き避ひしたいのは、《デュアル・イレイザー》によって自分が諸もろ々もろの症状を引き起こし、そこをカイに付け込まれ、結果レイラやホロスコープ社に対して甚じん大だいな不利益をもたらすこと。これは極きわめて社会的な恐怖だ。自分が死ぬのはもちろん怖いのだろうが、それだけじゃない」

「え……じゃあ、もうトラウマは無いってこと、ですか？」

「馬ば鹿か者もの。誰がそんなことを言った。トラウマはもちろん彼女にある。だがそれは自覚できない深い部分の症状だ。それに対して怖がることなどできはしない。事実、誘ゆう拐かい事件が解決して数日、紀沙羅はごくごく普通に生活していたのだからな。『負ければパニックが起きる』と自覚したからこそ、恐怖が湧わき上がるのだし、それを抑よく制せいしようと《デュアル・イレイザー》に必死になる。今の頑かたくなさは、そこに起因するものだ。その点においてはただの甘えだと言える」

　わからん。さっぱり。

　俺が間抜けな顔をしていると思ったのだろう。竜りん胆どうさんが深く息を吐はいて、足を組み直した。

「……そうだな、君が犬に嚙かまれたとしよう」

　なんかいきなり喩たとえ話が始まった。

「犬に嚙まれれば当然痛い。辛つらい。苦しい。だが丁てい寧ねいな処置を施ほどこし、治療が一通り終わった後でも、君が犬を必要以上に怖がるとすればどうだ？　ましてや害もなさそうな小型犬にまで過剰に怯おびえる必要はあるまい？　人並みの警けい戒かいをすれば済むことだ。紀沙羅が君を拒むのは、それと似た理由だと思えばいい。多少の荒あら療りよう治じのほうが効果があるだろう」

　俺を犬に喩えているのだろうか？　いや、多分違うな。

　まあ、なんとなくわかった。紀沙羅の精神的な傷と、一人で良いと言い続ける彼女の在あり方はわけて考えるべきなのだ。一見どちらも心の問題だから間違えそうになるが、かたや傷であり、かたや甘えというところか。少なくとも竜胆さんはそう考えている。

「本来なら荒療治は良くはないのだが。なにせ状況が状況だ。明日だったか、《ユーディット》のパイロットと戦うのは」

《デュアル・イレイザー》に疎うといとは言いながらも、そういうところはきちんと知っているらしい。専門店に現れないのにどうして知っているだろうかと思ったが、考えるまでもない、紀沙羅が報告しているのに決まっていた。

「まあ、いつもみたいに、道中の護ご衛えいはしますけど……でも《薄うす花はな桜ざくら》は、アイツが拒否ってますから……」

「見守ってくれるだけでもいい」

「そんなんでいいんすかね……本当に……」

「本人から聞いたかもしれないが、あの筐きよう体たいの内部は紀沙羅のテリトリーだ。口ではどうだと言っても、君が同乗している時点で、彼女もある程度容認しているのさ」

　そうなのか？

　まあ蹴けって追い出されないだけマシと思うしかないのか。

「紀き沙さ羅らが君を信用していないように、君も紀沙羅を信用していないのではないか？」

「え？」

「君が動いているのは君のためなのだろう？　もし我々を助けてくれるというのなら、まだ彼女に付きあってくれる気があるのであれば、その言葉がどういう意味かを、きちんと紀沙羅にわからせてやってほしい。紀沙羅は……なんというか、頭が良いくせに、少々察しが悪いところがあってな。感覚だけの言葉では決して伝わらない」

　俺のため。さっき、紀沙羅にも言ったこと。同情なんかじゃないということ。

　どういう意味か示すにはそれなりの行動が必要になるってことなのだろうか。俺も頼りになるってことを、教えてやらないといけないのか。

　それでいいのか？

「助けるというのは難しいな」

　竜りん胆どうさんが俺の心中を代弁してくれた。それは、竜胆さんも今思っていることなのかもしれなかった。

「だが、彼女を頼む」

　その言葉にどうとも返すことができずに、俺は高層マンションの外の光景を見るしかなかった。

　その日は、竜胆さんと少し雑談めいた話をしたものの、長居はせずにいた。年上の美人となにを話せば良いんだっつー話だし、竜胆さんもおしゃべりが好きなタイプではないようだったしな。

　その後、紀沙羅は結局、姿を見せてくれることはなかった。




　待ちに待った日曜日。

　誰が、なんて言うまでも無い。《薄うす花はな桜ざくら》を今度こそ降くだしてみせると息巻いていた、陵みささぎの待ち焦こがれた日曜である。朝一、まだ人もまばらな時間に呼び出しやがって。どんだけ気合い入ってんだよ陵は。

「ふん！　逃げずに来たようね如月きさらぎ紀沙羅！」

　紀沙羅の特等席。専門店一階中央、勝ち抜き台の前で陵は待っていた。腕を組んでの仁に王おう立だちである。巌がん流りゆう島じまで待つ佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうよろしく、自分から敗北フラグを乱立させていることに気付いていないのか？　つか来店してからずっとこのポーズでここで待ってたのかな、この女。

　ちなみに横には安あ曇ずみ野のが立っているが、その高い視点はどこを見ているのか、完全に明後日あさつての方向をぼけっと見つめている。今日が大事な勝負だと思っているのは陵一人だけ、ってのが明白である。

「別に逃げる理由もありません」

「随ずい分ぶんと余裕じゃない。でもね、今日こそアンタが地べたに這はいずる日なのよ！　《薄うす花はな桜ざくら》を完かん膚ぷなきまでにぶっ壊こわして、今まですみませんでした岬みさき様と言わせてあげるわ！」

　仮に負けたとしても紀き沙さ羅らは絶対にそんなこと言わないと思うのだが。

　ちなみに周りを見れば、桐きり也やとアレンさんが二階の休憩スペースから手を振っていた。専門店は中心部が吹き抜けになっているから、別のフロアの様よう子すがよく見える。桐也は休日だってのに早起きして見に来てくれたのか。アレンさんは店員だからいるのは当然だとしても。

「昨日さぁー……」

　話の流れを汲くんでいるのかどうなのか、依然ぼけっとしたままで安あ曇ずみ野のが口を開いた。

「岬は楽しみにし過ぎてなかなか寝つけなくて……電話してきたんだよぉー……こっちもう寝かけてたころにぃー……かーわいーよねぇー？」

「ああああ！　なんでそーゆーこと言うのよあずな！　違うんだからね！　別に如月きさらぎ紀沙羅を屈服させられると思って寝つけなかった訳じゃないんだから！」

　顔を真っ赤にして手をばたばたと振る陵みささぎだった。その様子は確かに可愛かわいらしいと言えなくもないが、ツンデレの方向は激しく間違ってるだろそれ。紀沙羅は紀沙羅でどうすればいいのかわからないという顔をしているし。
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「とにかく……まだ勝ったわけではないのですから、舞い上がらないでほしいのです」

「誰も舞い上がってないわよ！」

　いや、いつもと比べても相当テンションたけーよ陵みささぎ。

「……で、結局寝れたのかよ」

「うっさいわね脳筋！　寝てないわよ悪かったわね！　どうしても寝れないから結局《ユーディット》の整備で夜が終わっちゃったわよ！　見なさいこの最強機体！」

　胴体部を摑つかんで突き出してきたのは、鋭角で構成されながらも女性的なフォルムを持つ飛行特化機体《ユーディット》。紀き沙さ羅らと陵と因いん縁ねんの機体とも言えるし、全身に施ほどこされた深しん紅くのペイントが陵と安あ曇ずみ野の、二人のものであることを象徴してる、とも言えた。

　それにしても表面がぴかぴかしてやがる。どんだけ時間かけたんだ。

　一方紀沙羅は、そんな赤い機体に見向きもしない。もう見あきたと言わんばかりだった。代わりに陵の隣となりの安曇野と言葉を交かわしている。

「いつにもまして元気なのですね。羨うらやましいのです」

「あぁー……まぁー、徹夜明けってこうなっちゃうよねぇー……」

「そちらも保護者大変そうなのですね？」

「んぅー……？　ってことはそっちもぉー？」

　ちら、と安曇野が俺を見た。この二人、普段の言動が抑おさえめな点で共通しているし、意外と嚙かみあうのかもしれない。勝手な想像だったが。

「人の話を聞かない野の猿ざるに目をつけられてしまったのです」

「アンタも話聞かないだろぉがあぁッ！」

　無視されたことに、とうとう陵が爆発した。あと誰が野猿だ。どっちかっつーと保護者はこちらだと思うのだが。

「殴なぐる！　その澄ました顔一度ぶん殴ってやるー！」

「落ち着け陵」

　振りかぶった腕を摑む。まあ怒るのはわかるが、陵の細腕は俺が摑んでしまえばびくともしなかった。

「離しなさいよ野猿！」

「お前もかよ……」

　どいつもこいつも人扱あつかいしてくれない。さすがにひどい。一応人並みの知性は持ってるつもりなんだけどな、成績は悪いが。

「今日は殴りあうために来たんじゃねーだろうが。勝負したいならイレイザーでやれ」

「わかってるわよ！」

　本当かよ。陵は腕をぶんぶんと振り回して離せという仕し草ぐさをするので、ぱっと力を抜いて解放してやった。そして陵は、相変わらずどこを見ているかわからない安曇野の腕を摑む。顔が赤いのは照れてんだか怒ってんだか。

「さっさと行くわよあずな！　アンタ達も早く準備しなさいよ！」

「うぁー……引っ張らないで岬みさきぃー……！」

　さっさと筐きよう体たいの中に向かう陵みささぎだった。あずなはぼてぼてとした動作で後に続く。

「私たちも行きましょうか、野の猿ざるさん」

「その呼び方マジでやめろ」

　気に入ったのかよ。勘かん弁べんしてくれ。

　まあでもとりあえず、今回も口出し手出しをしなければ、一いつ緒しよに搭とう乗じようすることに関しては目をつぶってくれるようだった。最初の嫌われようから考えれば一歩前進した、くらいには思ってもいいかもしれなかった。




「おい……冗談だろ？　これ」

　筺体に乗りこみ、イレイザーをセット。そうしていつもの画面がコクピットに映し出される。変わらない行程ではあるが、しかし映し出されたステージを見て、俺は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。いくらなんでも、これは酷ひどい。

「なるほど。《セレネ月面基地》なのですね」

「いや、なのですねじゃねーよ。これ俺だったら勝負投げるレベルだわ」

　映し出されたステージは、空に月ではなく地球を戴いただく宇宙空間だった。灰色の荒野がどこまでも広がっている。宇宙空間におけるロボットアクションには俺も燃えるものがあるが、まあ実現されることなんてないだろう。人類は地球上で手て一いつ杯ぱい、宇宙にロボット進出なんてできる訳ないのだ。

　しかし、《デュアル・イレイザー》の世界観では、イレイザーによる宇宙活動が可能となっている。月面基地はそうしたバックボーンに依よるステージだ。視界に映るのは一面の荒野であり、基地といいながら人工構造物は実に少ない。

　そう。

　この月面基地最大の特徴は、遮しや蔽へい物がないことなのだ。実にフラットな地形。身を隠かくす術すべがほとんどない。相手が普通のイレイザーであればともかく、今日の相手は空中戦を最も得意とする《ユーディット》だ。隠れる場所がなければ、飛行能力で劣おとる《薄うす花はな桜ざくら》は地面を動き回るだけの的に過ぎない。

「最悪じゃねーかよ」

「東とう城じようさん。私を誰だと思っているのですか。この程度なんの問題にもならないのです」

　マジですか紀沙羅さん。俺はこの状況で勝てるとは思えないんですけど。

「それより東城さん」

「はいはい、なんですかお姫様」

「腕を組んでいてください。絶対に手を出さないという約束ですから、その証あかしです。もし破やぶったら今度は手て錠じようをかけるのです」

　やりかねない、と思ってしまった。大人おとなしく従う。しっかり組んで動かしませんよというアピールに、紀き沙さ羅らは軽く頷うなずくとすぐに前を向いた。存ぞん外がい、素直に納得してくれた印象だ。まあここでごねられても困る。

　それに、いざとなれば手を出さないなんて言っていられないだろうしな。

『ちょっと！　聞こえてるの如月きさらぎ紀沙羅！』

　狭せまいコクピットに、甲かん高だかい声が響く。耳が痛いからやめろ陵みささぎ。

『そっちの準備は良いの！　できてるならとっとと始めるわよ！』

「もう少し待ってほしいのです」

『はぁ!?　さっさとしなさいよねどんくさいんだからまったく大体アンタは──』

「東とう城じようさん」

　無視である。カナリアは鳴かせておけば勝手に黙る、と言わんばかりだった。ちなみに安あ曇ずみ野のの声は聞こえてこない。ぴーちくぱーちくうるさい小鳥が代わりに喋しやべってくれるからだろうか。

「今日の戦い。陵さんではないですが、私もそれなりに乗り気なのです。何な故ぜかわかりますか？」

「わからん」

　即答したら睨にらまれた。だってわかんねーよ。紀沙羅はいっつも無表情で、正直な話感情が読み取りづらいのだ。

「貴方あなたに、私との格の違いを見てもらいたかったのです」

「あん？」

「絶対に追いつけない。陵さんも素晴らしいテクニックをお持ちですが、私は更に上を行く。陵さんにすら到達しえない貴方が、私の相あい棒ぼう？　パートナー？　笑わせないでほしいのです。傲ごう慢まんもほどほどにしろなのです。諦あきらめるほどに、絶望するほどに、助けるなんて口が裂けても言えないほどに、今日、私と貴方の格の違いを教えてやるのです」

　もうこれで、きっちり諦めろ、という意味かね。

　諦めの悪いのはどっちなんだか。互いにもはや意地になってるようにしか思えない。紀沙羅だって、竜りん胆どうさんにああまで言われた以上、俺を追い出すのは難しいと感じていると思うのだが。

「お前、俺の諦めの悪さ知らねーのな」

『ちょっと！　聞いてんのもう時間よ！　さっさと始めなさいよ！』

　バトルは互いの準備が完了するまで始まることはない。とはいっても、筐きよう体たいに入りイレイザーをセットした時点で、機体はバトルステージまで輸送されている。今さらやめることはできない。要は手順を先に進めるかどうかだ。

「わかりました。始めましょう」

『ったく！　なにしてたか知らないけどとろいのよ！』

　陵みささぎ岬みさき、負けフラグ絶賛乱立中である。いつものことではあるのだが。

　紀き沙さ羅らがコンソールを操作すると、俯ふ瞰かん視点からくるくると回っていたバトルステージが一転、暗い情景が浮かび上がる。視点が《薄うす花はな桜ざくら》のコクピットに移行したのだろう。俺はいつものように、画面横の第三者カメラから《薄うす花はな桜ざくら》を見る。カタパルト内で前傾姿勢をとり、試合開始を待っていた。

「──始めます」

　誰にともなく、紀沙羅が厳おごそかに告つげる。

　同時に、灰色の月の野に、ブースターをふかす《薄うす花はな桜ざくら》が飛び出して行った。

　見れば見るほど、障害物のないステージである。人工物は基地とそれに関連する施設がわずかにある程度。起伏はあるが影はない。遠くまですぐに見渡せる。太陽が空にない以上、今は月の時間で夜であるのだろうが──。

　つまりどういうことかというと。

《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》と戦った時のごとく、索さく敵てきは必要ないことになる。すぐに敵は発見できる。

「もう来やがったか……」

　背後に青い星を戴いただく夜空に、戦闘機のごとく近づいてくる影が見えた。カタパルトから射出された後、そのまま飛行状態へと変化したのだろう。特徴である八本のブレードは、本来のスカート部にはなく、今は背中にパズルのごとく組み合わされ、あたかも天使の翼つばさのように広がっている。

　デザインメーカー、クレッセンス社の機体《ユーディット》。他のイレイザーと違い、その姿は特異であり、この世で文字通り唯ゆい一いつ無む二にの限定モデル。市販品である機体《夜よ桜ざくら》をペイントしただけの《薄うす花はな桜ざくら》では、そもそも性能が違うはずなんだが。

　機体は限定。空から襲おそう天使の姿。

　操縦者は天性。規格外の女が二人。

　それだけ揃そろっても、如月きさらぎ紀沙羅の《薄うす花はな桜ざくら》には、何な故ぜか勝てた試しがない。

《ユーディット》のブレードは、普段はスカートになり、飛行時には翼のように広げての機体制せい御ぎよ、攻こう撃げき時は腕や足に接続しての近接攻撃と、あらゆることが可能となる万能兵装だ。飛行するための重量制限の関係上、あのブレード以外の装備は積せき載さいできないが、そんなことはなんのデメリットにもなっていない。

　完全独立型電でん磁じブレード攻撃システム《サロメ》。

　攻防一体。《ユーディット》の用いるただ一つの武器にして、誰も寄せ付けることのない赤き乙おと女めの剣である。

「見飽きましたね、あの姿も」

「俺は何度見ても飽きねえよ。格好かつこいいし強いしな。まあ一度は乗ってみたいってーの？」

「貴方あなたではせっかくのスペックも使いこなせないでしょう。いえ、陵みささぎさんですら、あの機体の性能を完全に引き出しているとは言い難がたいのです。真価を発揮した《ユーディット》とは、正直戦いたくないのですが……操そう縦じゆう手しゆが陵さんであれば、私にとってはなんの問題もないのです」

　左さ様ようでございますか、お姫様。

　ブレードを翼つばさのように広げて、《ユーディット》は《薄うす花はな桜ざくら》を見下ろしていた。機体の制せい御ぎよを担当しているはずの陵と、《サロメ》の操作を受け持っている安あ曇ずみ野のが、そのコクピットの中で何を思っているのかはわからなかったが。

　翼が、広がる。

　幾何学的に、ブレードがその向きを変えた。計八本の二等辺三角形が、全てこちらに向く。三次元からの攻こう撃げきが《ユーディット》の得意技だ。あれに何度やられたことか。

　画面が振動して、《薄うす花はな桜ざくら》が駆かけた。

「く……!?」

　相変わらず急加速、急制動が得意の紀き沙さ羅ららしいが、激しくブレる画面に慣れないこちらの身にもなってほしい。

《薄うす花はな桜ざくら》が走るのと同時、まるでそれを追尾するようにブレード《サロメ》が地面に突き刺さる。先手は陵だったらしい。俺ごときでは、二人の戦いは後追いのようにしか認識できないという、良い例だった。

　八本あるブレードを、《ユーディット》は飛行しながら順次回収し、そしてまた《薄うす花はな桜ざくら》に向けて射出する。独立型ブレードは、まるで主の指示を仰ぐかのように、《ユーディット》の位置へと戻り、また攻撃に移行する。《ユーディット》、《サロメ》ともに、複雑な三次元の動きを認識、操縦しなければいけない高難度の攻撃だ。それをここまで操縦できる二人はやはりすごい。

　が、回避してしまえば怖こわくないとばかりに、《薄うす花はな桜ざくら》はそれらを紙かみ一ひと重えでかわしていく。

「よくまあ避けられるよな……」

「狙撃よりは遅いのです」

　見てから回避余裕でした、と言っているようなもんだったが、もちろん《サロメ》はそんな生なま易やさしいものではない。こいつの動体視力どうかしてやがる。

　当たらない。

　最高レベルの機体と、最高クラスのパイロット。その二つがそろった攻撃。俺なんか為なす術すべなく諦あきらめてしまうようなブレードの猛もう攻こうは、《薄うす花はな桜ざくら》にはかすりもしない。陵がどうしてだ！　と叫んでいるのが聞こえるかのようだった。一いつ緒しよに乗っている俺にもわからない。

　陵が、安曇野が、次にどこを狙ねらうかわかっているかのように、紀沙羅はレバーを操作していく。広い月の荒野を逃げ惑まどう。

「おい、逃げてるだけかよ」

　俺は聞いたが、紀き沙さ羅らさんはガン無視である。もう答える気すらないらしい。

　上空から追跡しつつ、ブレードを放はなち続ける《ユーディット》に対し、《薄うす花はな桜ざくら》はなんら反はん撃げきしようとしない。そりゃ逃げてるんだから耐たい久きゆうゲージを見れば引き分けなんだろうが、それでは勝てない。

　引き分け？

　有り得ない。紀沙羅の戦績は、まごうことなき全勝なのだ。引き分けにする気など紀沙羅にあるはずがないのだ。

「焦じれます」

「あ……ああっ？」

　そうしたところで、紀沙羅が小さく呟つぶやいた。俺に対して返答してくれたのだろうが、まるで独ひとり言ごとのようだった。

「陵みささぎさんの性格上、遠距離からの射出ではやがて焦れてしまいます。彼女の性にあわないのですよ。加えて『プリマ・メイト』のこともあります。遠距離からの射撃では速度が出ないのです。黙って見ていてください、すぐに来ます」

『プリマ・メイト』。

　クイーンフレームの持つ特とく殊しゆ能力が、今どう関係するのか俺にはよくわからなかった。飛行特化、速度特化型のクイーンフレームは、『攻撃時点における、機体の移動速度が速いほどに、攻撃力が増す』という特性を持つ。逆に言えば、止まった状態で攻撃するクイーンフレームほど無害なものはないのだが。

　速度一番を維い持じした状態で攻撃するには、どうすればいい？　俺なら──。

「ほら、もう焦れた。我慢がきかない方なのです」

　言うが早いが、《ユーディット》が全てのブレードを回収した。その内六本はデフォルト状態であるスカート部と合体し、残りは丁ちよう度ど袖そでに当たる部分と接着する。見方によっては腕がブレードと一体化したようにも思える。いずれにしてもやっぱり格好かつこいい。

　そのまま、《ユーディット》が突撃してきた。

「白はく兵へい戦せんかよっ！」

「突撃とともに斬きりつけるのであれば、速度も維持できるでしょう。ブレードを撃うち出すのとは大違いと思うのです」

　それはつまりやべえってことじゃねーのか。

　自身がミサイルにでもなったかのように、《ユーディット》がその速度を増す。月の地面すれすれを飛行する鋼こう鉄てつ。両手のブレードはまるで翼つばさのように広げられている。駆かけ抜ける深しん紅くの姿は、無ぶ骨こつさよりも美しさを優先している形。

　すれ違いざまに斬きりつけるつもりなのだ。

「させないのです」

　だが、《薄うす花はな桜ざくら》はなおもかわす。

　ブースターをふかし、すれすれを通る《ユーディット》の攻こう撃げき範囲から抜ける。《ユーディット》は確かに速いが、今の攻撃は見み極きわめる時間があった。タイミングさえあわせることができれば回避は難しくなさそうだ。

　なんて思っていた俺が馬ば鹿かだった。

「げっ……」

　通り抜けたと思った《ユーディット》から、ブレードが撃うち出される。波は状じよう攻撃かよ。この近距離で射撃されれば、俺なんかにはもう目で追えない。けれど紀き沙さ羅らは、一体どういう視界をしているのか、まるで魔ま法ほうのようにブレードの網あみを潜くぐり抜けていた。

　だが、その先から赤い影が現れる。ブレードは布ふ石せき。そうして逃げ場のなくなった先に、刃を構える《ユーディット》の姿。並みの操そう縦じゆう者しやならブレードの猛もう攻こうの段階でダメージを食らっているし、仮にそれを抜けられたとしても、ブースターが加熱され、オーバーヒートの状態になってしまっているはず。ここでの加速はできない。普通なら。

　左右から挟はさみ込むようなブレードの交差は、どちらに逃げてもかわせないと告つげる。最初にダメージを与えるのは《ユーディット》のほうかと思われた。

「これも予想通りなのです」

　だが、紀沙羅にはお見通しだったらしい。

　緩かん急きゆうをつけていた《薄うす花はな桜ざくら》は、ブースト管理も一流だった。《ユーディット》の《サロメ》があっさりと空を切る。《薄うす花はな桜ざくら》がブーストをふかして、刃から逃れたのだ。

　どこに？

　上だった。

「ふむ」

　加速ブーストを利用した跳ちよう躍やく。《ユーディット》を飛び越え、《薄うす花はな桜ざくら》が赤い機体の背後へと着地する。ここまでの《薄うす花はな桜ざくら》の驚きよう異い的な機動は、全て一セットのブースターユニットで実現されているのだ。飛行特化の《ユーディット》と、機動力で渡りあっているとか、マジで意味がわからん。

　おかげで、互いにまだ無傷。

「見ていましたか、東とう城じようさん」

「…………訳わかんねー」

　正直な本音だった。紀沙羅がまるで勝ち誇ったように、くすりとほほ笑んだ。

《薄うす花はな桜ざくら》の一つ一つの行動は基本的なものだ。ブーストによる加速。そしてオーバーヒートを防ぐための通常歩行を適度に組み合わせ、ブーストゲージを維持し続ける。これによって、必要な時に常に加速することが可能となる。

　だが、敵の攻こう撃げきを見み極きわめる動体視力と、次の一手をシミュレートする先読み能力がどうかしている。算盤そろばんだけで数学の問題を全て解いてしまうようなものだ。基本が完かん璧ぺき過ぎるせいで応用を完全に飛び越えている。

　ここまでで重要なこと、一つ。

　これだけの大技をやってのけておきながら、紀沙羅は未いまだに《ユーディット》に攻撃を与えていない。なんだこれ。余裕ぶってんのか。

『曲芸やってんじゃねえぇぇ────ッ！』

　筐きよう体たい内に響く甲かん高だかい音。耳まで痛くなる陵みささぎの声だった。アイツ、通信切ってなかったのか。意図的か気付いてないのかはわからないが、まるで挑ちよう発はつするかのような《薄うす花はな桜ざくら》の動きに、とうとうキレたらしい。

『岬みさきぃー……ヒートアップしちゃダメだってぇー……』

『うっさい！　アタシは冷静よ！　今度こそ如月きさらぎを切り刻きざむ！』

　言うが早いか、《ユーディット》が突っこむ。その飛行性能を無視した、荒野での白はく兵へい戦せんを展開してきた。二本の刃による至近距離の連撃と、その合間合間に予想外の方向から襲おそい来る、自律機動ブレードの猛もう攻こう。正直、俺なんかではその太た刀ち筋すじは見えない。画面に散るのは白く輝く斬ざん撃げきエフェクトばかりだ。

　だがそれでも、《薄うす花はな桜ざくら》には当たらない。耐たい久きゆうゲージに変化はない。

「わかりましたか。実力の差が」

　呟つぶやくように、紀き沙さ羅らが言った。陵に聞かせるつもりではなく、ただ後部席の俺に。

「誰の助けも要いらない。私一人でできる。これで私が口だけではないと証明できたと思うのです」

「うるせえよ。一人でできるなら、そんなに怖こわがってんじゃねえよ」

「陵さんも、《ユーディット》も怖くないのですが？」

　自分の恐怖の源泉に自覚のないらしい紀沙羅は、淡々とそう言っていた。

　本当に、そうなのか。

　紀沙羅一人で大丈夫なのか。俺なんかではなにもできないのか。

　つい、俺はコンソールに手を伸ばしていた。右手ではレバーを握りしめる。はっとした紀沙羅が振り向くのだが、遅い。今度は違う。勝手に身体からだが動いたとか、そうじゃない。俺が戦って見せたかったのだ。

　俺だって役に立つのだと、紀沙羅に。

「ぐっ……!?」

　だが操そう縦じゆう系を俺に移した、その瞬しゆん間かんだった。まだろくに動いていないのに。

『今よッ！　あずなッ！』

『わぁー……かってるってぇー……』

　四方から襲おそい来るブレードが、《薄うす花はな桜ざくら》を貫つらぬいた。身動きとれないままの連れん撃げきに、次々とゲージが削けずられていく。相手が停止した状態だからいいようなものの、速度を上げて斬きりかかられていたらと思うと。

「がッ……！」

『遅い！　鈍い！　くだらない！　その程度か如月きさらぎ紀き沙さ羅らぁっ！』

　悪いが今は俺がやってんだよ。

　だが、どうしようもなかった。どうすればいいのかすらわからなかった。ブレードの軌き道どうが読めない。紀沙羅がどうやって回避していたのか想像もつかないし、そもそもどこに逃げられるのかも。

　俺が操そう縦じゆうを握った途と端たんにこれかよ。

『このゲームで無敗だなんてほうがおかしいのよッ！　そんな理り不ふ尽じんな戦績、このアタシがぶっ壊こわしてやる！』

　このままでは、ヤバい。一いつ瞬しゆんで耐たい久きゆうゲージがゼロに傾く。

　そう思った時、もう《薄うす花はな桜ざくら》は勝手に動いていた。

　結局、俺が《薄うす花はな桜ざくら》の主導権を握っていたのはほんのわずかな時間だった。

「ゲームではないのです、陵みささぎさん」

　筐きよう体たいの向こうで、息を吞のむ感覚。マイクがＯＮになっていることに気付いたらしい。

　同時に、《薄うす花はな桜ざくら》が蹴けりを放はなつ。鋭い一撃は、《ユーディット》にとっても予想外だったのだろう。一瞬、全ての刃の動きがブレた。紀沙羅はもうとっくに、俺から操縦系を取り戻していた。《薄うす花はな桜ざくら》はもう、紀沙羅のもので。

「私にとっては……遊戯ゲームではないのです……！」

『なに訳わかんないこと言ってんのよ────ッ！』

　わからないだろう。紀沙羅は誰にも言えないのだから。その意味を。

　蹴りによって隙すきを作り出した《薄うす花はな桜ざくら》は、ライフルを撃うった。《ユーディット》には当たらないが、それは相手の攻撃も同じだ。ブレード《サロメ》の軌道も《薄うす花はな桜ざくら》には命中しない。ハイレベルな戦いはしかし、耐久ゲージならば《ユーディット》が勝っていた。

　距離をとっても、ブレードは絶えず襲い来るのだが、やはり当たらない。隠かくれる場所はない。一息もつけないのに、紀沙羅は平然としていて。

　──いや、違う。

　肩が小こ刻きざみに震ふるえていた。今更なのに怖こわがっていた。負けることを。傍はたから見ていればいい勝負でも、紀沙羅にしてみれば圧倒的劣勢と言えるかもしれない。

　ブツッ、と音が響いた。紀沙羅が通信を遮しや断だんしたらしい。

「また……勝手なことを……してッ！」

「いや、紀き沙さ羅ら、俺は──」

「黙ってッ！」

　最後まで言わせてもらえなかった。《薄うす花はな桜ざくら》が荒野を駆かけ抜けていく。震ふるえる手でコンソールを操作する。画面には無数のブレードが踊っていたが、紀沙羅はそれをただ機体の挙きよ動どうだけでかわしていく。

　そうして、一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、《薄うす花はな桜ざくら》は抜き放はなったビームナイフをライフルに装着し、銃じゆう剣けん形態へと変化させた。こちらも完全に白はく兵へい戦せんの構えだ。襲いくる八本のブレードを、受け流し、弾はじき返し、淡々と攻こう撃げきを凌しのいでいく。

　八本の自在に動く刃を扱あつかう《ユーディット》と、それに対しては剣とはとても呼べない銃剣をただ一本持つ《薄うす花はな桜ざくら》との勝負。回避し続けているとはいえ、ゲージを削けずられているのは《薄うす花はな桜ざくら》なのだから、不利なのはこちらのはずだが。

　赤い機体が交差させたブレードを受け流し、《薄うす花はな桜ざくら》が銃剣の先端でカウンター気ぎ味みの一いつ閃せんを与える。それをギリギリで避けた《ユーディット》は、続いて四本のブレードを同時に射出してきた。わずかにタイミングをずらしたその連撃は、けれどもやはり紀沙羅には通用しない。銃剣による剣閃によって弾かれてしまったブレードは、あえなく《ユーディット》へと戻った。その瞬しゆん間かんは、絶好の隙すきとなるのに。

　なのに紀沙羅は、一向に攻撃する気配を見せない。

「おい！　反撃しないのかよ！」

　俺が言っても、紀沙羅は今度こそ無視だった。これは、完全に愛想あいそを尽つかされたかもしれない。

　一方、《ユーディット》は埒らちが明かないと踏んだのか、ブレードを全て機体に接続。六本の刃を背中に、残る二本を両腕に装着して、再び天使形態となる。そのまま宙に浮かび、こちらへと飛来してくる。

　突撃状態。

　速度を活いかしたチャージ攻撃は、特とく殊しゆ能力《プリマ・メイト》によりその威力が増大する。アレを食らえば今度こそ致命傷だろう。だが紀沙羅はなにも言わず、いつものように淡々とコンソールを操作──。

　しない。

《薄うす花はな桜ざくら》は、動かない。

「な……おい、紀沙羅！」

　呼びかけても返事はない。俺など眼中に無いとばかり。

《薄うす花はな桜ざくら》は仁に王おう立だちして、来たる紅くれないの乙おと女めを待ち受けていた。手には銃剣。だがそんなものでどうなるというのだ。最悪同時に攻撃したとしても、ゲージの目減りしているこちらのほうが不利だ。そんなことは紀沙羅だってわかっているはずだろうに。
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《ユーディット》の内部で、陵みささぎ岬みさきが勝利の雄お叫たけびを上げた。そんな気がした。

　俺は、その瞬しゆん間かん、紀き沙さ羅らは諦あきらめたのだと思った。

　だが。




「だから──うるさいのです、東とう城じようさん」




　なにが起きたのか、わからなかった。

　突進してきた《ユーディット》が両腕のブレードを振るうのとほぼ同時に、《薄うす花はな桜ざくら》も左腕を一いつ閃せん。手に持った銃じゆう剣けんを《ユーディット》に浴びせた。そこまではいい。一瞬だったが、その映像は俺もきちんと見ることができた。

　問題は、だ。

《薄うす花はな桜ざくら》のゲージに一切の傷がつかない代わりに、《ユーディット》はその姿勢を大きく崩くずし、頭から月面へと突っこんでいったことだ。銃剣のダメージに加え、その衝しよう撃げきによるダメージもあり、《ユーディット》側のゲージが大きく目減りする。なんだ？　映像を見る限りでは、相あい討うちだと思ったのだが。

　そう思った瞬間、とても良い発音で、タイムアップの宣言がなされた。呆ぼう然ぜんとしている間に、画面には『ＹＯＵ　ＷＩＮ』の文字と、戦闘結果が表示されていく。勝ったらしい。ゲージを見れば僅きん差さだったが、それでも。

　一体、どうやって？

「お、お前……なにやったんだよ？」

「特に難しいことは、なにも」

　こちらを見もせずに、紀き沙さ羅らは言った。

「む、難しいことしてないって、だって、お前、攻こう撃げき食らったよな？　同時に攻撃したのに、お前だけ──《薄うす花はな桜ざくら》だけ無傷って、そんなことあるのかよ？　おかしいだろ」

「いいえ、私は一撃も浴びていないのです。ゲージが減ってないから当然でしょう。私は、《ユーディット》の攻撃を回避しつつ、カウンターをしたのです」

「は、はあ？」

「見てください」

　紀沙羅は、バトルステージから輸送され、筐きよう体たい前部に戻ってきた《薄うす花はな桜ざくら》を手に取る。俺が見やすいように高く掲かかげるその機体の右腕には、さっきの銃剣が装着されていた。

「このアサルトライフル、ホロスコープ社製の《アンタレス》ですが、ビームナイフを取り付けておよそ全長が七・五センチ。《ユーディット》のブレード、《サロメ》の長さはどの程度かご存じですか？」

「いや、知らねえが……」

「約六・五センチなのです。つまるところリーチの差の問題で、一センチの差で《サロメ》は空くうを斬きり、私の《アンタレス》は命中したのです。まして《ユーディット》は高速で向かってきた。ちょっとした攻撃で制せい御ぎよを失うのは当然なのです」

　なんでもないことのように言っているが、ことはそう簡単じゃない。

　つまり紀沙羅は、高速で突撃してくる物体に向かって、こちらの間合いではあるけれど相手の攻撃は届かない、そのギリギリの距離にあわせ、寸すん毫ごうの狂いもなく反撃したのだ。そんなことができるのか？　フィールド内で大きく見えるとはいえ、実際の得え物ものの間合いの差は一センチしかないというのに。

「もし向こうがギリギリで気付いて、避けたらどうする気だったんだよ」

「それは有り得ないのです。あれほどの速度で動いていればもはや方向転換は不可能なのです。私のカウンターに気付いた時には、陵みささぎさんといえども無理を承知で攻撃するしかありません。陵さんのことですから、途中でなにをされるかわかっていたとは思うのですが」

　次元が違う。なんだよそのギリギリの戦い。

　俺が横よこ槍やりをいれた二人の戦いは、間違いなく《デュアル・イレイザー》の頂点争いで、そしてまた紀沙羅は偶然でも幸運でもなく、正しくその実力でもって陵岬みさきに勝利し続けているのだということもよくわかった。紀沙羅の当初の目的はもう達成されていると言ってもいい。

　格の違いは痛感した。

　俺がなにかしたって足手まといなのだと、よく思い知らされた。実際、俺になにができる？　操縦の技術なんて一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身に付くものではないし、たとえ訓練したところで紀き沙さ羅らレベルに追いつけるとは思えない。こいつは脳の使い方が特とく殊しゆなのだ。

「もう付きまとわないでほしいのです」

　言いたいことだけ言って、紀沙羅は筐きよう体たいを出て行く。俺もすぐに後に続いた。

　桐きり也やに黙ってまでやっていること。竜りん胆どうさんに頼まれたこと。事情を知ってしまった俺の義務。そういう諸もろ々もろが頭をよぎったが、それでも俺の中は言い知れぬ敗北感で溢あふれていた。紀沙羅に、負けた気分だった。

　けれど散さん々ざん、俺を叩たたきのめしながら、それでも紀沙羅の指先が、わずかに震ふるえていた。そうだ、ここまでギリギリの戦いだったのだから、紀沙羅にとっては死線をさまようほどの恐怖だっただろう。どれだけ怖こわがっても、それをおくびにも出さないのは、動どう揺ようしていて怖がっていては、勝てる戦いも勝てないからだ。

　こみ上げる恐怖を冷徹に押し殺して、紀沙羅は勝っていた。

　そんな簡単なことがわかっていながら、その原因を作ったのが俺自身だってことが、俺はなにより悔くやしいのである。




「くっ…………やしいぃぃぃッ！　負けたぁまた負けたあぁぁ！　このアタシがぁ！　アタシが負けるはずがないのにぃ……！」

　筺体から出れば、陵みささぎ岬みさきが頭を抱かかえて叫んでいた。彼女の頭をほんわかした顔で撫なでているのは安あ曇ずみ野のあずなである。あれだけ敗北フラグを組み立ててしまえばそれを崩くずすのは容易ではないと思うのだが、誰も指摘しないのだろうか。

「お疲れ様なのです、陵さん」

「疲れたわよ疲れまくりよアンタのせいよ如月きさらぎ紀沙羅ぁ！」

　さすがに言いがかりである。俺から見ればどちらも一流だったことに違いはないし、負けたからといってそこまで卑ひ下げすることもないように思うのだが。それでも涙目になるほどに、陵のプライドは高いのだろう。

「あぁー……あのさぁー？」

　陵を慰なぐさめながら、安曇野が声をかけてきた。こっちは陵ほど落ち込んでいない。勝負の行方ゆくえにはそれほど執着していないのか、それとも単に顔に出ないタイプなのか。ぼけっとしているが、《サロメ》の複雑な軌き道どうを操作していたのはこちらのほうなのだ。下へ手たすれば陵よりも操そう縦じゆう技術は上かもしれない。

「さっきさぁー……ゲームではない、とか言ってたじゃんー……？　あれってさぁー、どういう意味ぃー……？」

「……言葉通りの意味なのです」

　安あ曇ずみ野のの鋭い指摘に、紀き沙さ羅らがどこか警けい戒かいしたように答える。もちろん安曇野は紀沙羅の事情を知っているわけではないのだから、単純に疑問に思っただけなのだろう。だって《デュアル・イレイザー》は、ただのゲームだ。

「私は真剣にやっているだけ。とても遊びの気分でのプレイはできないのです」

「そんなのアタシだって同じよッ！」

　いきなりの陵みささぎの叫びに、紀沙羅の肩が震ふるえる。護ご衛えいになってからわかったことだが、こいつ意外と打たれ弱いな。

「そりゃあ、確かに遊戯ゲームしてるけどね！　だからってお遊び気分でやってるなんて思ったら大間違いよ！　アタシは真剣なの！　マジで勝ちたいの！　アンタが勝ったからって、アタシが適当にやってるとでも言いたいわけ!?　アタシは負けて悔くやしいのよ誰よりも！」

「真剣……ですか」

　なんか、良くない雰ふん囲い気きだ。

　元々、陵のほうが紀沙羅に突っかかっている。勝てないから挑戦するというのは当然なのだろうが、今日の陵はいつになく機き嫌げんが悪い。負けた直後だからか。あるいは、一いつ瞬しゆんでも勝てると思ってしまったせいだろうか。だとすれば、陵にそう思わせてしまった俺の責任だろうが。

　そしてもう一つ。紀沙羅は自分の感情には敏感なくせに、他人を気き遣づかうなんてことができるタチには思えなかった。というより、今の彼女は自分のことで精せい一いつ杯ぱいなのだ。そんな二人が嚙かみあわなければどうなるか。

「その真剣さは、私のそれと同じものなのでしょうか」

「あぁ!?　どういうことよ！」

「どういうつもりでやっているのか、と聞いているのです」

「死ぬ気でやってるわよ！」

　陵が即答したが、どうだろう。実際に負けたら死ぬという重荷を背負った紀沙羅を前にしては、どこか虚むなしく聞こえる言葉だった。もちろん陵はそんなことは知らないので、無理もないとは思うのだが。

　店内ではなんの騒ぎだとばかりに、二人の口論に視線が集まっていた。元々、勝ち抜き台の周辺には《薄うす花はな桜ざくら》と《ユーディット》の対決だからか、見物客が大勢いたはずだ。そろそろ止めるべきか。

「だったら──」

「あん？」

「死ぬ気でやっている程度でしかないなら、やっぱり、私には勝てないと思うのです」

「ふ……ふざけんなぁ！」

　陵が腕を振り上げた。見た目通りに手が速い。安曇野が止めようと手を伸ばしたが。

　その前に。

「っ」

　ぱしん、と。

　俺が陵みささぎの拳こぶしを受け止めるほうが、速かった。うわー軽い。こんなんでも女同士なら殴なぐりあいになるんだよなーなどと、妙みような感かん慨がいに浸ひたる。紀き沙さ羅らの後ろから手を伸ばしただけで、簡単に食い止めることができた。

「その辺にしてやってくれよ、陵」

「とっ……東とう城じよう刀とう雅が！　なによ、なんでこんな奴やつ……」

「安あ曇ずみ野のっ」

　こういう時は相あい方かたを呼ぶに限る。すぐに頭に血が上る陵と違い、相あい棒ぼうのほうはローテンションが常に維い持じされている。

「うぇーい……往おう生じよう際ぎわが悪いぞ岬ぃー……」

　眠そうな顔に比して意外と機き敏びんな動きで、安曇野が陵を脇わきに抱かかえ上げてしまう。いくら陵が軽いとはいえ、女が女を抱えるなんてできるのだろうか。こいつも大たい概がい得え体たいがしれない。陵は離せ離せと暴れていたが、安曇野は意に介かいさない。

「あぁー……迷惑かけて悪かったねぇー……岬には言っとくからぁー」

「頼む。こいつには俺が説教しとくからよ」

　紀沙羅の頭に手を乗っけると、彼女に不ふ機き嫌げんに払いのけられてしまった。その目が無言で抗議してくる。なんで私がそんなことを言われなければならないのか、という顔だった。

　それにしても陵を軽く担いで、とっとと店を後にする安曇野は格好かつこいい。顔立ちはどちらかというと可愛かわいらしい感じなのに。

「…………あの、東とう城じようさん」

「なんだよ、礼なら要いらねえぞ」

　殴なぐりかかる陵を止めたのは俺の勝手である。

「もしかして私は、陵さんを怒らせてしまったのでしょうか？」

「……お前」

　如月きさらぎ紀沙羅、喧けん嘩かの発ほつ端たんとなった自覚ゼロ。ねーよ。

「やっぱ殴られたほうが良かったかもな、お前……」

「なっ、殴られたら痛いのですっ」

「当たり前だろうが……とりあえず、今度会ったらまた向こうからつっかかってくる。アイツにも頭冷やす時間が必要だろうしな。しばらく陵に近づくなよ。学校も同じなんだろ」

　そしてお前にも、説教してやらないとな。安曇野と約束しちまったし。

「おらおらー、見み世せ物ものじゃねーぞー」

　そんな風に言って適当に人混みを散らしつつ、俺達は外に行く。どこか呆ぼう然ぜんとしていた紀沙羅も、やがて我に返ってからとてとてと後を追ってきた。おお、なんだかいつもと態度が逆である。こないだまでは無視する紀き沙さ羅らに俺が追いすがる形だったから。

　ゲームでは無力でも、現実こつちならなんとかなるのだと、紀沙羅にはわかってもらえただろうか。




「やっぱり私は悪くないと思うのです」

　帰り道である。

　時間は午前の十一時。日曜日の都心ならばそろそろ賑にぎわう時間帯。けれど、紀沙羅は帰ると言い出した。今日はもうゲームは良いから、帰って寝たいのだという。パニックは起こさないのかと聞けば、多分大丈夫との返事。

　それだけ、陵との戦いは精神力を削けずられたということなのだろうか。

「私は本当のことを言っただけなのです。死ぬ気、では私に勝てないのです。私は、生きていたいがために戦っているのですから」

「いや、そうだとしてもだな、言い方ってもんがあるだろ」

　それは陵みささぎにも言えることで、要するに喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいということなんだが。もっとも俺自身が口が悪いほうなので、その点では強く言えない。だが、誰も紀沙羅に説教できない以上、俺が言うしかあるまい。

「いいか、陵はお前のこと嫌ってるんだ。しかも負けたばっかで気が立ってる。そんな奴やつに、お前じゃ勝てないなんて言ってみろ。逆上されるのは当然だろーが」

「う……やっぱり私は嫌われているのですか」

「少なくとも好かれてねーだろ、あれは」

　もっとも、嫌いというよりは行き過ぎたライバル意識、ってとこだとは思うのだが。とにかく陵は好きな相手にも嫌いな相手にも、ピーチクパーチク言ってくる女だから好こう悪おの見分けがつきにくい。

「でも、陵さんは本当に死ぬことはない。現にあれだけ私に負かされても、怯おびえることも身体からだに異常が生じることもないのです。私と違って」

　この物騒な話を誰かに聞かれるかもしれない、と一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたが、道行く人たちが俺達の話を聞きとがめることはないようだった。そりゃそうだ。街を歩いてる時の他人の会話なんて、聞こうと思わなければ特段意識することは少ないだろう。

「だから、もうそこから、きっと違うと思うのです」

「……なあ、お前さー」

「はい」

「もしかして陵のこと羨うらやましいのか」

　紀沙羅が黙りこむ。当たらずとも遠からずってところだろうか。

　陵にしてみればランキング一位の紀沙羅こそが羨ましいだろうに、皮肉である。

「羨ましいというなら、そうですね。彼女のように心からゲームを楽しめたらどんなに良いだろうかと考えることはあります。向こうではともかく、こちらでは《デュアル・イレイザー》ばかりで、友達と遊ぶことなんてほとんどありませんでしたから」

「ゲーム、楽しくねえの？」

　俺は、多分ゲームは人並みに楽しんでいるが、もちろん紀き沙さ羅らはそうではないってことくらいはわかっていた。

「この呪のろいがなければ、正直触りたくもないのです」

　自身のトラウマを、そんな風に称した。表情はどこか複雑で、きっと言葉通りに《デュアル・イレイザー》を嫌っている訳ではないようにも思える。おかしなオカルト連中に強引に授けられた呪いは、今だって紀沙羅を蝕むしばんでいる。竜りん胆どうさんが傍そばにいて有効な解決策を見出すことができないのだから、俺なんかになにができるはずもない。

　精せい々ぜい、こいつを殴る奴やつを止めるくらい。

「それに、陵みささぎさんは安あ曇ずみ野のさんととても仲が良さそうですし。その点も」

「羨うらやましいんだな」

「だからといってどうだという訳ではありませんが」

　こいつは、良くも悪くも正直な奴なのだ。ひねくれていない。自分の感情を素直に吐と露ろするという点では陵とよく似ている。ただどうも、発はつ露ろの仕方が爆発か、流水か、という点で嚙かみあわないせいで、さっきみたいに喧けん嘩かになってしまうのだ。

　紀沙羅が素直に羨ましいと陵に言ったところで、あの女は逆上するだけにも思えるし。アンタのほうが上のくせに羨ましいって何よー！　とばかりに。

「やはり謝あやまったほうがいいでしょうか」

「…………あー、それは……」

　どうだろう。ただ謝るだけでは良くない気がする。とかく陵は着火から爆発までが速い。ちゃんと手順を踏まないと、爆ばく弾だん解体のつもりが火に油なんてこともあるだろう。

「それは、ちょっと待て」

「はあ」

　今日の事で、確かに俺は役立たずだと思い知らされた。

《ユーディット》クラスを相手にしてしまえば俺なんて雑ざ魚こでしかない。そう痛感した。

　けれど一方で、紀沙羅は、ゲームじゃない現実の問題に対してはろくな解決策を持っていないこともよく理解した。陵も大たい概がい不器用だが、紀沙羅はそれ以上である。

　なにも操そう縦じゆうでなくてもいい。要は紀沙羅のトラウマを取り除ければ、あるいは軽減できればいいのだ。だとすれば、全然別の切り口から、俺が役に立てることもあるんじゃないのだろうか。

「あ、ここまででいいのです」

　考えに没ぼつ頭とうしていると、いつの間にか紀沙羅のマンションまで辿たどり着いてしまっていた。専門店からマジで近い。

「今日はありがとうございました。あのままだと殴なぐられていたと思うのです」

「あ、ああ……」

　礼を言うなんて珍しいと思った。

「でも操そう縦じゆうに手を出したこともあるので、今のお礼は無かったことにしてほしいのです」

　善行と悪事を相そう殺さいすればプラマイゼロ、と言いたいらしい。たまに感心すればこれだよ。一秒前の感謝を無かったことにする奴やつなんて初めて見たぞ。

　もっとも、俺にも多少の責任があるのだが。反省せねばなるまい。

「じゃあ、陵みささぎのことは、ちょっと俺に任まかせといてくれ。あとでメールでもするから」

「……大丈夫なのですか」

　紀き沙さ羅らがジト目で警けい戒かいしてくる。まあ、正直なところ絶対大丈夫だとは言いきれないんだが、陵は思考が単純だからなんとかなるだろう、とも思っている。あれだけシンプルな奴はいっそ好感が持てるんだが、それは多分俺自身難しいことを考えられないタチだからかもしれなかった。

「お前よりは友達いるんだから、大丈夫だ」

「なっ……私だってあちらに戻れば友人くらいいるのです！」

「でも越してきてから作ってないんだろ」

「陵さんが友達なのですー！」

　その友達とやらと、あれだけ喧けん嘩かをやらかしておいてよく言う。紀沙羅はなにを言っても無駄と思ったのか、げしげしと俺の脛すねを蹴けり始めた。本当足あし癖くせ悪いなこの女、別に痛くも無いからいいけど。

「いーから、さっさと帰れ。明日も迎えに来るから」

　手を振って追いやる。紀沙羅はまだ不満そうな顔をしていたものの、しぶしぶとマンションに入って行った。ちゃんと姿が見えなくなるまで見送っておく。ここまでくれば、あとはなんかあっても竜りん胆どうさんの範囲だ。任まかせておけばいい。

　さて、と。

　俺はそのまま、駅へと足を向ける。こっちも用事は終わっちまったし、どうしたもんかね。とりあえずは携帯を取り出した。陵の番号を知ってれば手っ取り早かったのだが、そう都つ合ごうよくはいかなかった。とりあえずはアレンさんへと電話をかける。

　アレンさんには不ふ思し議ぎな才能というか、特技があって、彼と話しているといつの間にかアドレスを交換してしまっているのである。押しつける風でもなく自然にだ。男女例外は無いらしいが、まあそれが彼の女性問題を複雑にしている一因でもあった。そりゃ誤解の一つも生むだろうさ。

「あ、アレンさん？　どうもっす。今平気？　あのさ、ちょっと聞きたいんだけど、今日の騒ぎ見てた……あー、うん、やっぱり？　んじゃーさー、一つ頼まれてくんねーかな。難しいことじゃねーんだけど」

　歩きながら、丁ちよう度ど休憩だったらしいアレンさんと会話していく。まあ、段取り自体は難しいことじゃない。

　残念ながら、《デュアル・イレイザー》についてなら、俺は無力だ。

　しかし、別のやり方なら。先ほどの陵みささぎと紀き沙さ羅らの嚙かみあわない感情をどうにかすることくらいは、俺にもできる。というか、それくらいやらねーと。ただ毎日護ご衛えいとして傍そばについているだけなら、竜りん胆どうさんが怪け我がを治せばお役御ご免めんである。ただの代役だ。

　俺は代役では嫌いやなのだ。分不相応な考えだと言われたくなければ、それなりの成果を見せつける必要がある。

　アレンさんと話しながら。

　俺は、俺にしかできないこと、俺にもできること。

　そんななにかを探さがしていたのだと、ようやく自覚することができた。







第四章　彼らが用いる手はいつも卑怯である







　結局、都つ合ごうがついたのは平日の放課後だった。

　学校が終わった後、桐きり也やを引き連れて駅前のファーストフードへ。いつか紀き沙さ羅らと一いつ緒しよに来た場所である。割と目立つ場所にあるので待ち合わせには都合がいい。まあ、良い考えが浮かべばいいんだが、そう上う手まくいくかはわからなかった。

「何な故ぜ俺が呼ばれたんだ？　刀とう雅が」

　咎とがめる風でもなく、ただ単に疑問に思っただけ、といった様よう子すで桐也が問うた。ちなみにこいつのトレイにはハンバーガーが三つ積み上がっている。既すでに二つ平らげたはずなのに。別に同じくらいの量は食えるが、小こ遣づかいの面で不安になってしまう。

「こういう細かいことにはお前みたいなのの力が欲しいんだよ。なんでもソツなくこなす優等生のな」

「空手にも、イレイザーにも熱心さの欠けていた奴やつが、なにをそんなに躍やつ起きになっている？」

　躍起になっているのか。言われて初めて気がついた。

　桐也から見ればわかるのかもしれなかったが、俺はそこまで入れこんでいるつもりはなかった。

「で……こういう細かいこと、というのは、具体的にはなんなんだ？」

「事情も聞かずに来てくれるお前はホントお人好しだよ」

「帰っていいか」

「あー待て待て！　褒ほめたんだよ今のは！　そうだなー……あー、一ひと言ことで言うなら、友達百人できるかな、みたいな？」

　桐也が訝いぶかしげな顔になる。それでも食う手を止めないのはなんなのだろうか。昼飯でも抜いたのか。まあ一食抜けば死にそうになるから気持ちはわからないでもないのだが。

「おぉー……いたいたぁー……おーい……」

　そんな風に騒いでいるところへ、低血圧ですと全身で表現しているような声が聞こえる。商品を載のせたトレイを片手に、手首をぶらぶらさせてアピールするのは、陵みささぎ岬みさきの相あい棒ぼうである安あ曇ずみ野のあずなだ。制服姿である。

　先日、アレンさんに電話したのはこの件だったのだ。陵か安曇野に連絡を取りたかったのだが、生あい憎にくアドレスを知らない。しかしネットワークの広いアレンさんならば、なんとか段取りを取りつけてくれるだろうと考えたがゆえである。ちなみにアレンさんは仲ちゆう介かいしただけで、他人の個人情報をぺらぺら教えてくれたわけではない、念のため。

「いよーぅ……久しぶりぃ格闘コンビぃー……」

　どーでもいいが、安あ曇ずみ野のもハンバーガー三つにポテトやジュース、ナゲットまで買っていた。とても女子が食える量ではないと思うんだが。

「安曇野嬢か。今日は単品なのだな」

「あぁー……そういう言い方するんだぁー……まるで私が岬みさきとセット販売みたいじゃんかぁー」

　みたい、というか事実そうだと思うが。

　もっともそれはイレイザー専門店での二人しか見ていないからで、学校やその他の場所であればまた違うのかもしれない。安曇野、陵みささぎの二人が通っているのはこのあたりでも有名なお嬢様学校で、紀き沙さ羅らも確か同じ学校だったはず。

　にも関わらず、陵と紀沙羅の仲の悪さはなんなのだろう。

「つぅかぁー……呼び出すなら直接連絡くれればよかったのにぃー……。別に私怒らないよぉー……？」

「いや、俺お前のアドレス知らねーし」

「あれぇー？」

　かちかちかち、と女子高生らしい指の運びでもって、安曇野は自分の携帯を確認する。装飾の少ないシンプルな携帯だった。

「おぉー……ホントだぁー……だからアレンさんに頼んだんだねぇー」

「そういうことだ」

「んじゃぁー……まずは交換するかぁー……きーくんともぉー」

「きーくん……まさかと思うが俺のことか」

　今まで呼ばれたことのないような仇あだ名なをつけられ、桐きり也やが啞あ然ぜんとした。マイペースにもほどがある女である。わかっていたことだったが、吞のまれないようにしないと話し合いもままならないかもしれない。

　アドレスを交換してから、さあ準備万端とばかりに、安曇野がもむもむとジャンクフードをかじり始めた。

「まあ、食いながらでいいから聞いてくれよ」

「んむぅー……？」

「こないだ、陵と紀沙羅やりあったのは覚えてるだろ。あれさ、どうにか和解にならないかと思って。ついでに言うと紀沙羅はずっとあの調子だから、そのあたりもなんとかならないかと思ってさ、知恵を借りたいところなんだが」

　ハンバーガーを食べる手は休めない。こんだけ背が高いと食わなくちゃいけない気持ちはよくわかるんだが、太るぞ安曇野。それとも俺が知らないだけで結構な運動をしているんだろうか。

「んぅー……あれからさぁー……一応、岬みさきとも話したんだよねぇー……」

「おう」

「殴なぐろうとしたことは反省しててさぁー……すぐカッとなるのは悪いところだって、岬もわかってるんだよぉー……だからあんまりいじめないであげてほしいなぁー」

　そうだな、それについては俺も同意できる。先日のあれじゃあ、紀き沙さ羅らに自覚が無かったにせよ、負けてへこんでる陵みささぎに対して紀沙羅が追い打ちをかけたようにしか見えない。そのあたりは紀沙羅にとっても今後の課題だろうが──。

「岬もさぁー……親が厳しくて、色々自由にならないんだよねぇー……。成績とか放課後の活動とかも細かく口出されてるみたいでぇー……ホントは《デュアル・イレイザー》も禁止されてるんだよぉー」

「そうなのか？　だが、お前たちは確か部活動ではないのか」

「まだぁー……同好会ぃー……」

　なんでも、陵は学校で《デュアル・イレイザー》同好会なるものを立ち上げているらしい。目下会員は二人で、陵と安あ曇ずみ野ののみ。同好会とはいえ、よくもまあ学校が許可したものだよな、と思う。

「親がぁー……どうしても放課後にゲームなんて認めなくてぇー……だから条件がぁー……一定以上の成績を取ることとぉー……学校の課外活動の体ていにすることぉー……だから頑がん張ばって同好会作ってぇー……先生と生徒会説得してぇー……とにかく頑張ったんだよ岬ぃー……」

　すげえな、努力家なのは知っていたが、そこまでかよ。

　お嬢様学校のしつけってのもよくわからん。そこまで縛しばりつけて意味とかあるのかね。厳格なのは知っていたが、本人はあんまり家のことを話したがらないからな。俺が知ったのも安曇野経由である。

「まあでもそれくらい家が厳しいのはぁー……ウチの学校じゃぁフツぅー……あ、でも、私は結構自由だけどぉー……」

　それだけやっていて、しかも全国ランク二位なのに、どうしても勝てない相手がいればそりゃ怒るわ。ただの怒りっぽいお団だん子ご娘ではないのである。

「まぁー……そんだけできる子だからぁー……こないだのことも結構反省してるよぉー……なにがあっても先に手を出そうとしたのは良くないってわかってるみたいだしぃー……」

「じゃあ、喧けん嘩かさせないようにするのは簡単か？」

「岬は単純だしぃー……そういうのは難しくないと思うよぉー……ていうか岬よりそっちでしょぉー？　あの紀沙羅ちゃんをどう説得するのぉー？」

「それこそ大丈夫だ」

　あの正論吐はく口をちょっと黙らせておいて、アイツが憧あこがれている陵と安曇野のような関係に着地させてしまえばいい。

「ふむ。ちょっといいか」

　桐きり也やが手を上げた。いつの間にかトレイの上はなにも無くなっている。どいつもこいつも食い過ぎだ。

「話を聞いていた限り、要するに如きさ月らぎ紀き沙さ羅らと、陵みささぎ嬢の諍いさかいをどうにかすれば良いのだろう？」

「んー……きーくんの元相あい棒ぼうはぁ、それがお望みみたいだねぇー……」

　元、を強調するんじゃねーっつの。

　陵、安あ曇ずみ野のの二人の名前に嬢なんて呼び方をくっつける桐也は真ま面じ目めなのか、それとも真面目な顔をしてふざけているのか。

「陵嬢の性格を考えれば、どのような説得をしたところで、如月紀沙羅の顔を見た瞬しゆん間かん、怒りが再燃する可能性が高いんじゃないのか。素直じゃない彼女と、素直に過ぎる陵嬢はとても相性が悪いと思うのだが」

「んぅー……まあ確かに岬みさきならそぉだろぉーけどぉー……んじゃあどうするのぉ？」

「簡単だ。容易にイレイザーの話にならないところで、二人を引き会わせればいい」

「ああぁー……」

　それは、確かに良い案だろうが、具体性が伴っていない。

　実際どうするか？　もちろん専門店はダメだろう。ゲームとか、イレイザーとか、そういうものから遠ざけたほうがいい。でもなあ、アイツらお互いにプライドたっけぇーからなあ、なにが口論の引き金になるかわかったものではない。

「だったらさぁー……今度の土曜にぃー……買い物に行くんだけどぉー……そこに紀沙羅ちゃん連れて来たらどうかなぁー……」

「買い物？」

「服とかぁー……まぁー……女の子のオシャレを色々とぉー……そういうところでごっついロボットの話はしにくいでしょぉー……」

　なかなか良い案かもしれない。陵はともかく、安曇野が服を気にするようなタイプには見えなかったのだが、そこはまあやっぱり女子なんだよな。私服の時も活動的な、実にカジュアルな服を着こなしているように見えたが、そういったことにもセンスが必要ということか。

「そうか……じゃあ、安曇野。二人の仲ちゆう裁さい任まかせていいか？」

「えぇー……つうかぁ、二人も一いつ緒しよに来ればいいじゃん？」

「え」

「だってぇー……荷物持ちとか欲しいしー……？　それになんだかんだ言ってもぉー……私は岬の味方だからぁー……いざとなったら中立とか無理だしぃー……」

　そういうことかよ。確かに女子三人だけだと厳しいか。とはいえ、女の買い物に俺達がついていくのもなぁ。ちょっとどうかとは思う訳だが。ましてあの気難しい紀沙羅と、なにかあるとピーピー叫ぶ陵だもんなぁ。

「……荷物持ちが必要なほど買うのか」

　桐きり也やが真ま面じ目めな顔で呟つぶやいた。

「んぅー……？　まぁ夏に向けて色々とぉー……」

「下着売り場までは入って行けないが」

「ぶっ……」

　危うく口に含ふくんだコーラ吐はきそうになったぞ。

　どん引きするようなことを真顔で言う男が桐也である。ちなみに、これ、本人はジョークでもなんでもなく、本気だろう。まあジョークだとしても大たい概がいな訳だが、キリッとした顔つきで平然と言うから対応に困る。天然ボケのイケメンめが。

　と思って、安あ曇ずみ野のを見たら、なんか腹を押さえてテーブルに突っ伏ぷしていた。

「おい、なんだよ、食い過ぎか？」

　女にしてはかなり食べたからなあ、と思いつつ、手を伸ばす。そこで安曇野が小こ刻きざみに震ふるえていることが見て取れた。

「く……ふふ……下着……売り場って……く、くふふふッ……！」

　う、ウケている、だと？

　腹抱かかえて小さな声で笑い続ける低血圧娘と、真面目な面おも持もちでその様よう子すを見ている残念イケメン。相談する相手間違えたかなぁ、と思わなくもない。しかし二人の態度はともかくも、問題の解法には糸口が見えた気がする。

　陵みささぎだって、楽しく買い物している最中に、わざわざ紀沙羅と喧けん嘩かしたりすることはないだろう。そうやって一旦アイツの瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器的な頭を冷やしてから、あとはじっくりと話でもなんでもすればいい。先日のことだって謝あやまってしまえばいい。

「おい、安曇野……」

「く……は、くく……！」

　詳くわしい時間を聞こうとしたところで、まだまだ安曇野の含み笑いが途絶えていないことに気づいた。コイツの笑いのツボは絶対におかしい。

「なぁ、刀とう雅が」

「なんだよイケメン」

「安曇野嬢はどうして笑っているのだ？」

　なにも知らぬ全ての元げん凶きようは、相変わらず至し極ごく真面目な顔で、俺にそう訊たずねてきやがった。

　誰かなんとかしてくれ。俺は御ご免めんだ。




　そんなこんなで再び休日。

　待ち合わせとしては有名な忠犬像の前は、人が多過ぎるせいで相手を発見できずに、上う手まくいかないかとも思ったが、その点はなんの問題もなかった。人混みの中で頭一つ抜きん出た桐也がとても目立つ。背が高いってのはこういう時に便利だよな。

　人の流れになるべく逆らわない形で、桐きり也やのところまで向かう。イケメンの隣となりには瘦やせたカナリアと冬眠前のヘビも一いつ緒しよであった。陵みささぎのほうはいつもの吊つり上がった目。他方、安あ曇ずみ野のは寝起きなのか、目が虚うつろとか以前にそもそも目開けてねぇ。立ったまま寝てんのか。

　陵は俺を一いち瞥べつして、これ見よがしにため息をついた。わかりやすいよなぁ本当に。

「まあ、アタシは朝聞いたわよ。別にそこの格闘コンビがついてくるのは構わないわ。このあたりだとナンパもうざいし、荷物持ちも必要だろうし。でもね、だからって……」

　びしっ、と指した先は俺の隣である。

「アンタまで来るなんて認めちゃいないわよ！　とっとと帰りなさいよ如月きさらぎ紀き沙さ羅らぁ！」

「もぉー……岬ぃー……声大きいってぇー……」

　相変わらず自分が嫌われることを恐れず、言いたいことをしっかり言う女である。そのわかりやすさに俺はむしろ好感を持ってしまうが、誰しもが俺のように単純なわけではないのだろう。

　一方、俺の隣の紀沙羅は、なにを考えてるかわからない無表情だった。陵たちと買い物、という提案をした時には、いつもの淡々とした調子ながらもどこか嬉うれしそうだとは思ったのだが、さて今の顔はどうか。

「アンタ一体なにしに来たのよ！　まさかわざわざ休日までアタシを馬鹿にしに来たっての!?　はっ！　そいつはまたご苦労様ね！　アンタの性格の悪さがよくわかるじゃないのよ！」

「陵さん、今日はいつものお団だん子ごではないのですね。とても可愛かわいらしいのです」

「人の話を聞きなさいよいつもいつもッ！」

　そういや私服なもんだから、岬も外見には気を使っているのか、髪は下ろしていた。服もどこか大人おとなしめな印象を与えるチェックのワンピースだったが、中身が中身なのでギャップが激しいとも言える。

　紀沙羅のほうは薄手のブラウスにひざ丈スカート、そして、えーっと？　確かレギンスなるものを身に着けていた。こちらもどちらかといえば清せい楚そな感じである。口を開かなければ美人度合いも崩くずれないので、お嬢様を名乗るのにも都つ合ごう良さそうである。

　なお、俺なんぞはいつものカットソーとジーパンである。男なんてそんなもの。

「安曇野嬢。初めはどこに？」

「あぁー……とりあえずはマルキューかなぁー……きーくんはなんか見ないの？」

「良さそうな店があれば」

「んぅー……ぶらぶら歩いてればどっかにあるんじゃなぁーい？」

　一方、ぴーちくうるさい陵を無視して、これからの段取りを決める桐也と安曇野。桐也は俺と似たりよったりで、タンクトップの上に半はん袖そでパーカー。そしてジーンズだ。服装それ自体に気合いが入っていないのがわかるが、タンクトップを下に着ている理由は知れた。どうせ出かける直前に筋トレでもしていたのだろう。

　一番アグレッシブな服装は安あ曇ずみ野ので、キャミソールにホットパンツという露出の高い格かつ好こうだった。つーか六月とはいえその露出は絶対寒い。せめて腹は隠かくせ。私服になると途と端たんに肌を出したがる安曇野だった。なんか理由があんのか。そんなに巨乳を見せびらかしたいか。陵みささぎが泣くぞ。

「と、に、か、くっ！　アタシは絶対にやだからね如月きさらぎ紀き沙さ羅らとなんか！」

「でもぉー……岬みさきぃー……今日セールやってるよぉ？」

「う」

「確かぁー……もうすぐ模も試しもあるしぃー……今日行っとかないとチャンスがぁー……」

「くっ、ぬっ……」

「まぁー……どうしてもって言うならぁー……岬だけおいて私らだけでぇー……」

　さすが相あい棒ぼうである。陵の扱あつかい方は心得ているようだった。それにしても陵の吊つり目がみるみる潤んでいく様よう子すはなんというか、見ててちょっと罪悪感だが。まあ安曇野のことだから加か減げんも心得ているだろう。

「陵さん、私も一いつ緒しよにお買い物させていただきたいのです」

　珍しく素直に、紀沙羅もそう言った。というか、ここに来るまでに俺が入れ知恵しておいたのだが。なるべく本音をシンプルに伝えること、というアドバイス。紀沙羅は余よ計けいなお世話だと怒るかとも思ったのだが、存ぞん外がい怒りもせずに頷うなずいてくれていた。

「はぁ？　アンタがなに買うのよ」

「え？　えっと……新しい靴が欲しいのと……できればバッグと、髪留めなんかも見たいのですが……」

「そ、そう。そうなの。意外と普通ね」

「私だって買い物ぐらいするのです」

　陵は一体どんな想像をしていたのだろうか。紀沙羅が四六時中イレイザーの事しか頭にないとでも思っていたのかもしれない。それはどちらかというと努力型の陵の場合で、紀沙羅はそこまで意識はしていないはず。そうでなくてもこなせてしまうタチだろうし。

　まあ、髪留めと聞いて俺も随ずい分ぶん女らしいな、と思ってしまったが、考えてみれば紀沙羅のトレードマーク、そのサイドポニーのアクセはいつも違った、ような気がしないでもない。よく見てねえ。今度気をつけておくか。

「ですが私、この街は初めてで」

「はぁ？　来たことないの？　じゃあクレープ美お味いしいほうは？」

「そちらもまだなのです。越してきてから、そういった街にも行ってみたいと思ってはいるのですが」

　陵に見えないところで、何な故ぜだか安曇野が拳こぶしを握りしめた。なんだ？

「ふ、ふーん、じゃあ仕方ないわね！　このアタシが案内してあげるわよ！　ごちゃごちゃしててわかりにくいでしょうしね！」

「よろしくお願いするのです」

　嚙かみあってる。

　あれだけ専門店で犬けん猿えんの仲だった二人が、なんか嚙みあっている。こういう場所なら紀き沙さ羅らは淡々と素直になるし、陵みささぎも妙みようにつっかかることもないし、そうなると陵の高たか飛び車しやぶりと、それを意に介かいさない紀沙羅の無感動ぶりが変な方向でマッチする、ということだろうか。安あ曇ずみ野ののガッツポーズの理由もわかる気がする。

　至し極ごく真ま面じ目めな顔で、スクランブル交差点のテレビ画面を見つめている桐きり也やの考え、大成功ってことじゃねーか。

「まったく！　まったくもう！　今日はちゃんとお店の場所とか覚えて帰りなさいよ！　アタシが案内してあげるんだから、楽しめなかったなんて絶対に言わせないわよ！」

　一人で顔を赤くしている陵は良い見み世せ物もので、人ごみの視線をちらちらと集めているのだが当の本人はほとんど気付いていない。唯ゆい一いつ紀沙羅だけが真面目な顔で陵の言うことに頷うなずいているもんだから、妙な光景ではあった。

「刀とう雅が。刀雅」

「あん？　どーした桐也」

「俺はツンデレなる生命体がどういうものか、今日わかった気がする」

　宇宙人みたいに言うな。ツンデレはすぐそこにいるピーキー女の別名だ。

「聞こえてるわよそこのバカ脳筋二人組！」

「お前も別の意味でバカだけどな」

　というか単純。良く言えば素直。

「うっさい！　とっととついてきなさい！　今日の主役はアタシら女子！　男はおまけなんだからね！　もう持てませんーとか言いたくなるくらい買ったげるから、覚かく悟ごしておきなさいよ下げ僕ぼく！」

「何キロまでいける、桐也？」

「二十ほどか。もっといけるかもしれん。そんなに買うのか陵嬢」

「買うわけねーでしょーがこの野や獣じゆうタッグ！」

　俺はともかく桐也の顔の造ぞう作さくは十分に人間の範囲内だろう。しかしいくらゴリラだの野の猿ざるだの言われても俺とて人間である。蹴けられたり貶おとしめられたりはぜひほどほどに願いたい。まあ痛くもかゆくもないんだが。

「あーもう！　ほらさっさと行くわよ紀沙羅！　人ごみの中ではきびきび歩く！　流れにのまれないの！」

「は、はいなのです。あの、安曇野さんは……？」

「アイツはのらりくらり歩いてる内にいつの間にか目的地についてるから気にしない！　もしはぐれたら高くて目立つ霧きり島しまが目印だからねー！　はーいんじゃ突とつ撃げきー！」

　素晴らしい仕切り屋ぶりである。

　元々、弱点のない優等生だから、自分が優位に立てるとなれば、プライドの高さが面めん倒どう見みの良さへとシフトするのである。紀き沙さ羅らも紀沙羅で慣れない場所で頼りにするには、私を頼りにしろ、と全身で主張している陵みささぎが丁ちよう度ど良いのだろう。てこてことついていってる。

「じゃ、お姫様がたにお付き合いしますかね」

　桐きり也やがこくりと頷うなずき、彼女らの後を追った。ちなみにその後ろからは、人ごみに今にも流されそうなふらふら歩きで安あ曇ずみ野のが進んでいたが、まあこいつは陵が大丈夫だと言っていた以上、問題はないと判断。俺も桐也に続いて進んでいく。

　ま、今日くらいは、紀沙羅にも狙ねらわれているなんて事実を忘れてもらうとしようか。

「……こんなところで襲おそってこねーだろーな、アイツら」

「あぁー……待ってよみんなぁー……」

　独ひとり言ごとは、安曇野のとぼけた声にかき消される。

　まあいい。来るなら来てみやがれ。桐也もいる以上、こちらだって戦力では負けてはいない。ゲームでないのならば、俺にだってやりようというものはあるのだ。

　パイルバンカーのくっついてない拳こぶしでも、威い力りよくは十分だっての。




　その後、昼頃まで様々な店を見て回った。

　女性陣の品定め能力は俺や桐也のようなファッションセンスゼロの人間の想像が及ぶ世界ではなく、俺達にはわからない細かい点、あるいはどうでもいい点について「ちょっとダサくない？」「ではこちらなどは」「その色は岬みさきにはどうかなぁー……」などと、あーだこーだと言葉を交かわしていた。それだけで時間を潰つぶせるその能力には恐れ入る。

　男どものほうには意見を求められるようなこともなく、さりとて女物グッズの揃そろう場所では商品を物色することもできず、俺と桐也は徹てつ頭とう徹てつ尾び裏うら方かたに専念していた。もちろん陵、安曇野、紀沙羅の三人はただ冷やかしているだけではなく、気に入ったものは結構なんでもほいほい購入していたのである。忘れがちだがこの三人、それぞれ結構なお嬢様なのだった。

　もちろんそれでも使える額には限界もあるわけで、値段と商品を何度も見比べてうーむと唸うなっている陵は、まあ微笑ほほえましいと言えなくもない。

　昼飯は金のない男連中にあわせ、ファミレスで適当に。まあ俺や桐也ががっつり肉を食うのは問題ないとして、同じくらいの量を安曇野まで平らげていた。別に食うなとは言わないのだが、小盛りのパスタを二人でわけて食べている陵、紀沙羅を見てなんとも思わないのだろうか。

　そしてそんな三人とも、食後のパフェだけは一人一杯できっちり食べているのも訳がわからなかった。積み上がるクリームと果実のタワーは見ているだけで胸やけしてくる。

　食ったら太るぞ、と親切に忠告してやったところ、紀き沙さ羅らに足を踏まれ、陵みささぎには睨にらまれ、安あ曇ずみ野のには運動してるからへーき、と返された。

「一日で仲良くなったな。一品をわけあうとは」

　俺も思った。

　が、あえて口に出さなかったことを、わざわざ言ってしまうあたり、桐きり也やの天然の所以ゆえんである。

「仕方ないでしょ！　こいつが一人じゃ全部食べれないとか言うんだから！　残すのももったいないし！」

「陵さんも、どれも多いと仰おつしやったのです」

「あずなやアンタらみたいに暴食しないのよ女の子は！」

「うぇー……岬みさきぃー……私もいちおー女の子ぉー……」

　ファミレスではそんな感じ。

　きっちりデザートまで頂いたセレブ三人娘が次なる目標を見つける前に、桐也がゲーセンを発見したのが午後一時くらいだったか。《デュアル・イレイザー》は筐きよう体たい自体が巨大な上に、イレイザー販売スペースや整備のための人件費など、なにかとコストがかかるらしく、普通のゲーセンにはまず置かれない。やるならやっぱりホロスコープ直営の専門店に行くしかあるまい。

　とはいえ、そこは全員ゲーム好きである。

《デュアル・イレイザー》でなくとも、ぴかぴか光るゲーム画面に魅ひかれていくのはある意味当然とも言えた。

　陵と安曇野に焚たきつけられた俺と桐也がパンチングマシーンの威い力りよくを争ったり、ゾンビに怯おびえてしまった紀沙羅が「ひぅっ……」とからしくない悲鳴を上げながら、シューティングゲームで恐るべき低成績を叩たたき出したり、それを見た陵が「紀沙羅ったらやっぱりダメダメね！　アタシのお手本見てなさい！」などと調子に乗ってゾンビ共を一いつ蹴しゆう、ハイスコアで勝ち誇ったりしていた。あと三人娘がクイズゲームで、俺には問題の意味すらわからないような難問をすらすら解いていたりもした。

　一応、ロボットを操そう縦じゆうするゲームとかもあるにはあったけど、やっぱりそこは《デュアル・イレイザー》のほうが『実在する自分の機体を動かす』という魅力があるわけで、それにとり憑つかれた俺たちは誰もそれをプレイしようとはしなかった。代わりに隣となりの格闘ゲームは大いに盛り上がり、俺は桐也に敗北、安曇野は紀沙羅と陵を降くだし、最終的に桐也対安曇野のハイレベルな戦いが行われることになった。結局は桐也が、安曇野の、どこかふらふらとしたキャラ動作に惑まどわされてしまい敗北する運びとなったのだが。

　ゲームでわかったこと。

　紀沙羅は別に、すごくない。

　もちろん、彼女がほとんど初めて触れるゲームばかり、というのもあったのだろうが、如月きさらぎ紀き沙さ羅らが天才的なのは《デュアル・イレイザー》に限られるのだということは、おぼろげながら察することができた。陵みささぎもそれがわかったのか、驚くべき上じよう機き嫌げんぶりである。陵はとにかく紀沙羅に勝利できれば種目は問わないのだろう。

　もちろん一番執着しているのは《薄うす花はな桜ざくら》だろうが、少なくともゲーセンにおけるもろもろの勝負で、《ユーディット》では晴らせない鬱うつ憤ぷんを存ぞん分ぶんに解消したようにも見えた。対する紀沙羅はゲーム自体はどうでもいいのか、あまり悔くやしがってる様よう子すもない。

　如月きさらぎ紀沙羅がその才能をいかんなく発揮するのは、現状、多分ゲームに関してなら《デュアル・イレイザー》のみなのだろう。もっとも、ゲームをやりこんでいけばどちらに軍配が上がるかはわからなかったが、あの天性の動体視力や判断力がそのポテンシャルを引き出しているとは思えなかった。命の危機があってこその、あの動きなのだろうか。

　とにかくゲーセンを抜けてからの陵が、一層機嫌が良くなっていたのは間違いない。

　さて、その後である。

　もちろん買い物は終わらない。これだけ物が溢あふれている街だ。陳ちん列れつを眺ながめるだけで十分時間を潰つぶせる女どもが飽き足りるはずもない。ゲーセンでエキサイトした後に向かったのは、デパート。

　ちなみに、今の季節は六月である。

「だからってなぁ……」

　お姫さま方にとことん付き合うつもりではあったが、限度というものがある。

「どうして水着売り場に連れてくるんだよ、お前たちは……」

「海行くからに決まってるでしょーがっ。去年と同じとか無理、耐えられない」

　頭を抱かかえたい俺に対して、至し極ごく当然とばかりに返したのは陵岬みさきである。ちなみに頭を抱えられないのは右腕に紀沙羅の購入した戦利品もろもろが入った袋を持っているからだ。ブーツまで入っているので若じやつ干かんかさばるが、まあ重いというほどではない。

「俺達がいる意味がわからねぇ……」

「付き合うって言ったのアンタたちでしょー？　第三者の視点があったほうが良いのよ、はーい紀沙羅はこっちこっち」

　陵に肩を押されるがまま、紀沙羅は水着コーナーへと進んで行く。すっかり打ち解けてやがる。あれだけ毛嫌いしていたのに、女はこういうところが素早いな。

　陵と安曇野、二人分の荷物をなんなく持って、完全に二人の小間使いとなり下がった桐きり也やも、無表情で女物の水着を眺ながめていた。俺ならばいたたまれなくなるのに、桐也のようなイケメンであればどこにいても笑われたりしねーんだろうなと思うと、若じやつ干かん理不尽に感じる。

「安曇野も……新しいの要いるのかよ？」

「あぁー……本当はねぇー……水着って結構高いし去年ので良いんだけどぉー……実は胸がキツくてぇー……しかもワンピースだからなおさらごまかしきかなくてぇー……」

「そんな肉風船爆発しろっ！」

　平然とそういう話をする安あ曇ずみ野のの言葉に、敏感に陵みささぎが反応した。やっぱり胸にコンプレックスがあるのだろう。あんな細い身体からだじゃあなあ。女らしさ以前に、健康的な意味で心配になってくる細さだからな。

　カラフルなコーナーで色とりどりの水着を眺ながめるくらいしかやることがなく、手持ち無ぶ沙さ汰ただなと思っていると、陵が紀き沙さ羅らの手を引いてこちらにやってきた。陵は二種類の水着も一いつ緒しよに持っている。

「ちょっとそこの野の猿ざる！　そのダサいセンスで良いから答えなさいよ！　どっちが紀沙羅に似合うと思う!?　とりあえず試着させてみるから！」

「あ、あの、陵さ……私、今日はそこまで……」

　フリルのついた黒いワンピースと、トロピカルな柄のセパレート水着。どん、と突きつけてさあ意見を言えとばかりにふんぞり返る陵だった。なんで俺に聞くんだ。女性陣だけであれこれやってろよ。

「ちょっとー、早く答えなさいよ！　なに恥ずかしがってんの！」

「あのなぁ……男にそういうこと聞くんじゃねーよ」

「男の視点も大事だし、それにアンタ、今は紀沙羅の相あい棒ぼうでしょ！　聞いてなにが悪いってのよ!?　別にアタシらが着たものじゃないんだし、うじうじしてんじゃないわよそんな図体して！　いいからちゃっちゃと答える！」

「……んじゃ、黒のほうで。なに紀沙羅、海行くのか？」

「今年はアタシが連れてくのよ！」

　先日のことをすっかり忘れてねえか。お前ら喧けん嘩かしてたんだろ。紀沙羅は顔を真っ赤にしてあわあわするばかり。試着しちまったら着たものになるだろうとか、紀沙羅の意思確認はしないのかとか、陵に言いたいことは様々あったが、下へ手たなことを言うとこちらの気恥しさが増すばかりの気がしたので黙っておくことにした。

　派手な柄よりシックなものが好きだという、完全な好みでもって回答したのは彼女らには秘密である。

　意見を得た陵は、再び紀沙羅の手を引いて試着室のほうへと向かって行った。なにもここで着なくても、とは思うのだが、やはり実際に着てみないとわからないことが多いということなのだろうか。その隣となりでは、紐ひも部分の多いブルーのビキニを着た安曇野が、その露出を桐きり也やに見せつけていた。桐也は美術館で有名絵画でも見ているかのような真ま面じ目めな表情である。

「んぅー……ちょっと露出足りないかなぁー……あ、とーくんー……ちょっと見てみてぇー……」

　とーくんってまさかとは思うが俺のことだろうか。コイツの呼び方意外と適当か？

「これぇー……どぉかなぁー……？」

「はずみで脱げそうだからやめろ」

「嫁入り前の女性がそんな格かつ好こうをするな」

「ぅえぇぇー…………」

　全否定でした。だって安あ曇ずみ野のが悪い。少なくとも高校生の水着にしてはアグレッシブ過ぎである。てゆーか褐かつ色しよくの肌に白いキャミソールの痕あとがきっちりついてて目の毒だった。

　その後選んだタンキニのほうは好評で、桐きり也やがそれなら良いだろうと言ったので、安曇野の買うものは決まった。アウトかセーフの基準は桐也に任まかせればいい。安曇野はなにかと肌を出したがるようだが、厳格な桐也がそれは認めまい。風紀委員長みたいだ。

「ちょっと！　そこの二人！　こっちこっち」

「今度はお前らかよ……忙しいな」

　試着室のカーテンを身体からだに纏まとった陵みささぎが、頭だけをひょこっと出して呼んでくる。陵もいつの間にか着替えていたらしい。ていうか同じ場所でかよ。どんだけ仲良くなってんだよ。俺が画かく策さくしたことではあるが、上う手まく行き過ぎてなんか怖こわい。

「じゃーん！」

「じゃ、じゃーんっ……」

　カーテンを開けた先の二人の露出はまあ大人おとなしめで、そこはある意味安心した。

　紀き沙さ羅らのほうはフリルのついた黒ワンピースで、元々表情が大人びているせいでそこそこ似合っている。どちらかといえば小柄なのに、スタイルが良いからか、妙みような色気まで伴っているように見えた。本人は胸の前で手を組み合わせて恥ずかしそうにしているが。はっちゃけるタイプじゃないしなぁ。

　陵のほうはパレオを巻いた、明るい桃もも色の水着。やっぱり赤系が好きらしい陵。元々が細すぎるくらいなので決して水着が似合う体型ではないのだが、そのせいか派手なくらいの花柄がよく目立つ。いつものお団だん子ごだとますます花柄と合うかもしれない、と思った。
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「二人とも良いじゃないか」

　桐也にセリフとられた。

「ふん、まあ当然でしょー!?　誰が着てると思ってるの？」

「まあお前は良いとして……隣となりがビクついてんぞ。紀沙羅、そんな震ふるえんな」

「そ、そう言われましても、その、陵さん、もうよろしいですか……？」

　もはや別人である。落ち着け、と言おうとしたのだが、その前に陵がさっさとカーテンを閉めてしまった。サービスタイム終了ー、とのことだったが陵のつるぺたぶりでは正直サービスにはなっていない。

　とにかく、女性陣三人ともサイズは問題なく、デザインも気に入ったらしいので、あまり悩まずにさっさとレジに行ってしまった。海に行くとのことだったが、また俺や桐也も荷物持ちとして駆かり出されるのだろうか。多少こき使われるくらいなら別に構わないのだが。

「ふむ。俺も水着でも買うべきだろうか」

「別に合わせなくてもいーと思うぜ」

「だがお前は買うのだろう」

「買わねぇっつの勝手に決めんな！　あと桐きり也や、なんで女物見ながら言ってんだよ、なぁ、おい！　返事しろっ！」

　とても騒がしい。が、きっとそれは俺のせいじゃない。

　各おの々おのの目当てを買った三人娘は、当然のようにそれらの水着の入った袋を俺らに押しつけてきた。さっき試着してたヤツだよなこれ。だからどうってこともないのだが、桐也は相変わらず真ま面じ目めな顔を崩さずに受け取ってるし、俺が気にし過ぎなのか？　いやいやそんなバカな。

「さー次行くわよ次！」

　こと買い物になると女性の体力は尽きることがない。

　男としては、そんな彼女らを見ているだけで体力を吸い取られるような気分になってくるのだが、まあ今日くらいはいいや。

　紀き沙さ羅らも見たことないほどに、はしゃいでいるみたいだったし。




　それから一息ついたのは、午後三時くらいだった。

　水着を買った女性陣の軍資金は残りわずかになってしまったらしく、それで今日の買い物は終わりかと思えばとんでもない。金がなくとも冷やかしだけで時間を潰つぶせる彼女らに引き回されていた。もちろん体力には自信があるからそれは良いのだが、ぶらぶらと目的の定まらないショップめぐりに、むしろ精神的に疲れてしまった感がある。

　さすがに一日で繁はん華か街がいを歩き回ったことで、紀き沙さ羅らと陵みささぎもそれなりに消しよう耗もうしていた。見かねた桐きり也やが喫茶店に入ろうと言いだして、今ではそれぞれ飲み物頼んで休憩中。のらりくらりといつも通りなのは安あ曇ずみ野のくらいのものだった。

　紀沙羅なんてテーブルに突っ伏ぷしている。芋いもを洗うような休日都内の人混みにすっかりあてられてしまったのだろうか。

「アンタたち……割と平気そうね……なんかムカつく」

「鍛きたえ方が違うんだよ」

「脳みそは空からっぽのくせにね……」

「空じゃねーよ！　中身詰まってるよ！　適当なこと言うな！」

「スポンジみたいにすかすかだったらなんも無いのと一いつ緒しよでしょ……」

　六月の、湿度と不快指数満まん載さいな外気から逃れたいためか、陵は冷えたウーロン茶をずずっと啜すすった。

「おーい紀沙羅ー起きなさいー。寝たら帰れなくなるわよー」

「そしたら陵さんの家に泊まるのです……」

「あぁー……それダメだよぉー……岬みさきん家はきったねぇーからぁー……」

「噓うそ言ってんじゃないわよあずな！　ちゃんと掃除してるわよ。あのね、紀沙羅、ウチは両親厳しくて、友達泊めるとか絶対認めてくんないからダメなの。行くならあずなの家に行きなさい」

「やぁーだぁー……陵さんがいーいぃー……」

　寝ぼけてるとしてもすげえ発言だな。なんだこのガールズトーク。というか睡眠欲がからむと本当にダメだな、紀沙羅は。

　紀沙羅もすごいが陵もすごい。先日まで喧けん嘩かしていたのに、今ではなんかもうすっかり仲の良い姉妹という様よう子すですらある。紀沙羅はキャラ崩ほう壊かいも辞さない勢いで、机に突っ伏ぷしてもがもがやっている。それを仕方ないなという様子で見つめつつ、お冷やアイスティーを邪じや魔まにならない場所に移している陵は面めん倒どう見み良すぎ。

　そんな二人に我関せずとばかりに、クリームソーダを食している安曇野はマイペースが崩れない。

「ちょっと、東とう城じよう刀とう雅が」

「え、俺」

「アンタしかいないでしょ。とりあえずその無駄にデカい身体からだが支えになるだろうから、紀沙羅の家まで送ったげてよ。この状態じゃ帰すに帰せないわよ。家は知ってるんでしょ？」

「ああ、まあ……仕方ねえな。抱かかえて帰るか」

　右手に荷物、左手に紀き沙さ羅ら、という状態になりそうだ。まあ実際に抱えるわけにはいかんだろうが、とりあえずこのグロッキー紀沙羅を腕にしがみつかせておけば、後は引きずってでも家に連れて帰ってやれる。竜りん胆どうさんに心配かけるわけにもいかねえしな。

「もうわだかまりはないのか、陵みささぎ嬢」

「え？　あー、うーん、ライバルよ。コイツと私はライバルのまま。でもほら、今日は楽しく過ごすこと第一よ、こんな時まで喧けん嘩かふっかけたりしないわよ。せっかくの休日に嫌いやな気分になりたくないし？」

「駅前でぎゃーぎゃー文句言ってたのもう忘れたのかよ？」

「うっさいわよネアンデルタール」

「それさすがにひどくねぇ!?」

　無駄に高学歴な貶おとしめ方である。もちろんネアンデルタール人が悪いわけではないが。

「過去の事は引きずらない主義なのよ」

「その割にはイベントで負けたこと引きずってるよな」

　ぎろっと睨にらまれ、足を踏まれた。ヒールなもんだから結構痛い。しかもぐりぐりねじこんできやがる。女じゃなかったらとっくに殴なぐってるっつの。

　俺らが話しているうちに、紀沙羅はすっかり眠ってしまったらしい。小さな寝息が聞こえている。散さん々ざん友達がいないとか言っていたくせに、こうして友達と騒いでしまえばすぐ体力が尽つきてしまうのだから、とんだ箱入りお嬢様である。

「如月きさらぎ嬢は、二人とは同じ学校なのだったか」

　桐きり也やは、突然に話題を変えてしまった。足を踏まれている俺には気づかないフリである。友達甲が斐いのない男だ。

「んー……そぉだよぉー……」

「クラスは違うんだけどね。最初アタシも知らなかったし？　一年くらい前だっけ、編入してきたの？」

「あぁー……成績も良いみたいだしねぇー……岬みさきとどっちがデキるのかなぁー……」

「これ以上争いの種を増やすこと言うんじゃねえ」

　案外、安あ曇ずみ野のが陵みささぎを焚たきつけて楽しんでいるのかもしれない。燃料さえ与えれば、陵はきっと烈れつ火かのごとくに燃え盛ることだろうしな。

「イレイザー同好会をやっているんだろう。紀沙羅を誘うことはなかったのか？」

「いやぁー……それはダメでしょう……だってねぇ？」

「誰が入れるかってのよこんなの！」

　ぺちぺち、と陵が紀沙羅の頭を叩たたく。やめてやれよ。

　紀沙羅はそれでも目を覚ますこともなく、言葉にもなっていないような言葉をむにゃむにゃと呟つぶやくだけだった。

「アタシが部長。だからアタシが一番偉い。そしてアタシが一番強いの！　わかる？　こんな奴やつ入れたら面倒めんどくさいことになるのはわかりきってるでしょ！」

「まだ部ではなく同好会なのだろう？」

「うっさい！　あと一人入れば部に昇格できるわよ！」

　じゃあもう紀き沙さ羅らを入れてやれよ。

　陵みささぎ岬みさきがツンデレであることに関してもはや疑いの余地はないが、どうもまだデレきっていない感があるよな。まあ今日でかなり親しくなったようだし、完全にツンが抜けるのに時間はかからなそうだとは思うが。ところでこの女が俺にデレてくれるのは一体いつだろうか。

　そんな日来る気がしなかった。

「ふん。この子さぁ、一体なんなの？　イレイザーの強い弱いは別にしても、なんか大変そうじゃない？　学校の出迎えにも妙みようなおねーさんがくっついてくるし。その人が来なくなったと思ったら今度は東とう城じようを相あい棒ぼうだとか言い出しちゃって」

「お前の学校は、護ご衛えいだの出迎えだの珍しくねーだろ」

「紀沙羅の場合は明らかに違うってわかるわよ。あのおねーさんと紀沙羅の関係が全然読めないもの。単なる運転手とか？　とてもそうは見えないけど」

　こういう時にどんどん突っこんでくる陵は強敵だ。

　おそらく陵としては、普通に疑問に思ったことを並べ立てているだけ。それ自体は悪いことではないだろうが、それを突きつける相手は、今まで紀沙羅本人だったに違いない。そうなってくると紀沙羅の取る対応は、無視、あるいは明確な拒絶だったはずで、陵の納得いくような回答ではなかっただろう。

　とはいえ俺にその質問の刺突を向けられても、紀沙羅のように黙るしか手はない。

『紀沙羅は怪あやしげな組織に狙ねらわれていて、イレイザーで負けたら死んでしまう』という荒こう唐とう無む稽けいな内容に信しん憑ぴよう性はないし、なにより紀沙羅本人から口止めされている。

　陵が信じようが信じまいが、誰かに知られること自体が紀沙羅の本意ではない。

「その事だがな」

　口を挟はさんだのは桐きり也やだった。

「俺も色々疑問に思っていることがある。刀とう雅がが俺とのコンビを解消したことも、なんだか最近、俺の知らないところで色々やっているらしいことも。今日、二人の買い物に付き合うことも、元々、刀雅の相談が起点となって決定したことだ」

「あ、そうだったの？」

「ああ。だが、俺は敗北した。負けたら口を出さないという約定でな。だから俺の関知することではない。無論、頼られれば力になるつもりはあるが、こちらからなにか言うことはない。追及もしない。そう決めた。だからお前たちも、可能なら詮せん索さくは控ひかえてやってくれ。二人が困るだろうからな」

　ふん、と陵みささぎが鼻を鳴らしてみせる。極論を言うならば、以前の勝負の決着は、俺と桐きり也やの間のことでしかなくて、陵や安あ曇ずみ野のにとっては知ったことではないはずだ。陵としても、なにかを隠かくしているとわかれば気になるだろう。ましてやそれが嫌っている相手であれば。

「……ま、別に、私に関係ないし」

　と、思ったのだが。

　陵は紀き沙さ羅らの頭をぽんぽんと叩たたきながら、意外にもそう言ったのだった。

「誰にでも隠し事はあるでしょ、別に事情があったって構いやしないわよ。アタシはイレイザーで勝てればそれでいいの。家庭の事情なんて気にすることじゃないわ」

「あぁー……岬みさきも色々あるもんねぇー……」

「うっさい！　ないわよそんなもの！　広めんな！」

　これが、以前までの陵であれば、絶対に追及してきただろうなぁ、と思う。

　友達になれたからこそ、隠し事があっても許しておけるような余裕を持つことができたのだろう。そういう意味では健全なライバル関係になったと言える。元々、陵だってひねくれた性格はしていないのだから、難しくはなかった。

　状況を用意してやれば、くっつくのはすぐだったな。

　二人の仲に関して俺がやったのはお膳ぜん立だてくらいのもんだろう。それで友達作ってやったと胸を張る気はさらさらないが、自己満足するには十分な成果だと思えた。少なくとも先日、《ユーディット》にめためたにされた悔くやしさは、少しだけ払ふつ拭しよくできた気がする。

　そう。

　つくづく自分のため。紀沙羅の護ご衛えいなんてやっているのは、結局のところ自己満足のためでしかないのだ。紀沙羅のためだなんて、口が裂さけても言える義理ではない。けれど紀沙羅は、自己満足で殺されてはたまらないと、実にもっともなことを言った。

　もっともだから、逆らう道理はない。

　疲れてテーブルに突っ伏ぷす紀沙羅を見て、あるいは、そんな彼女の一人でできるという言葉、信じてみてもいいのではないかと思い始めていた。彼女が弱い、怖こわがっているなんて、結局は、彼女を助けたい俺が思い込んでいるだけかもしれなくて。

　そんな心境で、助けるなんて反へ吐どの出る言葉、言える訳がないのだから。




　紀沙羅の体力が限界だということで、その日はそれでお開きになった。

　陵、安曇野の二人は、家の方向が近いからということで桐也が付き添うことになった。もちろん荷物持ち要員兼ボディーガードである。そうなると必然、紀沙羅の担当は俺ということになる。帰りの電車の中や、帰路を歩くところまで、半分寝ている紀沙羅を買い物の成果とともに引きずって帰らなければならなかったので、若じやつ干かん足にくるものがあった。

　とはいえいつまでも半睡眠状態で歩かせる訳にもいかず、とりあえず紀沙羅のマンションが近くなってきたあたりで、俺は紀き沙さ羅らの頭をぺしぺしと叩たたく。俺にしがみついて体重の半分を預けていた紀沙羅は、それで一応気がついたのか、眠そうな声とともに夕暮れの光を目に差し入れていた。

「……寝ていたら……いつの間にか場所が……テレポート？」

「誰がここまで運んできたと思ってるんだ」

「あー、東とう城じようさん……相変わらず体力バカなのです……」

　運んでやったのに失礼千万だった。否定はしないわけだが。

　少し持つのです、という言葉と共に、紀沙羅がその小さな手を差し出してくる。マンションまであと数十メートルもないわけだが、せっかくの申し出を断る理由もなく、俺は比較的軽いものを選んでから紀沙羅に渡した。

「さっきの話、聞いていたのです」

「あん？　どの話だよ」

「喫茶店での。今日のこと、お膳ぜん立だてしたのが東城さんという話です。まあ大方そんなことだろうとは思っていましたが」

　寝てたんじゃないのか。もしや天才は睡眠しながら人の話が聞けるのか。

　余よ計けいなお世話だと叱しかられるんだろうな、と思った。それならそれで構わない。だから何度も言ってんだろ自己満足でしかないんだよ。

「まあ、東城さんにしては上出来だったと思うのです。なので、東城さんが頭を下げてお願いするのなら感謝してあげても良いのです」

「お前、日本の礼節って知ってるか」

「だから今お礼を言ったのです」

「ひとっことも言ってねぇぞ……」

　感謝どころか、遠まわしに罵ば倒とうされた気分にしかなれなかった。

「ありがとうはねえのかよ」

「当然ですがありません。過度な報ほう酬しゆうの要求はよろしくないと思うのです。分をわきまえるべきかと」

　ここまで流りゆう暢ちように日本語喋しやべれるんなら、もっとシンプルな礼を言ってみせろよ。

　まあそれが、とことん愛想あいそのない紀沙羅の最大限の感謝と思うしかないのだろう。それだけ陵みささぎとの仲が回復したのは、紀沙羅にとって良かったということか。足取りも心なしかはずんでいる気がするし。

「話聞いてたんならもういいだろ。同好会も入ってやれよ。陵も喜ぶぞ」

「考えておくのです。ですが、陵さんのほうはあまり乗り気ではなかった気がするのですが……」

「あーあれツンデレだから」

　なるほど、と紀沙羅が頷うなずいた。ツンデレの意味知っているのかクォーター。陵の真意は時とき折おり、非常にわかりやすい形で反転するので、間違ってはいないはず。裏うら表おもてがわかりやすいなら、ひねくれていたって素直なのと変わりはない、と思う。

「東とう城じようさんも、友達がいると言うだけのことはあるのです。ちょっと人混みにあてられてしまいましたが、それでも今日は楽しかったです」

「普段のマイナスは取り戻せたかよ？」

「そうですね。確かに、イレイザーでは足手まとい以外の何物でもないのですが……」

「相変わらず手厳しいな……」

　自己分析と同様の評価だけに、反論もしづらいところではあった。

「こういうことで力になってくれるというのであれば、私としても大歓迎なのです」

　目を伏ふせて、少しだけ笑う紀き沙さ羅らを見て。

　竜りん胆どうさんの言った意味がよくわかった気がした。互いを補うというのは、多分こういうことなんだろう。紀沙羅の不ふ得え手てとしている部分で助けてやればいい。もちろん一番良いのは、紀沙羅にとって最大の問題であるトラウマを解決することなんだろうが、まだ紀沙羅を知らないうちからそんなことにまで踏みこめるはずがなかったのだ。

　まあ、外そと堀ぼりからゆっくりとやるしかないよな。

「そういや、聞きたかったんだけどよ」

「はい？」

「《薄うす花はな桜ざくら》って、どういう意味なんだ？　っていうかなんで桜なのに青いペイント？」

「あれはそのまま、薄うす花はな桜ざくら色、というカラーなのです。そのまま、薄い桃もも色の意味で使われることもありますが。あの藍あい色の意味で使われていたのは主に江戸時代ですね。あの機体は、私が日本に渡る時に、母が開発して渡してくれた機体なのです。もちろん不自然に思われないように、すぐさま同じ型のモデルが《夜よ桜ざくら》という名前で市販されることになりましたが」

「あー……そういうことか、順番が逆だったのか」

　市販品をペイントしていたのではなくて。

　元々が、紀き沙さ羅ら専用の機体だったのだ。道理で《夜桜》が、バランス機体のくせにいまいち使い勝手が悪いと不評だったわけである。竜りん胆どうさんの言う、子離れできない親、というのも間違ってはいないのかもしれない。中々の子こ煩ぼん悩のうぶりである。

　自分のために開発、調整された機体だから、手て放ばなしたくなかった。大会の賞品である《ユーディット》」を辞退したのも、そこに理由があるわけだ。

「だから、本当は他人を乗せることも嫌いやなのです。ですが……」

「ですが？」

「今日の功績を認めてあげるのです。乗るだけなら、いいですか、乗るだけなら、東城さんは良しとするのです。操縦に手を出さなければ、文句は言いません」

　だからなんで上から目線。

「……そりゃどうも、お姫様」

　受じゆ勲くんする家臣になりきって、軽く頭を下げてみる。このお姫様専用機に乗ることができるのであれば、それはそれで光栄なのかもしれなかった。これで一応は、《薄うす花はな桜ざくら》は、俺の機体でもあるということになったわけだ。

　だったら、アレだよな。

「じゃあ、こっちからも一つ良いか」

「なんですか？」

「パイルバンカーつけようぜ」

「お断ことわりなのです」

　まだ言っているのか、とばかりの冷たい返事だった。

　にべもない。

　その後は、適当な雑談をしつつ、翌日の待ち合わせ時間を決めることになった。明日は日曜日。紀沙羅も日課として専門店に向かわねばならない。今日はほとんどイレイザーに触っていないはずだ。パニック症状を出さないためにも、明日は絶対にイレイザーで戦わねばならないのだろう。

　まあでも、《ユーディット》に勝てたわけだし、敵なんかいねえよな。もしいるとすれば、それは。

「……………東とう城じようさん？　どうかしたのですか？」

「いや……」

　あの小さな、けれど頭にくるガキの姿がどこかにあるような気がして、俺は思わず立ち止まった。どこかから見ているはずもない。そんな気配もしない。だが俺はアイツの手の内、まだわずかほども知らないのだ。

　どこでなにしてんだろうか、あの得え体たいのしれない子供はよ。




「岬みさきぃー……うきうきだねぇー……どぉしたのぉー……？」

「別にそんなことないでしょ」

「いやいやぁー……だって足取り軽いしぃ……」

「アンタがとろすぎんのよ」

　専門店で、女二人でも十分姦かしましい姿があった。もちろん陵みささぎ岬と安あ曇ずみ野のあずなである。東とう城じよう刀とう雅がらと同時に別れたはずの霧きり島しま桐きり也やは見当たらず、二人の買い物の成果はまとめてあずなが抱えていた。イレイザー専門店のパーツショップでは、そんな二人の様子をニコニコ眺ながめながら、注文されたイレイザーの整備を行っているアレンの姿もある。

「ホントに良かったのぉ……？　きーくん送ってくれるって言ってたけどぉ」

「子供じゃないんだから一人で帰れるっての。それにパーツも見ときたかったし。今度こそ紀沙羅の奴やつを倒したくなっちゃったわ」

「ふぅーん……？　でも《ユーディット》はカスタマイズできないよぉー……」

「全然できないわけじゃないでしょ。条件さえあえば出力強化くらいできるわよ。防ぼう御ぎよ力はいらないから、せめて機動力と軽さを両立させたブースターとかあれば……」

　元々、火山みたいな性格をしている陵みささぎだったが、今回紀き沙さ羅らとともに出かけたせいなのか、更にその内部の温度が上昇しているらしかった。一度火がついてしまえばパートナーであるあずなといえど、そこに水をさすことはできない。精せい々ぜいブレーキをかける程度だろう。

　燃焼する陵岬みさきは、時間をおけば勝手に冷れい却きやくされていくので、それを待つのが一番良いのだと、あずなはよくわかっていた。だからこういう思いつきの寄り道にも、ただだらだらと従うのが一番楽なのである。

「意外と買い物も安く済んだし、余ったお金でパーツ買ってもバチは当たんないでしょ」

「まぁねぇー……」

「今度こそあの紀沙羅をぶっ倒す！　そしたら文句言わせないわ、意地でも海に連れて行くからね」

「水着買ったくせに行くのはしぶってたからねぇー……」

　前向きな目標ができたせいか、岬の表情は柔らかかった。以前までは打倒如月きさらぎ紀沙羅の一念でもって、とにかく険けわしい表情を崩くずすことがなかったのだが、そのコンプレックスが良い方向に変化したのだとすれば、刀とう雅がの相談に乗じて、岬と紀沙羅を引き合わせた自分の判断は間違っていなかった、とあずなは考える。

　とにかく一人でなんでもかんでもやってしまおうと考えるタイプで、なまじ万能だからなんでもできてしまう。その力量の見み極きわめは、あずながやってやらないと、岬が妙みようなことに深入りすることになりかねない。

　岬にはそういう危なっかしいところがあるのだ。

「────ねぇ、お姉さんたち？」

　下から、声をかけられた。

　とはいえ、それはあずなの背が高いだけで、声の主は身長でいえば平均か、少し下くらいなのだろう。実際、小柄な陵よりも上背はあった。全身を黒いパンクファッションで固めた少年である。

　メッシュというヤツか、前髪の一ひと房ふさが赤やら緑やら、カラフルな色に染められていた。

「お姉さんたち、キサラの知り合いなの？」

「んぅー……君ぃ、紀沙羅知ってるのぉー？」

「うん、お姉さんたち、《ユーディット》を使う人？　すごいなぁ、初めて見たよ。《ユーディット》格好かつこいいよねぇ」

「あらぁ、わかってるじゃない！　そうなのよ！　あんな《薄うす花はな桜ざくら》なんかよりも、アタシの《ユーディット》のほうが断然格好かつこいいの！　君わかってるわねぇ！」

　色々とちょろい岬みさきは、褒ほめられたことが嬉うれしいのか、あっさり満面の笑みを見せる。ただでさえ買い物で、友人関係を含めての大戦果だったというのに、その後で自分を褒めてくれる少年があらわれたのだ。上じよう機き嫌げんにもなるだろう。

　大体、子供やファンの間でも、『《ユーディット》は格好いいよな、でも《薄うす花はな桜ざくら》のほうがもっといいよな』と言われて久しいのである。無む邪じや気きに褒められることがどれだけ少なかったか。

　だが。

（大人おとな……？）

　少年の向こう、パーツ販売コーナーのわずかに外側。スーツ姿の男が二人、立っていた。

　別に、仕事帰りのサラリーマンが専門店に出入りすることは珍しくもない。しかし、それにしては少々時間が早いし、なによりゲームをプレイする様よう子すもなく、あずな達──正確に言えば、話しかけてきた少年を見つめている。

　なんだかその様子が、あずなの学校に講演などで訪れるＶＩＰを警けい護ごするＳＰに似ている気がした。そんな雰ふん囲い気きの大人がいる時点で、なにかおかしい。

「僕もイレイザーやるんだぁ、お姉さん、僕と勝負してくれないかなぁ？　憧れの《ユーディット》がどれくらい強いのか、間近で見てみたくて」

「ふうん……？」

　あずなの心中で警けい鐘しようを鳴り響いた。

　なにか変だ。まっとうに考えればおかしいことなんてなにもない。《ユーディット》のファンの少年が、憧あこがれのプレイヤーとの対戦を希望した。それだけだろう。しかしあずなの第六感が、まったく違うところで危ないと告つげていたのだ。

「良いわよ、今の私は気分が良いから、その申し出受けてあげる」

「え……ちょ、ちょっと岬、待ってよ……」

「なんでよ。別に良いでしょ対戦するくらい。なんか問題でもあんの？」

　ありがとうお姉さんと笑う少年とは別に、あずなは焦あせっていた。

　この少年はちょっと、ヤバい。それはなんとなくわかるのだが、ではどこがどうと言われてもあずなには勘かんである、としか答えられない。そしてそんな曖あい昧まいな理由で、岬が納得するわけがないと、あずなはよくわかっていた。

「あのね、悪いけど、子供相手だからって手て加か減げんできないわ。負けても泣いちゃダメよ？」

　中学生くらいと思われる少年にも、本気を出すのが岬の流儀である。

　では、この少年は？

　あずなが一番気にかかったのは、この少年の第一声だった。紀き沙さ羅らの知り合いなのか、と問うたのだ。本当に《ユーディット》のファンであればそんな言い方はしないだろう。むしろランキング一位、如月きさらぎ紀き沙さ羅らのことを知っていると見るべきだ。

　違和感を上う手まく言葉にできないことが、あずなを焦じれさせていた。

「やめよーよぉー……なんか、変だって岬みさきぃー」

「なにが変だってのよ。別におかしいことなんてなにもないでしょ。いいからちょっと黙ってなさい」

　一度こうと決めてしまえば、岬のその直情径けい行こうぶりを修正するのは容易ではない。

「それじゃあ、お姉さん、明日の朝一番にこの場所で待ち合わせってことでいいかな？　僕の《讐しゆう劇げき機き関かん》を持ってくるからさ」

「良いわよ、逃げちゃダメだからね」

「そんなことしないよ。じゃあね、小さいお姉さんと大きなお姉さん」

　手をひらひらと振って、少年は去って行く。小さいと言われたことに岬が怒るかもと一いつ瞬しゆん思ったが、特に反応せず聞き流したところを見ると、やはり岬は機き嫌げんが良いのだろう。こういう時の岬は気づかず落とし穴にハマっていることがあるから、やはり危険だ。

　背中を見せる少年に、あずなは躊躇ためらいなく声をかけた。

「あぁー……あのさぁ君ぃ？　名前を聞いてもいいかなぁー……？」

「カイだよ。みんなそう呼んでる」

　カイは人好きのする笑みを浮かべたまま、販売コーナーを出て行った。その後ろを、あずなが警けい戒かいしていた黒スーツの男たちが続いて行く。やはり護ご衛えいか、それに近い役割を担になっているように見えた。岬だって、その様よう子すに気づいていないはずがないのに。

　本当に、初対面だったのだろうか。

　あんな風に、ニコニコとした表情ではなかったと思うが、どこかで会ったことがなかっただろうか？　どこで？　やはりこの専門店で？

「ちょっとぉー……岬ぃー……」

「なによ？」

「いいのぉー……あんな約束してさぁー……？」

「別に構いやしないわよ。なーんか怪あやしい子供だったけどさ」

　やはり岬も、なにも見ていなかったわけではないらしい。しかし、特に気にした様子もなく、岬はパーツの物色を続けていた。なんの問題があるのか、とでも言いたげだった。

「なんか企んでいたって別に構いやしないわよ。勝てばいいんだから」

「おぉー……」

　実にわかりやすいのは、岬らしいと言えるだろう。

　確かに、《ユーディット》に敵はいない。全国二位は伊だ達てではない。唯ゆい一いつ勝てない相手は《薄うす花はな桜ざくら》だったが、あれは相手が規格外なのだと、あずなも岬もよくわかっている。あれは紀沙羅のほうがおかしいのだ。ならば、まっとうなやり方での最強は《ユーディット》で揺ゆるぎない。

「まぁー……負けるはずないよねぇー……私たちがぁー……」

「あったりまえでしょ」

　力強く頷うなずく岬みさきに、安あ曇ずみ野のはじゃあいいかぁーと軽く思い直した。あずなも基本的には楽天家であるため、岬に強く反発することはしないのだ。ブレーキ役ではあるものの、向いている方向はもちろん岬と同じなのだから。

　だから、二人とも気づいていなかった。

　先ほどまで店番をしていたはずのアレン・アランが、カイが去るのと前後してその姿を消し、別のスタッフと交代していたことに。もっとも、たとえそれに気づいていたところで、この後に起こることは変わらなかっただろう。アレンの姿が見えなくなったのも、ただの偶然と思うだろうし、それが普通だ。

　気づける可能性のある人間は、今この場にいないのだから。

　仲の良い女子二人組は、その後はただひたすらに、自分の機体たる深しん紅くの剣けん姫きをどのようなパーツで彩いろどるか、そればかりを考えていた。

　黒ずくめの少年が、専門店を出たところで、不敵にほくそ笑んでいることも知らずに。




　そういやこの土日、結局は紀き沙さ羅らに付き合っていたなあと俺は思い直した。

　まあ、別に暇ひまだし構わない。ましてや今の俺は紀沙羅の護ご衛えいなのだから、それはそれで当然であるとも言える。しかも今日に限って言うならば、紀沙羅はどこか上じよう機き嫌げんだった。知り合ってからの仏ぶつ頂ちよう面づらであるのは相変わらずだが、昨日陵みささぎと散さん々ざんに話すことができた波は及きゆう効果なのか、俺への扱あつかいも少し良くなってる、気がしないでもない。

「今日は何戦くらいやるんだ？」

「休憩挟はさみつつ七回ほどやりたいな、と思っているのです。付き合ってもらっていいですか？」

「護衛だからな」

　専門店へと行く道中、そんな会話までした。陵、紀沙羅の間ほどではないにしろ、俺と紀沙羅の関係も確実に改善している。

　イレイザーと関係のない部分から、紀沙羅の助けになろうとしたのは正解だったかもしれない。これで《薄うす花はな桜ざくら》にも乗せてくれたんだ。あとは紀沙羅の戦いぶりを勉強させてもらえば、陵ほどではなくても、役立たずとは言わせない技量を手に入れることもできるだろう。

　そこまでしてようやく、俺は紀沙羅の助けになれる気がした。

「ふざけたこと言ってんじゃないわよッ！」

　専門店に入ると同時に、そんな声が聞こえる。

　声の主なんて考えるまでもなく陵だろう。紀沙羅はこの声をいつも浴びているせいか、思わずびくりと肩を震ふるわせていた。自分に向けられたものと勘かん違いしたのかもしれない。

　だが、昨日の今日でそれはない。大体、今俺達が店に入って来たばかりなのだから。

　見れば、専門店の中心、勝ち抜き台のバトルステージのすぐ横で声を荒げている陵みささぎがいた。もちろん隣となりには安あ曇ずみ野のも。その周囲には何事かと、まだ午前中でまばらな客たちが遠巻きに集まっていた。そして、陵が怒ど声せいを浴びせている中心に。

「カイ……！」

　呆ぼう然ぜんと、紀き沙さ羅らが呟つぶやく。

　あの、いけすかない黒ずくめの子供が立っていた。陵の怒りを一身に浴びても平然とした表情だ。会うのは、あの裏うら路ろ地じでの喧けん嘩か以来か。あれがきっかけとなって、紀沙羅の護ご衛えいをやることになったわけのだが、しばらく大人おとなしかったと思えばなにしてやがる？

　しかも、奇き妙みようだったのは。

　カイの手に、陵の愛機《ユーディット》があることだった。しかし、やたら傷が多い。スカート部のブレードは欠けているし、胸部は装そう甲こうが削けずれて内部の電子部品が露出している。普通のイレイザー同士のバトルでは、どんなにボロ負けしてもここまでの損そん傷しようは有り得ないし、ましてや《ユーディット》がここまで敗北することも考えづらかった。

「やだなぁ、お姉さん。約束したの忘れちゃったの？　負けたほうが自分のイレイザーを渡す約束だったじゃない。約束破やぶっちゃいけないんだって、学校の先生に教わらなかった？」

「そんなの、バトル中にアンタが勝手に言っただけでしょうが！　アタシは約束した覚えもないし、ましてやアレが敗北って？　笑わせないでくれる？　どう考えてもアンタの反則負けよ！　お子様だからってなにしても許されると思わないでよ！」

「勝ちは勝ちだよ。それに、僕ごときにも勝てない人に使われるんじゃ、この《ユーディット》が可哀想かわいそう。だったら僕が持ってたほうが良いと思わない？」

　状況がわからなかった。

　カイが、陵と対戦したのか。そしてその結果、《ユーディット》が敗北した？　カイがそれほど強いのか、それともなにか別の理由があるのか？　いや、そもそもどうして陵とカイが戦うことになっているんだ？　カイの狙ねらいは紀沙羅に、更に言うならそれを通してイレイザー技術を手に入れることにあったんじゃないのか？

「欲しいなら力ずくで取り返してみなよ。できるならさぁ」

　陵も安あ曇ずみ野のも険けわしい顔をしている。が、直接手を出そうとしないのは、カイの背後にいる黒スーツの男たちのせいだろう。茶髪と、銀髪グラサン。どちらもあの裏路地で見た覚えがある。こうして見ると、茶髪のほうはまだ若いようだ。銀髪のほうはサングラスのせいで年齢がわからないが、多分この中で一番できる。下へ手たしたら竜りん胆どうさんレベルか？

　店内のトラブルなのだから、アレンさんあたりが仲ちゆう裁さいに入るのが最も良いのだろうが、ここで姿は見当たらない。代わりに桐きり也やを見つけることができた。向こうもこちらに気づいたらしく、ささっと近づいてくる。

「来たか。遅いぞ」

　桐きり也やも、あの裏うら路ろ地じで一いつ緒しよに戦った。茶髪黒スーツのほうに見覚えがあるはずだ。だからこそ、このトラブルが誰に最も関係するか、察しがついたはずだ。

「アイツら、なにやって……」

「今日の朝一番が、彼らの対戦だったらしい。見ていた者も少ないから真しん偽ぎはわからないが、《ユーディット》が敗北したのは事実なようだ。俺も今来たところで、どうして陵みささぎ嬢らが負けたのかはわからないが……」

「いずれまともなやり方で勝ったはずはないのです」

　紀き沙さ羅らが一ひと言ことで断じた。もっともそれは俺も同感だ。《ユーディット》の強さは身にしみてよくわかっている。

「アレンさんいねーのかよ。どうするんだこの騒ぎ」

「ふん。お前がいれば怖こわくはない。乱闘も止むを得まい。陵嬢と安あ曇ずみ野の嬢の愛機、あんな得え体たいのしれない子供に奪うばわせてたまるか」

　ばきばき、と拳こぶしを閉じたり開けたりして音を鳴らす桐也だった。血の気が多いが、この際それも止むを得ないだろう。問題は、あの茶髪スーツと銀髪グラサンは結構な使い手だということで、二人がかりでも返り討うちに遭あうかもしれない、ということだが。

「そんなことをする必要はないのです」

「え？」

「陵さん！　安曇野さん！」

　止める間もなかった。

　駆かけ出して二人の前へと行く紀沙羅。思わず舌打ちをして俺も彼女の後を追う。突然の侵入者に、さっきまで罵ば声せいを浴びせていた陵が鼻はな白じろむ。一体なにをしに出てきたのか、という表情で、実は俺も全く同感である。どういうつもりだ紀沙羅。

「やあキサラ！　キサラじゃないか！」

　両手を広げて、カイが歓迎の意を示してみせた。こういう仕し草ぐさが似合うということは、このガキも日本人ではないのか？　紀沙羅といい、いまいち国籍不ふ詳しようが多い。

「紀沙羅……アンタ、ちょっと……」

「陵さん。ちょっと黙っていてほしいのです。カイ、実に貴方あなたらしい、回りくどいやり方なのですね。私に用があるのならば私のところへ来ればいいのに。それとも東とう城じようさんが一いつ緒しよにいるのが恐ろしかったのですか？　以前、殴なぐられそうになったことがトラウマになりましたか？」

　たたみかける挑ちよう発はつ的な紀沙羅の言葉に、カイは不敵に笑うだけ。

「あれぇ、この前のお兄さんも一緒なんだ？　僕のキサラにちょっかい出すなんて、お兄さんも勇気があるねぇ」

　陵はなにが起こっているのかわからず、呆ぼう然ぜんと二人を見比べるだけだし、安曇野はどうにかして現状を冷静に見み極きわめようとしていた。けれど、俺だって状況がわかっているわけじゃない。この場を完かん璧ぺきに解説できるとしたら、それは紀き沙さ羅らかカイのどちらかだろう。

「《ユーディット》を返しなさい。カイ。どちらが理不尽か、説明せねばわかりませんか？」

「あはは！　ねえキサラ、自意識過剰も大たい概がいにしてよ。君のほうから僕の前に出てきてくれたのは嬉うれしいけどさぁ、今は君関係ないんじゃない？　僕はそこのおねーさん二人とお話してたんだよ？　キサラはどっか行っててくれないかなぁ」

「そうよ、アンタは関係ないでしょ！　これはアタシたちの問題よ！」

　カイの言葉に、何な故ぜか陵みささぎが便びん乗じようする。

　が、人の話を聞かない紀沙羅は意に介かいした様よう子すを見せなかった。どこか怒っているようにも見えて、ああ、そうか、きっとコイツは怒っているのだ。せっかく親しくなった陵に、妙みような因いん縁ねんをつけるカイに対して。ずっと。

　自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだった奴やつが。

「それともなに、キサラが僕と戦ってくれるっていうの？　あはは！　いいねそれ！　そうしようキサラ！　もし君が僕と戦ってくれるなら、《ユーディット》は返してあげるよ。それでどうかな？」

「はあ!?　ふざけてんじゃないわよクソガキっ！　ちょっと紀沙羅！　こいつが使うのはルール違反の改造イレイザーよ！　勝てるわけないわ、そんな勝負乗る必要もない！　アタシたちのイレイザーはアタシたちで取り返すわよ！」

「威い勢せいがいいねぇお姉さん。でも改造イレイザーってのはさすがに言いがかりなんじゃない？」

　カイはそう言うが、俺はよく納得できてしまった。

　イレイザーには、市販のパーツのみを使用するというレギュレーションがある。ペイント以外の改造パーツ、自作パーツなどは一切使うことができないのだ。まあ複雑なイレイザーを改造する奴なんてよっぽどのメカマニアくらいのもんだろうが、イレイザー技術を狙ねらっているカイの一派が、イレイザーのことを何も知らないはずがない。

　改造くらいは苦もなくやってみせるだろう。考えれば当たり前のことだ。そして逆に言うなら、カイ達が狙っているイレイザーの技術は、イレイザーを改造できるほどの彼らをもってしてもまだよくわからない奥底の秘密、ということになる。それがどういうものか、どうすれば価値を持つのか、カイ達にはわかっているのだろうか？

「──わかりました。その勝負、受けましょう。貴方あなたごときと戦うつもりは毛もう頭とうありませんでしたが、いい加か減げん、こちらも我慢の限界なのです」

「やったぁ！　本当だねキサラ、もう撤てつ回かいはできないよ？」

　紀沙羅がこくりと頷うなずくと、カイはさっきまでの不敵な表情が一転、ニコニコとした表情に変わっていた。豹ひよう変へんぶりがいっそ気き味みが悪い。

　最初から、全部狙い通りじゃねえか。《ユーディット》になんて欠片かけらも興味はなくて、こいつの狙ねらいは紀き沙さ羅らでずっと一貫していた。陵みささぎと派手に言いあいしてみせたのも、結局は紀沙羅と勝負する、その約束を取り付けるため。

「じゃあ、もうこんなクズイレイザーは要いらないか。でも今返しちゃったら勝負してくれないかもしれないよね？　タカオカ、ちょっと持ってて」

　そう言ってカイが、タカオカと呼ばれた銀髪グラサンに《ユーディット》を手渡した。これで、容易に手は出せなくなった。あの銀髪グラサンに飛びかかっていけば、返り討うちにあうのは目に見えている。ましてや手に持ったものを奪うばい取るなんて。

　そういう作戦だったわけか。

　今までだったら？　もしかしたら、たとえ陵が困こん窮きゆうしていたとしても、紀沙羅は助けなかったかもしれない。ましてやカイと戦うなんて、トラウマを持つ紀沙羅からすれば最も避けたいことだろう。命がけでかばうほど、陵は紀沙羅にとって大事な友人だったとは思えない。

　そうなったのは、つい昨日の事。いや、俺もまさか、紀沙羅が陵のためにここまでするとは思わなかった。昨日の二人の仲良しぶりを、甘く見ていた。

　だから、カイも陵に目をつけたのだ。彼女なら人質に使える。いや、陵の持つ限定イレイザーを奪い取るだけで十分事足りる、と考えた。どこかで、俺達の昨日の様よう子すを監かん視ししていたのか？　あまりに行動が速すぎて、かつ的確だ。

　大人おとなしくしていたのも、監視に専念していたから、なのか？

「なんでアンタがこんなことしてんのよ！」

　紀沙羅の肩を摑つかんで、陵が叫ぶ。カイはその様よう子すをニヤニヤ見つめているだけだ。

「おかしいでしょ！　なによこれ！　これはアタシの問題で……」

「いえ、陵さん。これは私の問題なのです。カイは初めから私をだけ狙っています。陵さんは上う手まく利用されただけです」

「だったらなによ！　こんな勝負することないでしょ！　アンタの《薄うす花はな桜ざくら》だって壊こわされちゃうかもしれないのよ！　なにそれ、一位の余裕!?　勝てないアタシへの同情!?　だったらそんなくだらないもの要いらないのよ！　帰りなさいよ今すぐに！　アタシのためとかでかばって出てこられても迷惑なのよ！」

「あぁー……岬みさきぃー……もうそのくらいでぇー……」

　ついこないだまでの、紀沙羅につっかかっていく陵を彷ほう彿ふつとさせる様子だった。

　もちろん、今の陵の言葉は、紀沙羅を心配しているからこそ出たものだろう。それがわかっているのか、紀沙羅は肩を摑まれても平然としていた。いや、むしろどこか嬉うれしそうだと思ったのは、俺の気のせいか？　陵に心配されれば、そりゃ今まで敵視されてたくらいなんだから、嬉しくても無理はないと思うんだけどよ。

「私の知っている人が、こう言いました」

「はぁっ!?」

「『別にお前のためじゃない。お前への同情で怒ったとかじゃない。俺は俺のために怒ってるんだ』と。今ならその気持ちがわかる気がするのです」

　おいやめろ。なんで人のセリフ、物まねっぽく再生してんだよ。

　そして陵みささぎも安あ曇ずみ野のも、呆ぼう然ぜんとした顔でこっちを見るんじゃねえ。なんでそのセリフ言ったのが俺だってわかるんだよ。違うかもしれないだろ。どっかの背の高いイケメンが言ったかもしれないだろ。俺だけどさ。

　なんだこれは。公開処刑も甚はなはだしいぞ。

「脳筋が言いそうなセリフね……」

「うるせえ。良いだろなんでも。もうこっちの問題なんだっての」

　このまま放ほっとくと、陵が紀き沙さ羅らを羽は交がい締じめにしてでも連れ帰りそうなので、俺は陵を紀沙羅から引き離す。陵は怒りのやり場がわからなくなったのか、毒気を抜かれたような表情になっていた。

「そういうわけなので、東とう城じようさん、今日の予定は少々変更なのです」

「へいへい。問題ねーよお姫様。むしろ簡単で良いんじゃねーの？」

　ごきり、と首を鳴らしてみせた。我ながら、鈍く重い、いかにも威い圧あつ的な音がした。

「つまりは、アイツぶっ倒せばいいってことだろーが！　シンプルでわかりやすいじゃねーか！　俺ぁそういうのが好きなんだよ！」

「足手まといにならないように」

　気合いを入れようと思ったのに、横から冷水を差された気分である。余よ計けいなお世話だっつーの。

「言うねぇ、おにーさん。君みたいな人が相あい棒ぼうなんて、キサラもくだらなくなったものだね。仲良く僕の視界から消えてくれるかな」

「失うせるのは貴方あなたなのです、カイ」

　俺は俺達のために、怒るだけだ。

　やり方が薄ぎたねぇんだよ、ガキのくせに。ガキならもっと素直で可愛かわいげのある態度を取れっつーの。

　決着つけようか。

　紀き沙さ羅らが避け続けた相手と戦うんだ。ここで勝たないで、一体いつ勝利の瞬しゆん間かんを味わえっつーんだ、なぁ？
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「一体どういうことなのよッ！」

　パーツショップにて、陵みささぎが声を荒げていた。まあ無理もないだろうなと思う。自分たちの勝負だと思っていたらいつの間にか紀き沙さ羅らに引き取られていたのだし、ましてや利用されただけだと知ったら。

「落ち着け陵嬢。今どうこう言っても仕方あるまい。あの子供はもはや如月きさらぎ嬢しか眼中になさそうだぞ」

「はぁ？　じゃあなにアンタは元相あい棒ぼうが心配じゃないわけ！　アタシは紀沙羅が心配なのよ。あんな連中と戦わせるくらいならアタシがもう一度出る！」

「だからぁー……岬みさきぃー……肝かん心じんの《ユーディット》がないんだってぇー……」

「くっ……」

　三人がどこか漫才にも似た言いあいを繰り広げている間にも、紀沙羅は自みずからの機体《薄うす花はな桜ざくら》の調整を続けていた。可動関節部にグリスを差し、汚れを落とし、整備不良によるアクシデントを極力減らそうとしていた。本来ならいささか専門的な作業で、俺や桐きり也やはアレンさん頼りなのだが、紀沙羅は自分でできるらしい。さすが開発者の娘。

　パーツショップとは別の場所で、カイが足を組みながら紀沙羅の機体調整を待っていた。戦闘前に軽く整備をしたい、という紀沙羅の申し出を、カイは特にごねることなく承しよう諾だくした。紀沙羅が逃げるとは思っていないのだろう。《ユーディット》は、カイの側近、タカオカと呼ばれていた銀髪グラサンの手の中だ。

「紀沙羅、パーツは変えるか？」

「ブースターの出力が少々不安ですが、慣れていない武装に変更するのも怖こわいです。東とう城じようさん、意見を聞いてもよろしいですか？」

「ここで悪あがきは良くねぇ。自分てめえの武器で勝負するしかねぇだろ」

「頭の悪い進言ですが私もそう思うのです。初めて意見が合ったのです」

　そもそも意見を求められたのも初めてだけどな。それほど不安に思っているのか、あるいは、多少は俺を相棒として認めてくれたということなのか。《薄うす花はな桜ざくら》に誰かを乗せる、それを紀沙羅が許可するということが、どれほどの信頼を得るということなのかよくわかった。

　ならば俺は、その期待にこたえるしかないよな。

「……どんな装備も、意味がないわよ」

　腕を組みながら、陵が言った。もうハイテンションは疲れたのか、それとも単に、どれだけ文句を言っても紀き沙さ羅らは諦あきらめないと思ったのか。

「相手は、くだらない反則イレイザー。規定よりもよっぽど硬かたくて重い材質のシールドと、モーター使ってとんでもなく出力上げたチェーンソーブレードを使うナイトフレーム。どこもかしこも改造だらけ、公式大会じゃ登録も認められないようなイレイザーよ。まっとうなやり方じゃ勝てないわ」

「あぁー……あれはろくでもないよぉー……戦う前の予感的中ぅー……」

「──そうでしょうね」

　紀沙羅が《薄うす花はな桜ざくら》をフロントからバックから確認して、異常がないかチェックする。

「カイたちは、イレイザーが単なるゲームにとどまることを不満に思っているのです。だからその装備は際限なく増強される。ホロスコープの決めたレギュレーションなど律りち儀ぎに守るはずもないのです。当たり前なのです」

「はぁ？　じゃあどうするのよ」

「まあ、あまり期待はできないのですが……東とう城じようさん。《薄うす花はな桜ざくら》を」

「お、おう……」

　いきなり《薄うす花はな桜ざくら》を押しつけられて、俺は驚いた。落としたところで壊こわれるような代しろ物ものではないのだが、言ってしまえばこの《薄うす花はな桜ざくら》は紀沙羅自身とも言える機体であるはずで、自然取り扱あつかいには気を使う。もうメンテナンスは終わったのだろうか。

　そのまま、紀沙羅は単身でカイの元へと向かっていった。何事か話している。こっちはハラハラした気分でそれを見つめているだけだった。護ご衛えいとしては常に傍そばについているべきなのだろうが、イレイザーを持った状態で喧けん嘩かできるはずもない。万が一奪うばわれでもしたら危険だ。

　紀沙羅はすぐに戻ってくる。カイと、タカオカなる男を伴って。

「おい、紀沙羅……」

「バトル前に、イレイザーをチェックすることで合意しました。良いんですね、カイ」

　カイが首を縦たてに振る。やれやれ、といった表情。一方の紀沙羅は険けわしい顔を崩くずさない。

　本当なら、カイに近づきたくもないだろうに。それもこれも、陵みささぎのため──いや、そこまで友人を追いこんだ、カイのやり方が頭にきているのが理由だろう。今まで避けていた相手と、戦うまでの決意をしたのは。

「ま、仕方ないよね？　《ユーディット》のお姉さんが、僕の《讐しゆう劇げき機き関かん》が改造イレイザーだなんて言いがかりつけるんだから」

「なっ……言いがかりですって!?」

「陵嬢、抑おさえろ。話がこじれる」

　げしげしげし、と仲ちゆう裁さいに入った桐きり也やへ、陵がやり場のない怒りをぶつけた。どいつもこいつも足あし癖くせが悪いが、もちろん桐也は足を蹴けられたところでびくともしない。良い鍛たん錬れんだ、くらいに考えているかもしれなかった。

「存ぞん分ぶんに見てよ。これが僕の《讐しゆう劇げき機き関かん》だ。ほら」

「受け取るのです」

　壊こわさないでよ、とカイが言う。紀き沙さ羅らは丁てい寧ねいに、そのナイトフレームを手にした。

　黒い、西洋甲かつ冑ちゆうをモデルにした機体。漆しつ黒こくで艶つや消しのペイントだった。両手には大型の盾たてと、近接専用のソードを装備している。そして首から背中を覆おおう、臙えん脂じ色の外がい套とうが印象的だ。マントをはおった騎き士し、という様よう相そうである。外見的には、江こう南なんホビー製《英騎エイキ》をベースにした、ごくごく普通のナイトフレームに見えるが。

　ナイトフレームは、防ぼう御ぎよ力、そして近接武器を多く装備できる肉にく弾だん戦向きの機体だ。その例に漏もれず、《讐しゆう劇げき機き関かん》とやらも実に殴なぐり合いに適した装備に思えた。高防御力という点では《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》と同様だが、装そう甲こうを解除し機動力を底上げできるルークフレームと違い、ナイトフレームは基本的にその足の遅さをカバーすることはできない。

　ナイトフレームの特とく殊しゆ能力である程度改善は望めるが、それも限度があるしな。この《讐しゆう劇げき機き関かん》も、おそらくそうした特性をそのまま引き継ついでいるはずだった。

「どうだ、紀き沙さ羅ら？」

「パーツは規格通りのもの……材質も……」

　シールド部を、紀沙羅が指先で叩たたいてみる。玩がん具ぐ特有の軽い音がするだけだった。

「問題無いように思えるのです。武器にもモーターは仕込まれていません」

「でしょ？」

「そっ……そんなはずないわ！　だって……そんな……！」

「だから最初から言いがかりなんだって。僕がそんな卑ひ怯きようなことするように見える？」

「「「「見える」」」」

　俺と紀沙羅、陵みささぎ、安あ曇ずみ野のの四人の言葉が重なって、カイの有罪を指摘する。しかしカイはあっさりと肩をすくめるだけ。毛ほども傷ついてはいなさそうだった。

　紀沙羅が《讐しゆう劇げき機き関かん》をカイに返へん却きやくする。紀沙羅がなにも無いと言ったのだ。俺が見てもわからないだろうし、まして紀沙羅が自分に不利なことを言うはずがない。この《讐しゆう劇げき機き関かん》に、レギュレーション違反はないのだろう。

　つまり、どういうことだ？　陵が噓うそを言うはずがないし、安曇野だって見ていたのは間違いないのだ。

「……まあいいよ。じゃ、次、紀沙羅の番だね。はい」

　カイが、手を伸ばす。意味がわからないのか、紀沙羅はきょとんとした表情だった。

　俺にも意味がわからねぇ。

「なにぼうっとしてるのさ。今度はこっちが確認する番。《薄うす花はな桜ざくら》を貸してよ。そっちがレギュレーション違反をしてないとは限らないでしょ？　っていうかさぁ、そっちのほうがおかしいよねぇ。絶対一位の揺ゆるがない《薄うす花はな桜ざくら》がなんかヤバい改造してるって考えたほうが自然じゃないの？」

「ふざけんな、おい、紀き沙さ羅らはそんな……」

「だから見せてって言ってるのさ。条件はイーヴンであるべきでしょ？」

「ちっ……クソガキが……」

　罵ののしったところで、カイは差し出した右腕を引っ込めるつもりはなさそうだった。

　確かに、こちらがレギュレーション違反の改造を疑っておきながら、自分のイレイザーは確認させない、というのは理り不ふ尽じんな話だ。そういう意味では正当な主張なのだが、こんな連中に《薄うす花はな桜ざくら》を渡したら、なにをされるかわかったものではない。

「……良いでしょう。東とう城じようさん、お願いします」

「はぁ!?　いいのかよ！　もし壊こわされたら……」

「それでカイが納得するなら問題ありません。イレイザーは精せい密みつ機器ですが、同時に丈夫な玩がん具ぐです。この場で、素す手でで完全に破は壊かいすることはできませんし、仮に可能だったとしても、まだ私は乗っていませんから」

　淡々と言う紀沙羅の言葉の意味がわかったのは、俺とカイくらいかもしれない。

　そうか。搭とう乗じようしていなければ、仮に《薄うす花はな桜ざくら》を破壊されたとしても、紀沙羅の心へとダメージが行くことはないのか。ならば、とりあえずは見せても問題は無いかもしれない。俺は、今か今かと待ち受けるカイに《薄うす花はな桜ざくら》を手渡した。

「はいどーも。じゃ確認するよ」

　もし妙みような真ま似ねをしたら、いつでも飛びかかれるようにと、心の準備だけはしておく。

　が、カイを見る限り、即座にイレイザーを破壊する行為に出る様よう子すはなかった。側近の黒スーツ二人も呼び、三人でかわるがわるチェックしているが、それだけだ。《薄うす花はな桜ざくら》を壊すどころか、パーツを変えたり、工作をする様子も見えない。

　本当に、フェアにバトルを行うつもりだろうか？

「うん。大丈夫そうだね。まあ初めから疑ってはいなかったけれど」

「でしょうね」

　カイが返へん却きやくする《薄うす花はな桜ざくら》を、紀沙羅が奪うばうように取り返す。見たところ、異常はないのだが。

　そんなはずはない。

　連中にフェアプレイなんて期待すると、足元をすくわれるのが目に見えているのだ。陵みささぎと安あ曇ずみ野のが負けたのだから、当然卑ひ怯きようなやり方が待っているに決まっていた。ならばどうする？　今の俺にできることは。

「紀沙羅、俺にも《薄うす花はな桜ざくら》、見せてもらっていいか」

「構わないのですが……異常はありませんよ？」

「わかってるよ」

　仮に、紀き沙さ羅らが見てもわからない細さい工くをされていたとしたら、それこそお手上げだ。俺なんかに判断できるはずもない。だったらどうすればいいのか？　決まっている。俺が一いつ緒しよに乗るんだから、できることは限られる。

　あー、今日こそ紀沙羅を説得しようと思ってたんだが、正解だったぜ。

「東とう城じようさん？」

「ん？　……ああ、どうした」

「互いの確認も済みました。バトルを始めましょう。よろしくお願いするのです」

「こちらこそ、な」

　結局、ほとんど《薄うす花はな桜ざくら》を俺に預けっぱなしだったな。そんなに信頼されてんのか。

　それとも、カイたちが妙みような実力行使に出た時に、《薄うす花はな桜ざくら》を守れるのは俺のほうが適任だろう、という判断なのか。まあ確かに、紀沙羅であれば荒事になった時に対処ができないし、俺なら丈夫だから多少殴なぐられても問題ない。

　だから、こういうやり方はせっかくの信頼を裏切ることになるわけなんだが。

　敵をだますにはまず味方からってな。

「なんだ？　カイは一人でやるのか？」

「彼も私と同様、たった一人でイレイザーを操そう縦じゆうすることができます。もっとも、私の猿さる真ま似ねでしかなく、特筆するような腕ではないのですが」

「ま、お前が言うならそうなんだろうが……」

　向こうは一人でこちらが二人。理屈で言うならば負ける道理はなさそうだが。

「……アンタたち、、気をつけなさいよ」

「おぉー……二人とも頑がん張ばってぇー……」

「武運を」

　三人の言葉に、紀沙羅はなにも言わず、俺は軽く手をふっただけで応じた。カイはもうとっくに、筐きよう体たいのほうに移動している。専門店一階、勝ち抜き筺体では、さっきカイと陵みささぎらの言いあいがあったせいか、誰も近づこうとはしなかった。まあ面めん倒どう事ごとは御ご免めんだとみんな思うよな。

　だから、そんな厄やつ介かいな連中には、この際お引き取り願うとしようか。二度とここに顔出せないくらいにな。




「……なんですか？　これは？」

「やべ、もう気づいた？」

「余よ計けいなものがくっついている気がするのです。さっきまではなかったはずなのですが」

「さっき、どさくさまぎれにくっつけてやった。格好かつこいいだろう」

　バトルが始まる。

　画面に映るのは、バトルステージ《デッド・スペース》。足場は、非常に狭せまい円形で、起き伏ふくの少ない構造体の上のみだ。かつて宇宙ステーションだった構造体が破は壊かいされ、廃はい棄き物ぶつとなったステージであり、周囲にはいわゆるスペースデブリ、宇宙ゴミが浮かんでいる。宇宙ステーションの重力発生機構はまだ生きているらしく、人工衛星やロケットの残ざん骸がいが、それぞれ衝しよう突とつを繰り返して細かい瓦が礫れきとなりながら、ステーションの周囲をドーナッツ型となって漂ただよい続けている。そんな舞台。

　ラスボスと戦うには、それっぽい場所のように思えた。

　さて、問題はその隠かくれるところのない、ガチバトルするしかないステージではない。カタパルトで前傾姿勢をとり出しゆつ撃げき準備をしている《薄うす花はな桜ざくら》。その左腕に装着されているものについて、紀き沙さ羅らは怒っているのだ。

「なに勝手にパイルバンカーなどくっつけていやがるのですかぁっ！」

　狭い筐きよう体たいの中で、紀沙羅のデカい声が反響していく。時々口が悪いなこいつは。抑おさえていた怒りが爆発したらしい。俺ののらりくらりとした受け答えも一因か。

「こんな使いづらい武装をよくも……ッ！　というか一体どこに隠かくしてやがったのですか！」

「実は今日こそ《薄うす花はな桜ざくら》につけようと思って用意してたんだけどよ」

　本当は普通に説得してから装備するつもりだったのだが。

　っていうか、イレイザーを筺体前部にセットする前に気づかれると思ってたんだけどな。だが、なにしろこの中は暗い。紀沙羅が今頃気づいたのも無理もないと言える。

「アイツらがなにしてくるかわからないだろう。こっちも対策しておこうと思ってよ」

「ふざけるななのですっ！　これのどこが、どう対策だと言うのですか！」

「とりあえず、アイツらはこのパイルバンカーは知らない。確認してから装着した武装だからな。だったらこれに細さい工くはできない」

「妙みような細工は無いのです！　東とう城じようさんだって確認したでしょう！」

「連中が、お前と正面きってやりあうようなバカ正直な奴やつらかよ？」

「っ、それは……」

　やはり、紀沙羅もどこかで疑っていたのだ。なにかしてくる。いや、もうなにか仕し掛かけたかもしれない、という疑念は当然あったのだろう。それがパイルバンカーを取り付けただけで打破できるかはわからなかったが、あの場で俺ができることは限られていた。

「……もういいです。始めましょう。東城さん、いい加か減げん聞きあきたと思いますが」

「手は出さねーよ。お前なら俺より、パイルバンカー上う手まく扱あつかえるだろ？」

　紀沙羅は無言のまま、レバーとコンソールに手をかけた。紀沙羅のことだ、自信が無いなんてことはないだろうが、緊張しているのは俺でも知れた。

「行きましょう」

　暗いカタパルト内部に、光が灯ともる。そのまま、《薄うす花はな桜ざくら》はバトルステージへと射出された。ブースターを噴ふん出しゆつさせ、紀沙羅はいつものように最も良い位置へと移動する。

「えっ……」

　戸と惑まどう声はそのまま、コクピット内の雰ふん囲い気きを一気に押し下げた。

　ブースターから、あの華か麗れいな炎ほのおが噴ふん出しゆつしない。紀き沙さ羅らが操作ミスをしたのか、と一いつ瞬しゆん考えたのだが、紀沙羅に限ってそれはないし、仮にそうだとしてもすぐさま正しい操作を繰り返せばいいだけの話だ。

　こんなふうに、射出された《薄うす花はな桜ざくら》が、フィールドへと自由落下するはずはないのに。推進力のない《薄うす花はな桜ざくら》は、なにもできずに《デッド・スペース》へと着陸した。宇宙ステーションの壁へき面めんに貼はりつくように降り立つと、周囲を回転する宇宙ゴミの残ざん骸がいが、異様な重力の形を教えてくれる。

　隠かくれる場所のない反対側には、外がい套とうを翻ひるがえす《讐しゆう劇げき機き関かん》が待っていた。

「ブースターが、起動しません……」

「──は？　おい、冗談だろ？」

「冗談でこんなことは言わないのです！」

《薄うす花はな桜ざくら》、その攻防の生命線はブースターだ。加速による機動力でもって、敵機を翻ほん弄ろうする攻こう撃げきと、大勝を実現する回避とを生み出している。逆にそれがなかったら？　羽をもがれた鳥も同然だ。

「あれだけチェックしてたじゃねぇかよ」

「原因は……わかりません。ぶ、武器は……」

　得意のアサルトライフルを取り出し、悠ゆう然ぜんと立つ《讐しゆう劇げき機き関かん》へと向ける。だが、その先端からマズルファイアがのぞく事はなかった。腿たい部ぶからビームナイフも引き抜くが、現れたのは柄つかの部分だけ。そこから出力されるはずのビームは欠片かけらも光を見せてくれない。

　普段紀沙羅が使っている武装が、反応を見せないのだった。

『あははは！　キサラ！　ねぇキサラどうしたのさぁ！　弾だん丸がんが出ないみたいだけどぉ！』

　筺体内に響く笑い声がとにかく不快だった。どうしたのもなにもお前が原因だってことはとっくにわかってんだよ、カイ。

　アサルトライフルの射撃や、ビームナイフの刀身といったものは、全てバトルフィールド内で表現されるエフェクトに過ぎない。どれだけ《薄うす花はな桜ざくら》が華か麗れいに立ち回っても、実際には銃じゆうから弾も出なければ、高熱の刃も存在していない。《薄うす花はな桜ざくら》を操そう縦じゆうできるのに、それらのエフェクトが表示されないということは。

　ゲームの筺体が、《薄うす花はな桜ざくら》の武装を正常に認識していない、ということか。

「なにをしたのですか、カイ……！」

『本当、紀沙羅って不用心だよねぇ。自分の命がかかってるっていう自覚、足りないんじゃないのぉ？』

「質問に答えなさい！」

『関係ないけど、僕がしてるアクセってさぁ、中にちょっと磁じ石しやくが仕込んであってね。まあ、だからどうってこともないんだけど、ちょっと電子部品とか近づけちゃうと、まあ動作不良とか？　起こしちゃうこともあるかもしれないなぁ……ってね。別にそれが原因だとは言ってないけど！　わざとじゃないんだよキサラ！　あはははは！』

　くだらない笑い声が耳に障さわる。

『ところでもうゲームは始まってんだけどさ！　やっちゃってもいいよねぇ!?』

「くっ……」

　逃げ場のない宇宙ステーションの残ざん骸がいで、漆しつ黒こくのナイトフレームがその外がい套とうを翻ひるがえす。西洋甲かつ冑ちゆうを想起させる頭部の奥から、赤い光が漏もれている。ＬＥＤの光かなにかにも思えた。右腕に構えるのは巨大なブレード。

　妙みような音がする。なんだ。これは、電動の工具のような。

「紀き沙さ羅ら！　危ねぇかわせ！」

「わかっているのです！」

　強引な視点移動──は、無い。

　あの無む茶ちやだが、的確かつ高速な挙きよ動どうじゃない。ブースターの助けを借りられない《薄うす花はな桜ざくら》は、無ぶ様ざまに転がってしまう。それでも、どうにか《讐しゆう劇げき機き関かん》の降り下ろされた刃から逃れることはできた。

　その瞬しゆん間かん、カメラに映ったブレードが、振動しているのが見えたが。

「な、なんだよあの武器っ！　震ふるえてんじゃねーか！」

「デュアルプロダクト社のトゥハンデッドソードを、チェーンソーに改造しています。モーターに動力を仕込んでいるのも陵みささぎさんの言う通りです！」

　あんなの当たれば、それこそ《ユーディット》のごとく外装が引き剝はがされてしまうだろう。たかだかゲームに凶きよう悪あくな武器を持ち込んできやがる。兜かぶとから漏れるＬＥＤの光も、あるいは改造の結果なのだろうか。

『あははは！　紀沙羅どうしたの、動きが悪いんじゃないのぉー！』

「く……なめるな！　なのです！」

　だが、デカい凶器は当然、それだけ隙すきも大きいはずだ。ただでさえナイトフレームは動きが鈍い。ブースターがなくても、回避行動から紀沙羅が反はん撃げきに移るのは容易たやすい。ビームナイフも、アサルトライフルも使えなかったが、それでも。

「こんな武器っ！　使いたくないのですがっ！」

「言ってる場合じゃねぇだろうがっ！」

　カイが細さい工くを仕し掛かけてから、俺が取り付けた武器。保険のつもりのパイルバンカーだった。

　その判断は間違っていなかった。この状況で、一切の武装が使えなければ勝ち目は薄い。パイルバンカーなんていう極近距離でしか使えないロマン武器ではいささか心こころ許もとないが、紀沙羅ならそんな不便さも吹き飛ばす。

《薄うす花はな桜ざくら》が左腕で、《讐しゆう劇げき機き関かん》を殴なぐりつける。《讐しゆう劇げき機き関かん》は、なんの問題も無いとばかりにシールドで受け止めた。無理な体勢から放はなたれた一いち撃げきはそこまで威い力りよくを持ってはいないが、問題はない。パイルバンカーの真しん髄ずいは二段攻撃だから。

　拳こぶしが触れた瞬しゆん間かん、取り付けたパイルバンカーから派手な爆発音が響く。全てエフェクトだが、機構内部で爆発を発生させ、その威い力りよくで強引に杭くいを打ち込む。シールド？　それがどうした、紀き沙さ羅らの腕ならそこから敵機の体勢だって崩くずせるだろう。

「食らいやがれえぇ──ッ！」

　自分で操作している訳でもないのに、思わずそう叫んでしまっていた。一方、パイロットたる紀沙羅のほうはよっぽど冷静だ。冷静に、一撃必殺の杭をシールドに放って。

　轟ごう音おん。轟ごう震しん。

　硝しよう煙えん立ち上る《薄うす花はな桜ざくら》の右腕のパイルバンカーは、《讐しゆう劇げき機き関かん》のシールドに傷一つつけることなく、その表面を滑すべるだけだった。

「なっ……」

「ばぁ─────かッ！　バカなキサラ！　シールドだって違法改造に決まってるじゃないかぁ！」

　そうだとすれば、今度隙すきをさらすのはこちらだ。

　ふざけた材質のシールドを上滑りした《薄うす花はな桜ざくら》。その胸部に、チェーンソーブレードの凶きよう悪あくな音が響き渡った。今度は気のせいじゃない。確実に聞こえる電動モーターの音が、コクピット位置に取り付けられた音声センサから、俺達のいる筐きよう体たいに届けられた。

「っ……！」

　コクピットを狙ねらわれ、紀沙羅の肩が震ふるえた。

《薄うす花はな桜ざくら》がそのまま、体勢を崩くずして吹き飛ばされる。いや、チェーンソーの当たった衝しよう撃げきを逆に利用して、紀沙羅が自分から跳とんだのか。機動力のない状態のまま、《讐しゆう劇げき機き関かん》から距離を取るために。

「あははは！　ねぇ、あんな事前の確認だけで本当にわかると思ったの！　すり替えたに決まってんじゃん！　見かけだけなら《讐しゆう劇げき機き関かん》の偽にせ物ものなんていくらでもつくれるんだよ！　ましてやそんな、市販のパイルバンカーで僕の機体に傷をつけられるなんて思わないでよ！」

「ふざ、ふざけないで……！」

「声が震えてるよぉキサラ！　コクピット狙われて怖こわかった!?」

　宇宙ステーションの端はしまで吹き飛んだ《薄うす花はな桜ざくら》は、片かた膝ひざ立てて着地姿勢をとっている。ブレードの一撃は、ゲージを五分の一まで削けずり取った。だがそれよりも、《薄うす花はな桜ざくら》の外装につけられた痛々しい傷きず跡あとのほうが問題だ。表面の素材がささくれ状に削り上げられ、内部の基き盤ばんが見えてしまっている。

《ユーディット》と同様の状態だった。

　カイは、事前の確認の段階では、なんの問題も無い《讐しゆう劇げき機き関かん》を俺達に見せた。そうして違法改造でないことで俺達を油断させてから、いざ筐きよう体たいにセットする時にはこちらの本命、改造ばかりの《讐しゆう劇げき機き関かん》を用いたのだ。やり方がきたねぇんだよ、知ってたけどな。

「パイルバンカー受け止めるとか……！」

「市販のパーツは、バトル中でもイレイザーに傷をつけないように、大した素材を使ってはいません。レギュレーションに反した素材を用いれば、市販のパーツでは手も足も出ないでしょう。自分のイレイザーを無敵にしたければ、包丁に使われるセラミック程度で十分なのです……！」

　それでも。

　そもそもルール無視の相手からも、今この場で逃げる術すべはない。紀き沙さ羅らもそれをよくわかっているはずだった。レバーを握りしめる手に震ふるえはない。声に怯おびえが混じっていても、もう勝負は始まっている。

　バトルフィールドを駆かける《薄うす花はな桜ざくら》に、間違いなく紀沙羅は乗っている。

『キサラ。しくじったねぇ？』

　黒い甲かつ冑ちゆうからの通信。

《讐しゆう劇げき機き関かん》は、ナイトフレームの鈍どん足そくを象徴するかのように、一歩一歩ゆっくりとこちらを向かってきた。ブースターさえ使えれば、速度差で翻ほん弄ろうすることは簡単だろうに。

『あの《ユーディット》のお姉さんなんて見捨てちゃえばよかったのにさ。あの人にとっては《デュアル・イレイザー》だってゲームに過ぎない。負けたところで、君みたいに死ぬことはないのに。余よ計けいな正義感を振りかざしたせいで、君はなにを犠ぎ牲せいにしたんだい？』

「…………そんなこと」

『君は、あの日、誘ゆう拐かいされた時、色々なものを失っただろう？　また失くすのキサラ？　今度こそ本当に、取り返しのつかないものが消えちゃうよ？』

「そんなこと……ない！　私はもう、諦あきらめない！　諦めたくないのッ！」

　叫ぶ紀沙羅の、諦めたくないものとは、なんだろうか。

　それは自分の命か。決して譲ゆずらなかった《薄うす花はな桜ざくら》の栄光か。陵みささぎとの友情か。母の仕事の成果を守ることか。もしかしたらその全てかもしれなくて、なにを失うのが怖こわいのか、紀沙羅自身にもわかっていないのかもしれない。

　わかっているのは、陵を見捨てても、《讐しゆう劇げき機き関かん》に敗北しても、紀沙羅はなにかを失なくしていただろうということで。その感覚は俺にもわからない、きっと紀沙羅だけのものだ。

「カイ！　貴方あなたなんかに、負けたくないッ！」

『そう。残念だなぁ』

　ブースターも無く、パイルバンカーの一いち撃げきを浴びせようと突撃したのだが、リーチで圧倒的に勝るチェーンソーが、《薄うす花はな桜ざくら》を一いつ閃せんした。大したことではないとばかりに、《讐しゆう劇げき機き関かん》は再び《薄うす花はな桜ざくら》を吹き飛ばす。

　また、ゲージが減って。

「う……くっ……うぅっ……」

　画面が揺ゆれて、傾いたメインカメラの向こうには、まだ無傷の《讐しゆう劇げき機き関かん》。

「紀沙羅……おい、無理すんなよ」

『そういえばさ、君はさっきからなにをしてるわけ？　まさか一いつ緒しよに乗ってるだけ、とか言わないよねぇ。まだ名前も聞いていなかったっけ』

「東とう城じよう刀とう雅がだ。覚えとけよクズ野郎」

『あはははは！　トーガか、トーガだね頭に刻きざんだよ！　ところで今から君の相あい棒ぼうがそのクズ野郎にブチ殺されちゃうわけなんだけど、一体どんな気分だいトーガ！　助けてはあげないのかい!?』

　こんなことでやられる奴やつじゃないってことくらい、俺がよく知ってる。

　少なくとも、遠くからこそこそ見ていたカイにだけは言われたくないセリフで、俺はずっとこの筺体の中で紀沙羅の奮ふん闘とうぶりを眺ながめていたんだ。本当は今すぐにでも手を出したいが、それが紀沙羅の邪じや魔まにしかならないことも、よく学んだ。

「問題無いのです。東とう城じようさんはなにもしなくても……私が！」

　そうだよな。紀沙羅。やっぱお前はつえーよ。いや、強くなったのだろうか。

　俺と知り合った直後は、少しゲージに傷をつけられただけで、ヒステリックに叫んでいたように思ったんだけどな。

『……正直さぁ』

　通信から、カイがつまらなさげに呟つぶやいた。

《薄うす花はな桜ざくら》は、もう一度突進する。策さくがあるのか。唯ゆい一いつの武器が通用しなかった相手にどう対処するのか。紀沙羅には、俺からでは見えないなにかを摑つかんでいるはずだった。ことイレイザーに関しては天才なのだから。

『僕としては、今日は脅おどしくらいになれば十分だったんだよねぇ。もうやめてください、許してください、なんでもしますから。そんな風に、今までずっと生意気だったキサラが涙を流して謝あやまる姿を見たかったんだ。ほら、僕って、好きな子はいじめちゃうタイプだからさ。気持ちわかるでしょ？』

　カイの戯ざれ言ごとに耳を貸すことなく、紀沙羅は《薄うす花はな桜ざくら》を突とつ撃げきさせる。

　武装もなにも無い状態で、左腕のパイルバンカーだけを頼りに駆かける《薄うす花はな桜ざくら》。相対する《讐しゆう劇げき機き関かん》は、盾たてを構え、鷹おう揚ように《薄うす花はな桜ざくら》を迎え撃うつ準備。巨大なシールドの影には、その威い力りよくを発揮するべき時を狙ねらうチェーンソーブレードがある。

『教団としての利益もあるけど、まあ紀沙羅を怯おびえさせてしまえば十分だよねぇ？　娘がなにより大事なキサラギ博士に、そこまで追い込まれた紀き沙さ羅らの映像でも見せてあげれば、きっと博士は僕らの言いなりだ。あとはイレイザー技術で好き放ほう題だいできる。僕の父さん、あの頭の悪い男が願ったようにね？』

　もう、《讐しゆう劇げき機き関かん》のチェーンソーの間合いだった。

　振るわれる、凶きよう悪あくな音を奏かなでる大剣。だが《薄うす花はな桜ざくら》は、その太た刀ち筋すじを読んでいたのだろう。横薙なぎの一いち撃げきを、身を沈めることでかわしてしまう。そうだ、落ち着けば、たとえブースターがなくたって紀沙羅にはこれくらいのことができる。

『でもさ、なんか、キサラは泣くつもりもないみたいだし……』

　あとに残るのは、重い武装で自みずから動きを制限したナイトフレームだ。チェーンソーの切り返しも間に合わない。低い体勢から放はなたれるパイルバンカーは、無防備な《讐しゆう劇げき機き関かん》の胴体部を貫つらぬくか──。

『もういいや』

　その声と同時。

《讐しゆう劇げき機き関かん》が、《薄うす花はな桜ざくら》を蹴けり上げた。一いつ瞬しゆんだけモニターがぶれる。ダメージはほとんどない。イレイザー自体での攻撃を行っても、そこに発生する攻撃判定は大した威い力りよくを伴わない。《薄うす花はな桜ざくら》のパイルバンカーは止まらない。

　だが。

「あっ……!?」

『泣きもせず、怯えもせず、諦あきらめないキサラは嫌いだよ──死ね』

　蹴られたことで発生した一瞬の隙すき、攻撃の遅れに、《讐しゆう劇げき機き関かん》はチェーンソーを捨てた。

　わずかに身軽になった黒の甲かつ冑ちゆうは、そのスピードでもってシールドを叩たたきつける。強化された大おお盾だては、容易たやすく《薄うす花はな桜ざくら》を横倒しにしてしまった。がぎり、という嫌いやな音は、もしかしたら《薄うす花はな桜ざくら》のどこかが歪ゆがんだ音か。

　シールドで殴なぐりつけられる。これもまた、ゲームの中では大したことのないダメージ。だが、ここで体勢が崩くずれるのは致命的とすら言える。その隙に、《讐しゆう劇げき機き関かん》がチェーンソーブレードを拾い上げるには十分だった。

　筐きよう体たいの中を襲おそう、強烈なモーター音。チェーンソーの刃が狙ねらう。

「危ねぇ、避けろッ！」

『コクピットさえ粉ふん砕さいすればお前も終わりだよねぇ、キサラァ！』

　警けい告こくは間に合わない。

　画面を埋うめ尽つくす残ざん虐ぎやくな凶器は、紀沙羅にとっては恐怖の刃。

「あ────」

　紀沙羅の身体からだが、一瞬だけ痙けい攣れんしたようにびくりと震ふるえる。糸が切れたように、レバーとコンソールからその小さな両手が滑すべり落ちた。

　思わず俺がレバーを握る。フォローは間に合うだろうか。チェーンソーブレードはもう目の前に迫っていた。紀き沙さ羅らは肩をすくませて、自分を殺す刃をただ呆ぼう然ぜんと見つめているように思えた。

「…………けて」

　呟つぶやきは、チェーンソーの轟ごう音おんでよく聞き取れない。

「助けて───」

　その言葉は。一体誰に。

　誰に言ってるんだよ、なあ、おい！

「紀沙羅あああぁッ！」

　狭せまい狭い筐きよう体たいの中で、後ろ姿しか見せてくれない少女。どんな想いでそう言ったのか、俺にはわからなかった。

　わかるはずもねえと思った。




　光がなかった。

　故ゆえに、紀沙羅は自分が死んだのだと思った。

　モニターの光もなく、東とう城じよう刀とう雅がの声も聞こえずに、ただ暗くら闇やみの中にいた。ただ、なにかに座っている感触はあって、これは自分がとても慣れた、《デュアル・イレイザー》の操そう縦じゆう席に座っているということはよくわかった。それは死に際ぎわまでもコクピットにいた自分には、とても似つかわしいものなのかもしれなかった。

　負けてはいなかった。

　けれど、いずれ負けるだろう戦いだった。カイは紀沙羅の動きをよく研究していた。手足をもがれた《薄うす花はな桜ざくら》程度であれば、カイは反応し反はん撃げきすることができた。せめてブースターだけでも機能していれば、カイに後れをとるはずもなかった。見えていても対処できない、そんな挙きよ動どうを実現できたはずなのに。

　なにが敗北の要因だった？

　カイに《薄うす花はな桜ざくら》を渡したこと？　カイのことだから、紀沙羅が申し出なくてもどうにか理由をつけて、《薄うす花はな桜ざくら》の電子部品に異常を与えたはずだった。わざわざ用意している策さくを使わずに済ます道理はない。仮にそうした、相手の提案を無む下げに断ことわれば、きっと《ユーディット》は奪うばわれたままだ。

　では、カイの言う通り、《ユーディット》を諦あきらめれば良かったのか？　陵みささぎ岬みさきのことは無視して？

　紀沙羅の《薄うす花はな桜ざくら》と同様、岬の《ユーディット》だって彼女にとって思い入れのある機体だ。今更別のクイーンフレームに乗り換えるなど、岬自身が納得しないだろう。機体にかける感情の形は多少違っても、紀沙羅が《薄うす花はな桜ざくら》を奪われると想像してみれば、到とう底てい看かん過かできることではなかった。

　カイが憎かったのか？

　それとも、イレイザーが憎かった？

　なにを嫌って、なにに憧あこがれて、なにを守りたくて、なにが怖こわかった？

　母が好きだった。ろくに家に帰って来ないで、礼れい拝はいにも連れて行ってくれないで、研究所の一室で資料と書類と、その他様々な玩がん具ぐと電子部品の海に埋うもれる、生活能力のない母親だったけれど、父のいない紀き沙さ羅らには唯ゆい一いつの家族だった。迷惑をかけたくなかった。心配させたくなかった。

　一人が好きだった。一人ならば人づきあいの煩わずらわしさもないし、無ぶ愛あい想そうな自分が相手を傷つけることもなくて、なにより操そう縦じゆう席で怯おびえパニックになる自分を誰にも見られないで済んでいた。そのくせ、こちらの国での友人関係には憧れていた。

　死にたくなかった。

　生きていたかった。当たり前のこと。

　イレイザーなんて関係ないところで、紀沙羅が得ていた色々な大事なものを捨てたくなかっただけなのに、レイラ・キサラギの娘であることは紀沙羅には少し重過ぎた。それが誇りでもあったのに、結局のところ、紀沙羅の細腕で抱かかえることのできるものは限られていたのだ。

　くだらない話だった。

　カイに少し小突かれた程度で倒れてしまうほど、紀沙羅は積せき載さいギリギリだったのだ。

　それを指摘していた竜りん胆どうにも、申し訳ないことをした。誰も言ってくれるはずもなかった。一人で戦っていたのだから。紀沙羅が危なっかしいのだと、誰が教えてくれた？　岬みさきですら、それを指摘するより先に《ユーディット》の刃を向けてきたのだから。

　いや、一人だけ、いた。

　いたけれど、随ずい分ぶんと鬱うつ陶とうしい男で。でもその鬱陶しさがようやくわかるような気がして。

　でもそれだけだった。彼が自分を支えてくれるより先に、自分は倒れてしまったのだから。

　諦あきらめるのか？

　だって、もう、いいだろう。

《デュアル・イレイザー》を続けるだけで、目に見えない怖さにつきまとわれていたのだから。あんな想いはもう嫌いやだ。いつか死ぬかもしれないなんて考えながら、レバーとコンソールに触れ続けるのは嫌だから。

　竜胆にも悪いけど、頃ころ合あいだったのかもしれない。

　こんな心持ちでいつまでも戦い続けていられるほど、紀沙羅は強いはずもなくて──。

「っざけんな────」

　だから、その重い声に、思わず肩が震ふるえた。




「いつまでもヘタレてんじゃねぇぞ、如月きさらぎ紀沙羅ぁァァッ！」




　ふっ、と光が戻る。ここがどこかを思い出す。だらりと下がった両手に、力が入らなかった。

　けど。

「東とう城じよう……さん……私……」

「クソ野郎があぁぁッ！　ここで負けてたまるか、ふざけてんじゃねぇぞォ！」

　口が悪くて頭も悪い、東城刀とう雅がの罵ば声せい聞こえる。誰に向けて言っているのだろう。紀き沙さ羅ら？　カイ？　それとも、ただ声を上げて発散したいだけなのか。

『くっ……なんだよ、バカみたいな声を上げて！　うるさいんだよ！』

「黙れクソガキ！　てめえは一発ぶん殴なぐる！　覚かく悟ごしとけよ！」

　紀沙羅は、ぼうっとしていて、けれど眼前に広がるモニタでもって、なにが起きたのかをようやく把は握あくした。

　受け止めていた。

　東城刀雅が、《薄うす花はな桜ざくら》を操作。左腕のパイルバンカーでもって、《讐しゆう劇げき機き関かん》のチェーンソーブレードを受け止めていたのだ。パイルバンカーは他の兵装とは違う。火薬は使われていないが、その杭くいは相手の機体を攻こう撃げきするものだ。他の武器や装そう甲こうよりは頑がん丈じようにできている。だから改造ブレードの一撃にも耐えられているのか。

　そうか。

　機体を操作するだけなら刀雅でもできるのだ。ならば、コクピットを狙ねらった一撃はガード判定。ということは、紀沙羅は当たってもいない《讐しゆう劇げき機き関かん》の一撃に怯おびえて、気絶していただけ、ということになる。

　死んでなんていなかった。ギリギリの攻撃に精神が耐えられなくて、暗い世界で現実逃とう避ひに浸ひたっていただけじゃないか。

　それは、刀雅にも怒られるだろう。わずか数秒とはいえ、敵前逃亡していたとなれば。

「気づいたな……おっせぇーんだよ！　お前の機体だろうが！」

「東城さん、私、あの……」

『あはは！　楽しませてくれるよねぇ！　でもこのままぶった斬ぎってやる！　僕の武器なめないでよぉ！』

「うるっせぇ！　パイルバンカーなめてんじゃねぇぞ！」

　チェーンソーの刃が唸うなる。いくら頑丈とはいえ、それはあくまで他の武装と比べて、という程度。激しく振動するブレードに、市販のパイルバンカーでは分ぶが悪いはずだ。いつまでも受け止めているわけにはいかない。このままではいけないと思って、紀沙羅はレバーへ手を伸ばそうとして。

　自分の指が、かたかた震ふるえていることに気づいた。

「だぁ……りゃあああっ！」

　そんな紀き沙さ羅らの絶望に気づくこともなく、刀とう雅がが声を上げる。

《薄うす花はな桜ざくら》が、ブレードを持つ《讐しゆう劇げき機き関かん》の右腕を蹴けり上げたのだ。重心が偏かたより、ましてや激しくブレているチェーンソーブレードが、上方へと跳はね上がる。その隙すきに飛び起きた《薄うす花はな桜ざくら》が、体勢の大きく崩くずれた《讐しゆう劇げき機き関かん》へと打だ撃げきを食らわせた。まるで空手の正せい拳けんのような突き。

　それだけで、《讐しゆう劇げき機き関かん》が下がる。がたがたと後ろに。まるでバランスが取れない、というように。

「うぉおおぉッ！」

　紀沙羅の背後の肉にく食しよく獣じゆうが、更に吠ほえる。そのまま追撃したパイルバンカーは、あえなく強化シールドに阻はばまれた。だが、そこからが違う。紀沙羅がやっていた時とは違い、《薄うす花はな桜ざくら》は攻撃を防がれたからといって、隙を見せない。素早いバックステップでもって、《讐しゆう劇げき機き関かん》の横薙なぎに振るわれるブレードを避けた。

　なんだ？

　東とう城じよう刀雅が、たった一人で操そう縦じゆうしていることも驚きだが、それ以上に《讐しゆう劇げき機き関かん》と五分の戦いに持ち込んでいることに、紀沙羅は絶句した。何な故ぜだ？　パイロットとしての技量なら、自分や陵みささぎと比べるべくもない。霧きり島しま桐きり也やにすら劣おとるだろう彼が、どうして戦うことができている。

『違う……お前、なんだ！　なんなんだよ！　キサラは絶対、こんな戦い方しないのにぃ！』

「さっき自己紹介してやっただろうが！　東城刀雅だよ、覚えとけトリ頭野郎！」

　脳天から振り下ろされるチェーンソーを、刀雅がパイルバンカーで弾はじくように軌道をそらす。それだけで太た刀ち筋すじが乱れるブレードと違い、《薄うす花はな桜ざくら》の攻撃に乱れはない。全て一連の演武のごとく、流れるような動きで打撃を叩たたき込んでいく。

　イレイザーの拳こぶしに、兵器としての威い力りよくはない。どれだけ拳を浴びせても、《讐しゆう劇げき機き関かん》のゲージ減少は微々たるものだった。半なかば捨て身の超接近戦では、開いたゲージ差を埋うめることはできはしない。

　だが、カイは明らかに動どう揺ようしていた。自分の攻撃は受け流され、逆に《薄うす花はな桜ざくら》の攻撃は確実に命中する。紀沙羅にも、なにが起こったのか正確に把は握あくできなかった。ただこれは、まぐれでもなければ、いきなり彼が習得した技でもない。東城刀雅が最初から持っていた力だ。

「東城さん……あの、どうして……」

「あぁ!?　なにがだよ！　つかお前なんでずっとぼうっとしてんだ！」

「どうして戦っているのか、と聞いてるのです！」

　また一撃。懐ふところに素早くもぐりこんだ刀雅が、ジャブを浴びせる。パイルバンカーによる杭くい撃うちもあったが、牽けん制せい程度で致命傷に至ってはいない。

「一人で戦うことができたのですか!?　ならどうしていままで」

「そんなんじゃねえよ！」

　状況が状況のためか、刀とう雅がの声も自然と荒い。

「俺はただ、空手やってるだけだ！　《薄うす花はな桜ざくら》でな！」




　紀き沙さ羅らは疑問をもったようだが、俺のやってることはそう難しくない。

　イレイザーの搭とう乗じよう者しやは多くの場合、役割分担を行うことで複雑な操そう縦じゆうを成立させている。《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》ならば、桐きり也やが狙そ撃げき、アレンさんが機体制せい御ぎよとサポート。《ユーディット》であれば、陵みささぎが機体制御で安あ曇ずみ野のがブレードの操作、という風に。

　逆に考えればいい。

　機体制御だけならば、一人でできるのだ。そこに照しよう準じゆんをつける動作や、複雑なマニュピレーターによる動きなどをほとんど考えなければ、できる。それなりに操作を練習し続けた人間なら、絶対にできる。つまり、武器を使わないイレイザーの戦闘──徒手格闘戦であれば。

　俺にも、できる。というか。

「つーかそもそも！　俺の得意範囲は格闘戦なんだよ！」

「そ、そうなのですか……？」

「ったりまえだろうが！　でなきゃ使いにくいパイルバンカーつけろなんて言うかよ！　ロマン武器使いこなす自信はちゃんとあるっての！」

「た、ただ見た目で選んでいるのかと……」

　まあ、格闘戦が得意と言っても、同じ程度の技ならば桐也もできるだろ。自分の機体の重心をしっかりと確保したまま、相手の重心を崩くずすだけだ。イレイザー自体は小さいので重心を崩すのは難しくないし、特にこの《讐しゆう劇げき機き関かん》はバランスが悪い。強化した武装はその分重く、扱あつかいづらいのが原因かもしれない。

『く……なめるなよぉトーガ！　そんな！　素す手で同然で僕の《讐しゆう劇げき機き関かん》に敵かなうと……』

「なめてんのはお前だ。格闘家の武器は素手だろうが」

　全く同じではないが、喧けん嘩かでの俺の動きを、《薄うす花はな桜ざくら》で再現するのは難しくなかった。

　もう一度。チェーンソーをバックステップで回避して、ガラ空きのローへと足払いを仕し掛かける。カイもさる者で、足を広げてそれをどうにか耐えたが、そのせいで《讐しゆう劇げき機き関かん》の位置が一いつ瞬しゆん固定される。その瞬間に、《薄うす花はな桜ざくら》の拳こぶしが、《讐しゆう劇げき機き関かん》のいけ好かない顔面へと直撃した。

『がっ……ぐっ……！』

「いまはてめぇを殴なぐれねえからよ！　イレイザーのほうで勘かん弁べんしてやる！」

　杭くいをぶっ込んでやりゃあ良かったかもしれねーが、生あい憎にく手て癖くせで、バンカーのついてない右腕で殴っちまった。利きき腕なのが影響している。

「あ、あの……《讐しゆう劇げき機き関かん》が……こうもあっさり……？」

「逆に聞きてえんだが紀き沙さ羅ら。どうしてお前がこんな奴やつに苦戦してんだ？　重心もバランス悪いし、ちょっとつつけばすぐグラつくし、ぶっちゃけ相手じゃねーと思うんだが」

「……カイは、私のクセを把は握あくしているのです。だから反応も早い。きっとさぞかし粘ねん着ちやく的に、私の戦いを研究したのだと思われます。でもだから逆に──機体ごとぶつかっていくような戦い方を想定していない」

「褒ほめてんだよな？」

　ていうかいつまでぼけっとしてやがる。いい加か減げん手伝ってほしいんだがよ。

　まあいい。《讐しゆう劇げき機き関かん》はようやく、大剣を支えに立ち上がろうとしていた。シールドとチェーンソーが重い上に、散さん々ざんにバランスを崩くずされて、ゲージを見れば無傷に近い《讐しゆう劇げき機き関かん》はボロボロのように見えていた。

『僕を……僕をバカにするなよ、極きよく東とうの野や蛮ばん人じん風ふ情ぜいがぁぁァッ！』

「お前を貫つらぬくのは──」

　俺はレバーを操作する。引き絞しぼった左腕は、ふらふらの《讐しゆう劇げき機き関かん》の胸を抉えぐる。直ちよく撃げきすれば一撃必殺、とまでは行かないが、相当なダメージを与えられるはずだった。

「その極東の武術だぜ？」

『ふざ、ふざけるなよぉぉッ！』

　轟ごう音おん。パイルバンカー《アルナスル》は、殴りつけた反動でもって自動で杭くいを打ちだす武器だ。だからこそ俺が使える。機体制せい御ぎよのみでしか戦えない格闘バカは、そうやって敵を貫くしかない。

　火薬のエフェクトとともに、《讐しゆう劇げき機き関かん》が吹き飛んだ。

「直撃……だろーが」

『く、く、はははッ』

「ッ!?」

　違う。

　確かに直撃だった。ダメージは通ったはずだ。シールド以外には、妙みような素材は使われていない。だが、ゲージの減りは三分の一しかなかった。いくら《讐しゆう劇げき機き関かん》が重じゆう装そう甲こうとはいえ、パイルバンカーの威い力りよくはほとんどの武器の中でも屈指だろう。もっと削けずれてもいいはずだった。

「……『騎き士しの巡じゆん歴れき』ですか、カイ」

『発動、ギリギリ間に合ったよぉ。さあ、ここからが本番だ！　キサラにトーガ！　まとめて刻きざみ殺してあげるからさぁ！』

　ナイトフレームの特とく殊しゆ能力を、すっかり失念していた。一時的に全ての能力を底上げする、わかりやすくて面おも白しろみに欠けるが、その分単純に強力な特殊能力。まあ、簡単に言えば強化状態で、ただでさえ攻せめ崩しにくいナイトフレームがさらに殴り合いに強くなるんだが。

『くく……あははははッ！』

　突とつ撃げきしてくる《讐しゆう劇げき機き関かん》に、先ほどまでの木で偶くの面おも影かげはない。ただでさえ厄やつ介かいな威い力りよくを誇る改造武装に速さまで加わったのだから、すでにゲージを半分近く削けずられているこちらには圧倒的に不利だ。

「東とう城じようさんっ、これは……ッ！」

「かわす、かわしてやるよ！　まだ、《ユーディット》よりは遅いだろうが！」

　あの、速さを身上とするクイーンフレームを引き合いに出しても、なんの意味も無いとわかっていたが。

　初手。横薙なぎの一撃をバックステップで。目の前ギリギリをかすめるチェーンソーブレードは、しかしノーヒット。その瞬しゆん間かん、紀沙羅がコンソールへと手を伸ばした。

　追撃。シールドによる打撃。こちらは間合いが狭せまいせいでわずかに身をかがめるだけで回避することができた。地に右腕をつくも、またノーヒット。その瞬間、筐きよう体たい内の画面、下半分が一瞬黒に変わった。

　メインカメラの映像は、筺体内の上半分に縮小されて表示される。

「はっ……!?」

「東城さん、気にしないで！」

　いや気にするなって、明らかに視界が狭くなってんじゃねーか。

「お前の仕し業わざかっ……！」

「いいから！　来るのです！」

　慌てて、狭い視界から敵機を確認する。既すでに《讐しゆう劇げき機き関かん》が大上段にチェーンソーを振りかぶっていた。盾たてによる打撃はあくまで牽けん制せい、本命はその後に脳のう天てんから振り下ろす大剣の一撃だったらしい。

　手をついた状態から、これをかわせってのかよ、無む茶ちやな要求をするな。

「くっ……間に合えよ……ッ！」

『いいや、無理だよトーガぁッ！』

《薄うす花はな桜ざくら》の反転は間に合わない。

　激しく回転する刃にかすった《薄うす花はな桜ざくら》は、威力を相そう殺さいするために背後に跳とび下がる。頭をぶっ壊こわされることはなんとか避けたが、もちろんダメージ判定はきっちり計算されてやがる。あと一撃食らえば、もう敗北は避けられない。

　ヤバい状況だ。格闘戦であれば紀沙羅の代わりも務つとまるかと思ったが、とんだ思い違いだったらしい。ただ。俺が気になるのは。

　この状況でも、紀沙羅がまだ冷静に、コンソールを叩たたいていることだった。モニターの下半分、黒く染められた下方部分には、白色の英数字が羅ら列れつされている。俺にはさっぱりわからないが、なんだこれ、なにかのコンフィグか？

「東城さん」

「なっ、なんだよ」

　ゲージの減少ぶりにあれだけ怯おびえていた少女が、何な故ぜか今は力強くて。

「二分……いえ、一分半でいい。《薄うす花はな桜ざくら》を保もたせられますか？」

「はあ？　一体、なにする気だ。つーかお前、今なにしてんだよ」

「ゲームシステムに直接アクセスしています。どうも、筐きよう体たい側では《薄うす花はな桜ざくら》の武装を正常に認識できていないようですので、設定を変更し、筺体と《薄うす花はな桜ざくら》を直接リンクさせることでこのトラブルを解決します」

「そ、そんなことできんのか？」

「システムは裏うらの裏まで把は握あくしているのです。画面の下半分は設定変更で使わせていただきたいので、東とう城じようさんには時間稼かせぎを」

　そういえば開発者の娘だったな。コイツは。おまけにイレイザーのコンソールを自分で使いやすいように設定までしていた。紀き沙さ羅ら自身ができる、と言っているのだから、理論的には可能、ということなのだろう。

　問題は、パーツ自体が完全にぶっ壊こわれていた場合だ。仮にライフルから弾たまが出るようにしても、ライフルの引き金が動かないんじゃ意味がない。もっとも、磁じ石しやくを利用したアクセサリーが、どこまで電子機器を狂わせられるかわからないが。

「一分半で完かん璧ぺきに終わらせられるんだな、紀沙羅？」

「………………」

　うぉおい、黙るんじゃねーよ。自信がねえなら無いと言いやがれ。

「……その、なんといいますか」

「時間がねーんだろ、さっさと言え」

「あの、絶対にできる、という保証はなくて。正直……賭けなのです。その、ダメというのなら……」

「賭け金がお前の命なんだろ。負けられねえじゃねーか」

「……その、即断の覚かく悟ご、実に東城さんらしいのです」

　なにが、覚悟だ。

　その覚悟、お前はとっくに決めてるじゃねーか。いつの間に、この短時間でそれだけ成長してやがるんだよ。さっきまでは恐怖で気を失っていたくせに、すっかり立ち直って今では天才の紀沙羅嬢に逆戻りだ。

　訳わかんねえ。けど、その強さが心強い。

『丸聞こえなんだよぉォッ！　トーガ！　キサラァッ！』

　あ、やべ、こじらせてるガキのことすっかり忘れてた。

　一分半ね。それだけ終われば装備を復活させて、最強の如月きさらぎ紀沙羅が再さい臨りんするということなのだろう。《騎き士しの巡じゆん歴れき》を発動させたナイトフレーム相手に、パイルバンカー一本を頼りに時間稼かせぎしろ、ってことか。当然カイもしっかりそれを聞いていたから、あと一いち撃げきを浴びせるために全力を尽つくすだろう。

　いいじゃねーか。

「守りきれば俺の勝ちってことだろ！　いいねぇそういうの大好きだ！　これ以上、お前の機体に傷一つつけさせねぇよ！」

『暑い……暑い暑苦しいよトーガ！　これだからサルみたいにキーキー喚わめく日本人は嫌いなんだ！　その口永遠に封ふうじてやる！　キサラともどもね！』

　黒い騎き士しと、薄青の桜さくらが対たい峙じする。

　紀き沙さ羅らは俺達の戦いには目もくれず、ひたすらにコンソールを操作して設定画面に目を走らせていた。表示されているのはプログラムかなんかなんだろうが、正直俺にはさっぱりであった。だったら、わかりやすいほうが好きだ。

「守ってやる。これ以上傷つけさせるか！」

『やってみろよォッ！　僕が全部、完かん膚ぷなきまでにすべて、キサラから奪うばいつくしてやる！』

　まるで物語の主人公だ。ここにきてようやく、その気分に浸ひたれた。

　ずっと主人公は紀沙羅で、戦っていたのも紀沙羅だったから、それが俺にシフトしたのは、なんともいえず感動できた。でもこれは一時的なもので、すぐに紀沙羅にバトンタッチしなきゃいけないってことはよくわかっている。

　だが《デュアル・イレイザー》の二人一組であれば、そちらのほうがふさわしいように思えた。俺なんざ脇わき役やくで十分だ。

　これ以上は絶対、好きにさせせねぇぞ、カイ。

　脇役は、主役の出番を引き立ててこそ、なんだからよ。




　霧きり島しま桐きり也やは、勝ち抜き台で行われる試合の様よう子すを、ハラハラしながら見守り続けていた。

　もっとも、表情が変わらないと刀とう雅がによく言われてしまうので、傍はた目めから見ても自分の動どう揺ようは伝わらないという自覚があった。隣となりでは陵みささぎが、手に汗握るという言葉のままに、表情を強こわ張ばらせてバトルフィールドを見つめている。安あ曇ずみ野のも安曇野で、いつものぼうっとした表情のように見えるが、鋭く細められた目線がイレイザーを捉とらえていることがよくわかる。

「なにやってんのよぉ紀沙羅ぁ……」

　小さく呟つぶやいた陵は、三人の心情を代弁していた。《薄うす花はな桜ざくら》が《讐しゆう劇げき機き関かん》に圧倒される様子は、見ていて焦じれったいものだった。紀沙羅がどうしているのか。刀雅がなにをしているのか。コクピットの中の様子が、外から見ているだけでは一切わからないのが原因の一つでもある。

　が、桐也にはわかる。

《薄うす花はな桜ざくら》の動きが、途中から明らかに変わった。反撃を恐れず、あえて敵の内側に力強く踏み込むような動作。パイルバンカーを取り付けた左腕よりも、右腕による牽けん制せいを多く用いて、ここぞという箇所で杭くいを撃うち込んでいくスタイルには、見覚えがあった。

　刀とう雅がだ。あれは、刀雅の操そう縦じゆうのスタイルだ。

　イレイザー自体の拳こぶしや蹴けりはダメージ判定を持つものの、大した威い力りよくは望めない。桐きり也やが自信の空手を活かした操縦ではなく、狙そ撃げきスタイルを練習し続けているのもそれが理由だ。徒手格闘では、イレイザー戦で勝てないのだ。

　だが、刀雅が操縦した途と端たん、あれだけ優勢だった《讐しゆう劇げき機き関かん》が押され始めた。使いどころを間違うことができない『騎き士しの巡じゆん歴れき』まで発動したのだ。追い込まれていると見て間違いない。

　が、まだまだ刀雅達が劣勢なのは、事実だった。

「きーくんはぁー……どう、思うー……？」

「どう、とは？」

「どっちがぁー……勝つかなぁー……？」

「紀き沙さ羅らに決まってんでしょ！　あずな、適当なこと言わないで！」

　ついこの間まではとても想像もできないようなセリフを、陵みささぎが言い出した。女子というのは一日でどれだけ仲良くなれるものなのか、桐也には想像がつかなかった。友達思いなのは以前から知っていたことだったが。

「でもぉー……この状況じゃあー……」

「陵嬢。申し訳ないが、俺も冷静に考えれば、この状況で、《薄うす花はな桜ざくら》が《讐しゆう劇げき機き関かん》を圧倒するのは難しい、と思う」

「あ、アンタまで……」

　冷静に見み極きわめればいい。何な故ぜか、《薄うす花はな桜ざくら》はその武装のほとんどを使用していない。なんらかのハンデなのか、それともトラブルがあったのかはわからないが、《讐しゆう劇げき機き関かん》が用いてる改造武装はその状態で敗れるほど甘いものではないだろう。

「だが」

「え？」

「最後に勝つのは、刀雅だ。俺はそう信じている。友人の勝利を確信するのは、当然のことだ」

　理論も、過程も、情勢も、一切関係がない。

　東とう城じよう刀雅は勝利すると、ただ桐也は無条件で信じていた。どれだけ《薄うす花はな桜ざくら》が劣勢にあろうと、そう信じているから桐也はあの青い機体から目をそらすことはない。できれば、陵や安あ曇ずみ野のにも同様であってほしいと思っていた。

「違うか、陵嬢？」

「なっ、そっ、あっ……あったりまえでしょっ！　紀沙羅っ！　ちゃんと見てるからね！　負けたら承知しないわよ！」

　バトルフィールドの外側、透とう明めいなドームに手を触れて、陵みささぎはそう呟つぶやいた。

　いまや、専門店内のほとんどの客が、この一戦に目を向けている。店内のあちこちでモニターされる勝ち抜き台ではあるが、その注目度は《薄うす花はな桜ざくら》対《ユーディット》以上ではないだろうか。そもそも、あのカイという少年が注目を集めることを画かく策さくして、陵との騒ぎを起こしたような感もある。

《薄うす花はな桜ざくら》が敗北するところを、衆しゆう目もくにさらすのが狙ねらいだろうか。

　逆に《讐しゆう劇げき機き関かん》が負けてしまえば、その姿こそ皆に見られてしまうというのに。

　それが怖こわくないのか。いや、その可能性を考えていないのか？　あるいは絶対に《薄うす花はな桜ざくら》が負けるという確信があるのか。どうして？　改造イレイザーすら用いておきながら、未いまだに決定打を与えられていない《讐しゆう劇げき機き関かん》が、ただの傲ごう慢まんでそこまで考えているならば笑わせるが。

「……ちょっと？　霧きり島しま？　なによ黙っちゃって」

「いや、すまない、嫌いやな予感が……」

　そう言って桐きり也やは、紀き沙さ羅らと刀とう雅がが乗り込んでいる筐きよう体たいへと、首を振り向けた。

　卵型のコクピットに近づく人影があった。桐也は、自分の勘かんが的中したことに気づく。一歩踏み込んで、その男の前に立った。顔を覚えていてよかった。服装だけで考えていたら気付かなかっただろう。

「すまないが、このコクピットになにか用か？」

　相手の男は答えない。

　黒ずくめではなかったものの、近くで見たら間違いない。いつかの乱闘の際、桐也とやりあった黒ずくめ達の一人だった。今はカジュアルなごく普通の服装に身を包んでいるが、腹部に鋭い拳こぶしを叩たたき込んだのはよく覚えていた。

　あの連中がカイの配下だということも、刀雅は明言しなかったものの、桐也にはとっくに察しがついていた。

「友人が真剣勝負の最中だ。邪じや魔まはしないでもらおう」

　大おお方かた、コクピットになにか工作でもするつもりだったのだろう、と桐也は推測する。バトルフィールドと接続されているコードを一本傷つけるだけで、正常なプレイが困難になってしまう。やろうと思えば工作用のカッターで十分だが、この衆人環視の中で堂々とそんな行動に出るというのは。

　カイの一味も、相当に焦あせっているということなのだろう。

「……邪魔なのは、君のほうなんですがね」

　桐也にそう語りかけたのは、カイに付き従っていた黒スーツの男だった。銀髪とサングラスが印象的で、確かタカオカと呼ばれていたはずだが、顔立ちの雰ふん囲い気きから察するに日本人ではないようにも思えた。進み出る足取りは油断できないものがある。桐也と戦った時に、黒ずくめ達を指揮していた茶髪スーツもすぐ横にいた。

「先日は、クサナギが世話になったそうですね。君は何者ですか？　レイラ・キサラギの手の者にしては……いささか幼い。見たところはこの国の学生としか思えませんが」

「なにを言っているかわからん。俺はただの空手が趣味のゲーマーだが」

「なるほど。では、若者が血気盛んに首を突っ込んだだけなのですね。あのトーガという青年も……」

　怪あやしい集団だとは思っていたが、ますます胡う散さん臭くさい。

　タカオカが合図をしたのか、いつの間にか桐きり也やは囲まれていた。全てカイの部下なのだろう。正確な事情は、刀とう雅がか紀き沙さ羅らならば知っているのかもしれないが、彼らを問いただすよりもこの窮きゆう地ちを切り抜けるのが先だ。一人一人は大したことはなさそうだが、タカオカ、クサナギなるスーツ姿の二人は間違いなく別格である。

「そこをどいてくれませんか？　痛い目に遭あうのはわかっているでしょう？」

「詮せん索さくはしない。そういう約束だ。そちらが何者か、なにが目的かもどうでもいい」

　桐也は足を開き、呼気を整える。どこまでできるかわからなかったが、可能な限りやってみようと思った。喧けん嘩かには慣れているし、それにどこまでできるか試したい気持ちもある。ゲームのタイムアタックにも似た気分だった。

「だが、友人の邪じや魔まはさせん。誰が相手だろうとな」

「損そん得とく勘かん定じようのできない若者に算盤そろばんの使い方を教えるのも、大人おとなの務つとめですかね──やれ」

　号令とともに、彼の部下たちが一斉に桐也へと突進してきた。路ろ地じ裏うらで戦った時も思ったが、やはり個々の能力は大したことはない。問題は集団戦に慣れていることと、彼らの目に迷いがないことだ。統とう制せいがとれていて、その上意下達ぶりはどこかの軍隊を連想させるものすらある。

「ふっ！」

　だが、桐也には通用しない。一度戦ったことでクセもわかっている。

　手近な相手の丹たん田でんに突きを叩たたき込む。くずおれた男には目もくれず、別の相手の顔面に肘ひじを浴びせて一いち撃げきで気絶させた。空手の技から考えればいささか邪じや道どうだが、この多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいの状況ではそこまで考えている余裕などない。

　だが、それでも桐也の空手は基本に忠実だ。下段を狙ねらった蹴けりを浴びせてくる者に逆に足払いを仕し掛かけ、そのまま突きを放はなつ。どいつもこいつも一撃で倒れるほどに軟弱であった。そのまま流れを止めずに、どさくさに紛まぎれて筐きよう体たいに近づこうとした男に回し蹴りを浴びせる。

「口だけではないと、わかってもらえたか」

「なるほど、クサナギから聞いていた通りですね……では、彼女さんのほうを狙わせていただきましょうか」

「……誰のことだ？」

「おや、違うのですか？　まあどちらでも良いんですが」

　タカオカの振り向いた先にいたのは、突然の乱闘に怯おびえている陵みささぎと安あ曇ずみ野のだった。なにか妙みような勘かん違いをしているらしいタカオカだったが、彼の言う通り、どちらでも人質には適している。ましてや今、彼と彼の部下たちは筐きよう体たいに細さい工くするための工具を所持しているはずだった。

「くっ……」

　今すぐにでも二人の元へ駆かけつけたかったが、タカオカの部下が進行を妨さまたげるように立ちふさがってくる。彼らを殴なぐり飛ばすのは一いつ瞬しゆんだったが、その隙すきに別の男たちが陵、安曇野に凶きよう器きを突き付けるのは明白と見えた。

　しかも、彼女たちをかばえば、今度は筺体の防備がおろそかになる。

「なに……なんなのよアンタたち！　近づいたら承知しないわよ！」

　陵が啖たん呵かをきるが、威い勢せいの良さがあればどうにかなる、という相手ではない。

　背中を預ける相あい棒ぼうがいれば良いのに、と桐きり也やは思った。今まで相方かたとして、ゲームでも現実でも喧けん嘩かを続けてきた相棒は、今は別の少女とともに小さな戦場で激戦を繰り広げていた。頼ることはできない。

　ならば、桐也一人でなんとかするしかない。

「邪じや魔まだと──」

　桐也は、腹部を狙ねらってきた男に、カウンターを浴びせる。手刀でもって体勢を崩くずし、同時に踏み込んでこちらの重心を切り替える。わずかに持ち上げた右足に力点が移動するのがよくわかった。

　手刀を浴びせた男は、いまやただの的だった。

「──言っているだろうが！」

　桐也の右足が閃ひらめいた。男の腹部に激突した鋭い蹴けりは、そのまま男を弾はじき飛ばす。加か減げんはできなかったが、骨を折ってはいないだろうと、桐也は手ごたえから判断した。弾き飛ばされた男は、そのまま別の男に激突し、密集していた敵陣を崩くずす。

　陵を狙ねらっていた男も、その弾だん丸がんと化した仲間になぎ倒されていた。その隙に陵と安曇野を逃がせば──。

「なるほど、確かに口だけではないようですね」

　口調は慇いん懃ぎんだが、そこに明らかな侮ぶ蔑べつが見て取れる。

　立ちふさがったのは、タカオカだった。やはりその足取りに隙らしい隙はない。烏う合ごうの衆と思われる連中の中で、常にカイの傍そばに付き従っているだけのことはあった。少なくとも学生の身で勝てるような相手ではないだろう。

「私が相手しましょう」

「く……」

　タカオカのごとき達人を相手にしている余裕はない。だが、逃がしてくれるとも思えなかった。一体どういう武術を嗜たしなんでいるのか、両手をだらりと下げて自然体で立っているだけに見えるのに、その立ち居振る舞いに隙すきがない。なにより、指先だけが中国の酔すい拳けんのように、杯さかずきを持った形に変わっているのを見み逃のがさなかった。

　確か、酔拳の杯はい手しゆといえば、急所を潰つぶすのに適した形ではなかったか。下へ手たに突っ込めば、怪け我がでは済まない相手だろう。

　タカオカの力量の前に、桐きり也やが動きを止めること、しばし。

　いずれ膠こう着ちやく状態が続けば、ゲームの筐きよう体たいか、陵みささぎと安あ曇ずみ野の、どちらかが連中に好きにされてしまうのは目に見えていた。ならばもはや、多少の反はん撃げきを覚かく悟ごで突っ込むしかないのだろうか、と桐也が決断した時。

　人混みの中から、歓声が聞こえた。この乱闘騒ぎによるものかと思ったが、違うらしい。思わずバトルフィールドに目を向けてしまう。そこにあったのは、背部のブースターから炎ほのおを噴ふん出しゆつさせる《薄うす花はな桜ざくら》の姿だった。

「ブースターが……」

　さっきまで一向に使う気配のなかった、《薄うす花はな桜ざくら》の武装が、その機能を取り戻していた。

　こうなれば、もはや劣勢とは言えまい。どのような攻撃も、あの背部の加速装置でもって切り抜けてきた如月きさらぎ紀き沙さ羅らなのだ。近接戦しかできない《讐しゆう劇げき機き関かん》に、《薄うす花はな桜ざくら》の挙きよ動どうを追いかけるほどの力量があるかどうか。たとえ改造イレイザーといえど。

「よそ見はいけません」

「がッ……!?」

　だが、そうして刀とう雅がの活躍を期待した瞬しゆん間かんだった。

　桐也の首に、タカオカの杯手が絡からみつく。喉のどを潰すかのような一撃。滑すべるように踏み込んだタカオカの動きは、桐也の知る武術とは一線を画かくすものだった。気配を消し、音を消して近づく動作は、強しいて言うならば暗殺術に近いと思った。

「がっ、かはっ……」

「子供相手でも手て加か減げんはできない性しよう分ぶんなんです。許してください」

「大人おとなげないな……！　バトルフィールドを見てみろ……もうお前の主人に優位はないぞ……諦あきらめたらどうだ……ッ！」

「優位でなければ作り出せば良いだけのこと。この騒ぎで人が減ってしまったかもしれませんが、まあまだ見ている方も大勢いるようですから。誰にも予想できなかったトラブルで《薄うす花はな桜ざくら》が動けなくなり、そのまま負けてしまう様を見ていただくことにしましょうか」

　そのトラブルとやらを演出する気であろうタカオカは、桐也を摑つかむ腕に力を込める。息ができないどころが、声帯を潰されてもおかしくない。抜け出そうともがく桐也だったが、声を永遠に奪うばわれるのは時間の問題と思われた。

「高い勉強料でしたね、キリヤ？」

「生あい憎にくだが、タカオカ──」

　それは、あるいは斧おののようにも見えた。

　タカオカの腕を斬きり落とさんとする弧こ月げつは、重量と鋭さを同時に伴った一いち撃げきだった。茫ぼう漠ばくとした瞳ひとみに映ったその一いつ閃せんを、かろうじて桐也は振り下ろしたかかと落としだと理解する。ただでさえ難しい足あし技わざをこのキレで放はなつのだから、相当な使い手だろうと思われたが、桐也はその人物に一人だけ心当たりがあった。

「その勉強料は私が代わりに払おうか。彼は恩人の一人でな」

「はっ、これはこれは。竜りん胆どうではないですか、久しいですね」

　竜胆凛りん花か。刀とう雅がはもう何度も会っているものの、もちろん桐也はそんなことを知る由よしもない。桐也にとっては裏うら路ろ地じでの一件以降、初の再会である。桐也は咳せき込みながらも、どうやら顔見知りらしい二人を見比べた。

　ギプスで腕を固定している竜胆ではあったが、先ほどの斧のごとき足技を見る限り、タカオカと渡り合える可能性があるのは彼女だろうと思った。

「怪け我がをしていると聞きましたがね、相変わらず元気そうで憎たらしいくらいですよ」

「憎いのはこちらも同じだ。相変わらずくだらないことに精せいを出しているようだな。集団の首がすげかわろうと、表に出ないで甘い蜜みつを吸う習性は変わっていないか」

「はて。なんのことでしょうか？」

「あんな子供を傀かい儡らいにして恥ずかしくないのか、と聞いている」

　タカオカは押し殺したように笑っていた。どうも口調といい、その動作の一々といい、作り物めいた部分が消えない男だった。喉のどを押おさえて呼吸を繰り返す桐也の肩に、竜胆が手を乗せてくれた。よくやってくれた、と言われた気分だった。

「傀儡？　カイ様、我らが城主は素晴らしい方ですよ。あの年で人心掌しよう握あくから、教団の運営まで考えを巡めぐらせ実行している。私などその手伝いをしているに過ぎません。イレイザーによる救きゆう世せいも、必ずや達成できることでしょう」

「なにが救世だ。《デュアル・イレイザー》は、ただの子こ煩ぼん悩のうな母親が、娘のために作っただけのゲームだ。天才が自己満足を求めた、その副産物に、救世の力があるわけがないだろう」

「ですが、我が城主は言っておりました。イレイザー。その名の通り、今の世界を全て消し去る者です。そうして新しい世界を作り上げたその時、指導者となるべきは我ら『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の城主なのですから」

「くだらん。どこまで本気だ。願わくばその信者ぶりもポーズであることを祈るのみだが」

「教えを信じぬのならそれでも構いませんが、我々の邪じや魔ま立だてだけはしないように」

　竜胆を囲むのは、この不ぶ気き味みな男の配下だ。さすがに桐也は気になってくる。詮せん索さくしないという約束だったが、刀雅は一体なにに首を突っこんでいるのか、いくらなんでも心配になってしまった。桐也が想像していたよりも、竜胆や紀き沙さ羅らを取り巻く状況は常じよう軌きを逸いつしているのかもしれない。

「この数。それに私もいるのですよ。一人で太た刀ち打うちできますか、竜りん胆どう？」

「よくもまあ集めたものだな。確かに腕がこれではな。だから、武人としては少々反則だが、こちらも部下を使わせてもらおうか」

「なに……？」

「ほら、あちらだ」

　陵みささぎと安あ曇ずみ野のを指し示すように、竜胆が目線を向けた先。

　そうだ、まだあの二人は無事だった。筐きよう体たい前には竜胆がいるから良いとして、あちらは誰が守っているのだ？　タカオカの手勢が多過ぎてよくわからないが、打だ撃げき音の応おう酬しゆうは聞こえてきた。それと、男どもの悲鳴も。

「まだやれるか、そこの正義漢」

「っ……問題ありません。一撃で喉のどを潰つぶさなかったのはあの男の失敗です」

「良い目だ。東とう城じようと同じだな。タカオカは禁じ手ばかり使う邪じや道どうの武術家だ。私が相手をする。背中は任まかせたぞ、霧きり島しま」

　状況はまだ完全にはわからないが。

　竜胆女史がいれば、この場を守りきれるだろう、と桐きり也やは踏んでいた。バトル終了まであと一分半もないはず。その時間さえ凌しのげばいい。現実か仮想かという違いはあるものの、また再び刀とう雅がとともに戦えることは、桐也の心中を熱くさせていた。また一いつ緒しよに喧けん嘩かしているのだ、あとで師範の前で二人一緒に正座すればいい。それもそれで悪くはない。

　桐也はただ一点、友情という根拠でもって、自分と《薄うす花はな桜ざくら》の勝利を確信していた。




　紀き沙さ羅らの手て際ぎわは鮮やかだった。

　一分半と言ったものの、実際には五十秒もかけずにブースターを復活させてしまった。

「どうだよカイ！　そろそろ降参してみせたらどうだ！」

『あはは！　言ってくれるねぇトーガ！　それより自分の状況分析するのが先じゃないのかい！』

　カイの言う通り、優位を誇れる状況では決してなかった。いやあ、やっぱ『騎き士しの巡じゆん歴れき』を発動したナイトフレームはつえーわ。《讐しゆう劇げき機き関かん》はそのチェーンソーで、高威い力りよくの攻撃を乱発し続けている。

　完全に防戦一方で、回避の中にガードを織おり交まぜて凌いでいるが、やはりゲージはじりじりと削けずられてしまっていた。基本的にダメージはかすり傷程度ではあるものの、実はパイルバンカーの動力部に傷をつけられてしまっている。

　チェーンソーをパイルバンカーで受け止めたが故ゆえの勲くん章しようだが、正直動作には不安が残る。なにしろモーター使ったチェーンソーでがりがりやられたからなぁ、あと何回か杭くいを撃うてば壊こわれてしまうだろう。まあ、希望を加味してもあと二回が限度、ってとこか。

　その前に、チェーンソーをガードもなしでもろに食らってしまえばヤバいんだが。

「くそっ……おい、紀き沙さ羅ら、まだかよ！」

「私だってやっているのです！　男なのですから泣き言を言わないで欲しいのですっ！」

　泣き言のつもりはなかったのだが、紀沙羅にはそう取られたらしい。

　カイの動きは、バカみたいにチェーンソーを振り回すもので、動きは読みやすいし決して強敵ではない。だが、そのリーチの長さと、意外にも冷静にこちらの動きを観察する余裕があるために、未いまだに防戦一方となっている。加えて、速度が上昇しているのは『騎き士しの巡じゆん歴れき』のおかげだ。

　ブースターが回復したとはいえ、俺はこういう武装を使うのが苦手だからな。だったら格ゲーでもやってろって話なんだが、男は皆、当然ながらロボット大好きなのである。この感情は紀沙羅に言ってもわかってもらえまい。

　大振りに円を描く《讐しゆう劇げき機き関かん》のチェーンソーが、《薄うす花はな桜ざくら》のコクピット前をかすめた。システム画面に熱中している紀沙羅は気づいていないようだったが、こちらとしては鳥とり肌はだものである。

「くそ……おい紀沙羅！　もういいだろ！　ブースターが復活しただけで十分だ！」

「はぁ!?　確かに私なら回避はブースターだけで十分なのです！　けど！　今はゲージ差で負けているのですよ！　どうやって逆転するのですか！」

「パイルバンカーがあるじゃねーか！」

「それでも！　直ちよく撃げきでゲージの三十三パーセント程度のダメージなのです！　カイのゲージはまだ半分以上残っている！　壊こわれかけのパイルバンカーではあと二回杭くいを打ち込むのが限度！　どうしても賭かけになってしまうのです！」

「いいや、賭けじゃねえ！」

　チェーンソーブレードを、《薄うす花はな桜ざくら》がその上腕で受け流す。そのまま蹴けりを放はなったがそちらはシールドに受け止められる。この短い時間でも、カイには俺の格闘のクセをある程度見抜かれてしまった感じだ。それも仕方がない。実戦ならばともかく、イレイザーでは動きがパターン化してしまう。ゲームのせいにもできるが、結局は俺の力量が足りないということだろう。

　やはり、紀沙羅じゃねーと。

「アイツの『騎士の巡歴』さえなくせばいい！　ギリギリのタイミングでぶちこめば、仕留められなくてもゲージ差は一いつ瞬しゆんで消えさるだろうが！」

「……『騎士の巡歴』は、確か発動したのが……」

　残り時間は、もうすぐ一分を切ろうかというところだ。いつまでも紀沙羅を温存しておくわけにはいかない。武装を復活させたい気持ちもわかるが、そろそろ賭けに出なければ。

　チェーンソーをかわし、その隙すきに打撃を加える、という応おう酬しゆうもそろそろお終しまいだ。どうせこちらの攻撃では大したダメージを与えられない。多少の無む茶ちやは覚かく悟ごの上だ。

「……逆算して、二十秒！　試合終了前二十秒間が、《讐しゆう劇げき機き関かん》の『騎き士しの巡じゆん歴れき』が終了する時間なのです！　その間にカイに一いち撃げき加えられる自信があるのですか！　東とう城じようさん！」

「ねえよ！」

「はっ!?」

「でもお前ならできるだろ！　シールドに当てなきゃダメージは通るんだ！　いいか、布ふ石せきは俺が作る！　最後の一撃、叩たたきこむのはお前だ、紀き沙さ羅ら！」

「…………上等なのです！」

　画面の下半分が、本来の視界を取り戻す。いやあ、縮小された画面はアスペクト比がとんでもなくてやりづらかったぜ。

「やってやるです東城さん！　私に賭かけたこと、後悔しないで欲しいのです！」

　ブースターが点火される。紀沙羅がコンソールに手をかけた瞬しゆん間かん、《薄うす花はな桜ざくら》が一気に加速した。やはり、違う。単なる肉弾戦に限れば俺にも分ぶがあるかもしれないが、本来の武装を手にした時の紀沙羅は、やはり最強に相応ふさわしい動きで魅みせてくれる。

『だから……お前たちさぁ！　僕が聞いてること忘れてんじゃないの！　手の内バレバレなんだよぉ！』

　あ、やべ、マジで忘れてた。通信切っとけって話だよな。本当に。

『簡単じゃないか！　だったら『騎士の巡歴』の効果が切れる前に仕留めてやる！　あと一撃で終わらせるよ！』

「やってみるがいいのです、カイ」

　さっきまでとは、次元が違うのだ。

　チェーンソーをがむしゃらに振り回すが、当たらない。当たるはずもない。加速と減速を切り替える《薄うす花はな桜ざくら》に、《讐しゆう劇げき機き関かん》は追いつけない。そうだ、これが如月きさらぎ紀沙羅と《薄うす花はな桜ざくら》の本来のスペックだ。

　俺が出るまでもない。

「東城さん！　駆く動どう系を渡します！」

「え!?　俺に!?」

「隙すきを作ると言ったのは東城さんなのです！　私はブースターでの援護に回ります！　あと二十秒で『騎士の巡歴』の効力が切れるのですから、しっかりお願いするのです！」

　言ってくれるぜ。布石を作るという俺の言葉、しっかり信じてくれたらしい。文字通り、如月紀沙羅が、その命ともいうべき機体を預けてくれたことに感謝と、そして肩にのる重量級の責任を感じた。悪くねえよな、こういうの。

　一度紀沙羅に渡した駆動系の処理を、もう一度後部席のほうで受け持つ。レバーを倒して《薄うす花はな桜ざくら》を操そう縦じゆう。まだ『騎士の巡歴』は有効だ。その中で、どうやって《讐しゆう劇げき機き関かん》の隙を作り出していくか。もちろん、俺には策さくがある。

『キサラァ！　なんだよそれは！　余裕のつもり!?』

「余裕？　それは違いますよ、カイ。私たちが一番強くなるのには、こうするのが一番だと思うのです」

『ふざけるなぁ！　キサラ！　君はずっと一人でやってきたじゃないか！　君一人で十分強いはずじゃないか！』

「いいえ────」

《讐しゆう劇げき機き関かん》が、そのチェーンソーを震ふるわせる。モーターが唸うなるたびに全身ががたがた震えてしまう《讐しゆう劇げき機き関かん》は、とてもバランスが悪い。俺が付け入ることができたのも、そんなアンバランスさがあるからだ。

　その不安定さは、カイの心情の象徴のようにも見える。

　が、もっと別の、物理的な要因も、そこにはあるはずだった。

「私より、私たちのほうが、きっと強い」

　チェーンソーが、唸りを上げて一いち文もん字じを描こうとする。だが、俺は冷静でいられた。紀沙羅がきっと、後ろを守ってくれるという安心感があったからだろうか。

《薄うす花はな桜ざくら》を低く沈める。そのままでは頭部を狙ねらわれる位置だったが、俺は《薄うす花はな桜ざくら》の拳こぶしでもって、下方から持ち上げるような打撃をチェーンソーに加えた。それだけで、横よこ薙なぎに放はなたれるはずだった一撃は上方に跳はね上がる。重くて扱あつかいにくいブレードを、《讐しゆう劇げき機き関かん》が振り上げたような形になるのだ。

『なっ……!?」

《讐しゆう劇げき機き関かん》の強さは、その改造した武装にある。

　ならば、弱点もまた、その改造した武装だ。モーターを仕込み、材質を変え、そうして強化した武装は市販のものより重かったり、強力だったりして、きっと扱いにくい。もちろん、それを制せい御ぎよするための改造も各所に施ほどこしているのだろうが、それは果たして完かん璧ぺきだろうか。

　たとえば。

「たとえば……関節とかどうなんだよ！　カイィィっ！」

『な、あっ……！』

　俺が格闘技で《讐しゆう劇げき機き関かん》を圧倒できた理由は。

《讐しゆう劇げき機き関かん》の関節部が、武装に比して脆ぜい弱じやくだから。

「これで…………」

　チェーンソーが持ち上がり、露あらわになった関節部。黒い装そう甲こうと装甲の間にある隙すき間ま。

　俺は、一気に近づく。その間合いを詰める瞬しゆん間かん、絶ぜつ妙みようのタイミングで紀き沙さ羅らのブースターの援護がある。噴ふん出しゆつする炎ほのおによって一瞬で近接した瞬間、《讐しゆう劇げき機き関かん》の黒い仮面の向こうに、カイの怯おびえたような表情が見えた気がした。

「決まりだァッ！」

　拳こぶしが、《讐しゆう劇げき機き関かん》の肩に命中する。

　パイルバンカー《アルナスル》がそのギミックを発動し、火薬の威い力りよくでもって杭くいを撃うち出す。間違いなく命中した。手ごたえがあった。がぎゃぎゃぎゃぎゃ、という、嫌いやな音も。

　だが。

『はっ……ははッ！』

　カイの声と同時、《讐しゆう劇げき機き関かん》がその右腕を振り下ろさんとする。

　脆ぜい弱じやくなはずの関節部に直ちよく撃げきしたパイルバンカーだったが、どうやら破は壊かいにまでは至らなかったらしい。傷をつけたのは確認できたが、まだ《讐しゆう劇げき機き関かん》の右腕は生きていた。狙ねらいが甘かったか？

『残念！　残念だったねぇトーガ！　狙いは悪くなかったけどさぁ！』

　チェーンソーが唸うなる。捨て身で飛び込んでしまったのだ。今更振り下ろされるブレードを回避する術すべはない。だが。なにかおかしい。チェーンソーの振動が、徐々に大きくなっているように見えて。

『僕の勝ちだ！　僕に逆らったこと、後悔し……ろ、よ……ッ？』

　モーターの振動を、《讐しゆう劇げき機き関かん》が制せい御ぎよしきれていない。カイも気づいたのだろう。大剣を構えた腕が激しくブレる。ヤバいと思った時にはもう、なにかが引きちぎられるような、妙みような音が響いていた。

　チェーンソーを操あやつっていた腕が、明後日あさつての方向に吹き飛ぶ。

『なっ、あ……!?』

　パイルバンカーの一撃に耐えられても、その直後の酷こく使しに耐えられなかったということか。それとも、強力なチェーンソーブレードを使い続け、もうガタが来ていたところに、俺のパイルバンカーがぶっ壊こわれるきっかけを与えてしまったのか。

　壊れた右腕は、大剣とともに《讐しゆう劇げき機き関かん》の背後の地面に突き刺さった。

　隻せき腕わんと化した《讐しゆう劇げき機き関かん》が、ふらふらと二、三歩、自分の腕に呆ぼう然ぜんとしたかのように下がっていく。行き場をなくした電気信号のものか、ひしゃげた関節部からぱちぱちという音が響いた。

『う、噓うそだ……僕の、《讐しゆう劇げき機き関かん》が……！』

「やはり、関節部の強化はおろそかにしていたようですね、カイ」

　もっとも負荷のかかる部分を見落としていたのか。あるいは、チェーンソーの威力が予想よりもはるかに高かったのか。

『ふざ、ふざけるなぁ！　キサラのくせに！　キサラのくせにぃ！』

　片腕を失くしても、《讐しゆう劇げき機き関かん》はなお動く。制限時間はあと二十秒。

「もう、『騎き士しの巡じゆん歴れき』の効果は消えていますね。防ぼう御ぎよ力も標準に戻っています」

『キサラァ！　忘れるなよ、あの時のことを！　あの時、父さんに誘ゆう拐かいされて、小こ鹿じかのようにぶるぶる震ふるえていたことを忘れたとは言わせないよ！　あの時はあんなに怯おびえた子供だったくせに、どうして、どうして今は……！』

　だが、まだカイは諦あきらめた様よう子すはなかった。

　シールドの先端。細長い五角形を描くその頂点から、銀色の円盤が出現した。そちらも改造を施ほどこしていたらしい。シールドの内部から顔をのぞかせるのは、周縁を凶きよう悪あくなギザギザで覆おおわれたカッターだ。いわゆる丸ノコ、というヤツ。

　あんなものまで仕込んでいやがったのかよ。

「電動の円形カッター。シールドに隠かくしていたのですね」

『まだだぁッ！　キサラ、君に思い出させてあげるよ！　あの時、君がどれだけ怖こわがっていたかをさぁ！』

　紀き沙さ羅らも忘れている過去の記憶を持ち出して、カイが吠ほえた。

　シールドから展開されたサーキュラソーが、唸うなりを上げて回転する。チェーンソーといいこいつはノコギリ武器が好きだな。シールドの先端で殴なぐりかかられれば、確かに脅きよう威いだろう。攻こう撃げき範囲も広そうだ。

　突撃してくる《讐しゆう劇げき機き関かん》だったが、既すでに俺は駆く動どう系を紀沙羅に戻してある。ブースターによって回避する紀沙羅。触れれば切れる抜き身の丸ノコに飛び込んでいくのは得策ではないが、制限時間はもうほとんど残っていない。

　焦あせるが、俺はただ、《薄うす花はな桜ざくら》の動きを見つめていた。

「私には……カイ、むしろ怯えているのは、貴方あなたのほうに思えるのですが」

『うるさいよぉ！　僕は！　僕は『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の城主だぞ！　お前なんかに負けてたまるかよぉ！　僕が、新しい世界を作って、あまねく全てを導くんだからさぁ！』

《薄うす花はな桜ざくら》は、ブースターを噴ふん出しゆつして隻せき腕わんの騎き士しから距離をとる。《讐しゆう劇げき機き関かん》の残ゲージは、微妙ではあるものの、未いまだに《薄うす花はな桜ざくら》のそれを上回っていた。だが、もう『騎士の巡じゆん歴れき』の効果は切れている。パイルバンカーによる一撃だけでも与えることができれば。

　それで、俺達の勝ちだ。

　だが、シールドを振り回す《讐しゆう劇げき機き関かん》の動きは早い。隻腕になったことで軽くなった機体は、唸りを上げて電動カッターを振り回す。

「妄もう言げんも、そこまでにしてほしいのです。そんな戯ざれ言ごと、自分でも信じていないくせに」

『そうだ……くだらない！　全部くだらないんだよぉ！　キサラも！　父さんも！　教団も！　いいさ、僕が世界をひれ伏ふさせることができるなら、なんでも利用してやる！　キサラ、トーガァ！　お前たちも僕に負けてみせろよぉ！』

　そいつは無理な相談だ。

《讐しゆう劇げき機き関かん》が、《薄うす花はな桜ざくら》へと肉薄した。だが、そこで《薄うす花はな桜ざくら》の動きが止まる。一いつ瞬しゆん、紀沙羅が全て諦めたのかと思った。あの凶悪な武器に対して、パイルバンカーのみで対抗する術すべを持たず、敗北を認めたのかと。

　一いつ瞬しゆんだけ、な。

　紀き沙さ羅らに限って、ランキング一位に限って、それはない。

「そんなの絶対、お断ことわりなのです」

「紀沙羅！　ぶちかませッ！」

　俺は、《薄うす花はな桜ざくら》のこの動きを知っていた。

《讐しゆう劇げき機き関かん》が、そのシールドを横よこ薙なぎに振るう。それでも《薄うす花はな桜ざくら》は動かない。首を刎はねる処刑のギロチンは、確かに《薄うす花はな桜ざくら》に命中したように思えた。全てを理解していても、やはりその感覚は変わらない。

　実際には。

　寸前で止められたシールドは、わずかほども《薄うす花はな桜ざくら》に触れてはいなかった。その前に、下方から機体腹部に抉えぐり込ませたパイルバンカー《アルナスル》のほうが早かったからだ。《讐しゆう劇げき機き関かん》は、《薄うす花はな桜ざくら》に近づき過ぎたのだ。

　おかげで、紀沙羅得意のカウンターをもらってしまった。

「まだ、終わらないのです、カイ」

『くそ、認めない、認めないぞこんなのさぁッ！』

　力任まかせの俺の技とは違う。鮮やかな挙きよ動どうで放はなたれた《薄うす花はな桜ざくら》の左腕は、《讐しゆう劇げき機き関かん》を貫かん通つうしたまま。

　しかも、それで終わらない。

　杭くいを内部に叩たたきこんだまま、紀沙羅はブースターを吹かす。《讐しゆう劇げき機き関かん》ごと基地の壁へき面めんを滑すべりるようにして移動させる。炎ほのおを噴ふん出しゆつして、二体のイレイザーは流れ星のごとくステージ内を走り抜ける。

　そして。

『キサラぁああぁぁぁあ────ッ！』

《讐しゆう劇げき機き関かん》が、ステージの端はし。

　なにもない宇宙空間に、磔はりつけにされた。その向こうにもスペースデブリの密集する空間が広がっているように見えるが、それは結局錯覚。

　ゲーム内の狭せまいバトルフィールドは、そこで終わりなのだ。

『ぐっ、が、あぁ……！』

　見えない壁に、パイルバンカーによって磔にされた瞬間。
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　ゲーム終了の表示が、画面に現れた。ゲージを削けずりきったのだ。残り時間を見れば、あと三秒。結構ギリギリだったのだと気付いた。とどめは紀沙羅に任せてしまった形になってしまったものの。これで、紀沙羅がアサルトライフルを諦めていなかったら、一体どうなっていただろうか。

　でも、安心して見れたな。カウンターが紀き沙さ羅らの得意技だってのは、よくわかっていたし。

「どうだよ」

「はい？」

「パイルバンカーつけといて、良かっただろうが」

「……まあ、結果論ですが、悪くはなかったのです。本当、お節せつ介かいにもほどがあるのです」

　勝利を示す画面。明暗の激しい筐きよう体たい内のせいで、後頭部を向けている紀沙羅の顔はよく見えない。ていうか、こいつ一いつ瞬しゆんとはいえ気絶してたんだよな。やっぱり負けるのは怖こわかったってことなのだろうか。

　でも、勝てた。

　今度は足手まといじゃない。しっかり紀沙羅の役に立てた。そう思うことができた。

「お母さん……私は大丈夫なのです」

　排出された《薄うす花はな桜ざくら》を手に、紀沙羅はそんなことを呟つぶやく。ここにはいない、俺が顔も知らない人に向けた言葉だった。だが、それはいつか紀沙羅が言った、一人で大丈夫だ、という答えとはまったく意味が違う気がして。

　少なくとも、彼女特有の危なっかしさはいくらか消えているように思えた。




「うあ、なんだよこれ」

　筺きよう体たいから出てみれば、なんか乱闘後、といった様よう相そうだった。

　いや、事実乱闘だったのだろう。だってすぐそこで、銀髪グラサンと竜りん胆どうさんが向かい合っているし、桐きり也やに至ってはまさに殴なぐり合ってる最中だ。倒れている連中のうち、何人かは覚えがある顔だった。というか裏うら路ろ地じで俺が殴った奴やつらもいるから、多分こいつらはカイの部下、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーかなんかなんだろう。

「刀とう雅が、よくやったな、これで────」

「如月きさらぎいいぃいぃぃッ、紀き沙さ羅らあぁあぁぁぁッ！」

　桐也の友情に厚い言葉は、なんかどっかで聞き覚えのあるセリフでかき消された。

　飛んできたのは陵みささぎである。すぐ傍そばには安あ曇ずみ野のもいた。陵は俺なんぞには目もくれずに、迷わず紀沙羅に抱きついてみせる。すげえ勢いではあったが、元々陵が鳥みたいに細いんで受け止めるのは難しくなかったらしい。

「紀沙羅ーッ！　よくやったよくやったわよ！　偉い！　もうダメかと思ったわよどうしてくれんのよ心配させんじゃないわよー！」

「あ、あの陵さん、少し苦し……」

「おぉー……ちゃんと《ユーディット》も取り返したよー……ほらぁ」

　安あ曇ずみ野のが、深しん紅くの愛機を掲かかげて見せた。とりあえずこれで目的の第一段階は完了、ってとこなのかね。まあ、外でなにが起こってたのかさっぱりわからんわけだが。後で桐也に事情を聞いてみるしかないのかね。

「大丈夫かよ、桐也。手伝うことあるか」

「心配いらん。どうせ向こうはもう手出ししないだろう。お前たちの勝ちなんだからな。まあもっとも、こちらはアレンさんが来てくれなかったら危なかったんだが」

「アレンさん？」

「いよーぅ、そこのウィナー二人お疲れさん。よくやったなぁ」

　現れたのは、相変わらず陽気な顔のアレンさんである。エプロン姿なのも相変わらずだが、顔に少し青い痣あざを見て取ることができた。もしかしてこの人も乱闘に参加してたのか。そういうタイプには見えねーんだけど。

「ま……詳しい話は後で……とりあえずタカオカから《ユーディット》をどさくさで奪うばったの、俺な」

「ついでに陵と安曇野が巻き込まれないように計らっていたのもアレンさんだ」

「そう褒ほめんじゃねーよキリヤ。女の子目当てみてーじゃねーか！」

「事実そうでしょう」

　なんだかんだでこの二人も良いコンビだよな。イケメンが並んでるとそれなりに絵になるし。

　竜胆さんと銀髪グラサンは、構えたまま向かい合っていて、こちらはもう、俺みたいな素人しろうとが出る雰ふん囲い気きではない。竜胆さんも相当だが、銀髪グラサンもなかなかやるのだ。もっとも、ゲームは終了している。銀髪グラサンもここで全力勝負を行うつもりはなさそうだったが。

「カイ様！　その身体からだでは！」

「うるさいクサナギ！　僕を……連れていけ！　ぐずぐずするなぁっ……ぐっ！」

　かと思えば、今度は反対側の筐きよう体たいが騒がしかった。

　カイが筺体から出て来たのだろう。茶髪スーツに肩を借りて、ようやくといったところだったが。様よう子すがおかしいのはすぐにわかった。全身から汗が噴ふき出している。尋じん常じような量じゃなくて、薄い生地の服は汗を吸って黒色を更に濃くしているし、前髪なんかは水でもかぶったかのように膨ふくらんで垂れている。

　顔色は青を通り越して病的なまでに白い。それでも側近の肩を借りて、じりじりと進んでいる。『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』のメンバーはただ道を開けた。あの銀髪グラサンも、竜りん胆どうさんから目をそらしてカイの元に駆かけ寄っていく。

「カイ……貴方あなた」

「はっ、ははは！　笑えよ、キサラ！　そうだ、僕も君と同じだ！　あの狂った男に散さん々ざんいじられたよ！　まあもっとも失敗作の君とは違う！　僕は負けてもこの程度で済んでいるけどさぁ！　良かった、本当に良かったねえキサラ！　勝つことができてさぁ！」

　死なないで良かったね、とカイは苦しげな顔で笑っていた。

　紀き沙さ羅らが進み出る。その表情はいつものじとりとした半眼で、俺がそこからなにか読み取れるはずもなかった。カイに対してなにを思っているのだろうか。単なる軽けい蔑べつというだけでは、どうやらなさそうだが。

「キサラ！　それとぉ、トーガ！　覚えたよ、決して忘れない！　僕は君たちを許さないから！　ここで負けていたほうがいっそ楽だったと思わせてあげるよ！　覚かく悟ごしておきなよ、今度こそ殺してやるから！　絶対に殺してやるからなぁ、キサラギキサラァ！　あはは、ははははははははは──────ッ！」

　甲かん高だかい哄こう笑しようののちに。まるでそれで体力を使い果たしたと言わんばかりに、がぐんとカイの首が垂れた。操あやつり人形の糸がぷつりと切れたようだった。側近がカイを運んで、逃げるように去っていく。なにか、ヤバい薬でもやってんだろうか。倒れた仲間には目もくれずに、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』の連中は俺達の前から逃げるように背中を見せていった。

「城主の言う通りだ」

　最後に。

　下へ手たしたらカイよりもやべーだろう、銀髪グラサンが、振り返るように言った。多分見ていたのは、俺か紀沙羅、でなければ竜胆さんか。

「後悔することになる。従っておけば、失うものは少なくて済むぞ」

「なめんな」

　言いたいことだけ言って逃げようとした銀髪グラサンの足は、きっと俺が止めた。

「紀き沙さ羅らは、もうなに一つだってお前らにやるつもりはねーんだよ。消えろ下げ衆すども」

　勝手に心情を代弁するな、と紀沙羅には怒られるかもしれなかったが。

　それを聞いた銀髪グラサンは、しかしなにも感じなかったとばかりに去っていく。教団内のヒエラルキーはともかく、多分実際に戦闘で相手にしたら一番厄やつ介かいな相手だよな、あれ。

　サイコな一団さんが去った後は、勝ち抜き筐きよう体たいの周辺はもう完全に喧けん嘩かのあと、という感じで、これ後あと始し末まつどうすりゃいいんだろう。アレンさんに任まかせるべきなんかな。カイのサイコっぷりに、陵みささぎや安あ曇ずみ野の、そんで桐きり也やといった、状況を知らない面々はただ呆ぼう然ぜんとしてるし。

「……なんなのよ、アレ。ちょっと紀沙羅、あんなの気にすることないわよ」

「はい、陵さん。私なら大丈夫なのです。カイのあの調子には慣れているので」

「慣れてるって……それはそれでヤバいでしょ」

　まったく同感である。たかだかゲームで殺す殺されるの話をしないで欲しいのだが、生あい憎にくと紀沙羅に関してはそうもいかないのだ。

「なにに巻き込まれているかは知らんが、いざとなれば刀とう雅がを盾たてにでもすればいい」

「そぉだねぇー……身体からだだけは丈夫だもんねぇー……」

「ちょっと東とう城じよう刀雅！　相あい棒ぼうなんだから、二度とあんな変な奴やつ近づかせないでよ！　ボサッとしてんじゃないわよ！」

「わかったのです。東城さん、よろしくお願いするのです」

　お願いされたくねー。俺は確かに護ご衛えいだが、ＳＰじゃねーぞ。

「お前ら……なにも聞かねーの？」

「なにがだ」

「なにがっ……って、あんだけ乱闘騒ぎ起こしといて、事情聞かないとか」

「俺はそういう約束だったろう。今更破は棄きしろと言われてもこちらが困る。そちらが話す気になるまではなにも聞かん」

　桐也くんおっとこまえー。そういうのは俺には真ま似ねできねーわ。いっそ意地になってるようにすら見えるけどな。まあ、俺は首突っ込まないと気がすまない性分だから、紀沙羅の護衛なんかやってんだろうけどよ。

「そっちは？」

　陵、安曇野の《ユーディット》コンビに水を向けてみる。

「んぅー……？　だってぇー、それはぁ」

「聞いて話してくれるようなことならとっくに話してるでしょ。誰だって多かれ少なかれ事情はあるわよ。いつかちゃんと聞かせてもらうわ」

「すみません。あの、陵さんと安曇野さんには本当にご迷惑を……」

「アンタもねぇ、いつまでも敬語使ってんじゃないわよ！　ていうかなんでそんなに腰こしが低いのよ！　こっちが喧嘩ふっかけた時はあれだけ上から目線だったくせに！　ちゃんと岬みさきって呼びなさいよ！」

　怒ってんだか説教してんだか甘えてんだかわかんねー。これだからツンデレは。

「はいはい、ボーイズ＆ガールズ。騒ぐのはそこまでにしとけー」

　アレンさんが、手をぱんぱんと叩たたいて呼びかける。そう言えばこの人、店員なのにあんまり困った様よう子すを見せていないな。というか、客はともかく、専門店のスタッフの誰一人、騒ぎ出そうという気配がない。

「とりあえずお前らはもう帰れ。後は店のほうでやっとくからよぉ。気をつけろよ」

「なによそれ、そんなんでいいの？」

「お？　みさきちもしかして心配してくれてんの？　心配しなくても、倒れてる奴やつらだって騒ぎにはしたくねーだろーよ。変な因いん縁ねんつけられる前に今日は帰んな」

　確かにそれが妥だ当とうだろう。乱闘騒ぎだって、『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』にしてみればなかったことにするのが得とく策さくだ。下へ手たに騒ぎ立てて警けい察さつを呼ばれるのが、彼らにとってはもっともマズイことのはずだからな。

「行くぞ。刀とう雅が。急げ」

「あ、ああ……」

「あ、私なら大丈夫なのです。今日は竜りん胆どうさんもいますので」

　桐きり也やに急かされ、思わず紀き沙さ羅らを見てしまった。そりゃ、竜胆さんが一いつ緒しよなら心配することなんざねーのかもしれないが。さっき気絶してたしなぁ。心配するなってほうが無む茶ちやってものだろう、これは。

「……東とう城じようさん、今日は本当に、ありがとうございました」

「素直だな、珍しい」

「そう言うのならば撤てつ回かいしましょうか？」

　冗談めかす紀沙羅は、めったにないことだが、口元が少しほころんでいた。

　感謝。なにに対しての感謝だろうか。パイルバンカーくっつけたこと？　紀沙羅が気絶してた数秒の間、代わりに戦ったこと？　もちろんそれらもあるだろうが、結局俺はほとんどなにもしていない。助けたなんておこがましい。

　俺は叫んだだけだ。ふざけたことが多すぎるから。

　その品のない怒ど声せいで紀沙羅の目が覚めたというのなら、まあ、ちょっとは感謝されるのも悪くはない。

「また明日、よろしくお願いするのです」

「そうだな……また明日」

　見れば、名な残ごり惜おしそうな陵みささぎを、安あ曇ずみ野のが引っ張っていた。桐也もさっさと帰る準備を始めていて、こういうところはコイツら早いな。俺もすぐさま桐也と帰るべきかね。竜胆さんが早くしろ、とばかりにこっちを睨にらんでるし。

　もう、《薄うす花はな桜ざくら》に乗るななんて言われることはないのだろう。今日の長い戦いで、きっと紀き沙さ羅らは認めてくれた。そう信じたい。それに俺も、パイルバンカーをぶっ放ぱなすその瞬しゆん間かんは、今までにないくらいの熱さを感じることができた。

　それはきっと、青春の中でもほんの一いつ瞬しゆんしか感じられないような、わずかな炎ほのおだろう。

「また明日、迎えに行くよ」

「……気持ち悪いのです。いつの間に彼氏気取りですか」

「そんなつもりじゃねえっての！」

「それでは。霧きり島しまさんも失礼するのです」

　ひどい言葉を浴びせないと気が済まないらしい如月きさらぎ紀沙羅は、竜りん胆どうさんを伴って裏うら口ぐちのほうから出て行った。俺も桐也と帰る。なんだかよくわからんが、アレンさんが手を振ってたのが気になる。

　あの炎。

　パイルバンカーを放つ時の情熱は、紀沙羅とともに在あれば、またいつか自分の胸に灯ともるような気がしていた。

「嬉うれしそうだな、刀とう雅が。あれだけ苦労したというのに」

　桐きり也やは鋭い。誤ご魔ま化かすのも一苦労である。だがそこで認めるのはなんか癪しやくだった。

「そんなんじゃねーよ。俺は、ただ」

　そう、そんなんじゃないのだ。

　ただ、ゲームでも空手でも埋うまらなかったなにかが、今、とても熱いなにかで満たされている気がして、自然と顔がゆるんでしまうだけの話なのである。紀き沙さ羅らのことは色々大変だし、深刻だし、決してこの状況を楽しんでるなんてことはないのだが。

　逆境ほど燃えてしまうタチだしな、俺は。







エピローグ







　イレイザー専門店で紀き沙さ羅らを待っていると、アレンさんに肩を叩たたかれた。

「あ、ども」

「ぃよーう、トーガ。なに、紀沙羅ちゃん待ち？」

「ええ、まあ、そんなとこです」

　学校を終え、そのまま直接専門店まで来た。紀沙羅からは『部室に寄ってから行くので、少し遅れるのです。すみませんが待っていて欲しいのです』というメールが来た。今までの態度からはとても考えらないような丁てい寧ねいなメールに思わず笑ってしまい、隣となりにいた桐きり也やに妙みような顔をされたのはついさっき、学校でのことだった。

　ちなみに桐也は今日は道場に行くらしく、イレイザーのほうは欠席である。律りち儀ぎに師範に叱しかられに行くのだそうだ。俺なんかはまた、顔を出しにくい理由が増えてしまった、という感じなのだけれども。

「大変だねぇ色男。昨日もやりあったんじゃん？」

「それは……なんつーか、アレンさんにもご迷惑をかけちまって……」

「あん？　迷惑とか、どうして？」

「え。だってほら、店の中で乱闘とか、大変だったんじゃ……」

「いやあ、全部織り込み済みってーか？　俺を含めて事情を知ってる奴やつらばかりだぜ？　あー、まあ、リンドーの姐あね御ごの直属ってのは俺だけだけど」

　ん？

　なんだ、なんか嚙かみあってないな。竜りん胆どうさんの、直属？　一体どういう意味だ。俺の怪け訝げんな顔に気づいたのか、アレンさんが、ははーん、とかいう表情に変わった。もしかして俺はなにか鈍いのか。まるで昨日の『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』とのやりあいも、あらかじめ知っていたかのような。

「トーガ、あのさ、ここホロスコープの直営店だぜ？　んで、紀沙羅ちゃんはこの店に通うために引っ越してきた」

「え……あ、あれ？」

「そりゃトーゼン、スタッフの中にも事情を知ってる奴がいてしかるべきじゃねーの？　っていうか俺が来たのも一年前だし、名前の通りアメリカ人だし？」

「あ……まさか、事情を、知って？」

「なにを隠かくそうこのアレン・アラン！　ホロスコープ社内の、イレイザー開発部所属だぜぇ！　よろしくぅ！」

　きらん、と歯を輝かせて衝しよう撃げきの事実を告つげやがった。軽い。衝撃の事実の割には軽い。

　開発部所属。ってことは、イレイザーを作る研究をしている、研究者ってことになるのか。全然そんな風には見えないのだが、そういえばイレイザーの修理や整備、塗装の手て際ぎわはすごいんだよな。この人に頼めば、大たい抵ていのことはすぐにやってくれる。開発部だったら、それも納得だったな。やたらとイレイザー操そう縦じゆうの手際が良いのもそれが理由かよ。

「え……てーことは、アレンさん、ホロスコープの社員？」

「けっこー競争率高いんだぜ。これでも理工系の大学出たインテリジェントよ？」

「え、やべ、頭いい人かよ！　ただの女好きだと思ってたのに！」

「やっぱりそんな風に俺のこと思ってたんだなトーガよぉ……ちなみに、本当の上司はレイラ・キサラギ博士。紀き沙さ羅らちゃん愛いとしのお母さんだけどよ、今はこっちに出向してる。立場上はリンドーの姐あね御ごの指揮下で、紀沙羅ちゃんの護ご衛えい」

　護衛、いるんじゃねーか！　しかもこんなところに！

　確かに、専門店に護衛を配置していたとすれば、紀沙羅の安全の確度は上がるだろう。じゃあ俺とか要いらなくね？　昨日の戦いのときだって、アレンさんはさりげに《ユーディット》を取り返すなんてこともやってたわけだし。

「もしかして昨日、何人か殴なぐってました？」

「いやぁ、やっぱ実力的にはキリヤやトーガにはかなわねーよ。俺ができるのは精せい々ぜいレディに誰も近づかせないくらいでな？　元々は研究者肌はだ。リンドーの姐御は技術的な面はからっきしだし、イレイザーに詳しい人間も近くにいないといけないってんで俺が抜ばつ擢てきされたんだけど、やっぱ『鮮血の古城ブラツデイ・キヤツスル』とやりあうには戦闘力ないとダメなー」

「はあ」

「というわけで、引き続き頼んだぜ、トーガ」

　アレンさんが俺の肩を摑つかむ。なにを、と聞くまでもないだろう。きっと紀沙羅の護衛のことを言っているのだ。カイが諦あきらめた風でもないし、これからも紀沙羅との付き合いは続いていくことだろう。彼女にとっては相当に重い《デュアル・イレイザー》を、俺も共にしなければならない。

「あ、ちなみに俺がホロスコープの社員ってこと、紀沙羅ちゃんには内ない緒しよな」

「紀沙羅、知らないんですか？」

「あの子、レイラ博士が会社から遠ざけてるせいで、社員とは顔をあわせてねーのよ。大きくなってからはずっと一人で留守番で、レイラ博士の研究室以外はほとんど立ち入ったこともねーはず。あんまり護衛だのなんだので物々しくしてるとアレだろ？　この専門店のスタッフにも、軽く事情は話してあるけど、トラブルになった時に動ける奴やつは少ねーわけよ。深入りさせないほうが、カイに狙ねらわれることも減らせるしな。なるべく少数精せい鋭えいが、リンドーの姐御の方針でよ」

　その通りだ。

　こちらの国で、事情を話してしまえば、それはつまり巻き込むことになってしまう。紀き沙さ羅らが未いまだに、陵みささぎや安あ曇ずみ野のになにも言わないのも、それが理由だ。彼女たちも聡さといから、薄々感づいているかもしれないが。桐きり也やだって、なにも聞かないのに乱闘に入り込んでくれている。

　アイツらに、全部話すためにはやっぱり、カイのことに対して、なにかケリをつけることが必要なのだろう。

「その点！　トーガは適任なわけさ！」

「はぁ、なんで？」

「護ご衛えいって割に、良い意味で気が抜けてるし、危機感も薄い。紀沙羅ちゃんもリラックスできるだろーよ。年上の専門家ばかりに囲まれて、あの子が良い思いするわきゃねーだろ。トラウマを解消するためにも、なるべく能天気な奴やつを持ってくる必要があるんだよ」

　全然褒ほめられている気がしなかった。というか、多分褒めてはいない。

　俺なりに真剣になっているつもりだったんだがな。でも理屈はわかるのだ。誰よりも力が入っていたのはきっと紀沙羅自身だったし、アイツに必要だったのは多分、その重荷を少しでも減らせる緩かん衝しよう材ざいみたいな奴。

　俺みたいなバカが丁ちよう度ど良かったのかもしれないな。

「……ったくさぁ、だったら早く言ってくれよ。妙みように気を張っちまったじゃねーか」

「おおっ、悪わりィ悪ィ。でも俺はリンドーの姐あね御ごやトーガみたいに、肉体派じゃないもんだからよ。これでも即戦力ってことで頼りにしてるんだ。紀沙羅ちゃんの秘密も、一いつ緒しよに守っていこーじゃん？」

　言われなくても、元より俺はそのつもりだ。

　アレンさんが見守ってくれているってのはわかった。竜りん胆どうさんが放任主義と見えたのも、多分ある程度までの紀沙羅の監かん視しをアレンさんに任まかせていたのだろう。そうするほうが、結果的に紀沙羅のプレッシャーを減らすことができるという配慮か。

　まあ、これからなにかあればアレンさんにも相談できることがわかったから、むしろ俺の気持ちのほうが楽になったかもしれない。

「お、そうこうしている内に、お姫様の登場だぜトーガ」

「からかってませんか？」

「レイラ博士には、娘さんに悪い虫がついた、って報告しとくぜ」

「それ大丈夫なのかよ!?」

　話によれば、キサラギ博士は子こ煩ぼん悩のうな人物らしい。大丈夫か。日本まで包ほう丁ちよう持って乗り込んできたりしないだろうな。そう問い詰めたかったのに、アレンさんは邪じや魔ま者は退散とばかりにさっさとショップのほうへと逃げてしまった。

　一方の紀沙羅は、陵や安曇野と一緒に現れていた。少し後ろには竜胆さんの姿もある。紀沙羅はこちらの姿を見つけると、軽くお辞じ儀ぎをしてみせた。本当、最初のころとは扱あつかいが段違いである。敵意があっさりと好意に変わる様よう子すは、陵みささぎとはだいぶ違うが、ツンデレと呼べるものであるのかもしれない。

　んじゃあ。

　今日もまた、お姫様のゲームに付き合うとしますかね。




　────なんて思っていた俺は、アレンさんの言う通り、大バカだったかもしれない。

「東とう城じようさん、今日も頭の悪そうな顔なのですね」

「おまっ……開口一番それかよ」

「あれから考えたのですが、昨日は東城さんがいなければ危なかった。それは認めるのです。しかしだからといって、これから東城さんを《薄うす花はな桜ざくら》に乗せ放ほう題だいというのは、いささか不用心という気もしまして」

　昨日垣かい間ま見みせた、素直な紀き沙さ羅ら。綺き麗れいな紀沙羅。紀沙羅キラキラモードとでも呼ぶべきそれは、今はどこにも見えなかった。

　顔は相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらで、ジト目に戻っている。いや、もうなんか見下しているレベルだよな。そういう人間なら喜ぶポイントなのかもしれないが、生あい憎にくと俺はそういうもんじゃねーしよ。

「なあ、これはなんの真ま似ねだ。紀沙羅」

「もちろん、練習用の簡易筐きよう体たいなのです。東城さんも初心者の頃は使用したのではないですか？」

　まあ、確かに、バトルフィールドのない簡単な筺体は、ゲーセンのレーシングゲームの筺体みたいなもんだ。前面の画面も一部しかないし、イレイザーもコクピット前部にちょろっと乗せるだけだ。自分の機体を操あやつるという、あの爽そう快かい感は存在しない。

　まあ、それだけならいい。

　問題は、乗っているのが俺一人、という点だ。紀沙羅はコクピットには乗らずに、斜め後ろから覗のぞきこむように画面を見つめている。

「なんで俺、これに乗せられてんの？」

「確かに先日は東城さんのおかげで勝てたのです。ですがそれは所しよ詮せん、結果論に過ぎません。東城さんの実力では、これからも足手まといになることは明白、確実、火を見るより明らかなのです」

「それで？」

「だから、特訓なのです。一人でこの相手を倒してください」

　これは間違いない、いじめである。特訓という名を借りただけの。

　なにしろ、画面に映っている相手はあの《ユーディット》なのだから。

「ふん、まあ仕方ないわね。紀き沙さ羅らの頼みなんだから。私を倒せるまで百回でも千回でも付き合ってあげるわよ。さあ東とう城じよう刀とう雅が覚かく悟ごなさい！　前々からアンタの動きはぬるいと思ってたのよ！」

「無む茶ちや言うな！　どんだけやっても勝てるはずないだろうが！」

「あぁー……まぁー……無理だろうけどぉー……ほらぁ、まぐれってこともあるかもしれないじゃんー……？」

　まぐれでしか可能性がねえのかよ。

　対戦相手は、隣となりの簡易筐きよう体たいに座る陵みささぎと安あ曇ずみ野のである。筺体同士はリンクさせてあるので、何回でも《ユーディット》と戦うことができるのは光栄なのか地じ獄ごくなのか。しかも厄やつ介かいなことに、こちらの筺体は俺しか乗っていない。紀沙羅用カスタマイズのレバーとコンソールも設定済みである。

　紀沙羅のやり方を覚えた上で、《ユーディット》を上回ってみせろ、ってことだ。

「くそ……こんなんつきあうほうも拷ごう問もんだろうが！　なにで懐かい柔じゆうされた、陵！」

「別に夏休みになったら海に一いつ緒しよに行く約束なんかしてないわよ。ねー紀沙羅ー？」

「ねー？」

　仲のよろしいことで本当に最悪です。自分の画かく策さくしたことで自分の首が締しまるとは思いもしなかった。

　逃げようと思えばできるだろう。だが、休憩スペースに目を向ければ、そこでは竜りん胆どうさんとアレンさんが一緒になってなんか話している。二人とも気にしてはいないようだが、もちろん俺達のことは目に入っているだろう。護ご衛えいなのに、イレイザーの特訓は嫌いやだと逃げだせば、あとであの二人になにを言われるかわかったものではない。

　逃げ場、なしか？

「紀沙羅……お前、今日のバトルは」

「後で隙すきを見てやるのです。東城さんは気にしないでください」

　全ての逃げ道はふさがれた。

　勝てない戦いを強しいられるのは苦く行ぎようの一つだが、もし万に一つも俺に可能性があるとしたら、セットされた《薄うす花はな桜ざくら》にパイルバンカーが取りつけられていることだろう。《ユーディット》を接近戦に持ち込んだ上で、パイルバンカー《アルナスル》の一いち撃げきを叩たたき込むことができれば、勝利の目はある。

　だったら、それを狙ねらうしかねえな。

「しゃあねぇ、やってやろうじゃねえか！」

「……もっと、ごねるかと」

「ぐだぐだ言うのは男らしくねえよな！　来いよ陵、安曇野！　ぶっ倒してやる！　ちょっとでも勝ち目があるなら諦あきらめるつもりはねえぞ」

「アンタのそういうバカなとこ、嫌いじゃないわよ」

　そいつはどうも。

　カイとの戦いだってそうだ。絶命かと思われたって、最後まで俺も紀き沙さ羅らも諦あきらめなかったんだ。いや、紀沙羅は一いつ瞬しゆん諦めかけていたのかもしれないが、それを引き戻したのが俺の力だというのなら、俺はそれを誇ろうじゃねーか。

　何度でも、俺が拾い上げてやる。

　諦めの悪い男だからな。

「……私も」

「あん？」

「私も、東とう城じようさんのそういうところ、嫌いじゃないのですよ」

　そいつはどうも。だったらな。

「じゃあ手伝ってくれよ」

「それは無理なのです。お一人でどうぞ、頑がん張ばってほしいのです」

　キラキラモードは一瞬で、すぐにいつものにべもない紀沙羅に戻る。訳ありの天才イレイザー操そう縦じゆう者が、そのデレデレぶりを発揮してくれるのはまだまだ先のようだった。少なくとも技量が彼女に追いつくくらいには、強くなっていないと。

　じゃあまあ、始めますか。

　強くなるのも、負け続けるのも、決して嫌いじゃない。

　その先にこそ、本当の強さがあると信じてるからよ。

「いくぜ──よろしく頼むぞ、《薄うす花はな桜ざくら》！」

　玩がん具ぐである、薄うす藍あいの機体は答えない。ただ、左腕のパイルバンカーが無言でその先端を煌きらめかせた気はした。操縦者がお前では不服だが仕方ない、とでも言いたげだった。

　上等だ。

　いつか認めさせてやるよ。紀沙羅にも、《薄お花ま桜え》にもな。







あとがき




（BGM 「裸々イヴ新世紀」by ALI PROJECT）




　本当にロボット物になってしまったよ。

　お久しぶりの方はお久しぶりです。このシリーズからはじめましての方ははじめまして。折おり口ぐち良よし乃のでございます。九く罰ばつやリヴルも読んでくださっている読者様は、『また二人組かよ！』と思われるかもしれません。しかし自分、確かにペアは好きですが、今回ばかりはトリオの物語を書いたつもりです。

　すなわち、パイロット二人と、そしてイレイザー自身です。

　むしろ、主人公は《薄うす花はな桜ざくら》なのかもしれません。絶対に嚙かみあうことのなさそうな二人組が、独特の機体でもって一つになる物語を楽しんでいただけたらと考えています。イレイザーはどの機体も、黙して語らないくせに自己主張ばかり激しくて、個性的なので、きっと愛されると信じてます。

　主人公機の《薄うす花はな桜ざくら》。格好かつこよすぎる《ユーディット》。ロマンの塊《リュストゥングＭｋ─[image: つー]》。厨ちゆう二に病の《讐しゆう劇げき機き関かん》。そしてそれらのパイロットたちの活躍をどうかよろしくお願いいたします。




　では、この本に関わってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさん。そして今回新たに編集として加わってくださった編集Ｋさん。いつもお世話になっております。Ｋさんの「ロボット物やりませんか？」という言葉は強く印象に残っております。その後に「不人気なジャンルですけど」と付け加えたことも忘れてはおりません。不人気なジャンル推すなや！　書いてしまった僕も僕ですが。

　そして絵師の黒くろ銀ぎんさん。今回の挿絵を引き受けてくださってありがとうございます。このあとがきを書いている段階ではまだイラストは完成していないのですが、素晴らしい絵を描いてくださることは疑いようがないため、ここでしっかりと感謝を述べさせていただきたいと思います。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、細かいところまできっちり指摘をくださった校閲さま、いつもアニメ観賞会をやってしまう友人ＮとＨ、そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。







折おり口ぐち良よし乃の

最近太った23歳。引きこもり生活のせいで脂肪が減らない。戒めのために、このシリーズの著者近影は全てこの我が家の車の守りブタ、その名もブラックサンダーにします。ぷぎぷぎ。
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黒くろ銀ぎん

モ○マスをやりたくてしょうがないんだ…けど、やると確実に課金しまくるから我慢我慢……でもやりたい……というか、アイ○ス好きすぎて最近やばいです。やよ○いいいいいい！
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折おり口ぐち良よし乃の








二〇十三年四月十一日　配信
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